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はじめに

古来、日本海は大陸へ、あるいは列島の北と南をつなぐ幹線として重要な位置をしめてき

ておりますが、月岡遺跡のある中野市や飯山市を中心とする北信濃は、こうした日本海から

の物流や情報が内陸にある長野県へ入る玄関口として位置づいてきました。このような歴史

的な背景を担ってきた地域で、新しい地域交流の一つともいえる北陸新幹線の建設にともな

って平成１５年度に中野市月岡遺跡の発掘調査を実施しました。その後、整理作業を断続的に

継続してまいりましたが、この度、月岡遺跡の発掘調査成果を報告書として刊行する運びと

なりました。

月岡遺跡は発掘歴がなく、遺跡のようすがあまりわかっておりませんでしたが、「月岡」

（つきおか）の名は、かつて「築岡」ではなかったかともいわれ、古い歴史を秘めているよ

うに感じられます。この月岡の地には、称念寺や岩井氏の館、あるいは岩井の集落がかつて

あったとも言い伝えられており、地域の歴史を紐解く時に重要な場所であると思われます。

発掘調査の結果、月岡遺跡は弥生時代と室町時代を中心とする遺跡であることが確認さ

れ、特に室町時代ではいくつもの屋敷地が集まって、そのなかで建物跡を何度も建て替えな

がら、多くの人々が暮らしていたことが知られました。このような屋敷地が１か所に集まっ

た遺跡は室町時代から戦国時代にかけて多くみられ、戦乱の激化や寒冷化した気候のなかで

の不安定な農業生産などの時代背景があったと思われます。また、その結束には伝承にある

ような武士や寺の関わりがあった可能性も考えられます。称念寺や岩井氏にしろ、この地域

では古文書の記録があまり残されておらず、こうした古文書記録が欠落した部分を埋める資

料として、本遺跡の発掘成果が地域の歴史の開明の一助になることを期待いたします。

最後になりましたが、発掘調査から整理作業、本報告書の刊行に至るまで深いご理解とご

協力をいただいた独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構の北陸新幹線建設局の

方々、長野県教育委員会文化財・生涯学習課や中野市教育委員会の方々、地元地権者や区長

の方々、発掘・整理作業に従事協力いただいた方々に対して心から敬意と感謝を表す次第で

あります。
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例 言

１．本書は北陸新幹線建設に関わる長野県中野市月岡遺跡の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は日本鉄道建設公団（平成１６年より（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構）の委託を受け

た（財）長野県文化振興事業団 長野県埋蔵文化財センターが実施した。

３．これまで発掘・整理作業の概要は『長野県埋蔵文化財センター年報』１９（２００２）、２０（２００３）、２１

（２００４）、現地説明会・速報展資料等で紹介してきたが、本書をもって最終報告書とする。内容に相違

がある場合は本書をもって訂正する。

４．本書で使用した地図は国土交通省国土地理院発行の１：５０，０００『中野』『飯山』、日本鉄道建設公団北

陸新幹線局作製の北陸新幹線土木工事のための埋蔵文化財発掘の通知（月岡遺跡）平面図（１：

５００）である。

５．発掘、整理作業において以下の機関に業務委託した。

月岡遺跡測量業務および空中写真撮影：（株）協同測量社

経石の実測及び写真撮影：（有）アルケーリサーチ

遺物の写真撮影：（株）長野フジカラー

金属製品のＸ線撮影および保存処理：長野県立歴史館

報告書印刷・製本：三和印刷（株）

６．調査資料及び遺物は長野県立歴史館へ移管予定である。

７．発掘、整理作業において以下の方々にご指導、ご教示いただいた。記して感謝の意を表します。

中村由克、中島庄一、望月静男、野尻湖ナウマンゾウ博物館、中野市教育委員会、飯山市教育委員会

８．発掘調査・整理作業の担当は以下の通りである。

平成１４年度（２００２）確認調査 市川隆之・黒岩 隆

平成１５年度（２００３）面的調査 市川隆之・中野亮一

平成１６・１７年度（２００４）整理作業 市川隆之

平成２１年度（２００９）印刷業務 市川隆之

９．本報告書の執筆・編集は市川隆之が行い、石器は鶴田昭典、縄文土器は綿田弘実・贄田 明、経石の

文字判読は入沢昌基に助言を得た。また、調査部長 平林 彰、調査第１課長 上田典男の校閲を受

けた。

凡 例

１．遺跡名は中野市教育委員会作製の遺跡分布図に掲載されている「月岡（つきおか）遺跡」である。

２．遺跡名を表す遺跡記号として飯山・中野市域を表す「A」と、月岡（TUKIOKA）の「T」・「O」を

組み合わせた「ATO」を用いた。遺物の注記および記録類にこの遺跡記号の表記を用いている。

３．遺構記号は SX（削平地・竪穴建物跡）、ST（掘立柱建物跡）、SK（土坑・柱穴跡）、SD（溝跡）、SF

（焼土跡）、SH（石垣・集石）、SM（経塚）を用い、混乱を避けるため本報告書でも調査時の番号の

まま用いた。掘立柱建物柱穴跡は ST 番号（（SK は省略）番号）で表記し、切り合いで B が A を切

る場合は A→B と表記している。
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焼土 炭 石遺構

土器 陶器 磁器 鉄釉 赤彩 煤遺物

凡　例

４．遺構番号は検出順に付し、掘立柱建物跡のみ①区北から南、②区北から南の順で付した。

５．遺跡・遺構の位置は旧国家座標を基準とした。

６．基本土層・埋土の色調の記録は『新版 標準土色帖』により、本報告では色調名のみを表記した。

７．遺構の規模の計測は以下の方法によっている。

掘立柱建物跡：梁・桁行長・柱間寸法は柱穴跡最深部となる中央付近で計測し、棟方向は梁行中央を

結ぶライン、もしくは一部のみの残存では桁行で計測した。

土坑：規模は土坑中央を通る直交方向で計測し、長軸方位はその長軸で計測した。

８．本報告書掲載図の縮尺は以下の通りである。

全体図（１：１０００）、遺構全体図（１：２５０）、溝跡・土坑分布図（１：２００、１：４００）、削平地（１：

１００）、掘立柱建物跡（１：８０）、竪穴建物跡・土坑・溝跡断面・焼土跡（１：４０）

土器・陶磁器（１：４）、石製品（１：３）、石器・銭貨（１：２、１：１）、金属製品・経石（１：

２）

上記以外の縮尺も用いているが、それぞれ図中に記載している。

９．遺物写真はおおむね実測図と同じ大きさであるが、俯瞰写真のみは約１：３とした。

１０．本書付録 CD に、本文．PDF を収録した。

１１．本報告書で用いたスクリーントーンは以下を示す。
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中野市

第１章 調査の経過と方法

第１節 調査・整理の経過と調査体制

１．調査に至る経緯
月岡遺跡は長野県の北部、中野市岩井地区にあり（第１図）、弥生・平安時代の遺跡とされるが発掘調査

歴はない。この月岡遺跡の一部に北陸新幹線が計画されたことから、平成１４年４月１１日に長野県教育委員

会文化財・生涯学習課において日本鉄道建設公団、長野県高速道・北陸新幹線局、文化財・生涯学習課、

長野県埋蔵文化財センターによる月岡遺跡の保護協議が行われた。調査対象地は月岡遺跡北西部斜面にか

かるトンネル坑口周囲と付け替え道路部分で、本線トンネル坑口は地表面の深度が浅いために一旦掘り割

ってトンネルを構築して埋めもどす工法とされた。そのため遺跡が破壊される恐れが生じた。しかし、月

岡遺跡は調査歴がなく本発掘調査の必要性も不明だったことから、現地確認の上で今後の方針を協議する

こととなり、同年４月２６日に現地で再協議が行われた。遺跡では比高の大きな平坦地が複数連続する様相

が確認され、遺跡背後にある山城（岩井城）に関連する可能性も想定された。しかし、対象地が付け替え

道路を含む約９，８００㎡と広大なため、遺構を確認する調査を実施することになり、長野県埋蔵文化財セン

ターが担当した。

２．確認調査の概要と体制
先の保護協議を受けて平成１４年１１月２５日～１２月６日にかけて長野県埋蔵文化財センターでは確認調査を

実施した。対象地内の平坦地各所にトレンチ１～１０までの１０本のトレンチを人力・重機を併用しながら掘

削し、土層の堆積状況と遺構・遺物の有無を調べた（第２図）。掘削面積は約１５０㎡である。確認調査の結

果、本線部分の平坦地に入れた１～５トレンチでは青銅製香炉や略完形の青磁碗などの中世陶磁器、弥生

第１図 月岡遺跡の位置（１：５００００）
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土器が出土し、柱穴跡や土坑や経塚も検出された。また、南に離れた丘陵縁部にかかる場所の８トレンチ

では遺構が未確認ながら縄文時代や中世の遺物が採取された。これらの結果から、対象地内は中世と弥生

時代を中心とした遺跡で、特に本線にかかる谷地形内の平坦地は面的調査が必要と捉えられた。その一方

で、トンネル坑口の丘陵北側の斜面にある帯状平坦地に入れた１０トレンチでは、造成土の下から経塚の河

川礫が出土し、造成が中世以後であること、さらに８トレンチ西側の一段下がった平坦地に入れた７トレ

ンチでは中世遺物を包含する土層が存在せず、現耕土直下がローム層となって、かなり削平されていると

捉えられたことから調査の必要はないと判断した。また、付け替え道路用地の丘陵西側緩斜面部や本線の

上端の平坦地は、山林や対象地周囲を民地に囲まれて重機による掘削が実施できないことから、後日、面

的調査時に確認することとした。確認調査の体制は以下の通りである。

所長 深瀬弘夫

副所長兼管理部長 原 聖 管理部長補佐 田中照幸

調査部長 小林秀夫 調査課長 土屋 積 調査研究員 市川隆之、黒岩 隆

３．面的調査の概要と体制
確認調査結果を受けて、平成１５年４月１日付で日本鉄道建設公団北陸新幹線建設局と（財）長野県文化

振興事業団 長野県埋蔵文化財センター間で調査の受委託契約が結ばれた。調査対象地は丘陵上の面的調

査と確認調査が実施できなかった付け替え道路部分を含んで面積９，８００㎡とし、５月１５日～１０月１１日に実

施した。調査対象地は複数の階段状の平坦地に分かれ、しかも本線と付け替え道路に分割されることか

ら、面的調査を実施する箇所を①～④区と呼称した（第２図）。このなかで、最も遺構が密集すると予想さ

れた①・②区は、同時に広範囲を調査するほうが全体記録の作成や精査が進めやすいと考え、排土は④区

とその隣接する新幹線用地外（借地）に仮置きすることとした。

５月１５日に重機を搬入し、排土置場とその搬出道となる④区、③区から調査を着手して、６月４日まで

に②区、①区の順で中世遺構検出面までの表土を除去した。５月１９日よりは調査補助員が加わって遺構精

査を開始した。

この遺構精査と並行して、前年度から持ち越した付け替え道路にかかる丘陵西・南斜面の確認調査を実

施した。立木の伐採が終わった後の５月２０日に、用地内の斜面の一部を崩して道をつくりながら重機でト

レンチ（１１トレンチ）を掘ったが、遺構・遺物は確認できず、記録を作成して直ちに埋め戻した。また、

南側斜面の山林伐採を行ったところでは急斜面で、平坦地等は確認できなかったことや、上方の④区で中

世遺構が検出されていないことから面的調査の必要はないと判断した。

③・④区の面的調査は５月２３日に終了し、①・②区の排土を③区を経由して④区へ搬出しはじめた。そ

して、重機による表土掘削が進んでいた②区から遺構精査に着手し、順次①区へ展開した。中世遺構が集

中する①・②区を中心に７月１９日に現地説明会を実施し、７月３０日に中世遺構全体の空中写真撮影を行っ

た。その後、前年度確認調査が行えていなかった①区東方上段の平坦地に８月７日からトレンチ（１２トレ

ンチ）を人力で掘削した。また、８月１９日からは中世遺構面下層の①区弥生土器包含層の調査と、②区の

経塚調査に着手した。弥生土器包含層の調査は、２×２m 四方の調査小グリッド毎に土器を取り上げな

がら包含層を掘り下げ、９月１２日まで継続した。経塚調査は９月１８日まで実施し、あわせて経塚の礫をす

べて洗浄して墨書の有無を確認する作業を行った。最後に①・②区間の石垣 SH０１の断面調査を実施して

９月１９日に遺構精査を終了した。機材の片付け、プレハブの撤去を行い、調査区の埋め戻しは１０月１１日に

終了した。

その後、１１月１２日に切りまわし道路の設計変更に伴って①区南側の墓地移転後の立会調査、平成１６年４

第１章 調査の経過と方法
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月８日に②区北東部の遺跡内に残されていた墓地移転に係る立会調査を実施した。前者は急傾斜の尾根状

地形部分を墓地造成で削平しており、中世遺物の散布や遺構も認められなかった。後者では墓地移転後に

周辺を含めて調査したが遺構・遺物は確認できず調査を終了した。調査体制は以下のとおりである。

所長 深瀬弘夫

副所長兼管理部長 原 聖 管理部長補佐 上原 貞

調査部長 市澤英利 調査課長 廣瀬昭弘 調査研究員 市川隆之、中野亮一

調査日誌抄録

４．整理作業の概要と体制
整理作業は調査年の平成１５年度冬期に基礎整理、平成１６・１７・２１年度に本格整理を断続的に行った。本

格整理の体制は以下のとおりである。

所長 小沢将夫（平成１６年度）・仁科松男（平成１７・２１年度）

副所長兼管理部長 藤岡俊文（平成１６年度）・根岸誠司（平成１７年度）・阿部精一（平成２１年度）

管理係長 山崎勇次（平成１６・１７年度）・窪田秀樹（平成２１年度）

平成１４年度

４月１１日 日本鉄道建設公団、長野県高速道・北陸新幹線

局、文化財・生涯学習課、長野県埋蔵文化財セ

ンターによる月岡遺跡の保護協議。

４月２６日 月岡遺跡現地での保護協議。

１１月２５日～１２月６日 確認調査実施。

平成１５年度

４月１日 日本鉄道建設公団北陸新幹線局と（財）長野県

文化振興事業団長野県埋蔵文化財センター間で

月岡遺跡の調査受委託契約の締結。

５月１５日 プレハブ設置。機材搬入。重機表土剥ぎ開始。

５月１９日 調査補助員調査参加。③区検出開始。

５月２０日 ①区トレンチ、１１トレンチ掘削。

５月２２日 ④区精査開始。遺構あまり検出されず。

５月２３日 ②区検出開始。②区北端で柱穴跡検出。

５月２７日 ②区で柱穴跡多数検出される。遺構精査開始。

５月２８日 ③・④区地形測量を実施して調査終了。

５月２９日 ①区掘削開始。②区遺構精査継続。③・④区埋

め戻し。

６月３日 ①区検出開始。遺構密集著しい。SX０１検出。

６月１０日 ①区測量基準線のグリッド杭打設。

６月１１日 ②区地形測量実施。

６月１８日 ①区中央部遺構検出。②区南端遺構精査実施。

７月３日 ①区 SX０４掘り下げ。

７月９日 ①区南部を中心に遺構精査を継続する。

７月１５日 中野西高生１４名職場体験。②区清掃して見逃し

SK を検出。SX０５掘り下げ。

７月１９日 現地説明会開催。

７月３０日 空中写真撮影を実施。

７月３１日 ①区斜面下の②区山際再検出。Pit 検出。

８月１日 ②区単点測量。①区清掃後、全景写真撮影。

８月６日 中野市田川氏、牟礼村教育委員会小山氏見学。

８月７日 １２トレンチ掘削。柱穴跡検出され、最上段の平

坦地も中世の所産と捉えられる。

８月１２日 １２トレンチ測量。

８月１９日 経塚清掃。①区弥生包含層トレンチ掘削。

８月２１日 経塚写真撮影。

８月２２日 経塚礫取り外し着手。経石出土しはじめる。

９月２日 経塚の礫取り外しと①区弥生包含層調査継続。

９月５日 経塚の断面図作成。これまでに経石は約２５０点

確認される。

９月１０日 ①区弥生包含層セクション図作成。

９月１６日 経塚完掘。１２トレンチ埋め戻し。

９月１８日 経塚にダメ押しのトレンチを入れる。下部遺構

は確認できず②区調査終了。

９月１９日 石垣トレンチ調査終了し、①区調査終了。器材

撤収。埋め戻し開始。

１０月１１日 埋め戻し完了。引き渡しの確認をして調査を終

了する。

１１月１２日 墓地移転地等の立会調査。

平成１６年度

４月８日 ②区内の墓地移転立会調査。

第１章 調査の経過と方法
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調査部長 市澤英利（平成１６・１７年度）・平林 彰（平成２１年度）

調査課長 廣瀬昭弘（平成１６年度）・平林 彰（平成１７年度）・上田典男（平成２１年度）

調査研究員 市川隆之（平成１６・１７・２１年度）

整理日誌抄録

第２節 発掘作業と整理作業の方法

１．発掘作業の方法
遺跡名と遺跡記号

遺跡名は中野市教育委員会の遺跡分布図に登録されている「月岡（つきおか）」遺跡である。長野県埋

蔵文化財センターでは遺跡名をアルファベット３文字の組み合わせで示す遺跡記号を用いており、本遺跡

は長野県内の地区割で中野・飯山地域を表す「A」を冠し、遺跡名の「TUKIOKA」の「T」・「O」をと

って「ATO」とした。各種記録、遺物の注記はこの遺跡記号を用いている。

遺構名

遺構は形状別にアルファベット２文字の組み合わせで表現する遺構記号にアラビア数字を付して個別遺

構を指し示している（例 SK０１）。調査では以下の遺構記号を用いた。

ST 柱穴跡と思われる小規模な穴跡が方形に配列する掘立柱建物跡。

SK 円形・楕円形・方形の小規模な穴跡。土坑、柱穴跡。

SD 細長い落ち込みと認められる溝跡。

SH 集石や石垣など石の集中、あるいは石を組み合わせた遺構。

SF 被熱で赤化した範囲と認められた焼土跡。

SM 経塚。

SX 緩斜面に設けられた建物跡１棟前後に伴う小規模な平坦地を造成した削平地。

上記の遺構記号は検出時に付したため実際の遺構の性格とは一致しない場合もあるが、遺物や記録類の

混乱を避けるために本報告では調査時の記号のまま用いた。例えば、SX０５は竪穴建物跡だが、検出時に

は削平地と認識したために SX を用いた。また、SK は土坑を表すが、調査では掘立柱建物跡の検討が充

平成１５年度

（平成１６年）１～３月 写真整理・遺構図チェック・遺物

洗浄・注記。経石の実測・写真撮影の委託。

平成１６年度

４～６月 遺構図整理・遺物の材質別の分類。

７～８月 遺物計測・接合・実測遺物の選択。

８～１２月 遺物原稿執筆・遺物実測・遺構写真焼き付け。

金属製品の保存処理。

（平成１７年）１～３月 遺構・遺物実測図トレース・製

版。遺物写真撮影・観察表の作製。

平成１７年度

（平成１８年）１～３月 遺構図トレース・経石トレース・

原稿執筆。

平成２１年度

４～５月 掘立柱建物跡検討・ST エレベーション起こ

し。原稿執筆。

６～９月 原稿執筆・ST エレベーション起こし。トレー

ス・製版。

１０月 経石図製版・写真図版作製。経石観察表作製・原稿

執筆。

１１～（平成２２年）２月 編集。校正・印刷。収納作業。

３月２４日 発刊

第２節 発掘作業と整理作業の方法
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分行えなかったために柱穴跡もすべて SK で扱った。さらに、

建物跡に伴う削平地や溝跡、内部施設の焼土跡や土坑と捉えら

れる遺構があるが、帰属関係の把握ができなかったため、個別

に番号を与えている。

調査地区と調査グリッド配置

面的調査対象地は斜面にある複数平坦地にかかり、同じ平坦

地内でも本線と付け替え道路部に調査対象地が分かれるため、

それぞれの調査対象地に地区名を付した。本線上段の広い平坦

地を①区、本線下段平坦地を②区、本線から離れた付け替え道

路部分の①区平坦地の続きを③区、付け替え道路の南に離れた

地点を④区と呼称した（第２図）。これ以外に①区上方の平坦地

や③区下の緩斜面の調査はトレンチ調査しか実施しておらず、

トレンチ番号で呼称した。

調査地区名とは別に遺構の位置を示し、測量基準線となる調

査グリッドを長野県埋蔵文化財センターで実施している方法に従って遺跡周辺を通る旧国家座標の X＝

９１，８００、Y＝－１１，４００を基準として２００m 四方の大々地区を設定した（第２図）。今回の調査範囲は１つの

大々地区内に収まり、大々地区の呼称名は与えていない。大々地区内はさらに４０m 四方の大地区２５個に

区切り、大地区はアルファベットで呼称し、その中は８m 四方の中地区と２m 四方の小地区を設定し

た。中地区は大地区アルファベットに北西からアラビア数字１・２…とつけ、A１のように呼称した。こ

れと重なるように大地区内を２m 間隔に東西方向にＡ～Ｔ、南北方向に０１～２０として組み合せて２m 四

方の小地区を呼称した（第３図）。

基本土層の把握と記録

基本土層は確認調査で把握したものを標準とし、土層記録もトレンチ壁で作成した。トレンチは狭い平

坦地に分かれる遺跡地形にあわせて等高線方向に設定したものが多いが、①区４トレンチのみは平坦地の

造成状況を把握するために、傾斜方向に設定し、確認調査時に掘削できなかった３トレンチとの中間域や

弥生土器包含層以下の土層記録は別に記録して整理作業で統合・調整した。また、面的調査では新たに③

区北壁、④区北壁、１１・１２トレンチの土層図を追加記録した。

面的調査範囲と遺構面

確認調査から、①～④区を面的調査対象とし、その調査面積は約３，０００㎡である。遺構面は、①区で弥

生包含層が厚く比較的良好に遺存することから、中世遺構検出面のⅡ層下面、弥生土器包含層のⅢ層の２

面調査としたが、他地区は中世遺構検出面のみの１面調査である。また、①区では確認調査時にⅠ層下面

でも落ち込みが散在的に捉えられていたが、数も少なく埋土の特徴から中世遺構と識別が可能と考えて中

世遺構と同面で調査した。なお、野尻湖ナウマンゾウ博物館の学芸員中村由克氏から、Ⅳ層ロ－ム層は信

濃町ロ－ム層に対比されるとの指導を受け、これまで信濃町ロ－ム層での遺物出土が認められていないこ

とからも調査は実施しなかった。

調査の手順

・中世遺構 重機でⅡ層までの土を除去し、その後、ジョレン等で遺構を探す（検出）作業を行った。検

出された中世遺構で、SK は一方向、SX は十字、SD は横断方向で土層断面記録を作成して掘り下げた。

出土遺物は破片が多いことからも一括で取り上げ、施設の一部と思われる礫は平面記録を作成した。掘り

あがった状態で個々の遺構の平面図を作成し、中世面で調査区全体の空中写真撮影と地形測量を行った。

第３図 調査グリッド模式図

第１章 調査の経過と方法
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経塚・石垣についてはそれぞれの項で記述する。なお、掘立柱建物跡の柱穴跡は非常に密集して検出され

たために、調査時には建物跡の認定が行えず、具体的な建物跡の認定は整理作業段階にもちこした。

・弥生包含層 弥生時代の包含層は３・４トレンチ位置に細いサブトレンチを入れて土層を観察し、出土

遺物は２m 四方の小地区ごとに一括で取り上げた。さらに、傾斜方向での土層と遺物の関係を記録する

ため、３・４トレンチ脇に幅５０cm ほどのベルトを残し、そのベルト内のみは土層断面図に遺物の出土分

布をドットで記録した。弥生土器包含層掘削後にⅣ層上面の地形測量を行って調査を終了した。

記録の方法

遺跡全体や遺構は図化記録と写真記録を中心に記録した。図化記録は平面図と断面図の記録があるが、

平面図は調査グリッド中地区にあたる位置に測量杭を設置し、これを基準に手取りで作成したものと、業

者に委託した単点測量がある。経塚は表土除去後に空中写真測量を実施した。遺構断面記録は調査区内に

設置した標高杭を元に、高さを計測しながら手取りで作図した。写真は３５mm モノクロ・スライド、６

×７モノクロ・スライドを用いて撮影し、遺跡全体は業者に委託して空中写真撮影を行った。

２．整理作業の方法
整理の手順

調査年次の冬期に記録類の整備・点検などの基礎整理を行い、翌年から報告書作成へむけた本格整理を

実施した。

基礎整理

調査で作成した各種記録類の整備・点検を中心に実施した。まず、図面記録類に番号を付して台帳を作

成すると共に記録漏れを補う作業を行った。また、写真はアルバムに収納して撮影内容や撮影日、撮影方

向を転記した。これらの作業後、個別遺構ごとに平面図と断面図の矛盾を調整した２次原図を作成し、こ

れらを用いて全体図を作成した。

本格整理

図面類は基礎整理によって作成された２次原図を用いてトレース作業、製版作業を行った。遺構写真は

報告書に掲載するものを選択して焼き付け、図版を作成して報告書作成にそなえた。遺物は洗浄後、遺跡

名・遺構（グリッド）名・出土層位などを遺物に記入する注記作業を行い、材質別に分類した。土器は接

合作業を行いながら、遺構別・グリッド別に出土した焼物種・器種別の破片数・重量の計測を行い、図で

掲載するものを選択した。金属製品はレントゲン写真を撮影した後に錆を落とし、石製品ともに報告書に

掲載するものを選択した。これらの遺物は実測図を作製し、トレース、写真撮影を行い、製版作業を行っ

た。なお、経石は量が多いこともあり、実測・写真撮影は業者に委託した。これらの作業と並行して遺跡

の位置やグリッド配置の図などを新たに作成し、これらもトレースと製版作業を行うと共に、原稿の執筆

を行った。最後に編集を行って報告書の印刷を行った。

収納

調査資料は長野県立歴史館へ移管することとし、移管へむけて遺物は報告書の掲載番号を付し、図面や

写真と共に台帳を作成した。

第２節 発掘作業と整理作業の方法
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月 岡 遺 跡

調査地点

0 125m（1：2500）

※遺跡範囲は中野市教育委員会2006
  「中野市遺跡詳細分布図」を参照した。

第２章 遺跡の環境と概要

第１節 遺跡の概要

月岡遺跡の所在する中野市や飯山市周辺は、新潟県と接した千曲川下流域にあたり、盆地の標高は低

く、冬季の積雪が多いところである。遺跡所在地は古代の高井郡に含まれ、高井郡は古代や中世には畿内

や信濃国府からみて信濃北端にあることから、奥郡と呼ばれた地域に含まれる。しかし、中世には物資流

通の幹線である日本海に近く、内陸信濃への玄関口であった。

遺跡は中野市の岩井地区に所在する。岩井地区は西に千曲川とその自然堤防・後背低地が広がり、高社

山から延びた尾根が東から取り巻いて湾状地形となっている。月岡遺跡は沖積地を取り巻く尾根から派生

した丘陵上にあって、沖積地から比高２０～３０m の急斜面で隔てられている（第４図）。

現在、丘陵上は耕作地に利用され、山手にある湧水から引水した水田もつくられているが、かつて岩井

集落や称念寺があったと言い伝えられている。遺跡の発掘調査歴はなく、表面採集によって遺跡は丘陵上

の緩斜面を中心に広がる弥生・平安時代の遺跡と捉えられていた。しかし、今回の発掘調査で月岡遺跡は

中世、弥生時代を中心とする遺跡で、中世遺構は丘陵上の谷地形内に分布する階段状平坦地に広がってい

ると確認された。先の伝承との関連が注目されるところである。

第２節 遺跡の地形環境

月岡遺跡の立地する丘陵は、北信濃のランドマーク、高社山から北方向に延びた虚空蔵山西麓から分岐

した枝尾根にあたる。高社火山山地に含まれ、基盤は輝石安山岩溶岩で、表層に信濃町ローム層が載る

第４図 遺跡周辺の地形（１：２５００）
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（註１）。丘陵上は比較的傾斜が緩やかで、北・南側は沢に画されて台地状となっている（第４図）。丘陵上

面は標高の高い東山際が最も平坦で、西側へむかって緩やかに傾斜し、その縁部は急傾斜となって沖積地

へ落ち込む。発掘地点はこの丘陵西縁の傾斜変換点付近で、その中央には西へ向かって落ち込む浅い谷地

形が入っている。この谷地形内は西側へ徐々に傾斜角度を増して調査②区の西端付近から急速に落ち込ん

でいくが、発掘により中世に遡ると捉えられた平坦地はこの谷地形内の上部を中心に分布する。各平坦地

は３～４ｍほどの比高をもって丘陵上部まで連続している。

人為的に造成された平坦地は丘陵全体に認められるが、今回の発掘で中世に造成された平坦地と近世以

後から現代に造成された平坦地が捉えられた。中世に造成された平坦地は、中世遺物を包含する土層が平

坦地背後の斜面側に厚く堆積し、中世遺構がその斜面際まで分布する特徴がある。今回調査した①・②区

を含む丘陵西端から丘陵上中央を縦断する浅い谷地形内に連なる三日月形の平坦地の多くが該当すると思

われる。一方、近世以後から現代に造成された平坦地では、平坦地背後の斜面際にある中世遺物を含む土

層は削られて残存せず、削平された山側は表土直下にローム層が露呈する。この近世以後に造成された平

坦地は④区やその下段、さらにトンネル北坑口にあたる北面斜面など丘陵の南・北側斜面やその縁に多く

分布する。また、中世に造成された平坦地でも近世以後に改変が加えられたところもある。

なお、野尻湖ナウマンゾウ博物館学芸員の中村由克氏から、平坦地の比高に比べて調査区内のⅣ層ロ－

ム層の層厚に大差ないことから、地すべり等による緩やかな段状地形を利用して中世に平坦地を造成した

可能性が指摘された。

註１：赤羽貞幸・加藤碵一・富樫茂子・金原啓司１９９２『地域地質研究報告 中野地域の地質』地質調査所

第３節 歴史的環境

１．周辺遺跡
月岡遺跡の所在する中野市岩井地区は、千曲川対岸は飯山市、東方の尾根反対側は飯山市や木島平村と

接する。そこで、周辺の市町村域も含んで周辺の遺跡を概観しておく（註１）。

旧石器時代 飯山市北部の長峰丘陵や千曲川右岸の山麓沿い、あるいは中野市高丘・長丘丘陵など千曲川

沿いの河岸段丘や山麓、あるいは丘陵に遺跡が知られている。周辺では遺跡背後の尾根先端にある飯山市

安田神社境内遺跡で細石刃核、尾根裏手の山麓にある山岸遺跡で尖頭器・掻器、南に隣接した中野市田上

の飯綱前地籍で尖頭器（スクレイパー？）、宮の前地籍で尖頭器、日向地籍で局部磨製石斧が採取されて

いる。遺跡は少なく不明な点も多いが、今後遺跡がみつかる可能性が指摘されている（註２）。

縄文時代 草創期・早期の遺跡は千曲川から離れた丘陵部などに点在し、前期の遺跡は千曲川沿い沖積地

に分布する。月岡遺跡に近い田上遺跡では早期～前期土器が採集され、本遺跡から北西３�ほどの千曲川

対岸に前期土器の標式遺跡である有尾遺跡がある。中期は千曲川沿いの中野市宮反遺跡、千田遺跡、飯山

市深沢遺跡などが知られている。後期は遺跡北東８�ほどのところに多数の石棺墓がみつかった飯山市宮

中遺跡があり、千曲川対岸にある飯山市田草川尻遺跡や隣接地の田上寺前遺跡、日向遺跡も後期の遺跡と

される。晩期では魚の線刻土器が採集された飯山市山の神遺跡が千曲川対岸にある。当地域の遺跡動向は

長野県下と同様で、前期から中期に遺跡数が増加し、後期から晩期にかけて減少する。また、この地域の

特色として北陸との関係は注目される。なお、千曲川下流域では遡上するサケ・マスとの関係が注目され

ており、最近その確証が得られてきている（註３）。

弥生時代 中期前半までの遺跡は不明だが、中期後半の栗林式期では飯山市の広井川に面した長峰丘陵に

第３節 歴史的環境
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第１－１表 周辺遺跡一覧表 （●印は発掘歴あり）
番号 遺 跡 名 市町村番号 旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中世 備 考
１ 月岡遺跡 中野１８９ ○ ○ 本報告
２ 大塚 飯山８２ ○ ○ ○ ○ ● Ｓ５７・５８発掘。塚あり
３ 大塚古墳群 飯山１６８～１８１ ○
４ 水沢 飯山８３ ○
５ 下水沢 飯山８４ ○
６ 小泉 飯山８５ ● ● Ｓ６３、Ｈ２・３発掘
７ 長峰遺跡群 飯山８６～９２ ○ ● Ｓ２５・２６・３０・３３発掘
８ 針湖池 飯山９３ ○ ● ● ○ Ｈ１０発掘
９ 中条城 飯山２８４ ○
１０ 中条館跡 飯山２８５ ○
１１ 馬の峯城 飯山２８６ ○
１２ 布施田神社 飯山１００ ○
１３ 島 飯山１０１ ○
１４ 笹川 飯山１０２ ○
１５ 別府原 飯山１０３ ● ○ ○ Ｓ４３発掘
１６ 正行寺北（仮称） 飯山１０４ ○ ○
１７ 北原 飯山１０５ ● ● ● ○ Ｓ５３・５６・５８・５９発掘
１８ 鍛冶田 飯山１０６ ○ ● ● ● Ｓ５４発掘
１９ 上新田 飯山３２０ ○
２０ 四ッ屋小城 飯山３２１ ○
２１ 山口城 飯山２８７ ○
２２ 山口御屋敷 飯山３２２ ○
２３ 南條 飯山３２３ ● Ｈ１１発掘
２４ 東源寺 飯山１０７ ○？ ○
２５ 鬼ヶ峰・小佐原・小佐原城 飯山１０８・１０９・２８８ ○ ● ● ○ Ｓ４４、Ｈ２発掘平安木棺墓
２６ 長峰 飯山１１０ ○
２７ 須多ヶ峰 飯山１１１ ● ● ● Ｓ４０・４１・４５・６２発掘
２８ お茶屋・大池１号・２号墳 飯山１１２・１９１・１９２ ○ ○ ○
２９ 長者窪・林子畑・黄金石上 飯山１１３～１１５ ○ ○ ○ ● 黄金石上Ｓ３８発掘
３０ 有尾１～３号墳 飯山１９３～１９５ ○ １号前方後方墳
３１ 有尾 飯山１１６ ● ○ ● ○ ● Ｓ２４・２７・３５・６２発掘
３２ ガニ沢上 飯山１１７ ○ ○
３３ 大聖寺池 飯山１１８ ○
３４ 神明町１～４号墳・天池経塚 飯山１９６～２００ ○ ● 経塚から銅板経出土Ｓ２５発掘
３５ 北飯山 飯山１２０ ○
３６ 北町 飯山１１９ ○ ● ● ● Ｓ５８、Ｈ１３発掘
３７ 飯山城・城山 飯山１２１・２９８ ○ ○ ○ ○ Ｈ１３・１６発掘
３８ 雨池北 飯山１２２ ○ ○
３９ 飯山シャンツェ下 飯山１２３ ○
４０ 直坂 飯山１２４ ○
４１ 十三ヶ丘 飯山１２５ ○ ○ ○
４２ とんば城 飯山３００ ○
４３ 北畑北 飯山１３０ ○ ○
４４ 法伝寺１～３号墳 飯山２０１～２０３ ○ Ｈ９一部発掘。２号前方後方墳
４５ 法伝寺 飯山１２９ ○
４６ 小屋解 飯山１５２ ● Ｓ５７発掘
４７ 清川尻 飯山１５３ ○
４８ 中町郷谷 飯山１３３ ○ ○ ○
４９ 北畑 飯山１３１ ○ ○
５０ 北畑館 飯山３０２ ○
５１ 京ノ町 飯山１３４ ○
５２ 静間館 飯山３０３ ○
５３ 静間神社南 飯山１３２ ○ ○ ○
５４ 平山 飯山１５１ ○
５５ 法花寺古墳群 飯山２０５～２１０ ○
５６ 小田草城 飯山３０５ ○
５７ 山ノ神 飯山１３６・１３７ ● Ｓ４７発掘調査
５８ 舟山古墳 飯山２１１ ○
５９ 五位野 飯山１３９ ○ ○ ○
６０ 田草川尻 飯山１３５ ○ ● ● ○ ● ● Ｓ４７・５２・５７・６０、Ｈ２・３発掘
６１ 荒船 飯山１４０ ○
６２ 勘介山古墳 飯山２０４ ○ Ｈ５測量。前方後方墳
６３ 道源沢 飯山１４１ ○
６４ 五里久保古墳群 飯山２１２～２１９ ○
６５ 五里久保 飯山１４２ ○
６６ 山根 飯山１４３ ○
６７ 駒立 飯山１４４ ○
６８ 駒立館 飯山３０７ ○
６９ 上組 飯山１４６ ○
７０ 蓮城 飯山３０６ ○
７１ 茂右ヱ門新田 飯山１４５ ○
７２ 深沢 飯山１４７ ● Ｓ３８～４０、Ｈ５発掘
７３ 田草オチヤ 飯山１３８ ○ ○
７４ 田草城 飯山３０４ ○
７５ 大倉崎Ⅲ 飯山３１６ ○ 望月氏教示
７６ 大倉崎Ⅱ 飯山７６ ○ ○
７７ 大倉崎 飯山７５ ○ ● ● Ｓ４５・４８発掘
７８ 瀬附 飯山７４ ○ ● Ｓ２４発掘
７９ 太子林 飯山６１ ● Ｓ５５、Ｈ１０発掘
８０ 小菅神社里宮・南竜池・小菅修験 飯山６２・６３・３１９ ● Ｈ１４～１６発掘
８１ 関沢館 飯山３１７ ○
８２ 関沢 飯山６５ ● Ｓ５５、Ｈ２発掘
８３ 宮中 飯山６６ ● Ｓ５３・５４発掘
８４ 千苅 飯山６７ ● ● Ｈ１、Ｈ１４発掘
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第１－２表 周辺遺跡一覧表
番号 遺 跡 名 市町村番号 旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中世 備 考
８５ 犬飼館 飯山２９４ ○
８６ 城の前 飯山６８ ○
８７ 飯綱堂（狐塚）古墳 飯山１８８ ○ 石室露呈
８８ 猿飼田 飯山６９ ○
８９ 神戸１・２号墳 飯山１８９・１９０ ○ 横穴式石室露呈
９０ 神戸城 飯山３０９ ○
９１ 木原 飯山７０ ○ ○
９２ 尾崎 飯山７３ ○ ○
９３ 鬼神堂 飯山３２４ ○
９４ 山岸 飯山１２６ ○ ○
９５ 其綿古墳群 飯山２２０～２４９ ○ 塚の可能性あり
９６ 吉 飯山１２７ ○ ○
９７ 岩井城 飯山３０８、中野１９３ ○
９８ 安神社 飯山１２８ ○
９９ 飯綱山古墳群 飯山２５０～２７３ ○ 塚の可能性あり
１００ 北和栗 木島平１ ○ ○
１０１ 和栗古墳 木島平２ ○
１０２ 野畔 木島平３ ○ ○ ○
１０３ 稲荷境 木島平５ ● ● ● Ｓ５３・５６・６２、Ｈ１～４発掘
１０４ 狐崎 木島平２５ ○
１０５ 蟹沢 木島平２４ ○ ● ○ Ｈ５発掘
１０６ 三枚原 木島平４ ● ○ ○ Ｓ５１発掘
１０７ 平塚 木島平６ ● ○ ○ Ｈ８発掘
１０８ 朝日ゴロウ塚 木島平７ ○
１０９ 大塚 木島平８ ○ Ｈ８発掘
１１０ 根塚 木島平９ ● ● ● Ｈ８～１２発掘
１１１ 北鴨 木島平１０ ○
１１２ 小原 木島平２６ ○
１１３ 鬼の釜古墳 木島平１１ ○
１１４ 梨ノ木 木島平１３ ○
１１５ 計見小路 木島平１４ ○ ○
１１６ カマバ 木島平１５ ○ ○
１１７ 西町 木島平１６ ● Ｈ４発掘
１１８ 中町 木島平１７ ○
１１９ 立町 木島平１９ ○
１２０ 西町小路 木島平２０ ○ ○
１２１ 高山 木島平１８ ● Ｈ４発掘
１２２ 中小屋小丸山砦 ○
１２３ 与助沢 木島平２１ ○
１２４ 中小屋 中野１９２ ○
１２５ 木島氏山城 中野１９１ ○
１２６ 下山 中野１９０ ○ 中世旗塚
１２７ 岩井１・２号墳 中野１８７・１８８ ○
１２８ 日向１～３号墳・日向塚 中野１８３～１８６ ○ ○ 日向塚は中世塚
１２９ 田上遺跡群 中野１８１ ○ ● ○ ○ ○ ○ Ｓ５７・５８・６０発掘
１３０ 大洞 中野１８２ ○ ○
１３１ 小丸山古墳 中野１７９ ○
１３２ 柳沢・八幡塚古墳・塚穴古墳 中野１７６～１７８ ● ● ○ ● ● Ｈ１８～２０発掘。銅戈・銅鐸出土
１３３ 棚平旗塚 中野１８０ ○
１３４ 古牧 中野１６６ ○
１３５ 深沢城跡 中野２４２ ○
１３６ 硲の城の峯跡 中野２３７ ○
１３７ 壁田城跡 中野１６１ ○
１３８ 袖久保 中野２１１ ○
１３９ 大日影 中野２１２ ○
１４０ 壁田 中野１６３～１６５ ○ ○ ○ ○ ○ Ｓ４６発掘
１４１ ねごや 中野１６２ ○
１４２ 笠原 中野８２ ○ ○ 石積遺構あり
１４３ 七ッ鉢 中野１７４ ○
１４４ 村林 中野１７３ ○
１４５ 神宮寺 中野１７２ ○ ○
１４６ 神宮寺下 中野１７１ ○ ● Ｓ３３・４６発掘
１４７ 梵天 中野１７０ ○ ○
１４８ きつね塚 中野１６９ ○ 塚状遺構
１４９ 屋敷添 中野１６８ ○
１５０ 関上 中野１６７ ○
１５１ 稲沢 中野２１５ ○

※●＝発掘歴あり。
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小泉遺跡群や上野遺跡、柳町遺跡、中野市では千曲川沿いに銅戈・銅鐸を出土した柳沢遺跡、旧豊田村の

川久保遺跡、南大原遺跡、中期後半の土器標式遺跡である栗林遺跡があり、中野市街地周辺の扇状地には

西条・岩船遺跡群、長丘丘陵東麓には七瀬遺跡がある。月岡遺跡に近いところでは田上寺の前遺跡で栗林

式土器が採取され、礫床木棺墓に類する遺構がみつかっている。

後期は千曲川沿いに加えて山麓沿いなどに小規模な遺跡が分布し、近隣では田上寺の前遺跡、柳沢遺

跡、千曲川対岸の田草川尻遺跡、遺跡背後の尾根反対側の吉遺跡などがある。後期末頃の遺跡には南にや

や離れるが中野市安源寺遺跡や七瀬遺跡、高地性集落とも指摘されるがまん淵遺跡がある。それ以外に方

形周溝墓から鉄釧が出土した飯山市須多ヶ峯遺跡、朝鮮半島からもたらされたともされる鉄剣が出土した

墳丘墓の木島平村根塚遺跡があり、根塚の発見から千曲川東岸に未発見の弥生後期集落遺跡が存在する可

能性が指摘されている（註４）。

当地域の弥生時代は、東海系の条痕文系土器の遺跡が不明瞭ながら、栗林式土器の中期後半以後に遺跡

数が増加する。この栗林式土器の成立には北陸の影響が指摘され（註５）、北陸に近い当地域は成立にかか

わる重要な位置を担ったと思われる。しかし、飯山市・中野市地域にやや遅れて善光寺平や佐久平に規模

の大きな集落遺跡が出現し、太型蛤刃石斧や玉類の製作分業や流通の発達に伴って中野市以南に遺跡数や

遺跡規模の増大化傾向が認められるように思われる。そして、後期初頭では遺跡数が減少するが、後期に

は千曲川水系を中心に長野県北部に分布する箱清水式土器分布圏に包括されながら、飯山型（註６）とよ

ばれる地域的な形態の亜種が分布する小地域ができたと想定されている。その小地域的なまとまりのなか

に根塚のような墳丘墓が位置づくと思われる。

古墳時代 当地域の古墳では、前方後方墳が飯山市勘介山古墳、同有尾１号墳、同法伝寺２号墳、南に中

野市蟹沢古墳、前方後円墳は中野市の長丘丘陵に七瀬双子、同市新野に高遠山古墳がある。円墳を中心と

する古墳群は中野市東部山地に南から桜沢、金鎧山の新町、高遠山、姥懐山、栗和田、高丘・長丘丘陵に

立ヶ花・安源寺、七瀬・田麦・厚貝古墳群、月岡遺跡を含む中野市北部周辺に田上・岩井古墳群、千曲川

対岸の飯山市に勘介山、法伝寺・法花寺・五里久保古墳群、神明町古墳群、木島平村に合掌形石室をもつ

和栗古墳がある。発掘された古墳では、合掌形石室をもつ中野市金鎧山古墳が５世紀末、同姥懐山古墳が

４世紀末～５世紀中頃、同七瀬古墳群２～６号墳、林畔１・２号墳は割竹形木棺直葬の５世紀前半の所

産、高遠山古墳が粘土郭・木炭郭の主体部２基検出された４世紀の所産とされる。なお、古墳とされるな

かには田麦中畝３～５号墳や月岡近くの飯綱山古墳群、やや離れた其綿古墳群など中世塚の可能性が指摘

されるものがある。

集落遺跡は弥生時代末～古墳前期では飯山市柳町・上野・須多ヶ峯遺跡、中野市安源寺遺跡があり、古

墳中期では千曲川対岸の田草川尻遺跡、円形周溝墓が検出された飯山市照里、有尾遺跡などがある。古墳

後期では羽口を出土した飯山市田草川尻遺跡、高社山山麓の中野市神宮寺下、赤岩、千曲川沿いの千田・

宮沖・川久保遺跡などが知られるが、総じて発見例は少ない。なお、祭祀遺跡として中野市新井大ロフ遺

跡があり、類似した祭祀遺構が中野市立ヶ花城山遺跡、飯山市田草川尻遺跡でみつかっている。

当地域の古墳時代のはじまりの様子は不明瞭だが、高地性集落とされる上越市の浦山遺跡・新井市斐田

遺跡（註７）、あるいは中野市がまん淵遺跡などの存在から、弥生後期に大きな緊張を伴う画期が存在した

可能性がある。その後、古墳時代前期では北陸の影響を受けた土器や搬入品が増加（註８）し、そのなか

で前方後方墳が飯山市、中野市内各所に出現したようだ。そして、前方後方墳に続くと思われる前方後円

墳がより狭い範囲に分布して数も限られる点から、次第に地域をまとめる首長が成長してきたと想定でき

ようか。古墳後期には善光寺平南部と同様に突出した規模の古墳はみられなくなる。

古代 奈良時代の遺跡は、高丘丘陵で須恵器窯や工房跡、宮沖・川久保遺跡で集落跡が確認されている
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が、善光寺平のような規模の大きな集落跡も、条里遺構が想定される地点もなく、古墳時代から古代への

展開の仕方や奈良時代のようすは不明瞭な点が多い。一方、平安時代の遺跡は、小型住居跡数軒からなる

小遺跡ながら、千曲川沿いの中野市柳沢遺跡、宮沖・川久保、牛出遺跡、飯山市北原遺跡、木島平村蟹沢

遺跡などが知られている。平安時代の良好な木棺墓がみつかった飯山市小佐原遺跡など一部に注目される

遺跡はあるが、小規模な遺跡が多いことが当地域の特徴かもしれない。

中世 城館跡以外の集落跡は断片的な発見にとどまり詳細な様相はわからない。月岡遺跡周辺での発掘例

はないが、遺跡内北東部の小高い場所に五輪塔が散乱し、遺跡北西尾根上に塚の可能性も指摘される飯綱

山古墳群、東尾根上に岩井城跡、南東方向にやや離れた田上から木島平村への峠道脇に木島氏山城（牧ノ

入城）、峠から下った尾根上に中小屋小丸山砦がある。岩井城跡は主郭周辺に横堀と垂下する縦堀をもつ

大きな山城で、武田氏の改修が指摘されている（註９）。他の２城は規模が小さい。岩井氏の館跡は月岡、

あるいは千曲川沿いの微高地となる現在の岩井集落内の神社地に比定されているが、遺構は不明で断定に

は至っていない（註１０）。なお、遺跡背後の尾根から続く南東方向にそびえる高社山は山岳信仰の山で、南

西山麓の赤岩には高社神社神宮寺、岩井地区の南にある田上には高社山大平寺がある。いずれも真言宗で

創建は平安時代とされる。その高社山から北西方向へ延びる尾根上には北から其綿古墳群、飯綱山古墳

群、日向塚、棚平旗塚、狐塚などの塚が点在し、高社山南東山麓の山ノ内町夜間瀬では昭和４９年に発掘さ

れた火葬骨を伴う礫石経塚の千手寺経塚（註１１）、東山麓には山ノ内町夜間瀬苗間に苗間経塚、南方の柳沢

に八幡塚経塚（註１２）がある。また、飯山市小菅神社を始め、山岳信仰に係る神社や寺院も多い。

上記のように当地域は全時代を通して善光寺平の文化圏内に位置し、南側の善光寺平ほどではないが千

曲川沿いの発達した沖積地の地形環境や千曲川の資源を利用した活動が脈々と認められる。そうしたなか

で、東海から稲作が波及する弥生中期前半以前や、陸路によって畿内との関係ができる古墳後期～古代の

遺跡が少ないと感じられ、それ以外の北陸との関係が強まる時期に遺跡数が増加するように見受けられ

る。また、独特な形状と存在感から当地域のランドマークとして親しまれる高社山は、古代以後に信仰の

山としての位置を占めており、その高社山北西に延びる尾根に接した本遺跡も関連があるとも思われる。

２．文献史料等からみた月岡周辺の歴史
ここでは中野市誌や飯山市誌（註１３）を参考に古代から中世の様相をみておく。

平安時代初期には遺跡の所在する高井郡には５郷あったことが知られ、遺跡周辺では高社山の北側周辺

に神戸郷、南側の中野市周辺に日野郷があったと推定されている。月岡遺跡周辺はどの郷に含まれるかは

明らかにされていない。平安時代中頃には、平将門の乱平定の勲功で藤原秀郷に与えられた功田として日

野郷内の中野御牧、それとは別に高社山山麓付近に比定されている笠原御牧（後に南北に分かれる）、夜

間瀬周辺に比定される金倉井御牧が成立したとされる。このなかで金倉井御牧は短期で廃絶したが、平安

時代末期ころには、中野御牧に藤原助広、笠原御牧には笠原頼直などの武士がいたことが知られ、中野御

牧の藤原氏は地域に根付いて中野氏を名乗るようになるとされる。これらの牧内の開発や、古代以来の郷

内からの発展、あるいは郷内未開地の新開発によってさまざまな郷村が生まれたと推測されており、月岡

遺跡のある岩井地区南隣りの田上は文永八年（１２７１）に「南笠原内田上」とみえ、月岡遺跡周辺も笠原南

牧に含まれていた可能性がある。

ところで、中野氏は鎌倉時代に一族の尾藤・佐藤氏との所領争いに加え、惣領家に男子がおらず所領を

相続した女子が市河氏の後妻に入って、所領の一部を市河氏に取られて零細化していく。一方、市河氏は

飯山市南部へ所領を拡大し、高梨氏も中野市南部から北部へ所領を拡大して室町時代には市河・高梨氏が
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対立する。高梨氏が優位になって帰結して飯山市南東部までを掌握した。月岡遺跡周辺は高梨氏の勢力拡

大のなかでの北部境界に近い場所であったとみられる。

やがて、武田氏が侵攻してくるが、中野市域ではその前後に天文十九年（１５５０）中野市内の真宗寺院の

笠原本誓寺の僧である超賢が加賀小山御坊へ転出し、翌天文二十二年（１５５３）に高梨氏と岩井氏が摂津本

願寺を訪れている（註１３）。湯本軍一氏は、超賢の転出は武田氏侵攻から逃れる退去、高梨・岩井氏の本願

寺訪問を門徒との関係や武田氏侵攻に対する政治的な配慮が秘められていたと想定している（註１３）。な

お、月岡遺跡の所在地名を名乗る「岩井」氏が文献にみえるのは、この天文二十二年の記事が初出で、高

梨氏と行動を共にしていることから高梨氏の一族と考えられている（註１３）。月岡遺跡の中心的な年代は、

高梨氏・岩井氏の支配時期に重なり、中野市誌ではその岩井氏の居館跡を月岡の地に推測している。

その後、高梨氏は武田氏侵攻により上杉氏を頼って越後に転出を余儀なくされ、かわりに市河（川）氏

が領域を広げる。しかし、武田氏滅亡と共に上杉氏の支配するところとなり、岩井氏は飯山城代として信

濃にもどり、やがては上杉氏の移封に従って転出している。

道 月岡遺跡の所在する北信濃は北陸との関係が強いことからも、北陸と当地域を繋ぐ道は地域の歴史的

背景を考える上で重要な要素と考えられる。そこで、道について飯山市誌を参考に触れておく。

飯山市誌（註１４）によると、信濃北部と越後境の関田山脈を越える峠として、深坂、野々海、須川、伏

野、ひるこ、大明神、小沢、平丸、富倉などがあり、他に斑尾山山麓から信濃町を通過する道などがあっ

た。峠を越えた道は飯山市や栄村に入って千曲川の東と西岸沿いの道に接続していたと推測されている。

本遺跡のある千曲川東岸の道は、現在、千曲川に沿って遺跡北西にある飯山市綱切橋脇を通過して野沢温

泉や木島平村へつながる道があるが、ここは尾根が千曲川淵までせり出しており、中世では洪水の影響が

ない遺跡背後の尾根続きを越える木島平村塔の原や中小屋を通過する道が利用されたと推測されている。

また、これとは別に地元の方々の話では遺跡北脇を通って背後の尾根鞍部へ続く道がかつてあったとい

う。この尾根越えの道脇に岩井城が位置し、この峠をこえると飯山市木島に入る。

千曲川の渡しは、遺跡北西方向にある飯山市安田（現綱切橋周辺）にあったとされる。戦国時代の古文

書に「綱取」「縄取」とみえ、繰綱渡に由来する名前と考えられている。現在の「綱切」の名称は江戸時

代初期の慶長年間の古文書にみえるのが初出という。また、戦国時代、武田氏は上杉方の守備する千曲川

西岸の飯山城を避けて千曲川東岸沿いに北上し、東岸にある飯山市小菅神社は永禄年間（永禄四年

（１５６４））に武田氏によって焼却されたとも伝える（註１５）。武田氏の動向にみえるような千曲川東側を通る

幹線道が遺跡周辺を通過し、さらに飯山方面への千曲川渡しも近いなど交通の要所に月岡遺跡があったと

いえよう。

称念寺 寺伝ではもともと下高井郡倭村岩井月岡にあって天台宗であったが、建保元年（１２１３）開基安諦

（あんたい）が親鸞戸隠参篭の折りに弟子となり、真宗に改めたと伝える。そして天文年間に千曲川西側

の飯山市の奈良沢の西南に移り、元和六年（１６２０）飯山城下町の現在地に移転したという（註１６）。ちなみ

に、中野市誌では中野市域に多くの真宗寺院があるが、寺伝の多くが高梨氏支配時代の創建年代を伝えて

いることに注目し、真宗寺院の成立に高梨氏が関連していた可能性を指摘している。

岩井氏 岩井氏は遺跡所在地の字名を冠する武士で、その居館跡は月岡か岩井集落のある千曲川沿いの自

然堤防上に推測されている。岩井氏は戦国時代からその名がみえ、その出自は飯山市を本拠とする泉氏の

一族ともされるが、高梨氏の一族とする説が有力である。天文二十一年（１５５２）高梨政頼は上京にあたっ

て岩井などに夫役負担を徴し、翌年岩井民部大輔と共に本願寺へ挨拶に向かっているが、伝承にある称念

寺移転時期と前後する時期に重なる。その後、高梨氏は飯山で上杉氏に応援を請うていることから弘治年

間には岩井氏も飯山へ退き、弘治二年（１５５６）に信玄は旧高梨氏領の岩井北隣の安田の地を市河（川）氏
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に宛がっている。また、永禄五年前後（１５６２）と推測される上杉氏の文書に岩井氏が越後から飯山口の守

備に赴いていることが窺え、少なくとも永禄年間には上杉氏をたよって越後に転出したとされる。その

後、岩井氏は所領が越後に給されたこともあって越後に留まり、上杉景勝時代に飯山城代として信濃に一

旦戻ったが、やがて上杉氏の移封に従って転出している。

註１ 周辺遺跡分布図は以下の文献を参考とし、飯山市の遺跡の一部は飯山市教育委員会の望月静雄氏にご教示いただいた。また、

木島平村の遺跡分布は長野県教育委員会の遺跡分布マイラーを参照した。

中野市教育委員会２００６『長野県中野市遺跡詳細分布図』、同２００１『中野市の文化財』、飯山市教育委員会１９８６『飯山の遺跡』、同

２００３『飯山市遺跡分布図』、宮坂武男２００２『図解 山城探訪第十二集 高井資料編』・２００４『図解 山城探訪第十四集 補遺資料

編 東北信版』、長野県教育委員会１９８３『長野県の中世城館跡分布調査報告書』

関孝一・田川幸生１９８１「第１編 原始の中野」『中野市誌 歴史編（前編）』中野市誌編纂委員

田川幸生・金井汲次・金井喜久一朗「第２編 古代の中野」１９８１『中野市誌 歴史編（前編）』同上

壇原長則１９８７「中野平の古墳概観」『高井』第７９号

中島庄一１９９３「第一編第一章第一節飯山のあけぼの」『飯山市誌 歴史編上』同上

金井正三１９９３「第一編第一章第２節土器を使いはじめた人びと」『飯山市誌 歴史編上』同上

太田文雄１９９３「第一編第一章第３節稲作のはじまり」『飯山市誌 歴史編上』同上

望月静雄１９９３「第一編第一章第４節古墳造りと村」『飯山市誌 歴史編上』同上

註２ 中野市教育委員会１９８６『田上』

註３ これまで一部の遺跡でサケ・マスの骨は僅かに出土していたが、サケ・マスを本格的に捕った確証は得られていなかった（桐

原 健１９８１「縄文時代における千曲川漁労について」『高井』第５４号）。しかし、最近千曲川沿いの屋代遺跡群でサケ・マスの骨

が多く確認された（水沢教子２００９「内陸部における縄文人と環境―屋代遺跡群の調査研究から」『遺跡と環境』博古研究会２００９年

研究発表会 資料）

註４ 木島平村教育委員会２００２『根塚遺跡』

註５ 笹沢 浩１９９６「弥生時代中部高地 栗林式土器」『日本土器事典』雄山閣、石川日出志２００２「栗林式土器の形成過程」『長野県

考古学会誌』９９・１００ 長野県考古学会

註６ 笹沢 浩１９８６「箱清水式土器の文化圏と小地域」『歴史手帖』１４－１ 名著出版

註７ 新潟県教育委員会 （財）新潟県埋蔵文化財調査事業団２０００『浦山遺跡』、笹沢 浩２００４「第二部第三章第三節 倭国大乱と高

地性集落」『上越市誌 通史編１』上越市誌編さん委員会

註８ 坂井秀弥 シンポジウム中の発言 １９８５『古墳出現期の地域性』千曲川古代文化研究所・北武蔵古代文化研究会・群馬県考古

談話会、前島 卓１９９３「北陸系土器の動向」『長野県考古学会誌』６９・７０ 長野県考古学会

註９ 宮坂武男２００４『図解 山城探訪第十四集 補遺資料編 東北信版』、２００２『図解 山城探訪第十二集 高井資料編』

註１０ 長野県教育委員会１９８３『長野県の中世城館跡 分布調査報告書』

註１１ 山ノ内町夜間瀬横倉千手寺経塚緊急発掘調査団１９７５「千手寺経塚」『高井』第三十一号 高井地方史研究会

註１２ 壇原長則１９８６「古墳に築造された経塚二例」『高井』第七十四号 高井地方史研究会

註１３ 湯元軍一１９８１「第３編 中世の中野」『中野市誌 歴史編（前編）』中野市誌編纂委員会

松澤芳宏「第二編第二章第二節大塔合戦とその後、第三章上杉氏と飯山」１９９３『飯山市誌 歴史編上』飯山市誌編纂専門委員

会

郷道哲章１９９３「第二章第一節内乱の時代と飯山地方の土豪」『飯山市誌 歴史編上』飯山市編纂専門委員会

註１４ 松澤芳宏１９９３「第四章第一節人びとのくらし」『飯山市誌 歴史編上』飯山市誌編纂専門委員会

註１５ 笹本正治２００５「信仰の変化とまつり」『長野県飯山市小菅総合調査報告書』飯山市教育委員会

註１６ 称念寺の寺伝は称念寺発行の『案内』による

参考文献

飯山市

飯山市教育委員会１９７８『田草川尻遺跡Ⅱ』

飯山市教育委員会１９８４『北町遺跡』

飯山市教育委員会１９８４『田草川尻遺跡Ⅲ 付清川尻（小屋

解）遺跡』

飯山市教育委員会１９８５『北原遺跡Ⅳ』
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第４節 遺跡の基本土層（第６～８図）

遺跡の基本土層は平成１４年に実施した確認調査で地表面からⅠ～Ⅳ層に把握され、翌年の面的調査でも

大きな変更がなかったためそのまま用いた。平坦地をつくる盛土層は中世と近世以後のものがあるが、基

本土層の番号は振っていない。基本土層は以下の通りである。

Ⅰ層：灰褐色～灰黄褐色を呈する粘質土層。しまりなく灰色味の強い現耕作土Ⅰa 層と黄色味が強くしま

るⅠb 層に分けられる。遺跡全体に分布する。Ⅰa 層が現耕作土、Ⅰb 層が中世以後の崩落土で、

現耕作土の母材層とみられる。

Ⅱ層：灰色味の強い褐灰色粘質土層。炭化物や中世遺物を包含し、中世遺構面を覆っている。①区では山

手側に厚く堆積する傾向があるが、②区や④区では山手側を中心に分布しながらも、分布範囲は狭

い。①区内ではロ－ム粒の含み方や色調の違いから細分したが、山手側斜面直下ほど厚く堆積して

分層できる傾向があり、中世以後の崩落土や雨水等によって運搬された東方から流入した土と思わ

れる。中世遺構の上面を覆って中世の遺物を含むことから中世遺物包含層と捉えた。

Ⅲ層：黒～黒褐色を呈する植物腐植土層で縄文～古代の土器を含む。①区の谷地形内には厚く堆積してロ

－ム粒の含み方や色調の差から分層され、そのなかで上部の黒味の強い土層に弥生土器が多く含ま

れる。①区ではアルファベット小文字を付して分層し、弥生土器包含層と捉えた。このほかにロ－

ムブロックを多く含む傾斜地の崩落土と思われる土層も含まれる。

飯山市教育委員会１９８６『田草川尻遺跡Ⅳ』

飯山市教育委員会１９９０『千苅遺跡の研究』

飯山市教育委員会１９９１『田草川尻遺跡Ⅶ』

飯山市教育委員会１９９１『小佐原・関沢遺跡』

飯山市教育委員会１９９１『田草川尻遺跡Ⅵ』

飯山市教育委員会１９９２『有尾遺跡』

飯山市教育委員会１９９２『田草川尻遺跡Ⅷ』

飯山市教育委員会１９９４『南原・深沢遺跡』

飯山市教育委員会１９９４『勘介山古墳測量調査報告書』

飯山市教育委員会１９９５『須多ヶ峯遺跡』

飯山市教育委員会１９９７『法伝寺２号古墳』

飯山市教育委員会１９９９『太子林遺跡Ⅱ地点』

飯山市教育委員会１９９９『針湖池遺跡』

飯山市教育委員会２０００『南條遺跡』

飯山市教育委員会２００１『北町遺跡Ⅱ』

飯山市教育委員会２００２『飯山城下情報センター敷地内遺

跡』

飯山市教育委員会２００３『千苅遺跡・小菅大聖院跡・大菅遺

跡』

飯山市教育委員会２００３『小菅修験遺跡２００２』

飯山市教育委員会２００４『飯山城跡』

飯山市教育委員会２００４『飯山城跡 遺構確認調査報告』

飯山市教育委員会２００５『長野県飯山市小菅総合調査報告

書』

木島平村

木島平村教育委員会１９７７『三枚原遺跡』

木島平村教育委員会１９８２『稲荷境遺跡』

木島平村教育委員会１９９０『稲荷境Ⅳ』

木島平村教育委員会１９９１『稲荷境Ⅴ』

木島平村教育委員会１９９３『西町遺跡・高山遺跡』

木島平村教育委員会１９９４『蟹沢遺跡』

木島平村教育委員会１９９７『根塚遺跡・大塚遺跡・平塚遺

跡』

木島平村教育委員会２００２『根塚遺跡』

中野市

中野市教育委員会１９８６『田上』

中野市教育委員会１９８９『七瀬古墳 田麦中畝古墳群』

金井及次・桐原 健１９５８「長野県中野市赤岩神宮寺下遺跡

調査概報」『信濃』Ⅲ１０－８

中野市教育委員会１９９６『西条・岩船遺跡群発掘調査概報』

豊田村教育委員会１９８０『南大原遺跡』

豊田村教育委員会１９９４『飯綱平遺跡』

豊田村教育委員会２００５『飯綱平遺跡Ⅱ』

第４節 遺跡の基本土層（第６～８図）
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Ⅳ層：遺構調査の最終面としたローム層で粗いスコリアを含む。非常に堅く締まっており、２次堆積ロー

ムが入る①区谷地形内以外で露呈する。信濃町ロ－ムに対比しうる（註１）。

盛土層：Ⅳ層ロ－ムブロックやⅢ層黒色土ブロックを多く含む特徴から、人為的な造成土と捉えられる土

層で、平坦地の造成に関わって調査地内に部分的に認められる。さまざまな時期の所産があり、中

世では平坦地を造成する盛土や、SX０１・０３や０４を埋める小規模な盛土があり、近世以後では中世

平坦地の改変や拡張に伴う盛土、あるいは新たに平坦地を造成した盛土がある。このように盛土に

は多様な時期のものがあって基本土層としての番号は付していないが、平坦地造成に関わるⅡ層下

の中世盛土層は盛土Ⅱ、Ⅱ層上面の近世以後と思われる盛土層は盛土Ⅰとした。

上記の基本土層は場所によって細分されたところもあるが、概ね調査区に共通して認められる。遺構検

出面は近世以後と推測される小土坑若干がⅡ層上面、中世遺構はⅡ層下面の盛土層、Ⅲ、Ⅳ層上面で検出

され、弥生～古代の土器はⅢ層上部の黒味の強いⅢb 層に多く含まれる。また、SH０１は盛土Ⅰに伴う。

しかし、Ⅰb・Ⅱ層が薄くなる平坦地先端付近では、盛土層とⅠb・Ⅱ層との関係が把握できなかったと

ころがある。

註１ 信濃町野尻湖ナウマンゾウ博物館学芸員 中村由克氏の現地指導による。

第６図 土層の分布状況

第２章 遺跡の環境と概要
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12トレンチ平坦地

面的調査範囲

中世遺構検出平坦地

②区平坦地

①・③区平坦地

0 25m（1：2000）

第３章 遺 構

第１節 中世の遺構

１．中世遺構の概観
（１）遺跡の構成

①．検出された遺構

今回の調査で検出された遺構は溝跡５０条、削平地５か所、竪穴建物跡１軒、掘立柱建物跡８４棟、土坑７８

基、焼土跡１２か所、石垣・集石遺構２基、経塚１基がある。このなかで溝跡２条と土坑４基、石垣・集石

遺構２基は近世に造られた可能性があり、他に地滑り等に伴うと思われる溝状の亀裂痕が７条ある。ま

た、経塚は中世末～近世の所産と思われるが、年代は確定できなかった。それ以外の遺構は１５～１６世紀で

ある。出土遺物には１３世紀の焼物もあるが、鎌倉時代１３世紀代と特定できた遺構はない。

②．中世遺構が検出された平坦地

中世の遺構は月岡の丘陵中央を西へ垂下する浅い谷地形内に連続する階段状平坦地で検出された。この

平坦地は丘陵西側の斜面が低地に向かって急傾斜となる変換点付近から丘陵上方まで連続し、平坦地群全

体がひとつの中世居住遺跡と捉えられる。各平坦地は比高３～５mの段差で隔てられ、丘陵上方ほど平坦

地は広く段差も小さい。上方に遺跡の中心的な遺構が存在する可能性がある。調査した平坦地は、この平

坦地群の下から２段目（②区）、３段目（①・③区）、４段目（１２トレンチ）である。以下、②区平坦地、

①・③区平坦地、１２トレンチ平坦地と呼称する（第１０図）。

各平坦地は、平坦地間の段差斜面際まで中世遺構が分布し、１５～１６世紀の遺物を包含するⅡ層がその上

面を覆うことから、中世に造成されたと捉えられる。造成方法は傾斜上方を削り、削った土を下方に盛っ

第１０図 中世遺構検出平坦地分布

23― ―

‘ 、冒

>桑駕



て平坦な空間を作りだしたものだが、平坦地間の比高３～５mながら、①区の東側（山側）ではローム層

の削平が７０cm程度しか認められず、西側（谷側）で捉えられた盛土範囲も狭い。従って、平坦地は大規

模に造成したものではなく、地すべり等による階段状地形に若干手を加えて利用していると推測される

（註１）。

この地すべり等に関わる可能性がある亀裂痕が①区南部の谷地形南縁周辺で検出された。調査当初は溝

状の落ち込みとしてSD１８～２２、２４・２５としたが、断面形がV字状で地形傾斜方向に走り、U・J字状に屈

曲、あるいは部分的に重複しながら連続する様子から、地滑りに伴う地割れあるいは亀裂痕と推測した

（第１１図）。埋土は弥生土器を含むⅢ層を基調とし、Ⅳ層ロームブロックを多く含む土層である。いずれも

中世遺構に切られることから弥生時代～中世の間に生じたと推測される。

なお、経塚は②区の北西隅に位置する。ここは東側の①・③区平坦地と比高５mほどの斜面で隔てら

れ、南から延びる平坦地が①・③区平坦地の北端を取り巻いて東側へ鋭角に折れた箇所にあたる。①・③

区平坦地との間にある５mほどの段差は地すべり等で階段状に分断された地形とみられ、経塚周囲に中世

遺構がほとんど分布しないことからも、平坦地が造成と関連するとは考えられない。そのため、経塚は平

坦地―区画とは別個に扱うこととした。

以上のように月岡遺跡では丘陵中央を西に垂下する浅い谷地形内に連続する平坦地で中世遺構が検出さ

れ、各平坦地は後述するように溝跡によっていくつかの区画に分割されており、区画からなる平坦地が集

合して、平坦地群全体で一つの居住遺構を構成すると捉えられる。

③．各平坦地の概要

今回調査した３段の平坦地の規模・形状と検出遺構は以下の第２表の通りである。なお、①・③区と②

区平坦地間の斜面で検出された石垣・集石遺構は便宜的に①・③区の遺構に含めた。

第２表 調査した平坦地の規模と検出遺構

平坦地名

規模（南

北×東西

長m）

区画

遺構（近世の可能性があるものも含む）

溝跡 削平地 竪穴建物

跡

掘立柱建

物跡

土坑 焼土跡 石垣・

集石

その他

１２トレンチ ３３×１２ なし ０ ０ ０ ０（柱穴

跡あり）

０ ０ ０

①・③区 ６０×２０ ３区画 ２７ ４ １ ６５ ６５ １２ ２

②区 ６０×１２ ２区画 ２３ １ ０ １９ １３ ０ ０ 経塚１

平坦地は丘陵西側斜面に上段から１２トレンチ平坦地、①・③区平坦地、②区平坦地と連続し、それぞれ

４m前後、３～５m前後の急斜面に隔てられている。規模は未調査域を含めた現地表面で推測される大き

さで、①・③区平坦地が最も大きく、１２トレンチ平坦地が最も狭い。なお、②区平坦地は現地表面で南北

長約７８mを測るが、南端に入れた確認調査６トレンチで地表面下１．３mのⅡ層上部に厚い盛り土層が確認

され、近世以後に平坦地が拡張されたと捉えられた（第７図）。ただ、北部では遺構が検出されず、②区平

坦地すべてに手を加えて利用されていたかは不明である。

各平坦地は、自然地形を利用したために平面形などの規則性は捉えにくく、①・③区平坦地は３区画、

②区平坦地は２区画が認められるように、それぞれの平坦地規模に応じて小区画に分割して利用していた

とみられ、１２トレンチの平坦地のみは平坦地一つが１つの区画に相当する。

各平坦地で検出された遺構は、調査面積が異なるため単純に比較できないが、①・③区平坦地と②区平

坦地では検出された遺構の様相が異なる。平坦地の利用時期では、①・③区平坦地で１３世紀からの遺物が
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SD24 SD25
③区

②区

①区

採取されたのに対して、②区平坦地では１５世紀からで、前者のほうが利用開始は早い可能性がある。ま

た、①・③区平坦地の遺構密度は高く、各区画内での建物跡の建て替え回数も多いため、②区平坦地より

長く利用されていた可能性がある。

次に、遺構の種類を比較すると、①・③区では掘立柱建物跡に加えて、土坑の数も多く、②区平坦地に

は少ない大型土坑や竪穴建物が検出されている。そして、これらの遺構は方位にあわせて構築されてお

り、掘立柱建物跡では棟方位が南北方向から東西方向へ変化している。これに対して、②区平坦地では掘

第１１図 溝跡分布と区画の想定模式図

第１節 中世の遺構
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立柱建物跡や土坑の数が少ない。ここの掘立柱建物跡は地形にあわせた棟方向と南北方向の二者があり、

①・③区平坦地の掘立柱建物跡に比べて桁行柱間数が少ない傾向がある。二つの平坦地間で遺構の様相が

異なることは、居住階層差や利用状況、利用期間の違いを表していると思われる。

一方、各平坦地間に共通する様相も認められる。①・③区平坦地中央区画北辺を区画するSD２６の西延

長先に②区の区画溝跡SD１６が位置し、平坦地を越えて両者が同じ規格ラインにある。また、SD１６脇に石

組を伴う大型土坑SK１６７・１１４５が位置するが、同様に①・③区平坦地中央区画北辺のSD２６脇や、南辺の

SD１４・１５脇や重複する場所に石組をもつ可能性がある大型土坑が認められる。このように平坦地相互に

共通する様相が認められることから、同じ計画性によって編成された可能性が窺える。また、雨水浸入防

止用の溝跡を伴う建物跡は①・③区平坦地、②区平坦地に分布し、広域に同様に認められることは同じ契

機で出現した可能性がある。

これらの平坦地間の差異や共通する様相は第５章で述べるように、当初からのものではなく、遺跡存続

時期内のある段階で現れていると捉えられる。

なお、平坦地間の連絡や、生活用水を運ぶために道があったと考えられるが、今回の調査では具体的に

把握できなかった。唯一、③区西斜面でトレンチにかかって狭い道跡状の段差が検出された（第８図）。②

区と③区を繋ぐ小道と思われるものの、調査区境で見つかったため全容は不明である。また、月岡遺跡の

丘陵への通路は、現在は南側斜面につづれ折りの狭い農道があるが、かつては丘陵裾を南から西へ取り巻

くように入って１１トレンチ地点の緩斜面に入る道があったといわれ、その痕跡が平場として残っていた。

ただし、１１トレンチの調査では痕跡が判然とせず、中世に遡る道跡の存在は確認できなかった。

（２）①・③区と②区平坦地の遺構

①．各平坦地の区画と区画方法

調査で検出された溝跡には、山側斜面に沿って１０m前後延びて両端が谷側へ直角に折れる建物跡に伴う

雨水浸入防止用溝跡と捉えられるものと、等高線と直交方向に比較的長く延びる空間の区画に伴うとみら

れる溝跡がある。比較的広く調査し得た①・③区平坦地と②区平坦地では、この区画溝跡あるいは土坑の

配置からいくつかの区画に分割されていた様相が窺えた。

①・③区平坦地では、中央にSD２６～３２・５５を北辺、SD５６・５７を東辺、SD１４・１５を南辺とする溝跡に取

り巻かれた方形の区画があり、その区画北側と南側にもそれぞれ遺構が分布する空間があって、大きく３

つの区画に分割されていた可能性が捉えられる。以下、北部、中央、南部区画と呼称する。中央区画の規

模は南北長約２０m、その北辺からSD０３までの北部区画が南北長約１８m、南辺SD１４・１５から①・③区南部

区画南際SD０１までの南北長が約２２mとほぼ等間隔である。ただし、平坦地が三日月形なので東西長は１３

～２３mと幅がある。

②区平坦地では、区画に関わる溝跡SD１６により、南北にそれぞれ長さ約２４mと１３m以上の二つの区画

が捉えられる。しかし、SD１６と重複する位置にSD３９～４０を南辺、SD（４４・）４５を東辺、SD４４・４６を北

辺とした「コ」字状の溝跡があり、その南側に類似した溝配置となるSD３３～３７が並ぶ。これらは南北長

約８～１０mの規模で、ほぼ建物跡１棟前後の大きさに当たることから、②区では建物跡が並列し、区画が

ない時期があったと推測される。整理ではSD３９～４１・４４～４６の区画に伴うとみられるST７９を認定した

が、その柱穴跡がSD１６の脇にある区画関連の遺構と思われるSK１６７に切られているため、南北二つの区

画が生まれたのは後出する可能性がある。一方、①・③区平坦地では②区平坦地のような区画範囲とずれ

た遺構配置は認められず、一貫して類似場所に区画が維持されていたとみられる。

①・③区平坦地と②区平坦地に認められる区画は、①区SD２６の西延長先にSD１６が位置し、同じ基準規
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格で設定されたと見受けられる。また、①区中央区画北辺のSD２６や南辺SD１４、②区SD１６に一部切られな

がらも隣接して石組をもつ大型土坑が分布している。これらは区画施設の一部か、区画境界に設定された

施設と推測され、上述した溝跡による区画以前に、若干区画境界位置がずれながらも別の区画施設が存在

していた可能性が窺える。

②．各区画で検出された遺構

各区画の規模と検出された遺構を区画毎にまとめると第３表のようになる。なお、この表で②区平坦地

の溝跡や掘立柱建物跡は区画以前と以後に厳密に区別できないため、便宜的に区画溝跡SD１６を境とした

南北いずれかの区画に含めて掲載している。

第３表 各区画の規模と検出遺構

区画規模

南北長×東西長

遺構（近世の可能性があるものも含む）

溝跡 削平地 竪穴建物

跡

掘立柱建

物跡

土坑 焼土跡 石垣・

集石

その他

①・③区北部 １８×１３～１８m ８ １ ０ ３ ９ ４ ０

①・③区中央 ２０×１６m １２ ２ ０ ４０ ３５ ７ ２

①・③区南部 ２２×２１～２３m ７ １ １ ２２ ２１ １ ０

②区北部 ２５×１２m １３ １ ０ １３ ９ ０ ０

②区南部 １３以上×１２m １０ ０ ０ ６ ４ ０ ０

この表から、各区画の遺構種類や数、そのあり方には異なる様子が認められるが、一方で共通する様子

も認められる。まず、共通する様子は、いずれの区画も掘立柱建物跡が存在し、各区画が掘立柱建物跡を

中心に設定されたとみられる点である。

次に差異だが、上述したように①・③区では古い段階から区画が存在したが、②区の区画は後追いで設

定された可能性がある。遺構種類では、竪穴建物跡が①区南部区画のみにあり、①区中央区画では圧倒的

に掘立柱建物跡数が多い。土坑も区画毎に形状が異なる。土坑は①・③区平坦地の３区画に多く、②区平

坦地では少ない傾向があるが、土坑の形態を長軸１．０m未満（小型）、１．０m前後～１．９m前後（中型）、２．０

m以上（大型）、長軸と短軸比から１：１、３：２、２：１前後の平面形（それぞれⅠ・Ⅱ・Ⅲ類）に分

類すると（第１２図）、各区画では第４表のように分布する。

この表から、小型土坑は①区中央区画に多く、大型土坑は南部区画に多い傾向も窺え、中型土坑は①・

③区平坦地に多く、中型Ⅲ類はほぼ中央区画にしかない。各土坑の性格は明らかにしえないが、形態差は

機能差を表している可能性がある。大型Ⅰ・Ⅱ類は区画境界周辺に位置することから、境界に設置される

施設・あるいは境界施設と思われ、大型Ⅱ～中型Ⅲ類は建物跡内に位置して内部施設と思われる。小型土

坑で焼土を含む例は火所に関わる施設と思われる。類似した機能で若干異なる形態の土坑が含まれ、上記

分類も厳密な機能差を捉えられているわけではないが、土坑の形態別分布状況の差は、各区画の建物跡内

第４表 各区画の中世土坑（近世の可能性があるものを除く）

大型Ⅰ類 大型Ⅱ類 中型Ⅰ類 中型Ⅱ類 中型Ⅲ類 小型 合計

①・③区北部 ０ ５ １ ０ ０ ０ ６

①・③区中央 １ ２ ８ ２ ５ １５ ３３

①・③区南部 ６ ５ ７ ３ ０ １ ２２

②区北部 ２ １ ４ ０ ０ ２ ９

②区南部 ０ ０ １ １ ０ ２ ４

第１節 中世の遺構
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部構造や利用状況の違いに起因する可能性がある。

③．区画間の関係

平坦地内の区画は上述したように、成立時期が異なる可能性がある。詳細は第５章で述べるが、最も古

いと考えられる区画は①区中央区画で、遺構密度も高く、区画全体を当初から溝跡で囲んで継続的に掘立

柱建物跡が建てられたと看取される。この中央区画と併存する南部区画も古くからあったと思われるが、

唯一の竪穴建物跡が検出されたように利用状況が異なる空間であったともみられる。

①区南部区画はその後、雨水浸入防止用溝跡を伴う建物跡が建てられているが、同様に雨水浸入防止用

溝跡を伴う建物跡が①区北部、②区にも認められる。このことから、ある時期から①・③区平坦地の北部

区画・南部区画、②区平坦地は居住場所に利用されるようになり、②区では４棟前後の建物跡が並列する

場所から南北二つの区画に分割されたと推測される。②区平坦地の４棟前後並列する段階では屋敷地のよ

うな明確な空間占有意識があったとは言い切れないように思われる。

２．掘立柱建物跡の認定
調査時では建物跡の把握が十分行えず、認定は整理作業段階で行った。ここでは整理作業段階での検討

方法に触れておく。なお、認定した掘立柱建物跡は遺構記号STを冠し、番号は①区北部から②区南部の

順に付した。調査時に個別柱穴跡へSK番号を付したが、建物跡認定に曖昧さが残るため本報告の記述で

もSK●、もしくは掘立ST―（●）と（ ）内にSK番号を略してそのまま記述した。

（１）建物跡の認定方法

整理作業では、建物跡の基準長として柱間１間の長さを探ることからはじめた。そこで注目したのが①

区北部区画の削平地SX０１である（第１３図）。SX０１内のSD０３－０６、SD０４－０７、コの字状SD０５の各溝跡は東

西方向に棟を持つ建物跡の軒下にある。その間隔が５ｍ前後なので、梁行２間前後として、１間＝２．５m

前後という目安を得た。当時、厳密な物差を用いた確証がないため若干幅をもって捉えている。桁行につ

いては各平坦地の区画ごとに傾向を探った。

①・③区平坦地の北部区画の削平地SX０１周辺では、建物跡に伴うSD０３－０６、SD０４－０７の延長上の平坦

地西縁までが８～９mなので桁行３～４間前後となる。中央区画では削平地SX０３・０４東側でも中央付近

は柱穴跡が特に密集するが、これは中央区画北辺に寄せた建物跡と、南辺に寄せた建物跡を建て替えたた

めに、その中央付近で両者の建物柱穴跡が重なって残されたからと考えた。そこで、南辺と北辺から柱穴

跡が密集する範囲までの距離１２～１４mが桁行の最大規模と考えて桁行４～５間前後と推定した。南部区画

は建物跡に伴う雨水浸入防止用溝跡と捉えたSD１０～１３・２３の長さ１２m前後から、桁行４～５間前後と予

想した。②区平坦地では建物跡に伴う雨水浸入溝跡SD３９～４１とSD４５・４６の長さ８m前後の３～４間と予

想した。

上記の建物跡規模を参考に、建物跡は区画の形状に規定されて配置されるか、建物跡に伴う雨水浸入防

止用溝跡脇に沿って存在すると予想して柱穴跡の配置を検討した。柱穴跡はほぼ長方形の辺上に並ぶが、

梁行で対応した位置になく、ずれている場合がある。これは柱上に桁材を先に載せ、梁材を桁材の上に設

置する構造に由来すると考えた。そこで、多少棟持柱穴跡の位置がずれても両端四隅の柱穴跡がそろい、

その両端中間に柱穴跡が認められる柱穴跡配置を一つの建物跡と認定することとした。（ただし、すべて

の条件を満たさずとも可能性がある場合は建物跡と認定したものがある。）

次に、柱穴跡平面配置から認定した建物跡毎に柱穴跡エレベーション図を作成してみると、柱穴跡の底

第１節 中世の遺構
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第１３図 掘立柱建物跡模式図
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面標高がほぼ一致する例がいくつか認められた。これは同じ長さに伐採した柱材を用いて屋根を水平に据

えたためと考えた。そこで、柱穴跡底面標高も同一建物跡柱穴跡の補助要件としたが、厳密な条件とは言

い切れない。

以上のような認定基準によったため、桁行中間の柱穴跡の柱間寸法は１．６m～３．０m強まで幅がある。さ

らに、個々の建物跡の柱穴跡が重複しないよう調整しながら、建物跡の認定に努めたが、隣接する柱穴跡

に代えても認定しうる場合もあって、曖昧さを残した。その反対に同一柱穴跡を複数の建物跡の柱穴跡に

充てたものや、柱穴跡の帰属建物跡を断定できなかったもの、不明とした柱穴跡、桁行や梁行列からずれ

た位置の柱穴跡を充てざるを得なかった場合もある。

（２）建物跡の特徴

認定した建物跡は８４棟（第１４図）である。組めなかった柱穴跡があるので、遺跡に存在した掘立柱建物

跡数は上記より多いとみられる。構造は、一部に総柱建物跡や内部に部分的な柱穴跡を捉えたものもある

が、基本的には長方形の側柱建物跡が主体である。規模は梁行２間×桁行３・４・５間の大・中型（母

屋）と、梁行１間×桁行２間前後の小型建物跡の二者を認定し得た。後者は数も少なく分布も限られる。

各区画別に建物跡規模を比較すると、②区より①区、①・③区平坦地の北部・南部区画よりも中央区画が

大きい傾向がある。

なお、参考に掘立柱建物跡のモデルとしてST０１を示した（第１３図）。ST０１内には内部施設と考えられる

棟方向に長軸をとる長方形土坑が桁行際にあり、土間中央部に焼土跡がある。そして、建物跡の山側の

桁・梁行外側を溝で囲む。ただし、内部施設と考えられる長方形土坑は普遍的な施設とは言えない。

ア．建物跡の建て替え（第１３図）

建物跡の検討のなかで、梁・桁行を少し平行移動させた位置に別建物跡が重なる例があり、本報告では

それらを建て替えの関係と捉えてまとめて記述した。

建て替えと捉えた例は、①桁・梁行が６０～１m前後平行移動して重なる位置にあるものが多いが（第１３

図B・C）、②柱穴跡が隣接するもの（第１３図B）、あるいは③類似場所で棟方向を９０°反転させたもの（第１３図

A）もある。①のような梁・桁行を僅かに平行移動した位置にある例は、建て替え前の柱の位置を知って

いたからと思われ、両者は時間差がなく建て替えられたのではないかと考えた。建て替えと捉えた建物跡

では②のように平行四辺形の平面形がそのまま平行移動した例（第１３図B）もあり、柱以外の桁・梁・屋根

材を再利用したか、柱を入れ替えたとも見受けられる。ただし、建て替えの関係と捉えた例には、柱間数

や寸法の違いがあるものもあって認定に不安が残る。また、一つの建物跡を認定すると、次はその建物跡

を参考に建物跡を認定していったため、類似した建物跡のみを認定している可能性がある。

ところで、①・③区平坦地の中央区画では類似場所に重なる建物跡を３０棟以上認定した。この中央区画

に限らず、遺跡全体で柱穴跡密度が高い理由は、基本土層Ⅱ層が中世遺構面を被覆したことによって、旧

地表面かそれに近い面が残存し、通常の遺跡でみつかる以上の柱穴跡が検出できたためと考えられる。出

土遺物から建物跡の建て替えられた最大時期幅を１５～１６世紀の２００年間とすると、１回の建物跡の利用期

間が十年以下となって短すぎるようにも感じられるが、豪雪地帯に立地することから、冬期の雪の加重に

耐えられるように頻繁に柱の建て替えを行った地域的な特性が背景にあるかもしれない。

なお、遺跡に隣接する飯山市では雪の加重に耐える建築構造として、小屋組と軸組を貫く柱で棟を支え

る「タテノボセ構造」が知られているが、本遺跡では棟を支えるとみられる梁中間の柱穴跡も特別大きく

強固とは認められず、雪の耐加重のための構造については明らかにできなかった。
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３．１２トレンチ平坦地の遺構 （第９図 ＰＬ２）

①区東方上段に位置する小規模な平坦地で、調査対象地のなかで最高所にあたる。この平坦地は①・③

区平坦地から比高差約４m前後の急斜面で隔てられ、長さ約３３m、幅１２m前後の不整台形の平面形であ

る。調査対象地が狭く、しかも周囲を畑地・墓地に囲まれて重機による掘削も困難と思われたことから、

人力によるトレンチ調査のみ実施した。トレンチの位置が平坦地西縁近くにあたるため、遺構密度は低

く、柱穴跡が７基しか捉えられず、掘立柱建物跡の認定はできなかった。いずれの柱穴跡もトレンチの

東・南端に位置してⅢ層上面で検出され、上面はⅡ層に覆われていた。

４．①・③区平坦地の遺構
（１）北部区画の遺構

北部区画は中央区画北辺SD２６より北側の空間で、南辺以外の区画溝跡は捉えられていない。北部区画

南側のSD０９からSD２６の間は近世以後に削平されたと捉えられ、遺構の遺存状態が悪い。そのため中世遺

構の多くは北部区画の北側SX０１周辺で検出されたが、遺構密度は低い。

検出遺構には、削平地SX０１の１基、掘立柱建物跡ST０１～０３の３棟、土坑は大型SK３０３・３０４・３１５・

３４３・３４４、中型SK３０１の合計６基、焼土跡はSF０７・１０～１２の４基がある。溝跡はSD０２～０９の８条ある

が、SD０２・０９は近世以後の可能性がある。これ以外に近世以後の土坑SK３４１・３３８の２基、溝跡の浸食部

分を埋めたとも思われる落ち込みSK３０２が１基検出された。

SX０１は検出時に一つの遺構と捉えたが、調査の結果では掘立柱建物跡ST０１～０３の建て替えと共に順次

北へ拡張されたと捉えられた。各掘立柱建物跡はSX０１東壁際にあるSD０８を共有しながら、それと直交方

向の溝跡を北側へ造り替えており、各建物跡と溝跡の組み合わせはST０１がSD０３と０６、ST０２がSD０４と

０７、ST０３がSD０５である。また、ST０１～０３には長方形土坑や焼土跡を伴う可能性が捉えられた。長方形土

坑SK３０３がST０２、SK３１５がST０１、SK３０４か３４４がST０３に伴うとみられる。いずれも建物跡の桁行脇の、端

から２間目前後に位置する。焼土跡SF１１・１２はSK３０３埋土上面で検出され、SF１０がST０１（１２９２）に切ら

れることから、SF１１・１２がST０１、SF１０がST０２施設と考えられる。

これ以外の土坑SK３０１・３４３は単独の遺構と捉えられ、SF０７は建物跡との関係が十分把握できなかっ

た。SK３４３は中央区画北辺のSD２６脇にある石組を伴った土坑と捉えられ、②区のSD１６脇に位置するSK

１６７・１１４５と同様に区画境界脇に位置する施設と思われる。

①．溝跡

SD０２ （第１５図） I０５・１０

位置：①区北部区画の東端にある。重複：なし。構造：幅約０．７mでN１°E方向に直線的に延び、北端は

調査区外へ、南端はSD０９に接続する。調査区内で約４．０mの長さを測る。底面は雨水の浸食で凹凸が著し

い。埋土：黒褐色土を基調として粗いスコリアを含む。出土遺物：図示していないが弥生土器１片５g出

土した。所見：本址の南端がSD０９と接続しており、SK３０２は本址の一部の疑いがある。SD０９は近世以後

の削平に伴う可能性があり、それに接続する本址も関連する溝跡と思われる。

SD０３～０８ （第１５図） D２４・I０４

位置：①区北部区画のSX０１内にあり、SX０１東際にSD０８があり、そこに接続するようにSD０３～０７が分岐

する。SD０３・０６がST０１、SD０４・０７がST０２、SD０５がST０３を囲むように位置する。

第１節 中世の遺構
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重複：SD０７→SD０６、SD０８→SD０９。SD０３～０５重複関係は見逃したが、調査区東壁の土層観察からSX０１は

SD０３側から埋められたと捉えSD０５→０４→０３とした。なお、調査時にSD０４→SK３１５と捉えたが、SK３１５は

ST０１内施設で、そのST０１より古いST０２に付属するSD０４が切るのは矛盾すると考えた。SD０４北岸とSK

３１５の平面形が重なるので、調査時の所見は見誤りの可能性がある。また、調査時に土層観察用ベルトに

かかって柱穴跡SK３１１がSD０６を切ると観察された。SD０６はST０１に伴うと捉えたが、この所見からST０１

に後出する建物跡の可能性が捉えられるが、具体的な建物跡は認定しえなかった。これ以外のSD０５とSK

３１５・３１６・３１７・３２４、SD０６とSK３１２・３１３・３１４・３２１・３２２、SD０７とSK３３４の新旧関係は何れも各溝跡底

面上で検出したもので、溝跡が切るか、見逃しか直接関係は捉えられていない。また、SD０８と土坑SK

３０４、柱穴跡SK３０８、SF０７は重複して新旧関係があるようにみえるが、SD０３～０７が掘り直されている状況

から、SD０８も掘り直しされて調査時の形態はその最終形態と考えられる。そのため、掘り直し以前の古

いSD０８とは併存する可能性があると思われる。

構造：SD０８はSX０１東壁直下をN７°W方向に走り、SD０９に切られる南端まで約１０．２mの長さを測る。断

面形は傾斜上方にあたる東側が急傾斜、西側が緩やかに立ち上がるU字状で、SX０１底面からの深さは約

２０cmを測る。

SD０３はSD０８北端付近から西へ折れてN７９°W方向に延びる溝跡である。西端は浅く途切れ、東端は調査

区外へ延びて調査区内では約５．８mの長さを確認した。幅は東部で０．８mを測る。断面形は南壁が緩やかに

立ち上がるU字状でSX０１底面からの深さは１２cmほどを測る。

SD０４はSD０８北部から西へN８３°W方向に延びる。西端は浅く途切れ、東端はSD０８に接続すると思われ

る。確認範囲で長さ約６．５m、幅０．３～０．４mを測る。断面形はU字状で深さ１０cmと浅い。

SD０５はSD０８北端からN７８°E方向に約６．３m延び、その西端は南へ折れて２．５mほど続いて南端はSD０６付

近で浅く途切れる。幅は北辺０．５m、西辺０．３mを測り、北辺西端は雨水で浸食されたためか、やや突出し

て浅く途切れる。断面形はU字状で、SX０１底面からの深さは北辺東部で２０cm、西辺で１０cmを測る。

SD０６はSD０８の途中からN８２°W方向に西へ延びて、西端は浅く途切れる。確認範囲で長さ約７．７mを測

る。幅は最大で約０．９m、断面形はU字状を呈してSX０１底面からの深さ２０cmほどである。

SD０７はSD０８の途中、SD０６が分岐する付近から西へN８３°E方向に延びて、西端は浅く途切れる。確認範

囲で長さ約６．４mを測る。幅は約０．５mで、断面形はU字状でSX０１底面から深さ１２cmを測る。

埋土：SD０３・０８はロームブロックを含む埋め戻し土、SD０４・０５・０７が灰黄褐色土を基調としてローム粒

等を含む。SD０６は底面上に灰黄色褐色土、その上にロームブロックを多く含む土層がのる。

出土遺物：図示していないがSD０３埋土からカワラケ小片２点４g、弥生土器１片２gが出土した。SD０８・

０４・０６・０７はなし。

所見：SD０８を共有しながら、ST０１に伴うSD０３とSD０６、ST０２に伴うSD０４とSD０７、ST０３に伴うSD０５が構

築されたと思われる。

SD０９ （第１５図） I０９・I１０

位置：①区北部区画の南よりに位置する。調査前に本址周辺は土地境の段差が認められていた。重複：

SK３４４を切り、SD０２（SK３０２）が接続する。構造：東端は調査区外へ延び、N７６°E方向に若干「く」字状

に折れながら①区を横断して西端は浅く途切れる。確認範囲で長さ１０．７mを測る。幅は東側約０．６m前後

である。埋土：細かいローム粒を含む灰黄褐色土の単層である。出土遺物：なし。所見：本址以南から中

央区画北辺の区画溝SD２６の間は中世遺構が希薄なので、近世以後の削平に伴う溝跡とみられる。
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第１５図 ①・③区溝跡
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②．削平地

SX０１ （第１６・１７図、PL５） D２４、I０４

遺構の認定：Ⅳ層ローム層上面でロ－ムブロックを多く含む土層の落ち込みが捉えられ、トレンチを入れ

たところⅣ層ローム層を底面とする平坦面と溝跡が確認され削平地と判断した。調査では埋土上面で重複

遺構の有無を確認して掘り下げた後、底面上面で遺構を検出し、削平地全体をSX０１、内部で検出された

土坑や溝跡等は個別に遺構番号を付して精査した。

位置：①区北部区画北端の小尾根状の高まり南側の緩斜面に立地する。

構造：斜面上方の北・東辺側を削り込んで平坦地を造成した遺構で、削った土を傾斜下方に盛土していた

とみられるが、調査では盛土が検出できず流失した可能性が考えられた。また、南部のSD０９以南は近世

以後に削平され、北東部は調査区外へ延びる。確認範囲の規模は南北約１３m、東西約８．７mで、東壁の方

位はN８°Wである。底面は比較的堅く平坦で標高３３９．８m前後で、東壁と底面の比高は５０～６０cmほどであ

る。この東壁直下に溝跡SD０８、その北端から直交方向にSD０３～０５、中央付近から西直交方向に溝跡SD

０６・０７、底面上で長方形土坑SK３０３・３０４・３１５・３４４、焼土跡SF０７・１０～１２、掘立柱建物跡ST０１～０３が検

出された。各建物跡の桁行脇に平行する溝跡が位置し、SD０３とSD０６がST０１、SD０４とSD０７がST０２、L字

状のSD０５がST０３に付属すると捉えられる。また、建物跡の桁行脇に長方形の大型の土坑が位置してお

り、内部施設の可能性が捉えられた。土坑SK３１５はST０１、土坑SK３０３がST０２、土坑SK３０４かSK３４４がST

０３に伴う可能性がある。焼土跡SF１０～１２は建物跡ST０１・０２中央東よりに位置し、建物跡内施設の可能性

がある。SF０７はST０３との関係がつかめなかった。

出土遺物：珠洲甕破片１片２１４g（第６１図１５）と古代以前の不明土器小片２片７gが埋土から出土した。

重複関係：本址はロームブロックを含む土で埋め戻されており、その上面で本址を切る遺構は検出されて

いない。また、埋め戻されているため底面検出遺構は本址に伴うとみられる。調査区東壁の土層観察から

SD０３側から埋め戻されており、北端SD０３とそれに関連するST０１が新しく、建て替えの建物跡がずれなが

ら位置することから南からST０３→ST０２→ST０１へ変遷して、北側へ拡張した可能性が推測される。

所見：本址は①・③区平坦地の北部区画の建物跡に伴って造成された遺構で、②区や①区南部にある建物

跡に伴う溝跡と同じ性格ながら、立地場所が緩斜面であったために削平を伴ったと思われる。

③．掘立柱建物跡

ST０１・０２ （第１８図） I０４

建物跡の認定：三方（北・東・南）を溝跡で囲まれ、内部に大型土坑を伴う建物跡と認定した。調査時か

ら溝跡に囲まれた建物跡が想定されていたが、柱穴跡は特定できず、整理作業で検討してSD０３・０４・

０６・０７が長く延びる東西方向を棟方向とするST０１・０２を認定した。

ST０１は北辺を区画するSD０３脇に並ぶSK３２３・３０９を北桁行、SK３０９から南直交方向でSD０８脇に並ぶSK

３０９・３０７・３１２を東梁行、南辺を画するSD０６内のSK３１２・３２２を南桁行と捉えた。本址内部に位置するSK

３１５、SF１１・１２は内部施設の可能性がある。なお、北桁行SK３２３と南桁行SK３２２は棟方向に相対する（直

交する）位置になく、南桁行SK３１２・３２２はSD０６内に入ってしまうなど南桁行柱穴跡の認定に不安がある。

東梁行をSK３０９・３０６・３１１として南桁行はSK３１１・３２２と捉えられる可能性もある。このなかで、SK３２２は

本址の北桁行からSK１２９２を通って南へ直行するライン上にあり、SK１２９２がST０２（３０３）を切る関係から

も、SK１２９２はST０１の柱穴跡の可能性は高い。

ST０２は北辺をSD０４、東辺をSD０８、南辺をSD０７に取り巻かれ、整理時にSD０４脇にあるSK３２６（３２７）・

３１０・３１７（３１６）を北桁行、SK３１７（３１６）から南へ直交する方向にあるSK３１８・３１３を東梁行、SK３１３から
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西へ直交方向のSK３１３・３２１を南桁行と捉えた。ST０１・０２の西側は傾斜してSX０１底面より低くなって柱穴

跡は検出されなかった。

位置：①区北部区画の削平地SX０１内に位置し、ST０１・０２が重なって位置する。

構造：ST０１は確認範囲で梁行２間約５．２m、桁行は１間以上約３．８m以上の規模で、棟方向はN８５°Wであ

る。桁行規模は不明ながら、①区平坦地西縁まで８～９mあるので、最大３～４間前後と推定される。中

央にあるSK１２９２は内部柱穴跡の可能性があり、部分的な内部柱をもつ建物構造とみられる。柱間寸法は

東梁行で北から２．２、３．０m、北桁行で２．６m、南桁行で３．０mである。柱穴跡は直径２０～４０cmの円形、隅丸

方形で検出面から底面までの深さは２０～８０cmである。柱穴跡の底面標高は北桁行柱穴跡が深く３３９．０m前

後、南桁行柱穴跡で３３９．４～３３９．５mを測る。

ST０２は確認範囲で梁行２間約４．４m、桁行２間以上（約５．５m以上）の側柱建物跡で、棟方向はN８４°W

である。西側柱穴跡が検出されておらず桁行規模は不明だが、ST０１同様に①区平坦地縁まで最大３～４

間前後と推定される。柱間寸法は東梁行で北から２．１、２．３m、北桁行で東から２．６、２．９mである。柱穴跡

は直径２０～４０cmの円形・隅丸方形を呈し、検出面から底面までの深さは約２０～８０cmを測る。本址もST

０１同様に北桁行柱穴跡が深く、柱穴跡底面標高は北桁行で３３９．０m前後、南桁行で３３９．４m前後である。ま

た、棟方向と同じ長軸方位の土坑SK３０３や、ST０１（１２９２）に切られるSF１０は内部施設の可能性がある

が、本址とST０１でも同様の施設と思われる土坑SK３０３、SK３１５の位置が異なり、焼土跡SF１０がSK３０３脇

に位置するのはやや認定に無理があるかもしれない。また、北桁行柱穴跡は２基ずつ重複するものがあ

り、ST０２自体が建て替えや改修された可能性がある。

出土遺物：ST０１なし。図示していないが、ST０２のSK３０３から弥生土器片が出土している。

重複関係：ST０２（SD０７）→ST０１（SD０６）、SF１０→ST０１（１２９２）、ST０２（SK３０３）→ST０１（１２９２・SF１１・

１２）。こ れ 以 外 のST０２（３２６・３２７）とST０１（SK３１５）、SD０６とST０２（３１３・３２１）、SD０５とST０２（３１６・

３１７）との関係は不明で、ST０３（４０９）とST０２（SK３０３）との関係も不明ながら、ST０３（４０９）が切られ

る可能性がある。なお、調査所見ではST０１内施設と捉えたSK３１５をST０２に伴うSD０４が切る所見だが、

SK３１５北辺がSD０４の北岸ラインと一致するので調査時の見誤りの疑いがある。

所見：SX０１は東側壁土層の観察からSD０３側から埋め戻されており、ST０１はSX０１内の最終建物跡で、

溝跡の重複状況からST０２の建て替えと考えられる。ただし、ST０・０２では内部施設と思われる長方形土

坑の位置が異なり、ST０２内にはST０１のSK１２９２のような内部柱穴跡は検出されていない。

ST０３ （第１８図） I０４・０９

建物跡の認定：整理時の検討でSD０５・０８に東・北・西側を取り巻かれた建物跡と認定した。北辺を区画

するSD０５脇のSK３２４・４０９・３０８を北梁行、SK３０８から南、直交方向でSD０８脇にあるSK３０８・３２０・３２９・

４１３を東桁行柱穴跡と捉えた。南側のSD０９以南は中世以後に削平されて不明で、西側は表土流失によるた

めか柱穴跡は検出されていない。東桁行ライン上にはSK３１９・３１４・１３３４・３３０・３２８・３０５・３３２がある

が、東桁行北端SK３０８から２．５～３．０m間隔で並ぶ比較的深い類似底面標高の柱穴跡を本址の所産とした。

平面形はやや菱形に近い長方形で、他に内部柱穴跡と断定できたものはないが、東桁行際に棟方向と同じ

長軸方向のSK３０４か３４４は内部施設の可能性があり、本址柱穴跡（３２９）がSK３０４を切るので、SK３４４のほ

うが妥当かもしれない。SF０７が本址に伴うかは不明である。

位置：①区北部SX０１南側に位置する。

構造：本址は確認範囲で梁行２間約５．２m、桁行３間以上８．３m以上の側柱建物跡で、棟方向はN７°Wであ

る。柱間寸法は北梁行東から２．４、２．８m、東桁行北から２．９、２．９、２．５mである。ただし、東桁行の柱穴
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跡認定に不安があり、SK３０８・３１９・１３３４・３２８・３３２の４間ならば柱間寸法は２．０～２．５m前後となる。柱

穴跡は直径２０～３０cmほどの円形、隅丸方形の平面形で検出面から底面までの深さは約３０～８０cmである。

柱穴跡底面標高は北梁行で３３９．２～３３９．６m、東桁行上のSK３０９からSK３３２までの１４基は底面標高３３９．０～

３３９．６mで、北東隅SK３０８底面標高と類似した３３９．０～３３９．３mの柱穴跡を本址の柱穴跡とした。

重複関係：SK３２４はSD０５底、SK４０９はSK３０３調査後に検出したが、前後関係は確認していない。SK４０９は

ST０２内の土坑SK３０３検出時に南半分が検出されなかったことからすれば、切られる可能性がある。SK３０４

第１８図 掘立柱建物跡ST０１～０３
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→ST０３（３２９）。

出土遺物：なし。

所見：本址はSX０１内の東西棟方向のST０１・０２に先行する南北棟方向の建物跡である。認定できなかった

が、東桁行ラインに重なる柱穴跡から建て替えの建物跡が他にもあるとみられる。

④．土坑

SK３０３ （第３１図 PL６） I０４

位置：①区北部区画SX０１内にある。重複：西壁上部をST０１（１２９２）に切られ、埋土上部の窪地内でSF

１１・１２を検出した。ST０３（４０９）は本址の壁で検出して前後関係を見逃したが、本址はST０２の内部施設

で、ST０２がST０３に後出することから本址が切る可能性がある。構造：平面形は長軸約１．８m、短軸約１．１

mの長方形で、長軸方位はN８３°Wである。短辺側の壁は若干斜めだが、長辺側は垂直で、底面はほぼ平

坦ながら若干東壁際が低い。検出面からの深さ約７０cmを測る。埋土：下層に埋め戻しと捉えられるロー

ムブロックを多く含む土層があり、埋土上部にSF１１・１２と炭化物・灰層が位置する。出土遺物：図示し

ていないが、弥生土器片２片３gある。所見：SK３０４・３１５と同様の建物跡内施設と思われ、本址はST０２

内部施設の可能性がある。

SK３０４ （第３１図 PL６） I０４・０９

位置：①区北部区画のSX０１のST０３東桁行と重なって位置する。平成１４年度確認調査トレンチに一部かか

った。重複：東端をSD０８、上面をST０３（３２９）、SK３２８・３３０に切られる。SK３２８・３２９は確認調査トレン

チ断面で本址を切ることを確認した。構造：平面形は長軸約２．７m、短軸約１．９mの北東部が若干突出した

長楕円形で、南部で幅約１．５mを測る。この飛び出た部分が土坑の重複によるかは明らかにしえなかっ

た。長軸方位はN１０°Wである。壁は若干斜めで、底面は平坦で検出面からの深さ約３８cmを測る。埋土：

底面上に褐灰色土、その上部にロームブロックを多く含む締まった土層がある。出土遺物：なし。所見：

類似形状のSK３０３・３１５と同様の建物跡内施設と思われ、本址はST０３に伴う可能性がある。

SK３１５ （第３１図） I０４

位置：①区北部区画SX０１のST０１範囲内にある。重複：底面で柱穴跡SK３２６・３２７を検出したが、前後関係

は直接確認できていない。また、調査時にSD０４に切られると捉えたが、本址がST０１内施設とみられ、ST

０１より古いST０２に伴う溝跡SD０４を切っていた可能性がある。北辺がSD０４と重なるので調査では新旧関係

を見誤った可能性がある。また、南端が僅かに重複するSD０５との新旧関係は把握できなかったが、建物

跡の重複関係からST０３に伴うSD０５を本址が切ると思われる。構造：検出面での平面形は長軸約２．８m、

短軸約１．８mの長方形で、長軸方位はN８３°W方向である。上部は漏斗状に開き、下部は壁が垂直で平面形

は長軸約２．１m、短軸約１．１mの長方形である。上部は崩れによるもので、下部は本来の形状と思われる。

底面は平坦ながら、若干南壁際が低く、検出面からの深さ約６０cmを測る。埋土：底面上と埋土中にロー

ムブロックが僅かな黒褐色土や褐灰色土が認められたが、大部分はロームブロックを含む埋め戻し土であ

る。出土遺物：なし。所見：ST０１内施設と思われるが、具体的な機能はわからなかった。

SK３４３ （第３１図 PL６） I１０・１５

位置：①区北部区画に位置する。重複：SD２６、柱穴跡SK３４２に切られる。構造：平面形は長軸約２．６m、

短軸約１．８mの長方形で、長軸方位はN７７°Eである。壁は垂直で、底面は平坦となり、検出面からの深さ
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は４２cmを測る。SD２６に切られる場所以外の底面上の３隅で２０cm前後の礫１～４点出土した。本来は４

隅に礫が存在した可能性がある。礫は壁施設に関連する施設の一部と思われる。埋土：底面上に自然堆積

の褐灰色粘質土、上部に岩片・スコリア粒を多く含む埋め土と思われる土層が入る。出土遺物：なし。所

見：本址は①区北部区画の南辺に位置する。底面上で礫が検出された土坑は、大型SK１２６８やSK９７９など

区画境界付近にあるものが多く、本址も同様の場所にある施設と思われる。

SK３４４ （第３２図） I０９

位置：①区北部区画SX０１南側に位置する。重複：南側はSD０９に伴う近世以後の削平で壊され、東側にSD

０８が僅かに重複する。調査では新旧関係は把握できなかったが、本址はSX０１内の建物跡に伴う施設の可

能性があり、SX０１内の建物跡はSD０８を共有しているので、SD０８とは同時存在していたが、掘り直しによ

って重複するようになったと思われる。構造：遺存部で東西長約１．４m、南北長は０．８m以上の規模で、平

面形は長方形と推測される。長軸方位は残存部からN２°W前後と推測される。壁は若干斜めで、底面は

平坦、検出面から底面までの深さは約４２cmを測る。埋土：ロームブロックを多く含み、埋め戻しされて

いる。出土遺物：なし。所見：ST０３か同位置に建て替えられた南北棟建物跡に伴う内部施設の可能性が

ある。北に位置するSK３０４と同じ性格の土坑と思われる。

SK３０１ （第３３図 PL６） I１０

位置：①区北部区画のSX０１東側に単独で位置する。重複：なし。構造：平面形は直径１．０～０．９mほどの

円形で、壁はほぼ垂直で底面が平坦な桶状の形状である。検出面から底面までの深さは２２cmを測る。中

央と南よりに２個の人頭大礫が検出された。埋土：スコリア粒を多く含む土である。出土遺物：なし。所

見：形状は近世の土坑に近いが、埋土から中世と考えた。

SK３０２ （第３６図） I１０

位置：①区北部区画のSX０１東側にある。重複：SD０２先端付近で楕円形状の落ち込みとして検出された

が、調査の結果、SD０２の一部の可能性が考えられた。構造：平面形は北側が楕円形で、南側はSD０９と接

続する部分で直線的に途切れる。確認範囲で長軸約１．４m以上、短軸約１．６mを測る。長軸方位はSD０２と

一致する。底面は東側がやや深い。埋土：底面上に黒褐色土、上面にローム粒を含む褐灰色土がある。出

土遺物：なし。所見：SD０２上部の窪みや雨水浸食部分が埋まった痕跡の可能性がある。

SK３４１ （第３６図） I０９

位置：①区北部区画の西側に単独で位置する。重複：なし。構造：平面形は直径約０．６mの円形で、壁は

ほぼ垂直で底面は平坦である。検出面から底面までの深さは２０cmを測る。埋土：灰色味の強い粘質土で

ある。出土遺物：図示していないが弥生土器１２片２９gある。所見：埋土からⅡ層上面から掘り込まれたと

考えられ、近世以後の所産とみられる。

SK３３８ （第３６図） I１０

位置：①区北部区画のSD０９とSD２６中間に位置する。重複：掘り下げ後に柱穴跡SK３３７を検出したが、本

址は埋土の特徴からⅡ層上面から掘り込まれた遺構とみられ、SK３３７を切ると思われる。構造：平面形は

直径０．６mの円形で、壁は垂直で底面も平坦である。検出面から底面までの深さは２４cmを測る。埋土：粘

性の強い褐灰色土である。出土遺物：なし。所見：埋土や形状から近世以後の遺構とみられる。
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⑤．焼土跡

SF０７ （第３７図） I０９

位置：①区北部区画のSX０１内SD０８脇に位置する。重複：東側はSD０８に切られるが、SD０８はSX０１内のST

０１～０３で共有して維持されており、SD０８の掘り直しによって一部掘り壊された可能性がある。構造：や

や窪んだ場所に長軸３０cm、短軸２４cmの円形に被熱で赤化した範囲が認められ、周囲に炭化物が分布する

ように検出された。焼土面の上面はロームブロックを含む土層で、埋められた可能性がある。出土遺物：

なし。所見：SX０１内のSF１０～１２はST０１中央に位置することから、SD０８側に寄っている本址は建物跡内

の施設とは言い切れない。

SF１０～１２ （第３１図 PL６） I０４

位置：①区北部区画のSK３０３埋土上部の窪み内にSF１１・１２、西側のST０１（１２９２）に切られて部分的にSF

１０がある。SF１０～１２はN９０°E方向に並ぶ。重複：SK３０３→SF１１・１２、SF１０→ST０１（１２９２）。構造：SF１０

は直径３０cmほどの焼土跡とみられるが、ST０１（１２９２）に切られて被熱で赤化した範囲がSK１２９２壁に断片

的にしか残存しない。SF１１の被熱で赤化した範囲の平面形は直径２３cmの不整方形、SF１２は直径３０cmほ

どの不整楕円形である。SF１１・１２周囲には薄く炭化物が幅４０cm、長さ９０cmほどの範囲に広がっていた。

焼土跡の周囲が若干窪み、被熱で赤化した土層の厚さは６cm前後である。出土遺物：なし。所見：ST０２

に伴うと思われるSK３０３埋土上部で検出され、重複関係からST０１に伴う可能性が高い。一方でST０１柱穴

跡の可能性があるSK１２９２に切られ、ST０１内で造り替えられた可能性がある。

（２）中央区画の遺構

中央区画は、①・③区平坦地の中央南よりにある谷地形の北岸付近の比較的平坦な場所にあり、区画全

体が溝跡で囲まれ、区画内では個別に雨水浸入防止用溝跡を伴う削平地・建物跡はない。また、遺構密度

は調査区内でもっとも高い。遺構の長軸方位や棟方向はほぼ方位に一致する。

検出遺構には、削平地SX０３・０４の２基、掘立柱建物跡ST０４～４３の４０棟、土坑は大型がSK４４８・１０８５・

１３００の３基、中型はSK５５８・６８４・８７３・９９２・１０７３・１０９８・１３４５・１４８６・４３５・１４７３・４４７・６８１・７６０・１１７２・

１４８７の１５基、小 型 はSK４２５・４６６・４６７・４７２・５３４・５７１・６４２・６４３・６９２・７００・７６９・７８３・１００８・１０１３・

１０７４の１５基の合計３３基あり、他に近世以後の土坑SK５１３がある。焼土跡はSF０１～０３・０５・０６・０８・０９の

７基、溝跡はSD２６～３２、１４・１５、５５～５７の１２条がある。なお、南辺付近にある大型土坑のSK１２６８・

１２６９・１３０６、SK９７９は便宜的に南部区画に含めたが、中央区画の遺構であった可能性がある。

削平地SX０３・０４は中央区画の西側の類似場所に重複して造り替えられており、中央区画の空間が東西

に分割して利用されていた可能性がある。他の削平地は建物跡に伴うと思われるが、SX０３・０４は規模か

ら２×４・５間建物跡に伴うとは考えにくく、小型建物跡も認定できなかった。そのため建物に伴う削平

地と断定できず性格は不明である。最終的に埋め戻されているので、中央区画に普遍的に必要とされた施

設ではないこと、東側に掘立柱建物跡が併存した可能性からは母屋に付属した施設と考えられる。

建物跡は整理作業で認定したが、組めなかった柱穴跡もあるので捉えられた以上の数が存在すると思わ

れる。認定した建物跡も柱穴跡の組み合わせや遺構間重複の矛盾もあって、すべて確実視できるものばか

りではないが、建物跡は梁行２×桁行４・５間の南北棟建物跡２１棟、東西棟建物跡１１棟、梁行１×桁行２

間の小型南北棟建物跡８棟を認定した。小型南北棟建物跡以外すべて梁行２間の側柱建物跡で、桁行４・

５間桁行規模は７．５～１１．２mまであり、多いのが桁行４間約９．０～１０．０m前後である。１×２間建物跡では

桁行４．０～４．５mである。棟方向は北から最大１０°西・東に振った方位か、その直交方向で、ほぼ方位に合
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わせて建てられている。ST１５～１７、１８・１９等のように、柱穴跡が団子状に数基連なって一定間隔で並ぶ

例から、少しずつ平行移動させて建て替えを繰り返したと思われる。柱穴跡が隣接するあり方には南北と

東西に連なるものがあり、東西、南北に平行移動して建て替えるものがあると思われる。なお、柱穴跡は

中央区画中央南部の柱穴跡分布が希薄だが、これは初年度の確認調査３・４トレンチで柱穴跡を一部掘り

壊した疑いがある。

土坑は中型以下が多く、建物跡分布域と重なることから建物跡内施設の可能性がある。建物跡の密集が

著しく、北部区画ほどには建物跡と土坑の関係は捉えられなかったが、北部区画の長方形土坑と建物跡の

関係を考え合わせ、位置から対比すると長軸方位が東西方向のSK４３５は東西棟のST０４・０５、南北方向の

SK４４７が南北棟のST１５～１７・２０～２２、同じく大型SK１０８５がST２０～２２・２８～３０、SK１３００がST２０～２２・

３０、SK６８１がST２６、SK７６０が１８・１９・２７の内部施設の可能性がある。ただし、後述するように重複関係の

所見からは造り替えと思われるSK１０８５と１３００と伴う建物跡の関係の認定には問題を残した。また、上記

土坑と類似規模の中型SK５５８・９９２・１０７３・１３４５・１４８７は建物跡内施設の可能性があるが、関係する建物

跡を特定できなかった。これ以外の小型土坑については他遺構との関係は不明である。なお、SK１２６８・

１２６９・１３０６・９７９は石組を伴う大型土坑で、SD１４・１５と重複している。SX０５に関連する大型土坑とも考

えて便宜的に南部区画に含めたが、類似した土坑である②区SK１６７・１１４５、中央区画北辺のSK３４３はいず

れも区画溝跡に切られながらも、区画溝跡以前の類似区画境に設置された施設の可能性があり、SK

１２６８・１２６９・１３０６・９７９も同様に中央区画に伴った施設の可能性がある。

溝跡は中央区画周囲を囲むものしかなく、南辺がSD１４・１５・５７の３条、北辺はSD２６～３２・５５の８条、

東辺は調査区境に重なってSD５６の１条である。東辺は調査区境に当たって一部しか検出できていない

が、北・南辺共に溝跡の掘り直しが捉えられる。その数は北辺が多く、幅広い範囲で造り替えされてい

る。その理由は北辺が地形傾斜上方にあたり、常時雨水に対する対応が必要だったことに加え、中央区画

北部に東西棟建物跡が多い傾向から、これらの建物跡に伴う雨水浸入防止用溝跡として造られたものが含

まれるかもしれない。

焼土跡は中央区画の北よりに東西方向で並ぶように検出された。建物跡内施設で、南北棟建物を東西に

平行移動しての建て替えに伴って造り替えられ、東西に並ぶように遺存したものが多いと思われる。重複

関係や位置関係からSF０１～０３・０８・０９がSX０３を切る南北棟建物跡ST１５～１９、２３～２５に伴い、SF０５・０６

は東西棟建物跡ST０７～１２に伴う可能性がある。

①．溝跡

SD１４・１５・２６～３２・５５～５７ （第１５図） I１４・１５・２０・２４・２５

位置：①区中央区画を囲む。東辺がSD５６、東辺南部から西へ屈曲する部分でSD１４・１５・５７、北辺にSD２６

～３２・５５が位置する。①区中央区画全体を囲むため、内部にあるST０４～４３、SX０３・０４に伴う溝跡は確認

されなかったが、北辺のSD２７～３２・５５は北辺際に建てられた建物跡に付属する溝跡の可能性がある。

重複：北辺を区画するSD２６～３２・５５はいずれも浅く重複関係が捉えきれていないが、確認範囲でSD２７→

SD２６、SD２９→SD２８、SD３２→SD３１と南から北へ造り替えられたように見受けられた。ただし、建物跡は

認定しえなかったが、北端SD２６と重複する柱穴跡があることからSD２６が最終溝跡かは不明である。

他遺構との重複は土坑SK３４３→SD２６、柱穴跡SK３５４・３５７・３６４・３６５・４１５→SD２８、柱穴跡SK３５０→SD

２８、SD２９→SK３５８、ST２３（８４５）→SD２９、柱穴跡SK３５０・土坑SK９９２・土坑SK１４８６→SD３０・３１。また、

ST０４（４７９）、ST０４・１８（８４６）、ST０６？（４５１）、ST１５（８０８）、ST１８（４７６）、ST１９（５４９・８４７）、ST２０

（４８２）、ST３３（４７５）、土坑SK９９２・１４８６、SK４７８をSD３１が切ると捉えたが、埋土が薄く断定できない。
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SD２６とSK３４５、SD２８とST３１（３５５）、SD２８とSD２９、SD２９とSD３０・柱 穴 跡SK１３７２、SD３０とSD５５の 関 係

は把握できなかった。SD３２は同方位SK４４８と近接時期の所産と思われるが、周辺調査の終了間際に存在

が判明し、周辺SKとの前後関係は把握できなかった。

中央区画東辺にあるSD５６は調査区東壁とほぼ重なる位置にあり、調査当初に調査区壁際に防水用の溝

を掘ったために溝跡底面にあるST０４（４６０）、ST０４？（４６１）、ST０６（５８５）、ST０８？（５８４）、ST０９（７４３）、ST

１１（４３４）、ST１３（１０１９）、ST２２（７４２）、ST２９（８７４）、ST３０（７２１・１０４４）、ST３０？（１３４９）、ST３１

（４２８）、柱穴跡のSK５６１・５８６・５８７・８１４・８４３・８４４・９９１・１０４３・１０６６・１０６７・１３４８・１３５８・１４８４との前

後関係は直接確認できず、北辺のSD２６～３２との連続部分も埋土が浅く把握できなかった。

南辺にあるSD１４・１５、５７の重複関係は、SD１５→１４、土坑SK９７９・１３０６→SD１４、SK９８１・１３５８→SD１４、

SD１４・１５→SK８１１・８１２・８１６、SK８１３・１３０７→SD１５の関係が捉えられた。SD５７とSK１２３５の重複関係は両

者とも埋土が数cmしかなく確認できていない。他にSD１１北延長先と思われる窪みがSD１４底で検出され、

SD１１がSD１４に接続していたとみられる。SD１１と造り替えと思われるSD１０、１２・１３、２３とSD１４の関係は

把握できなかったが、同様に接続していた可能性はある。

構造：東辺を画するSD５６は調査区東壁際に位置して西半分しか検出できず、東岸は調査区外へ延びて幅

や造り替えの溝跡の有無は確認できていない。本址北部は浅いながらも落ち込みが認められ、中央南より

付近から浅く途切れるようになり、その南延長先にあるSD１４・１５との連続関係は直接把握できなかっ

た。北端も不明瞭だが、SD２６付近からSD１４・１５の屈曲部までだとするとN４°W方向に約２０mの規模を測

る。幅は不明だが、南延長先のSD１４から類推すると約０．５m前後と推測され、断面形は西側の立ち上がり

が緩やかなU字状で、北部では深さ６cm前後を測る。

北辺を画するSD２６～３２、５５は重複が著しく、各溝跡の範囲も見誤った可能性があり、SD３０東端がSD

５５、SD３１東端はSD３２にあたる可能性がある。SD２６はN８７°W方向に延びて、幅０．７m、長さ約６．４mを測

る。断面形はU字状で東端の深さ約３０cmを測る。SD２７はSD２６南脇に僅かに残存し、幅約０．３m、確認長

約０．９mしかない。N８９°E方向に延び、深さは１０cmほどである。SD２８は幅約０．４m、途中で浅く途切れる

が、長さは約５．６m、緩やかなカーブを描きながらN８９°W方向に延びる。SD２９はN７７°W方向に延びて約

３．２mを確認した。幅０．３mで深さは３cmほどと浅い。SD３０はN８７°W方向に長さ約８．６mを確認した。幅

約０．３mである。SD３１は東端がSD３２の一部を含む可能性があるが、直線的に続くため本址に含めた。い

ずれも幅約０．２mで、確認長は合計５．２mを測る。方位はN８９°Eである。深さは最深部でも７cm前後しか

ない。SD３２はSD３１と一部重なり、西側はN７０°E方向にずれる。SD３１と重複する部分以東は確認できてお

らず、この部分までの確認長は約３．０m、幅は０．２mである。

東辺南部から南辺のSD１４・１５・５７は、SD５６の南延長先付近の調査区壁から緩やかにカーブして西側へ

延びる。SD１４・１５ともに確認調査時のトレンチで上部を削平し中央部分は遺存不良だが、SD１４を調査区

境付近まで断続的に検出された部分をつなぐと、N８７°W方向に１３．２mほどの長さとなる。幅は傾斜下方

ほど広く、最大幅約１．０mを測る。断面形はU字状である。SD５７はSD１４・１５の南東側にカーブしながら約

１．３mの長さを確認した。東端は調査区外へ延び、西端は浅く途切れる。断面形はU字状だが、検出面か

ら底面までの深さは３cm前後しかなく仔細は不明である。

埋土：北辺のSD２６～３２・５５はスコリアやローム粒を含む褐灰色土～黒褐色土で、大きな差異は認めにく

く、調査でも重複関係が把握しにくかった。東辺のSD５６の埋土は記録もれで不明で、南辺のSD１４は傾斜

上方では下層にロームブロックを含む褐灰色土層、上層ににぶい黄褐色土層があり、傾斜下方では下層が

砂質で、上層は粗いスコリア粒を含む褐灰色土である。傾斜下方ほど粗いスコリアが目立つ。

出土遺物：図示していないがSD１４から弥生土器２５片１８４gが出土した。他はない。
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所見：ここで触れた溝跡は中央区画の北・東・南辺の３方をめぐる溝跡だが、北辺のみSD２６～３２・５５と

多数の溝跡が重複する。これは傾斜上方にあたる北側からの雨水浸入防止だけでなく、中央区画北側で建

て替えられた東西棟建物跡に伴う可能性がある。東・南辺もSD１４・１５、５７と最低３回は造り替えが捉え

られ、SD１４が最も規模が大きく、断片的にしか検出されなかったもののSD５７が最も南に位置する。先述

したように石組を伴う可能性がある大型土坑はSK３４３やSK１６７・１１４５など各区画南辺脇に位置する共通点

がある。石組をもつ可能性があるSK１２６８・１２６９・１３０６、SK９７９も同様の施設として中央区画南辺に位置

するとすれば、中央区画自体が南部区画側に若干広がっていた時期があり、その後、北側へ寄って大型土

坑を切る位置にSD１５、規模が大きなSD１４が造られていることになる。この石組をもつ土坑→深い区画溝

跡の関係は、SD１５の西延長先溝跡が見つかっていないものの②区のSK１６７・１１４５→SD１６の関係にも当て

はまるようにも思われる。ただし、一方で大型土坑は南部区画のSX０５をL字状に取り囲むようにもみえ、

断定はできなかった。なお、①区中央区画内では掘立柱建物跡や削平地に雨水浸入防止用の溝跡が伴わな

いが、これは①区中央区画のみ周囲が溝跡に囲まれることによると思われる。

②．削平地

SX０３・０４ （第１６・１７図 PL５） I１４・１９

遺構の認定：①区中央区画西側で、Ⅳ層ローム層上面でロームブロックを主体とする埋土の長方形の落ち

込みが認められ、南北方向にトレンチを入れたところ、緩斜面を掘り込んで平坦な底面を造成した削平地

が２基重複すると捉えられた。その東・北辺は範囲が明瞭ながら、傾斜下方の西・南辺は緩やかに傾斜面

に連続して範囲が不明瞭である。調査は上面で重複遺構を精査した後、東西方向の土層観察用ベルトを設

定し、切り合い関係で新しいSX０３から掘り下げ、その底面で遺構を検出し、次にSX０４掘り下げと底面上

の遺構検出をした。SX０３・０４とも床面上で検出できた柱穴跡は浅いものが多く、削平地造成で削られた

残骸か、埋め戻し以後の見逃した遺構かは断定できなかった。また、東壁に中段状の狭いテラスが検出さ

れ、造り替えの古い削平地の残骸とも考えられたが、東西方向の土層観察では捉えられなかった。

位置：①区中央区画の西側にSX０４とSX０３が南北に重なって位置する。同じ①区内では斜面下方の類似場

所にSX０６が位置するが、構造がやや異なる。

構造：SX０３は傾斜上方側の北・東壁が掘り込まれ、底面は平坦で傾斜下方の西・南辺は緩やかに緩斜面

に続く。西・南辺は不明瞭だが、確認範囲で東西約５．２m、南北約６．６mの規模を測る。平面形は不整方形

で、東壁の南東部は緩やかにカーブして整った形となっていない。遺構方位は北辺でN８４°W、東辺でN

６°Wと一定しないが、周囲の掘立柱建物跡同様に方位に合わせて造られた遺構とみられる。東辺中央付

近で中段が認められたが、造り替えか削平地の重複かは明かにしえなかった。底面は貼り床されていない

ものの比較的平坦で堅く締まり、傾斜下方の西側は緩やかに傾斜して底面も軟弱である。北東部で検出面

から底面までの深さは３２cmを測り、底面標高は３３８．３mである。底面上では直接伴う建物跡は認定できな

かったため、SX０１同様の建物跡に伴うとは断定できなかった。

SX０４はSX０３南側に一部重なって位置し、傾斜上方の北・東辺側を掘り込んで平坦な底面を造りだし、

南辺に僅かな壁があるようにもみえたが、ほぼ傾斜下方の西・南側は緩斜面に続く。確認範囲で南北約

７．６m、東西約４．６mの規模で、やや丸みのある長方形の平面形を呈する。東壁北側に幅６０cmほどの中段

が検出されたが、本址が切る削平地の重複かは断定できなかった。遺構方位は東辺でほぼN５°E、北辺で

N８６°Wとなり、正方位の遺構とみられる。壁はほぼ垂直に近く、SX０３底面との比高は２０cm、北東部のも

っとも高い検出面から底面までの深さは約４０cmを測る。底面の標高は３３８．０m前後である。SX０３同様に

貼り床ではないが、比較的堅く締まる。この底面上では柱穴跡がいくつか検出されたが、直接本址に伴う
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建物跡は捉えられていない。SX０３・０４はいずれもロームブロックを含む土で埋め戻されていた。

出土遺物：SX０３底面上で青銅製の刀装具（第６８図１１）、SX０４からカワラケ１片８g（第６０図１８）、弥生土器２

片３６g、研磨痕のある石１点（第６５図１６）が出土した。

重複関係：SX０３の堅い底面がSX０４上面に載っていることからSX０３がSX０４を切ると捉えられた。SX０３埋

土上面で検出したSX０３を切る遺構はSF０１～０３、ST０４（３６７・１２８５）、ST０５（３６６）、ST０６（３７６）、ST１１

（４８６）、ST１３（４０６）、ST１５（４９４・１３６８）、ST１６（４８４）、ST１７（４９６・１２８７）、ST１８（３６８）、ST２７？

（４１０）、ST４１（４１２）、SK３８９・４１１がある。底面上で検出したが、SX０３埋め戻し以後と捉えられる東西棟

の建物柱穴跡や、上面で見逃したものの同じ建物跡の他柱穴跡がSX０３を切ることから同様にSX０３を切る

可 能 性 が あ る の がST０４（３９５）、ST０５（４０３・１２８６）、ST０６（６１６）、ST０７（３７９・３８５）、ST０８（３８２・

４８８・４９７）、ST０９（３８７・３８０・６２１）、ST１０（４９１）、ST１１（３８４）、ST１２（３９６・４８５）、ST１６（４９５）、ST１８

（３９９）、ST１９（３９８）、ST４１（３７４・３９３・４９３・１３３７・１３６７）がある。SX０３が切る遺構は土坑SK１４８７があ

る。こ れ 以 外 のST２３（３７７）、ST２４（１２８９）、ST２５（３７８）、ST２６（５６３）、ST３３（３９０）、ST３４（１２８４・

１２８８）、ST４３（４０４）、SK３６３・３６９・３７５・３８１・３８３・３８６・３８８・３８９・３９４・４８７・４９２・８５３・８５４は底面上

で検出したものだが、上面の見逃しの可能性も否定できない。このなかで底面から柱穴跡底面までの深さ

が１０cm前後のST２３（３７７）、ST２４（１２８９）、ST２５（３７８）、ST３４（１２８８）、SK３８１は前後関係が不明なが

ら、浅すぎるのでSX０３に伴う可能性は低い。

SX０４埋土上面で検出されたSX０４を切る柱穴跡はST０７（４１８）、ST０８（４２１）、ST０９（５０３）、ST１１

（４１６・５０４）、ST１２（４２４・５１７）、ST１３（８２６）、ST１４（８２５）、ST１８（５０１・５３３）、ST１９（４１７）、ST２３

（５０２）、ST２４（４２０）、ST２７（６７８）、ST４１（５０５）、SK４９８～５００・５１３・５９３・５９４・６０８・６７７・６８５・６８６・

１１７２で、SX０４との関係は直接確認できていないが、SK１１７２を切ることが確認できたST０８（１２９１）、ST１０

（６１８）、SK８６１もSX０４を切る。また、同じ掘立柱建物跡の他柱穴跡がSX０４を切ることから、同様にSX０４

を切ると考えられるのがST０６（４０５）、ST０９（６２１・６２７）、ST１３（４０６）、ST１９（７３０）、ST２３（４０７）、ST

２７（１２７７）、ST４１（１２７０・１２８２・１４４９）である。他にSX０４を切る建物跡の建て替えの関係となる建物跡

や、建物跡間の重複関係からSX０４を切ると推測されるのがST２５（４１９・１３６５）である。ST２３（５０２）は

SX０４を切っているが、SX０３との関係は不明である。これ以外のST２６（８５６）、ST４２（６１７）、ST４３

（８９０・８９１・８９２・１２７８）、土 坑１０９８・１４７３、SK６２２～６２６・６２８・６２９・６３１・６３２・６３３・６３４・６７６・７４９・

８２３・８２４・８２７・８６３～８６９・８７６・９４９・１２７６・１２７８・１２８０・１２８１・１２８３・１４５０・１４７３は底面上で検出した

ものの、SX０４が切るか埋土上面の柱穴跡を見逃したものかはわからなかった。このなかでST２７（１２７７）

がSX０４を切ることから、建て替えの関係と思われるST２６も切る可能性がある。なお、SX０３の底面はSX

０４検出面と同じ標高なので、SX０４上面検出でSX０３を切りながらSX０３底面上柱穴跡と同時存在した柱穴跡

が含まれる可能性は残る。

所見：SX０３・０４ともに斜面地形に平坦地造成を目的とした削平地と捉えられる。類似した他の削平地と

異なって溝跡を伴わないが、それは①区中央の区画全体が溝で囲われているためと考えられる。また、他

削平地では掘立柱建物跡が伴う可能性が捉えられたが、SX０３・０４に直接伴う建物跡は特定できておらず

削平地の造成目的はわからなかった。その規模から梁行２間×桁行４間以上の建物跡は想定し難く、SX

０３・０４範囲内で認定したST４２・４３のような小型建物跡が考えられる。しかし、ST４２・４３は重複位置から

SX０４に伴わず、SX０３・０４をSX０１同様の性格とは言いにくい。なお、重複状況から東西棟方向のST０４～

１４、南北棟方向ST１５～１９・２３～２７はSX０３・０４が埋め戻された以後の所産で、ST２０～２２・３１・３２・（３３・

３４）は併存する可能性がある。
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③．掘立柱建物跡

ST０４・０５・０６ （第１９図） I１４・１５・１９・２０

建物跡の認定：整理時に①区中央北辺の溝跡群SD２６～３２・５５に平行して直線的に並ぶ柱穴跡列から桁行

を東西方向とするST０４～０６の３棟を認定した。

ST０４はSD３１と重なりながら同方向で等間隔に並ぶSK３６７・５５２・４７９・８４６・４６０（４６１）を北桁行、SK

４６０（４６１）から南へ直交するSK４６０（４６１）・５４２・６６０を東梁行、SK６６０から西へ直交するSK６６０・４３７・

６０５・１２８５・３９５を南桁行と捉えた。北桁行のSK５５２は浅く、桁行ラインから若干ずれているが、近接する

SK４７５はST３３柱穴跡と捉えざるを得ない関係からSK５５２を当てた。東梁行のSK５４２はST１５～１７柱穴跡の

可能性もあるが、本址梁行中間に位置することから本址の柱穴跡とした。西梁行中間の柱穴跡が特定でき

ず西梁行は確定できなかったが、北桁行西延長先にあるSK３６２まで最大延長する可能性がある。また、本

址柱穴跡SK４６１・３９５は平面規模が大きいわりに浅く柱穴跡との認定に不安を残す。内部柱穴跡は特定で

きなかったが、棟方向と一致する長軸方向の土坑SK４３５は内部施設の可能性がある。

ST０５は直線的な配置のSK３６６・３６９・３７１・９９０・８４１を北桁行、SK８４１・５７４・５９８を東梁行、SK５９８・

４４２・４７０・１２８６・４０３を南桁行と捉えた。西梁行は確定できていないが、SK３６６とSK４０３までを本址の範

囲と捉えた。北桁行の東端から２番目柱穴跡はSK４５０も考えたが、他柱穴跡と底面標高が近いSK９９０とし

た。また、南東隅SK５９８は浅いながら、隣接するSK４３８をST０６柱穴跡と考えたため、本址の柱穴跡とし

た。SK５７４も浅く、ST１５～１７の東桁行柱穴跡の可能性があるが、梁行中間に位置して本址の柱穴跡とし

た。このようにST０５はST０４より柱穴跡底面標高がまちまちで帰属柱穴跡認定に不安を残すが、ここでは

柱穴跡の平面的な配置を優先して認定した。

ST０６はST０４・０５桁行南側に直線的に並ぶ直径４０cm前後の柱穴跡SK３７６・３６３・３７０・８４９・４５２（４５１）・

（調査区外）を北桁行、それと平行するSK４０５・６１６・７３１・７３２・４３８・５８５を南桁行と捉えた。北桁行中央

のSK３７０・８４９と南桁行のSK７３１はやや浅く、それぞれ両側の柱間寸法が狭いなど認定に不安が残る。東

梁行は調査区外へ延び、西梁行は中間の柱穴跡が不明で建物跡規模は特定できなかった。

位置：①区中央区画の北よりにST０４・０５が重なり、その南に若干ずれてST０６が位置する。

構造：ST０４は確認範囲で梁行２間約４．０m、桁行４間約９．１mの規模の側柱建物跡で、棟方向はN８８°Wで

ある。柱間寸法は北桁行で西から２．９、１．７、１．９、２．７mと両端が長く、東梁行は北から２．０、２．０mであ

る。個々の柱穴跡は直径３０cmほどの円形・楕円の平面形で、検出面から底面までの深さは約３０～７０cm

で、底面標高はSK４７９が３３８．５mと高く、SK１２８５が３３７．７と低いが、他は３３８．０～３３８．２０mである。

ST０５は西端が確定できていないが、確認範囲で東梁行２間約４．２m、桁行は４間北桁行で約８．７m、南

桁行は短く８．１mを測り、平面形は若干平行四辺形の側柱建物跡である。棟方向はN８７°Wである。柱間寸

法は北桁行西側から２．２、２．４、２．３、１．８m、東梁行で北から２．０、２．２mで、南桁行東端は１．８mと短いな

がらほぼ類似する。柱穴跡は直径２０～３０cmほどの円形、隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深

さ約３０cm前後だが、傾斜下方の西側ほど低く北桁行で底面標高３３８．１～３３８．６mまで幅がある。南桁行は

東側SK４４２・５９８が３３８．６mと高く、中央で３３８．０m前後である。

ST０６は、確認範囲で梁行推定２間約４．４m、桁行５間約９．９mの規模で、棟方向はN８４°Eの側柱建物跡で

ある。柱間寸法は南桁行西から２．４、１．８、１．６、２．３、１．９mと中央柱間寸法が狭いが、北桁行中央のSK

３７０、南桁行中央のSK７３１を含まない４間では桁行の西から２番目柱間寸法が約３．４mと長すぎて４間とは

断定できないと思われる。柱穴跡は直径４０cmほどの円形・隅丸方形を呈し、検出面から底面までの深さ

は２０～７０cmまで幅があるが、底面標高は３３８．０～３３８．３m前後が多い。そのなかで桁行中間のSK３７０・

８４９・７３１が３３８．５m前後と高く柱穴跡認定に不安を残す。
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出土遺物：ST０４（６０５）から青磁碗片（第６１図６）が出土している。

重複関係：ST０５（３６６）→ST０４（３６７）、ST０７（１３４１）→ST０４（６６０）、ST３２（８６０）→ST０４（６０５）、SK７７７

→ST０４（６０５）、ST１６（５９９）→ST０５（５９８）、SF０５・ST０６（７３２）→ST０５（４４２）、ST２７（４７１）→ST０５

（４７０）、削平地SX０３・０４→ST０４・０５・０６、SD３２と土坑SK４４８→ST０５、ST１５（４３９）・ST３４（６５８）→ST０６

（４３８）。ST０４（４７９・８４６）・ST０６（４５１）とSD３１の 関 係、ST０４（５４２）とST０８（４６３）の 関 係、ST０６

（７３１）とSK４２５の関係、ST０６（８４９）と土坑SK１４８６の関係、ST０４（４７９）と土坑SK９９２の関係、ST０４

第１９図 掘立柱建物跡ST０４～０６
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（４６０・４６１）・ST０６（５８５）とSD５６の関係は重複部分が僅かで捉えられなかった。また、長軸方位が類似

するSK４３５は関連施設で、北桁行に隣接するSD３０がST０４・０５と関連する可能性がある。

所見：ST０４～０６はSX０３・０４を切る東西棟方向のST０７～１４と関連した建物跡群に含まれ、中央区画の北寄

りに重なって位置するグループである。重複関係からST０６→０５→０４と捉えられたが、ST０６の棟方向はST

０４・０５とは若干ずれ、重複関係でもST０６（７３２）を切るSF０５をST０５（４４２）が切る関係から、ST０５とST

０６の間は若干時間差が想定できる。

ST０７～１０ （第２０図） I１４・１５・１９・２０

建物跡の認定：整理時に削平地SX０３上面検出柱穴跡の配列を検討し、建て替えの関係とみられる東西棟

方向のST０７～１０を認定した。いずれも西梁行が特定できず規模は不明である。

ST０７は東西方向に直線的に並ぶSK３７９・３８５・３９２・（不明）・７８６を北桁行、それと並行するSK（不

明）・４１８・５１２・５４７・１１５０を南桁行と捉えた。北桁行西から４番目柱穴跡はSK７８１の可能性も考えたが、

柱間寸法が狭すぎてST１９柱穴跡と判断して本址柱穴跡は不明とした。また、東梁行はSK７８６・１３４１・

１１５０と想定したが、中間のSK１３４１は浅く認定に不安が残る。西梁行は不明である。

ST０８はST０７の東側に少しずれて重なる。北桁行は西からSK３８２・４９７・８５２・４６３・（調査区外）、南桁行

はSK１２９１・４２１・５７７・５３１・５８９、西梁行をSK３８２・４８８・１２９１と捉えた。南桁行東端柱穴跡のSK５８９はST

１４柱穴跡としても位置が妥当で帰属関係に迷ったが、本址の柱穴跡と認定し、（調査区外）・５８４・５８９を東

梁行と捉えた。また、北東部SK４６３はST１５～１７柱穴跡の可能性があるが、周囲にある柱穴跡のなかで底

面標高が近いため本址柱穴跡とした。一方、SK８５２は浅く、隣接するSK７８２が充てられる可能性もある

が、西側SK４９７との間隔が広すぎるのでSK８５２を本址柱穴跡とした。

ST０９はSX０３・０４上面検出のSK５０３とSK３８７がST０７・０８と同じ梁方向に位置すると認められ、そこから

柱穴跡の配置を検討して認定した。SK３８０・３８７・４６５・４３３・７４３を北桁行、SK７４３から南へ直交するSK

７４３・５３８・８００を東梁行、SK８００から西へ直交方向に並ぶSK８００・１０６０・５８２・５０３・６２７を南桁行、SK

６２７・６２１・３８０を西梁行と捉えた。西梁行中央のSK６２１は南へ寄りすぎて認定に不安がある。

ST１０はST０８柱穴跡東側に隣接して並ぶ柱穴跡列から認定した。SK４９１・３９１・４２７・７８４を北桁行、SK

７８４・５９７・１０７７を東梁行、SK１０７７・５４６・５０９・６１８を南桁行と捉えた。建て替えとみられるST０８が桁行

４間なので本址も西側にもう１間延びる可能性があるが、柱穴跡は特定できなかった。

位置：①区中央区画の北より、ST０４～０６からやや南に平行移動した位置にあり、ST０７・０８・１０が類似位

置に重複し、ST０９がやや南東に少しずれて位置する。

構造：ST０７は確認範囲で推定梁行２間約４．５m、桁行４間約９．６mの規模の側柱建物跡で、棟方向はN８９°

Wである。柱間寸法は南桁行西から２．２、３．２、推定２．１・２．１mで、２間目が幅広い。北桁行３番目柱穴跡

を隣接するSK３９０とすると、２．０、２．８mとなり間隔は狭いが南桁行柱穴跡と位置が対応しない。個々の柱

穴跡は直径３０～４０cmの円形・隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは３０～７０cm、底面標高は

３３７．８～３３８．４mと幅はあるが、SK７８６のみ３３８．４mで、他は３３７．８～３３８．２m前後が多い。

ST０８は確認範囲で梁行２間約４．２m、桁行４間約９．３mの規模の側柱建物跡で、棟方向はN８７°Wであ

る。柱間寸法は南桁行で西から２．５、２．５、２．１、２．１m、西梁行で北から１．８、２．４mである。柱穴跡は直径

２０～３０cmの円形や隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは３０～６０cm、底面標高は北桁行で

３３８．２～３３８．５m前後を測るが、南桁行SK３８２・５８９・１２９１は３３７．５～３３８．０m前後と低い。

ST０９は梁行２間約４．８m、桁行４間約１０．３mの規模の側柱建物跡で、棟方向はN８６°Wである。柱間寸法

は南桁行で西から２．６、３．２、２．３、２．３mと比較的長い。東梁行は北から２．７、２．１mである。柱穴跡は直径
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第２０図 掘立柱建物跡ST０７～１０
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４０cmの円形・隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは４０～８０cmである。底面標高はSK１０６０

が３３８．５mと高く、SX０３・０４と重複するSK３８０・５０３・６２１・６２７は３３７．３～３３７．６mと低いが、他は３３８．０m

前後である。

ST１０は確認範囲で梁行２間約４．５m、桁行３間以上約８．０m以上の規模を測る側柱建物跡で、棟方向はN

８７°Wである。柱間寸法は南桁行で西から２．７、２．５、２．８mと比較的長い。東梁行は北から２．３、２．２mであ

る。個々の柱穴跡は長軸３０cm前後の隅丸方形・楕円形の平面形で、一部に直径５０cmほどのものもある。

検出面から底面までの深さは３０～１１０cmと幅広いが、北桁行東側SK３９１・４２７・７８４で底面標高は３３８．５m

前後だが、他は３３７．８～３３８．０m前後が多い。北東部が浅く、南西部が深い傾向である。

上記のST０７～１０の範囲内に位置するSK４３５はST０４・０５のみならず、本址の内部施設でもある可能性が

あり、焼土跡SF０１～０３・０５・０６・０８・０９もST０７～１０内中央に位置し、関連する可能性はある。

出土遺物：なし。

重複関係：ST０７（７８６、１３４１）→ST１０（７８４、５９７）、ST０７（１３４１）→ST０４（６６０）、ST２０（４２２）→ST０７（３９２）、

ST３２（５７８）→ST０７（５１２）、ST２７（７９７）→ST０７（５４７）、ST３３（３９０）→ST０８（４９７）、ST１４（５３２）→ST０８

（５３１）、ST１６・１７？（７８５・６５４）→ST０８（４６３）、ST１１（５７５）→ST０９（５８２）、土 坑SK１１７２→ST１０。土 坑

SK４４８→ST１０、SK１０８５→ST０７～０９、SK１０９８→ST０７～１０、土 坑SK１３００・１３４５→ST０８・１０、SK１３００→ST

０９、削平地SX０３・０４→ST０７・０８・０９・１０。SK１１７２とST０８（１２９１）、SK４４８とST０８（８５２）、ST０９と土坑

SK８７３、ST０８・０９とSD５６の関係は見逃して不明である。

所見：ST０７～１０は、ST０４～０６やST１１～１４と同じ①区中央区画の東西棟建物跡で、桁行が重なることから

連続した建て替えの関係とみられる。重複関係からST０７→ST０４・１０、ST１１→ST０９、ST１４→ST０８の順

で、東西棟建物跡内では北側の建物跡が後出する傾向が窺える。

ST１１・１２ （第２１図） I１４・１５・１９・２０

建物跡の認定：整理作業での建物跡認定作業中にST０４～１０南側にその桁行と同方向に並ぶ柱穴跡列を認

め、それを桁行柱穴跡と捉えて建て替えの関係とみられるST１１・１２を認定した。

ST１１はSK３８４・４８６・７３５・７８７・４３４を北桁行、SK４１６・５０４・５７５・７９８・５３９を南桁行と捉えた。西梁行

中間の柱穴跡は不明で、東梁行中間柱穴跡はSK８７０付近と想定されたが、SK８７０はST２２柱穴跡と捉えて本

址柱穴跡は不明とした。ただし、SK５３９は平坦地東際に位置し、SK５３９・４３４ラインより東へは延びない

と思われる。また、南北桁行中央の柱穴跡間隔が広いが、南桁行SK５１０か５１１、北桁行SK４０２を充てると

逆に東側が広く、均等な間隔となる上記を柱穴跡と認定した。

ST１２はST１１北桁行と重なるラインのSK３９６・４８５・６０６・６１１・１０８４を北桁行、それと平行するSK４２４・

５１７・５２６・５２９・１０１８（１０６４）を南桁行と捉えた。東梁行中間柱穴跡はSK６５３か１４９１周辺にあたるが、い

ずれも浅すぎて認定できす、西梁行中間柱穴跡はSK１２９１周辺にあたるが、ST０８の柱穴跡と認定して本址

柱穴跡は不明とした。

位置：①区中央区画北寄りのST０７～１０南に一部重複しながら位置する。

構造：ST１１は梁行推定２間約３．８m、桁行４間約９．２mの側柱建物跡で、棟方向はN８６°Eである。柱間寸法

は、北桁行西から２．０、２．７、２．５、２．０mと中央が広い。柱穴跡は直径３０～４０cmほどの円形、隅丸方形の

平面形で、検出面から底面までの深さは約６０～１１０cm、底面標高は西側が低い傾向ながら、SK７９８のみ

３３８．４mと高いが、他は３３７．７～３３８．２m前後に集中する。

ST１２は梁行推定２間約４．７m、桁行４間約９．０mの規模の側柱建物跡で、棟方向はN８６°Eである。柱間寸

法は北桁行で西から２．５、２．６、２．２、１．８mを測る。柱穴跡は直径３０～５０cmの円形か方形ぎみの円形で検
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出面から底面までの深さは６０～８０cmで、底面標高は３３７．６～３３８．２m前後である。

出土遺物：なし。

重複関係：ST１２（６０６・６１１）→ST１１（７３５・７８７）、ST２１（７７８）→SK７７７→ST１１（７３５）、SX０３・０４→ST１１・

１２、土 坑SK１３００・１３４５→ST１１、ST１１（５７５）→ST０９（５８２）、ST１４（１４９３）→ST１１（５３９）、ST２０（７３６）・

２２（５７６）→ST１１（５７５）。ST２２（６１２）→ST１２（６１１）、土坑SK１０８５→ST１１（５２９）、土坑SK１３００・１３４５→ST

１１（５３９）。ST１２と土坑SK４３５・８７３の関係、ST１１（４３４）とSD５６の関係は不明である。

所見：①区中央区画内に重複した位置にあるST０４～１０、１３・１４と同じ東西棟方向の建物跡である。重複

状況からST１２→ST１１→ST０９の前後関係となり、北側へ建て替えられた可能性が推測される。

ST１３・１４ （第２１図） I１４・１５・１９・２０

建物跡の認定：SX０４に重複して、大き目の柱穴跡SK８２５・８６１が約４mの間隔で、ST０４～１２の東西棟方向

と直交方向に並ぶことから、この２基が梁行で並列する柱穴跡として建物跡ST１４を認定した。また、SK

８２５・８６１と重複するSK８２６・４０６からも同様の建物跡ST１３を認定した。

ST１３は大き目の柱穴跡SK４０６から東へ直線的に並ぶSK４０６・７９４・８８４・５３７・（調査区外）を北桁行とし

た。西延長先にあるSK１２８３は直接関係すると断定できない。北桁行西から２番目柱穴跡にSK４２５かSK７９５

が該当する可能性もあるが、各桁行ライン上に位置することから前者はST３１柱穴跡、後者はST３４柱穴

跡、SK７９４をST１３柱穴跡とした。ただし、重複が僅かで前後関係は断定できないが、調査所見はSK７９４→

７９５でST１３と３４の柱穴跡帰属関係は逆かもしれない。南桁行はSK８２６から東に直線的に並ぶSK８２６・

１０３２・７６１・７３８・７２０（７１９）とした。南にずれて直線的に並ぶSK８２６・１０６１・７３３・６４６・７１９のラインの

可能性も考えたが、SK１０６１がSK１０６２と重なることから、２基隣接するST１８・１９柱穴跡の可能性が高いと

して上記の南桁行と結論した。南桁行西延長先にあるSK８２７は間隔が広く関連なしと判断した。東梁行は

SK７２０（７１９）・１０１９で、北東隅が調査区外に延びると捉えた。

ST１４は北桁行をSK８６１・８５７・６００・５３２・１４９３、SK１４９３から南へ直交するSK１４９３・５４３・６４１を東梁

行、SK６４１から西へ直交する方向に並ぶSK６４１・６４７・１０５８・７２５・８２５を南桁行と捉えた。北桁行東端に

SK５８９を充てるとも考えたが、SK５８９をST０８柱穴跡と認定した関係からSK１４９３をST１４柱穴跡とした。南

桁行の西延長先にSK６２２・８６６があるが、その関係は不明である。

位置：①区中央区画にST１３・１４南桁行が重複し、北桁行は若干離れて平行するように重なる。

構造：ST１３は梁行２間約４．７m、桁行４間約９．０mの側柱建物跡で、棟方向はN８５°Wである。柱間寸法は

南桁行で西から２．７、２．２、２．０、２．１mと西端の間隔が広く、東梁行で北から２．２、２．５mを測る。柱穴跡は

SK４０６と８２６の平面形は直径６０、８０cmの不整円形だが、他は直径３０cm前後の円形や隅丸方形の平面形で

ある。検出面から底面までの深さは６０～１００cmで、底面標高はSK４０６・８２６が３３７．１、３３７．４mと低いが、

それ以外は３３７．８～３３８．０m前後と高い。

ST１４は梁行２間４．４m、桁行４間約９．０mの規模で、棟方向N８６°Wの側柱建物跡である。柱間寸法は北

桁行で西から約２．１、１．９、２．８、２．２mで、梁行は２．１、２．３mである。柱穴跡は西端のSK８６１・８２５が直径

５０cm前後、他は直径３０cmの円形や隅丸方形の平面形である。検出面から底面までの深さは約３０～９０cm

で、底面標高はSK１０５８が３３８．３mと高いが、他は３３７．８～３３８．０m前後で近似する。桁行西端のSK８６１・８２５

の平面規模は大きいが、底面標高は他の柱穴跡と差はない。

出土遺物：ない。

重複関係：ST１４（８２５・６４１）→ST１３（８２６・６４０）、ST２１（７６７）・ST３７（７９１）→ST１３（７２０）、ST３３（５３６）

→ST１３（５３７）、SX０３・０４→ST１３、SX０４→ST１４、土 坑SK１３００・１３４５→ST１４、ST１４（５３２）→ST０８
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（５３１）、ST１４（１４９３）→ST１１（５３９）、ST２５（６４８）→ST１４（６４７）、ST３１（１０７６）→ST１４（１０５８）、土 坑SK

１１７２→ST１４。ST１３・１４がSK１４７３を切る可能性がある。調査では土坑SK７６０がST１３（７６１）を切るとされ

たが、SK７６０は長軸が南北方向で、南北棟建物跡に関連する可能性があり、東西棟方向の建物跡は相対的

に南北棟方向建物跡を切るものが多いことから、前後関係を見誤った可能性がある。また、ST１４南東隅

のSK６４１は南桁行ラインに近いのでST１４柱穴跡としたが、調査時の所見はST３１（６４０）がST１４（６４１）を

切ると捉えられている。これもST３１が南北棟建物跡なので重複関係の所見か、柱穴跡認定が誤っている

可能性がある。なお、ST１３（７９４）とST１５～１７（５７９・７９２・７９３）、ST１３と土坑SK５３４・SD５６との関係は

不明である。

所見：ST１３・１４は西側に大きめの柱穴跡を配し、ST１４→ST１３へ建て替えられたとみられる。東西棟方向

の建物跡内ではST０８・１１より古いと捉えられる。

ST１５～１７ （第２２図） I１５・２０

建物跡の認定：整理作業の建物跡検討で、SX０３・０４東縁付近に３基ずつ連なるように連続した柱穴跡

が、南北方向に並び、東側にも対応する柱穴跡が認められたことから建て替えの関係のST１５・１６・１７を

認定した。３基の柱穴跡が連なって隣接するが、北端をST１５、中央をST１６、南端をST１７とし、SK５７９・

７９２・７９３の重複関係からST１７→１６→１５の順と捉えた。東桁行の南端に３基連なるSK７４６・１３９９・６６５を南

限と捉えたが、西桁行南端と南梁行中央の柱穴跡は検出されていない。見逃した可能性もあるが、桁行南

端が１間短いSK１０２１・１０３１・１０３０－７５６・７５７・７９０－５７０・５６９・５６８を南梁行とする可能性もある。ま

た、東桁行の北部の脇にあるSK４４７はST１５～１７の内部施設の可能性がある。

ST１５は３基連続する柱穴跡列北端の柱穴跡からなる。西桁行は北からSK４９４・１３６８・５７９・５０７・

１０２１・（不明）である。北梁行はSK４９４・８０８・９８９、東桁行はSK９８９・（不明）・４３９・１１４９・５６９・７４６と捉

えた。東桁行北から２番目柱穴跡の想定位置にはSK４６３・６５４・７８５の３基あり、その北側にSK４６４があ

る。SK４６３は重複関係からST０７柱穴跡と認定し、残るSK４６４・６５４・７８５がST１５～１７の柱穴跡と考えられ

るが、一番北側のSK４６４は位置的には本址柱穴跡で妥当だが、浅すぎて認定できない。また、SK６５４がSK

７８５に切られる所見からすると、SK７８５が本址柱穴跡に該当することになるが、並列する柱穴跡の一番南

に位置するため認定しえず、不明とせざるをえなかった。南梁行はSK７４６から西、直交方向と思われる

が、１間北側のSK１０２１・７５６・５７０のラインの可能性も残る。なお、南東端SK７４６の西、直交方向のSK８３７

はST２９柱穴跡と捉えた。

ST１６は北からSK４９５・４８４・７９２・５０６・１０３０・１３８７を西桁行、SK４９５・８４８・４５７を北梁行、SK４５７・

（６５４か７８５）・５９９・１１４８・５７０・１３９９を東桁行、SK１３９９・（不明）・１３８７を南梁行と捉えた。南梁行中間の

柱穴跡は不明で、北側に１間短いSK１０３０・７５７・５６９の可能性がある。西桁行SK５０６は浅すぎて重複する

SK１３６６のほうが妥当かもしれない。また、SK１０３０と１０３１は重複関係からそれぞれST１６、ST１７とした。

東桁行SK５９９は浅く、南隣するSK６０２がST１６柱穴跡、その南SK６０３がST１７柱穴跡となる可能性がある。

東桁行北から２番目柱穴跡はST１５で述べたように認定できなかったが、位置と重複関係からはSK７８５の

可能性がある。

ST１７は西桁行がSK４９６・１２８７・７９３・５０８・１０３１・１０７８、東桁行はSK４５８・（６５４か）・６０２・７９９・５６８・

６６５と捉えた。東桁行２番目柱穴跡は上述したように不明ながら、重複関係からはSK６５４が該当する可能

性がある。ただし、南隣のSK７８５をST１６柱穴跡とすると他のST１５～１７の柱穴跡の位置関係とは逆になる

ため、明確に捉えられなかった。隣接するST０４（５４２）、ST０８（４６３）に掘り壊されたか、建物跡毎の柱

穴跡認定が誤っている可能性もある。北梁行はSK４９６・８０９・４５８、南梁行はSK１０７８・１４４４・６６５と捉えた
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第２２図 掘立柱建物跡ST１５～１９
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が、南梁行は柱穴跡の通りも悪く、桁行１間北側に短いSK１０３１・７９０・５６８の可能性がある。また、東桁

行のSK４５８・５６８は浅く、柱穴跡の認定に不安がある。

位置：①区中央区画のSX０３・０４東脇にST１５～１７は南北方向に僅かにずれながら重なる。

構造：ST１５は梁行２間約５．０m、東桁行は南端SK７４６までで桁行５間約１１．４m、１間短いSK５６９までだと

桁行４間約９．３mとなる側柱建物跡で、棟方向はN３°Wである。柱間寸法は東桁行で北から（２．２）、

（２．７）、２．１、２．３、２．１mで、北梁行は西から２．７、２．３mである。柱穴跡は直径２０～３０cmほどの円形・隅

丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは約２０～６０cmを測る。底面標高は北東端SK９８９が３３８．８m

と高いが、東桁柱穴跡で３３８．２m前後、西桁行柱穴跡で３３８．０～３３８．４m前後である。

ST１６は梁行２間約５．１m、桁行は最大で５間１１．３mの側柱建物跡で、桁行４間だと約８．８mの規模とな

る。棟方向はN３°Wである。柱間寸法は西桁行で北から１．８、３．１、２．１、１．８、２．５mで、北梁行は西から

２．８、２．３mである。柱穴跡は直径２０～３０cmの円形・隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは

約４０～１００cm前後だが、１００cmを測るのはSK５７０のみである。底面標高は北東部SK４５７・５９９が高く３３８．７

m前後、SK１３８７が３３７．８m、SK５７０が３３７．６mと低いが、他は３３８．０～３３８．２m前後が多い。

ST１７は梁行２間約４．９m、桁行５間約１１．３m、桁行４間だと約８．６mの側柱建物跡である。棟方向はN

５°Wで、平面形は若干平行四辺形に近い。柱間寸法は西桁行で北から２．０、１．７、１．７、２．２、２．７m、北梁

行で西から２．７、２．２mとなる。柱穴跡は直径２０～３０cmの円形・隅丸方形の平面形で検出面から底面まで

の深さは１０～６０cmである。底面標高はSK４５８・５６８が３３８．５、３３８．８mと高く、南西隅SK１０７８が３３７．８mと

低いが、他は３３８．２～３３８．４m前後が多い。

出土遺物：ST１６（４５７）から珠洲甕小片（第６１図５）、ST１５（４３９）から鉄鏃（第６８図７）、ST１５～１７の内部

施設の可能性があるSK４４７から内耳鍋片が出土した。

重複関係：ST１７（７９３）→ST１６（７９２）、ST１６（７９２）→ST１５（５７９）、ST１５（４３９）→ST０６（４３８）、ST１６・

１７？（６５４・７８５）→ST０８（４６３）、ST１６（５９９）→ST０５（５９８）、土坑SK１０８５→ST１７、土坑SK１４８７→ST１５～

１７、削平地SX０３→ST１５～１７。ST１５？（７５６）・ST１６？（７５７）・ST１７？（７９０）とSK７６０は重複部が僅かで

あり、土坑SK１４８６とST１５～１７の関係、SD３１・３２とST１５の関係、ST１３（７９４）とST１５～１７（５７９・７９２・

７９３）の関係、ST１５（１１４９）・ST１６（１１４８）とSK１０８５の関係は不明である。なお、ST１６にSK１３８７を含む

と土坑SK６８４を切り、SK４６３をST０８柱穴跡とすればST０８に切られる。

所見：東西棟方向の建物址に切られ、他の南北棟方向の建物址との関係が直接窺える重複関係はない。本

址は柱穴跡が３基連続するように位置しており、ほぼ連続した建て替えとみられる。柱穴跡の重複の仕方

からは柱を入れ替えるように建て替えした可能性も考えられる。

ST１８・１９ （第２２図） I１４・１５・１９・２０

建物跡の認定：整理段階の検討でST１５～１７の西約２m平行移動した位置に柱穴跡が２基ずつ隣接して南

北方向に一定間隔で並ぶ柱穴跡からST１８・１９を認定した。ST１８・１９は東西に平行移動した位置関係と捉

え、２基隣接する柱穴跡の西側をST１８、東側をST１９と捉え、その桁行両端を結ぶラインをそれぞれ梁行

と捉えたが、ST１８北西隅から直交するラインはST１９東桁行としたSK８４６に接続するようにもみえ、梁行

と桁行柱穴跡の組み合わせに不安がある。

ST１８はSK３６８・３９８・（不 明）・５０１・５３３を 西 桁 行、SK８４７・７８１・４４１・５５４・６８３を 東 桁 行、SK３６８・

５４９・８４７を北梁行、SK５３３・１０６１・６８３を南梁行と捉えた。SK１０６１は１０６２に切られ、ST１８（４４１）→ST１９

（４４９）の重複関係から、切られるSK１０６１を本址の柱穴跡と認定した。西桁行北から３番目柱穴跡の位置

にはST１３（４０６）、土坑SK１１７２があり、本址柱穴跡が掘り壊された可能性がある。南梁行東端は当初SK
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６８３に隣接するSK７３３とも考えたが、桁行上に位置するSK７３３はST２７柱穴跡とした。

ST１９はSK３６０・３９９・（不明）・４１７・７３０を西桁行、SK（８４６）・７８２・４４９・５２７・６５０を東桁行、SK３６０・

４７６・（８４６）を北梁行、SK７３０・１０６２・６５０を南梁行と捉えた。北東隅のSK８４６はST０４柱穴跡の想定位置に

もあたり、底面が２段状で２基重複していた可能性があることから、ST０４と本址柱穴跡として重複して

充てた。南東隅のSK６５０周辺はST２７の柱穴跡も想定され、その桁行ライン上に位置するSK７３３をST２７桁

行柱穴跡と捉え、東西に並ぶ位置関係から西側SK６８３をST１８、東側SK６５０をST１９柱穴跡としたが、SK

６５０は底面標高がやや高く認定に不安がある。

位置：①区中央区画の西寄りに位置し、重複する削平地SX０３・０４埋め立て後の所産である。

構造：ST１８は梁行２間約４．９m、桁行４間約１０．８mの規模の側柱建物跡で、棟方向はN２°Wである。柱間

寸法は東桁行で北から（２．１）、２．６、２．９、３．０m、南梁行は西から２．７、２．２mと間隔が広い。柱穴跡は直

径３０～４０cmの円形・隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは約２０～１００cmと差がある。底面

標高は西桁北端SK３６８と南端SK５３３が３３７．６m前後と低く、SK８４７が３３８．６mと高いが、他は３３８．０～３３８．４

m前後を測る。東桁行柱穴跡底面標高が相対的に高い。

ST１９は梁行２間約５．０m、桁行４間約１１．０mの規模の側柱建物跡で、棟方向はN１°Wである。柱間寸法

は東桁行で北から２．２、２．６、３．２、３．０m、南梁行で西から２．５、２．５mと間隔が広い。柱穴跡は直径２０～４０

cmの円形・隅丸方形の平面形で、検出面からの深さは２０～６０cmと幅がある。底面標高は西桁行SK３６０が

３３８．４mと高く、SK７３０が３３７．８mと低いが、他は３３８．０mである。東桁行柱穴跡ではSK８４６が３３８．６mとや

や高く、SK７３０が３３７．８mと低いが、他は３３８．０～３３８．４mである。西桁行北部や、東桁行南部の柱穴跡の

深さが異なるが、他はST１８と柱間寸法と柱穴跡の深さは類似する。

出土遺物：なし。

重複関係：ST２７（７３３）→ST１８（６８３）、SX０３・０４→ST１８、SX０４→ST１９、土 坑SK４４８→ST１８・１９、ST１８

（４４１）→ST１９（４４９）、土 坑SK１０９８→ST１９。ST１８（７８１）とST１９（７８２）やST１８（４７６）とST１９（５４９）、西

桁行北から３番目柱穴跡とST１３（４０６）との関係は直接把握できないが、他柱穴跡からST１９が切ると推

測される。土坑SK９９２とST１８・１９、ST１８と土坑SK６８１や土坑SK４４７、ST１８・１９とSD３１の関係は不明であ

る。また、ST２３（５２８）がST１９（５２７）を切る可能性があるが、重複が僅かで把握できていない。

所見：ST１８・１９はST１５～１７と同様にSX０３・０４埋め立て後に建てられた南北棟方向の建物跡で、ほぼ重な

った類似場所に建て替えられたと捉えられる。同じ南北棟建物跡ST２７より新しい。

ST２０～２２ （第２３図） I１５・２０

建物跡の認定：整理時にSX０３・０４東側で、南北方向に直線的に並ぶ柱穴跡列が認められ、２m前後間隔

で配列する柱穴跡を西桁行とし、底面標高を勘案しながら東側桁行柱穴跡列の組み合わせからST２０～２２

の３棟を認定した。桁行が重なりながら南北にずれた位置関係で建て替えの関係と思われる。また、棟方

向と一致する長軸の長方形土坑SK４４７・１０８５・１３００は建物跡範囲内にあり、関連する可能性はある。

ST２０は西桁行がSK４８２・４２２・８８０・７３６（５７６）・１０３４（１０３５）、南西端SK１０３４から東、直交方向のSK

７６６・６９５（６９６）を南梁行、SK６９５（６９６）から北へ延びるSK１０６３（１０１７）・８７１（１０８７）・（調査区外）を東

桁行と捉えた。西桁行北端のSK４８２から東、直交方向のSK４５３・（調査区外）を北梁行と捉えた。ST２０の

SK１０６３・６９５・７３６・１０３４と、ST２２のSK１０１７・６９６・５７６・１０３３は重複もしくは隣接し、ST２０と２２の柱穴

跡を入れ替えて捉えられる可能性も残る。南梁行はやや北寄りのSK１０２０・５９２・６３９とも考えたが、他柱

穴跡より底面標高が低く、西桁行南端をSK１０２０とするとSK７３６間が短すぎるので上記のように捉えた。

なお、南西隅SK１０３４と重複するST２４（１０３５）、東桁行南から３番目SK８７１と重複するST３１（１０８７）はそ
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れぞれ帰属する建物跡は断定しきれなかった。また、西桁行SK７３６は桁行ラインからやや内側にあり、南

梁行中央のSK７６６も東に寄っており認定に不安を残す。

ST２１はSK４２３・７７８・６０１・５２０・６８２を西桁行、約４．６m離れて平行する柱穴跡列SK（北端不明―調査区

外）・１０３７・５８８・１０６５・７６７を東桁行と捉えた。北東部は調査区外へ延びる。東桁行SK１０６５は浅く認定に

不安があるが、近接するSK５４３はST１４柱穴跡と捉えた関係からSK１０６５とした。南梁行はSK６８２・７４０・

第２３図 掘立柱建物跡ST２０～２２
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７６７、北梁行はSK４２３・５６０・（不明―調査区外）である。南梁行中間柱穴跡は隣接するSK６４６をST３７柱穴

跡と捉えた関係からSK７４０としたが、浅く小型の形状で認定に不安があって南梁行自体が南に延びる可能

性が残る。また、東桁行南端柱穴跡はSK７６７ではなくSK７１９の可能性もある。本址は柱穴跡底面標高が一

定せず、帰属柱穴跡比定に問題を残すが、平面の柱穴跡分布から認定した。

ST２２はSK４０１・４２６・５７６（７３６）・１０３３（１０３４）・８３８を西桁行、SK８３８から東、直交方向に並ぶSK８３８・

６６３・７１５を南梁行、SK７１５から北へ並ぶSK７１５・６９６（６９５）・１０１７（１０６３）・８７０・７４２を東桁行、北西隅SK

４０１から東へ並ぶSK６１２・７４２を北梁行と捉えた。このなかで本址柱穴跡としたSK１０１７・６９６・５７６・１０３３

とST２０のSK１０６３・６９５・７３６・１０３４は相互に帰属する建物跡の認定に不安がある。また、西桁行南端SK

８３８はST３０の柱穴跡でも妥当な位置で、いずれの柱穴跡とも断定できなかった。

位置：①区中央区画東よりに位置し、ほぼ桁行ラインが一致しながらST２０～２２が南北にずれて重なる。

構造：ST２０北東部は調査区外へ延び、確認範囲で梁行２間約５．０m、桁行４間約９．８mの規模の側柱建物

跡である。棟方向はN５°Wである。柱間寸法は西桁行で北から１．７、２．８、２．６、２．７m、南梁行で西から

２．９、２．１mである。柱穴跡は、直径３０cmのSK８７１以外は直径２０cm前後の円形・隅丸方形の平面形で、検

出面から底面までの深さは２０～７０cmを測り、底面標高は３３７．８～３３８．５mである。西桁行SK１０３４・８８０・

４８２や東桁行SK１０６３が３３８．３～３３８．５mと高いが、他は３３７．８～３３８．０mである。底面標高３３８．４m前後と底面

標高３３８．０m前後の二者が混在する。

ST２１は南梁行の認定に不安を残すが、確認範囲で梁行２間約４．６m、桁行４間９．８mの規模で、棟方向

はN７°Wの側柱建物跡である。柱間寸法は西桁行で北から２．８、２．２、２．６、２．２m、南梁行で２．４、２．２mを

測る。柱穴跡は直径３０cmほどの円形・隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは西桁行中央の

SK６０１・７７８、東桁行のSK１０６５・７６７が２０㎝前後で、底面標高３３８．５m前後だが、他は５０～７０cmで底面標高

は３３７．８～３３８．２m前後である。

ST２２は梁行２間約４．８m、桁行４間約９．０mの側柱建物跡で、棟方向はN４°Wである。柱間寸法は西桁

行で北から１．９、２．３、２．６、２．２mを測る。南梁行は西から２．４、２．４mである。柱穴跡は直径３０cm前後の

円形か隅丸方形の平面形で、西桁行柱穴跡は検出面から底面まで３０cmを測る。底面標高は３３８．４m前後が

中心ながら、東桁行柱穴跡は検出面から底面まで約６０cm前後で、底面標高３３８．１～３３８．５mを測るが、西

桁行北側SK５７６・４２６・４０１以外は３３８．２m前後である。

出土遺物：ない。

重複関係：ST２０（４２２）→ST０７（３９２）、ST２０（７３６）・ST２２（５７６）→ST１１（５７５）、ST２０（１０３４）→ST２４

（１０３５）、ST３２（１０８７）→ST２０（８７１）、ST２０（７６６）→土 坑SK６４２。ST２１（４２３）→ST２５（３７２）、ST２１（７７８）→

SK７７７→ST１１（７３５）、土坑SK１３００・１３４５→ST２２（１１０７）。ST２１（７６７）→ST１３（７２０）、S T２２（６１２）→ST

１２（６１１）、柱穴跡SK５８０・８８１→ST２２。上述したようにST２０（６９５、１０６３）とST２２（６９６、１０１７）はそれ

ぞれ帰属する建物跡の認定に不安があって前後関係は断定できないが、SK６９５→６９６、SK１０６３→１０１７の関

係である。これ以外のST２０とSK１０３６やSD３１の関係、ST２１（４２３）とST２４（６２０）、ST２１（５２０）とST２９

（１４９９）、ST２１とSK４４７・４４８・５５８、ST２２（６１２）とST２４（６０９）、ST２２（７１５）とST３６（７１６）の関係は直

接把握できなかった。なお、土坑SK１３００・１０８５はST２０・２１・２２と重複するが、重複部が僅かで桁行ライ

ン際に位置することから関連する可能性はある。

所見：ST２０～２２は桁行が重なることから建て替えの関係で、ST２０と２２を構成する柱穴跡が上記の通りな

らばST２０→ST２２となる。また、ST２０～２２は連続したひとつの建物跡グループとすれば、東西棟方向の

ST０７・１０～１３や南北棟方向のST２４・２５より古く、ST３１より新しい時期の建物跡と考えられる。ST２０～

２２は位置やSX０３を切るST２５に切られることから、SX０３・０４と併存する可能性がある。
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ST２３～２５ （第２４図） I１４・１５・１９・２０

建物跡の認定：整理作業の建物跡検討で、南北長軸の土坑SK７６０、６８１脇に直線的に並ぶ柱穴跡列が認め

られ、そのライン上の２m前後間隔にある柱穴跡を東桁行としてST２３～２５を認定した。

ST２３はSK８４５・７５４・４５９・５４５・５２８を東桁 行、平 行 し て 直 線 的 に 並 ぶSK５５１・３７７・（不 明）・４０７

（８９０）・５０２を西桁行、SK５０２・１０１２・５２８を南梁行、北梁行はSK５５１・３５１・８４５を結ぶラインと捉えた。

しかし、柱穴跡の底面標高に大きな差があって、同じ建物柱穴跡と認定しえるか不安を残す。西桁行の中

央部のSX０３重複部分では柱穴跡が見つかっておらず、見逃した可能性がある。

ST２４は、西桁行が北からSK１２８９・（不明）・８５９・４２０（８９２）・（不明）、東桁行はSK５５９・６０９・４４４・

８７２・７６２、北梁行はSK１２８９・６２０・５５９、南梁行はSK（不明）、１０３５・７６２と捉えた。西桁行北端SK１２８９に

近接するST４１（４９３）や西桁行SK４２０に近接するST４３（８９２）は帰属関係の認定に不安がある。西桁行北

から２番目のSX０３重複部分の柱穴跡は不明だが、他柱穴跡の底面標高からSX０３床面上まで達していない

と推測され、見逃した可能性がある。西桁行南端の柱穴跡はST１３（７２５）の位置周辺にあたるが、該当柱

穴跡は不明である。南梁行SK１０３５が浅いことからも、南梁行の位置認定に不安がある。

ST２５は西桁行をSK３７８・（不明）・４１９・１３６５・６７９、東桁行をSK１４９０・６１０・５７３・５６５・６４８、北梁行を

SK３７８・３７２・１４９０、南梁行をSK６７９・１０５９・６４８と捉えた。西桁行北から２番目柱穴跡の想定位置にある

SK４８６は、ST１１柱穴跡と認定したため本址柱穴跡は不明となった。本址の柱穴跡は平面分布から確定し

たが、柱穴跡底面標高差は最大で８０cmもあり、建物跡認定には不安を残す。

位置：①区中央区画の東寄りに位置し、ST２４はST２５とほぼ重なり、ST２３が北に寄って位置する。

構造：ST２３は梁行２間約４．６m、桁行４間約９．０mの側柱建物跡で、棟方向はN３°Wである。柱間寸法は

東桁行で北から１．９、３．２、２．０、１．９m、南梁行で西から２．２、２．４mを測る。桁行中央の間隔が広い。柱穴

跡は直径２０㎝前後の円形、隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは２０～８０㎝とかなり幅があ

る。底面標高は西・東桁行南側柱穴跡で３３８．３m以下が多く、SK４０７のみ３３７．５mと突出して低い。一方、

北側SK５５１は３３８．５m、SK８４５は３３８．８mと高く、全体的に柱穴跡底面標高は南・西側が３３８．０m前後、北・

東側は３３８．５m前後で、最大差は８０cmもあって柱穴跡の認定に不安を残す。

ST２４は、梁行２間約４．４m、桁行４間約９．１mの側柱建物跡で、棟方向はN３°Wである。柱間寸法は東

桁行で北から１．９、２．４、２．６、２．２m、北梁行で西から２．１、２．３mを測る。柱穴跡は直径２０cmほどの円

形、隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは約２０～５０cm、底面標高は西桁行柱穴跡で３３８．１～

３３８．３m前後、東桁行で３３８．３～３３８．５m前後と桁行内では近似した数値である。

ST２５は梁行２間約４．６m、桁行４間約９．５mの側柱建物跡で、棟方向はN３°Wである。柱間寸法は東桁

行北から２．０、３．０、２．３、２．２m、北梁行西から２．４、２．２mである。柱穴跡は直径２０～３０cmの円形、隅丸

方形を呈し、検出面から底面までの深さは約２０～６０cmを測る。底面標高は南・西側が低く、南梁行SK

６７９・６４８で３３７．８m、西桁行北部で３３８．３m、東桁行北部と北梁行東部で３３８．５m前後である。

出土遺物：ST２４（６０９）からカワラケ１点が出土している（第６１図７）。

重複関係：ST２０（１０３４）→ST２４（１０３５）、ST２１（４２３）→ST２５（３７２）、ST２５（６４８）→ST１４（６４７）、土 坑SK

１０１３→ST２３（１０１２）、ST２４→土坑SK４３５、削平地SX０４→ST２３・２４、ST２３→SD２９。これ以外にST２３（５２８）

とST１９（５２７）、ST２５（３７２）とST２４（６２０）、ST２５とSF０６、SK４３５との重複は僅かで前後関係は断定できな

かった。また、ST２１（４２３）とST２４（６２０）、ST２２（６１２）とST２４（６０９）、土坑SK８７３・１４８７とST２４、土

坑SK４４７とST２４・２５、土坑４４８・５５８とST２４、SX０４とST２５の関係は不明である。

所見：ST２５が東西棟方向のST１４に切られ、SX０３を切ることから、東西棟方向の建物跡群に先立つ南北棟

方向の建物跡で、SX０３・０４埋め立て以後の所産とみられる。
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ST２６・２７ （第２５図） I１５・１９・２０・２５

建物跡の認定：ST２６・２７は中央区画の南辺SD１４脇に並ぶ柱穴跡を南梁行と捉えて認定した。２棟の梁行

位置がほぼ同じでST２７を東に約１．６m平行移動した位置にST２６がある。

ST２６は整理時に①区中央区画の南辺SD１４に平行するSK１４３６・１４３３・１０１５を南梁行と捉え、そのSK

１４３６から北へ直線的にSK１４３６・６９０（１４３４）・８９３・８５６・５６３を西桁行、SK１０１５から北へ直線的に並ぶSK

１０１５・６６４・５９２・（不明）・４５５を東桁行、SK５６３・８７９・４５５を北梁行と捉えた。西桁行北端SK５６３脇のSK

第２４図 掘立柱建物跡ST２３～２５
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４１２は、ST４１か本址の柱穴跡か迷ったが、北梁行が直交する位置のSK５６３を本址柱穴跡とした。また、南

東隅の柱穴跡SK１０１５はST３７（１４２６）を切る調査所見で、後述するようにこの所見から類推される建物跡

間の関係が矛盾するとも思われ、柱穴跡の認定に不安がある。東桁行の北から２番目柱穴跡はSK５３１・

５３２・５３０周辺と想定されるが、SK５３１はST０８、SK５３２はST１４柱穴跡と捉え、SK５３０は小型で浅く柱穴跡

とも断定できなかったため該当柱穴跡が不明となった。近接する土坑SK１０８５と重複位置にあたり、見逃

した可能性がある。また、東桁行SK６６４に隣接するSK１０４８、SK５９２に近接するSK５９１は本址の柱穴跡の可

能性もある。

ST２７は整理時の検討で、①区中央区画の南辺SD１４脇に並ぶSK１２９８・１０８０・１００９（１４４８）を南梁行と捉

え、南東隅SK１００９から北へ並ぶSK８２９・７３３・５２４・７９７・１４９６を東桁行、南西隅SK１２９８から直線的に北側

に並ぶSK６９１・６７８・１２７７・（不明）・（４１０）を西桁行と捉えた。北梁行はSK（４１０）・４７１・１４９６と捉えた

が、SK４１０はSX０３上面検出で浅く認定に不安はある。西桁行北から２番目柱穴跡はST４３のSK６１７とも考

えたが、梁行方向の東桁行SK７９７の位置と対比すれば、やや南の土坑SK１０９８と重複する付近に推測さ

れ、土坑SK１０９８に掘り壊された可能性もあって本址柱穴跡は不明とした。また、南梁行東端柱穴跡は東

桁行・南梁行交点のSK１００９を当てたが、やや外に位置するSK１４４８のほうが底面標高は本址の柱穴跡に近

く、こちらのほうが妥当かもしれない。また、南・東桁行柱穴跡には隣接して柱穴跡があり、建て替え２

棟分を１棟に捉えている可能性がある。

位置：①区中央区画の南辺に沿って位置し、ST２６・２７は東西に平行移動した関係にある。また、ST２６・

２７はST３０を西に平行移動した位置関係で、ST２７東桁行はST２８～３０西桁行と重なる。

構造：ST２６は梁行２間約４．８m、桁行４間約１１．２mの側柱建物跡で、棟方向はN３°Wである。柱間寸法は

西桁行で北から２．７、２．６、３．１、２．８mと柱間寸法が長く柱間数に比して規模は大きい。梁行は南梁行で西

から２．７、２．１m、北梁行では２．３、２．５mを測る。柱穴跡は西桁行で直径約３０㎝の円形の平面形、東桁行で

直径４０㎝の円形か隅丸方形の平面形である。検出面から底面までの深さは約３０～７０㎝を測り、底面標高は

SK８５６・４５５が３３８．２と３３８．３mと高く、南西隅のSK１４３６が３３７．５mと低いが、他は３３７．８～３３８．０m前後であ

る。桁行柱穴跡は交互に深浅が繰り返されている。

ST２７は北・南梁行と東桁行の柱穴跡認定に問題を残すが、上記柱穴跡から梁行２間約４．２m、桁行５間

約１１．０mの規模の側柱建物跡となる。棟方向はN２°Wである。柱間寸法は東桁行で北から２．１、２．２、

１．８、３．０、２．０m、南梁行で西から２．１、２．１mとなる。柱穴跡は直径３０cmの円形もしくは隅丸方形の平面

形で、検出面から底面までの深さは５０cm前後である。底面標高は３３７．５～３３８．４mの差があるが、東桁行

北部SK７９７・１４９６が３３８．４mと高く、西桁行SK１２９８・６９１・６７８が３３７．５～３３７．８mと低い。東桁行南部SK

１００９・８２９・７３３も３３８．０m前後で、南・西側ほど低い傾向がある。

出土遺物：図示していないが、ST２７（１０８０）から弥生土器片が僅かに出土している。ST２６はなし。

重複関係：ST２６→柱 穴 跡SK４４０、SF０８→ST２６（８７９）、ST３７（１４２６）→ST２６（１０１５）。ST２７（７３３）→ST１８

（６８３）、ST２７（７９７）→ST０７（５４７）、ST２７（４７１）→ST０５（４７０）、削平地SX０４→ST２７、土坑SK４６７→ST２７

（１４９６）。ST２６（１４３３）は弥生包含層調査中に再検出し、土坑SK１００８との重複関係は直接確認できていな

い。また、SX０３を切るSF０２がST２６（５６３）を切る調査所見だが、重複部分が僅かで断定できない。ST２７

柱穴跡の可能性があるSK４１０はSX０３を切る。建て替えの関係のST２６もSX０４を切る可能性があるST２６と

土坑SK４７２、ST２６内に位置するSK７６０やST２７（７３３）とSK６８１の関係、ST２７とSK１０９８の関係は不明であ

る。

所見：①区南辺に合わせて建てられた南北棟方向の建物跡で、ST２６と２７は建て替えの関係で、SX０３との

前後関係は明確にしえなかったが、ST２７がSX０４を切るのでST２６もSX０４埋め立て以後と思われる。
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ST２８・２９・３０ （第２６図） I１５・２０・２５

建物跡の認定：整理時に①区中央区画の東南部に２基ずつ隣接した柱穴跡が南北に並ぶことが認められ、

これを西桁行とするST２８・２９と、やや北にずれて重複するST３０を認定した。ST２８は北・南梁行が特定で

きず、東桁行は調査区外へ延びている可能性がある。

ST２８はST２９柱穴跡の東側に隣接する柱穴跡からなる。SK８８６・５２２・６８０・８３９・１００７（１４４７）を西桁行

と捉えたが、東桁行柱穴跡は判然とせずSK７１８か、SK１２９７もしくは１０４３か、調査区外に延びる可能性が

ある。南梁行は２基並ぶラインのSK１００７（１４４７）・１４２３・（不明）と捉えたが、東桁行が調査区外に延び

第２５図 掘立柱建物跡ST２６・２７
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れば、SK１４２３は西に寄りすぎていて認定に

不安がある。また、西桁行南端のSK１００７・

１４４７は、西桁行北隣の柱穴跡ST２９（１４４５）

とST２８（８３９）の底面標高比較から、近似数

値のSK１００７を本址柱穴跡と捉えた。西桁行

北端の柱穴跡はSK５７７をST０８柱穴跡と認定

したことから、東に隣接するSK８８３をST２９

柱穴跡、北東隣のSK８８６を本址の柱穴跡とし

た。西桁行はSK８８６より北延長先には関連し

そうな柱穴跡がなく、SK８８６を北西隅の柱穴

跡と考えたが、そこから東、直交方向にある

北梁行中間の柱穴跡はST１３（５３７）、ST３３

（５３６）周辺にあたるものの、該当する柱穴跡

がなく不明となった。

ST２９はST２８柱穴跡の西に隣接する柱穴跡

から捉えた。SK８８３・１４９９・８３７・１４４５・１４４７

（１００７）を西桁 行、SK１４４７（１００７）・１０５１・

（不 明）を 南 梁 行、SK（不 明）・（１０４７か

１２９７）・７１７・８７４・（調査区外）を東桁行、

SK８８３・５５５・（調査区外）を北梁行と捉え

た。北東部は調査区外へ延びる。

ST３０はST２８・２９西桁行と重なる柱穴跡列

SK１３３８・５４８・５２１・（８３８）・１０６９（１０７０）を

西桁行、南端SK１０６９から東へ直交するSK

１０６９（１０７０）・１０４９・７０６（１３４９）を南梁行、

SK７０６（１３４９）から北に直線的に並ぶSK７０６

（１３４９）・１０４４・７２１・（調査区外）を東桁行、

SK１３３８・８０４・（調査区外）から調査区外へ

延びるラインを北梁行と捉えた。北東部が調

査区外へ延びる。西桁行南端のSK１０６９と

１０７０は重複していずれが本址柱穴跡とは断定

できなかった。その南から２番目にあるSK

８３８はST２２柱穴跡位置にもあたり、周囲に充

てられる柱穴跡もなく帰属関係を断定できな

かった。また、南梁行柱穴跡は後述するST

３７との重複関係から認定に問題を残す。

位置：①区中央区画東側にST２８・２９が重複

し、ST３０は桁行が重なりながら北約２．５mず

れて位置する。ST２６・２７はST３０を西に平行

移動した位置となり、ST２８～３０西桁行とST
第２６図 掘立柱建物跡ST２８～３０
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２７東桁行が重なる。

構造：ST２８の規模は詳細不明だが、確認範囲で西桁行４間約９．６m、梁行は東桁行が調査区外ならば４．８

m以上と推測される。側柱建物跡で西桁行の方位はN１°Wである。底面標高は西桁行北端のSK８８６が

３３８．４mと高いが、他は３３８．０m前後である。

ST２９は梁行２間約４．８m、桁行４間約９．３mの規模で、棟方向はN３°Wの側柱建物跡である。柱間寸法

は西桁行北から２．３、２．５、１．９、２．５mを測る。南梁行は西から２．２、２．５mで、中間柱穴跡SK１０５１がやや

西に寄っている。柱穴跡は直径２０～３０cmの円形か隅丸方形の平面形で検出面から底面までの深さは約２０

～６０cmで、西桁行南部が６０cm前後と深いが、他は３０cm前後である。底面標高はSK１４４７・１４４５が３３７．８m

と低く、他は３３８．２～３３８．５mである。傾斜上方の東・北側の柱穴跡は底面標高も高い。

ST３０は梁行２間約４．９m、桁行４間約１０．６mの側柱建物跡で、棟方向はN１°Eである。柱間寸法は西桁

行北より２．８、２．４、２．９、２．５m、南梁行で西より２．４、２．５mである。柱穴跡は直径３０cm前後の円形か隅

丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは約２０～６０cmを測る。底面標高はSK５４８・１０４４が３３７．９m

前後だが、他は３３８．１～３３８．３mである。

出土遺物：図示していないが、ST３０（１０６９）から弥生土器片が僅かに出土している。他はなし。

重複関係：ST２８・２９の関係は重複部が僅かながらST２９（７１７）→ST２８（７１８）で、南西隅SK１４４７と１００７の

帰属する建物跡の認定は断定しきれていないが、SK１４４７→１００７。他遺構との関係は、ST２８（６８０）→土坑

SK６８１、ST３０（１３３８）→土 坑SK４６６。ST２８（８８６）と 土 坑SK５３４、ST２９（１４９９）とST２１（５２０）、ST２９・

３０とSD５６との関係は不明である。調査ではST３７（１４２６）→ST３０（１０４９）と捉えられたが、ST３７は南北棟

方向の建物跡と重複位置にある小型建物跡で、併存する可能性がある建物跡との関係で重複関係の認定や

柱穴跡比定に問題を残す。なお、ST２８～３０の範囲内に長方形土坑SK１０８５・１３００が位置するがST２８～３０と

の関係は不明である。

所見：①区中央区画内の南辺に合わせて建てられており、同様のST２６・２７と関連すると思われる。

ST３１・３２ （第２７図） I１５・２０

建物跡の認定：整理時に比較的大きめで深い柱穴跡が南北方向に並ぶと認められST３１・３２を認定した。

ST３１はSK５６２・４０２・４２５・８５５・１０７６を西桁行、SK４２８・６３６・（不明）・１１４７・６４０を東桁行と捉えた。

北梁行は不明で、西桁行の北延長先のSK４７７まで延長される可能性もあるが、建て替えの関係とみられる

ST３２より規模が大きくなるため本址柱穴跡に含めなかった。東桁行の北から３番目柱穴跡はST１０

（１０７７）付近にあたるが、該当する柱穴跡が特定できず、重複するSK１３００に壊された可能性もある。東梁

行南端柱穴跡SK６４０は東西棟建物跡ST１４（６４１）を切る調査所見だが、南北棟より東西棟建物跡が後出す

る傾向からは重複関係が逆に思われるが、桁行ラインに載るSK６４１をST１４柱穴跡、SK６４０を本址の柱穴跡

と認定した。南梁行はSK１０７６・７２２・６４０と捉えた。SK７２２はやや西によるが、近接するSK６４７をST１４、

SK６４８をST２５と捉えた関係からSK７２２を充てた。

ST３２はST３１とほぼ桁行が一致しながら若干棟方向がずれ、西桁行はSK７３４・８６０・５７８・５１５・１０７１、東

桁行はSK（調査区外？）・１０８７・１４９２・６３８・７５０と捉え、SK７３４・６３５・（調査区外？）を北梁行、SK

１０７１・６６２・７５０を南梁行とした。北梁行の東端柱穴跡は調査区外へ延びて不明で、北梁行中央のSK６３５や

南梁行柱穴跡SK６６２・７５０が浅く認定に躊躇される。東桁行北から２番目柱穴跡の位置にあるSK１０８７と重

複するSK８７１は、ST２０と本址の柱穴跡認定に不安がある。

位置：①区中央区画の東側にほぼ重複して位置する。ST３１と３２は桁行が重なり、近接時期の建て替えと

みられる。重複関係からはST３２→ST３１へ変遷したとみられる。
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第２７図 掘立柱建物跡ST３１～３４
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構造：ST３１は梁行２間４．３m、桁行４間９．３m、SK４７７を含むと桁行５間約１１．３mの規模で、棟方向はN

５°Wの側柱建物跡である。柱間寸法は西桁行で北から１．９、２．０、２．２、３．２mで、SK４７７と５６２間で２．０m

を測る。南梁行は西から２．３、２．０mである。柱穴跡は直径３０～４０cmの円形か隅丸方形の平面形で、検出

面から底面までの深さは３０～８０cmと幅がある。SK８５５・１０７６・７２２は底面標高が３３８．３～３３８．４mと高く、

他は３３７．９～３３８．１m前後と低い。

ST３２は梁行２間約５．０m、桁行４間１０．２mの側柱建物跡である。棟方向はN１°Wである。柱間寸法は西

桁行で北から２．７、２．１、２．８、２．６mで、南梁行で西から２．２、２．８mとなる。柱穴跡は南梁行で直径２０cm

強と小さいが、他は直径３０cm前後の円形か隅丸方形の平面形である。検出面から底面までの深さは３０～

１００cmと幅がある。底面標高は南梁行のSK６６２・７５０と北梁行SK６３５が３３８．４～３３８．５m、西桁行北端のSK

７３４で３３８．３mと高いが、それ以外は３３７．８～３３８．１m前後と低い。

出土遺物：なし。

重複関係：ST３１（１０７６）→ST１４（１０５８）、ST３３（８０３）・ST３４（６９４）→ST３１（６４０）、ST３２（７３４）→ST３１

（５６２）、土 坑SK１０１３→ST３１（８５５）。ST３２（８６０）→ST０４（６０５）、ST３２（５７８）→ST０７（５１２）、ST３２（１０８７）

→ST２０（８７１）、ST３２→SK１３００、ST３４（５１４）→ST３２（５１５）、土坑SK１３４５→ST３２。SK１０８５調査後の壁で

検出したST３１（１１４７）、土坑４４８底で検出したST３２（６３５）、ST３１とSD２８・５６、ST３２とSK４４７の前後関係

は不明である。ST３１（７２５）上部の小型土坑が柱穴跡を切る。なお、調査所見ではST１４（６４１）→ST３１

（６４０）だが、ST１４を含む東西棟建物跡は本址のような南北棟建物跡に後出する傾向が捉えられる。柱穴

跡の重複所見が誤っているか、柱穴跡の認定に問題がある可能性は残る。

所見：東西棟方向のST０４・０７・１４や南北棟方向のST２０に切られる関係から、ST３１・３２はSX０３と併存す

るか、それ以前の所産で、ST３３・３４に後続する可能性が考えられる。

ST３３・３４ （第２７図） I１５・２０

建物址の認定：整理時にST３１・３２に近接する深い柱穴跡の配列からST３３・３４の２棟を認定した。

ST３３はSK４７５・８５０・１３７１を北梁行、SK１３７１・４６２・８０５・５３６・１１４６・８０３を東桁行、SK８０３・７２４・（不

明）を南梁行、SK４７５・３９０・（不明）・５１０・５１６・（不明）を西桁行と捉えた。東桁行北から４番目柱穴跡

のSK５３６は浅く認定に不安がある。西桁行南端柱穴跡はSK１０７１付近にあたるが、SK１０７１はST３２の柱穴跡

と捉えて本址の柱穴跡は不明となった。西桁行の北から３番目柱穴跡はSX０３東壁と重なる位置にあって

見逃した可能性があり、６番目柱穴跡は前年度確認調査トレンチで掘り壊した可能性がある。また、南梁

行中間柱穴跡はSK６４８・６４７が妥当な位置だが、それぞれST２５、ST１４柱穴跡とした関係で西に寄ったSK

７２４を充てた。

ST３４はST３３柱穴跡に近接する深い柱穴跡から認定したが、欠落する柱穴跡が多く、柱間寸法が一定し

ないなど認定に不安がある。西桁行は北からSK１２８８・１２８４・７９５・６３７・５１４・（不明）、東桁行はSK５５７・

（６５１）・６５８・（不明）・８０１・６９４と捉えた。東桁行北から２番目柱穴跡は、想定位置周囲のSK４３３をST

０９、SK５７４をST０５柱穴跡と捉えた関係からSK６５１と考えたが、やや桁行ラインから西に寄る。同じく４番

目柱穴跡はSK１１５０か１０７７付近にあたるが、それぞれST０７とST１０柱穴跡と捉えたため不明となった。該当

柱穴跡がSK１３００に壊された疑いもある。また、西桁行北から３番目SK７９５はST１３（７９４）と帰属する建物

跡が逆かもしれない。北梁行は桁行北端のSK１２８８・５５７まで捉えられ、その北延長先に該当する柱穴跡が

認められない。SK１２８８・５５７を北梁行とも考えたが、本址は桁行５間ながら、建て替えの関係とみられる

ST３３の規模より１間分短く、北に延長する可能性がある。なお、西桁行のSK１２８８のかわりにSK１３３７、

SK７９４は桁行上に位置してST１３柱穴跡としたが、本址（７９５）と代えられる可能性がある。南梁行は中間
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柱穴跡や西端柱穴跡が想定位置周辺で検出されておらず、不明となった。

位置：①区中央区画北部にあり、ST３３・３４は桁行が重なって位置し、建て替えの関係とみられる。

構造：ST３３は梁行２間約４．８m、桁行５間約１１．２mの規模で、桁行はN１０°Wの側柱建物跡である。柱間寸

法は西桁行で北から２．１、２，１、３．０、１．９、２．４mで中央の間隔が長い。北梁行は２．５、２．３mである。柱穴

跡は直径２０～４０cmの円形、隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは約７０～８０cmと深いものが

多く、底面標高はSK５３６が３３８．５mと高いが、他は３３７．８～３３８．１m前後である。

ST３４は確認範囲で梁行推定２間約４．９m、桁行推定５間の側柱建物跡で、東桁行の規模は約９．８mで北

端SK４５１とすると１０．４mを測る。ST３３の建て替えと捉えたが、桁行はやや短い。棟方向はN１３°Wであ

る。柱間寸法は比較的等間隔の西桁行で北から１．８、１．７、１．８、１．９、（推定２．０m？）と狭いながら一定

し、東桁行は北から２．１、１．５、（推定１．９）、（推定１．９）、２．２mと幅がある。柱穴跡は直径２０～４０cmの円

形、隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは６０～８０cmである。底面標高は３３７．７～３３８．２m

で、３３８．０m前後が多い。

出土遺物：なし。

重複関係：ST３３（３９０）→ST０８（４９７）、ST３３（５３６）→ST１３（５３７）、ST３３（８０３）・ST３４（６９４）→ST３１（６４０）、

ST３３→柱穴跡SK８０２・５１１、土坑SK５５８→ST３３（４６２）・ST３４（５５７）。土坑SK１０８５とST３３、SK１４８７とST

３４の関係は見逃した。ST３４（６５８）→ST０６（４３８）、ST３４（５１４）→ST３２（５１５）。SX０３との関係は直接確認

できていないが、ST３３・３４→ST３１・３２→ST２０の関係とST２０がSX０３・０４と併存した可能性からSX０３以前

の可能性がある。

調査時に土坑SK１０８５→ST３４（８０１）の所見が得られているが、掘立柱建物跡の関係ST３４→３１・３２→２０

→２２→２４・２５と、SK１０８５と類似形態で隣接するSK１３００がST３２→SK１３００となる関係、さらに土坑１０８５→

土坑SK１３００の前後関係を考慮するとSK１０８５→ST３４→ST３１・３２→SK１３００・ST２０の順と推測される。この

想定では類似形態で近接するSK１０８５とSK１３００は前後した造り替えではなく、SK１０８５がST２０～２２、２８～

３０に伴う可能性はないこと、さらにSK１０８５に伴う建物跡は不明となる。SK８０１の重複関係が逆ならば、

ST３３は最も古い所産でSK１０８５がST２０～２２、２８～３０に伴う可能性がある。

所見：建物跡の重複関係からは、ST３３・３４が東西棟方向のST０６・０８・１３、さらに南北棟方向のST３１・３２

に切られ、SX０３と類似時期かそれ以前の南北棟方向ST２０以前と捉えられ、①区中央区画でも古い建物跡

の可能性がある。しかし、ST３３の柱穴跡SK８０１とSK１０８５との前後関係は逆で柱穴跡の重複所見か、建物

柱穴跡認定に問題が残る。

ST３５～４０ （第２８図） I２０・２５

建物跡の認定：①区中央区画南東部の狭い範囲に柱穴跡が密集することから、小型建物跡が繰り返し建て

替えられたと推測し、梁行１間×桁行２間前後の建物跡６棟を捉えた。ほぼ同棟方向で重複することか

ら、建て替えの関係の建物群と捉えてまとめて記述する。

ST３５はSK５９１・６７２・６９９（１４４０）を西桁行、SK１３９８・６６６・７０３を東桁行と捉えた。弥生包含層調査中

に南西隅SK６９９と重なる位置に検出されたSK１４４０は同一柱穴跡の可能性が高い。また、東桁行中央のSK

６６６は隣接するST３９のSK７５１と入れ替えられる可能性がある。柱穴跡の平面分布から認定したが、柱穴跡

底面標高に幅があって建物跡の認定に不安がある。

ST３６はSK５９０・７４４・１４３０を西桁行、SK１３９５・７１６・７０５を東桁行と捉えた。

ST３７は長方形に並ぶSK６４６・６７３・１４２６を西桁行、SK７９１・１３５５・７０７を東桁行と捉えたが、柱穴跡底面

標高に幅があって建物跡の認定に不安がある。
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ST３８は長方形に配置するSK７３７・６７１・１４２８を西桁行、SK不明・６６７・７１０を東桁行と捉えた。東桁行北

端柱穴跡はST２１（７６７）付近にあたるが、他ST柱穴跡と認定したため該当柱穴跡は不明となった。

ST３９は長方形に配列するSK６７０・６９８・１０６８を西桁行、SK７５１・１０５４・７７４を東桁行と捉えた。南東隅

SK７７４は隣接するSK７７３の可能性がある。

ST４０はSK１０１６・１４２５・８１５を西桁行柱穴跡、SK６６８・１３５３（７０８）・７７５を東桁行と捉えた。西桁行柱穴

跡は比較的直線的に並ぶが、東桁行は若干ずれて浅い柱穴跡が多い。特にSK１３５３は浅いので、桁行ライ

ンより張り出すが、隣接したSK７０８の可能性がある。

位置：ST３５・３６がほぼ重なり、ST３５・３６の南約１m南にST３７・３８が重なって位置し、その南へ平行移動

した場所にST３９・４０が重なって位置する。

構造：ST３５は梁行１間約２．０m、桁行２間約４．４mで、棟方向はN５°Eである。平面形は東桁行が南にずれ

る平行四辺形である。柱間寸法は西桁行で北から２．５、１．９mを測る。柱穴跡は直径３０㎝ほどの円形・隅丸

方形を呈し、検出面から底面までの深さは約２０～６０㎝と幅があり、底面標高はSK６７２・１３９８が３３８．４m、

SK６６６が３３８．２m、他は３３８．０m前後である。

ST３６は南梁行１間約２．３m、桁行２間約４．５mの規模で、北梁行が２．１mとやや短い台形に近い平面形で

ある。棟方向はN１°Eである。柱間寸法は西桁行北から２．０、２．５mを測る。柱穴跡は直径２０～３０㎝の円

第２８図 掘立柱建物跡ST３５～４０
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形・隅丸方形を呈し、検出面から底面までの深さは２０～５０cmである。北・西側の柱穴跡が比較的浅く、

底面標高は北部のSK５９０・１３９５で３３８．４m、南東部のSK７０５で３３８．０m、他は３３８．２m前後である。

ST３７は梁行１間で北梁行は約２．４m、南梁行２．２mで、桁行２間約４．０mの規模である。棟方向はN１°W

である。柱間寸法は東桁行北から２．１、１．９mを測る。柱穴跡は直径２０～３０㎝の円形・隅丸方形の平面形

で、検出面から底面までの深さは約１０～８０㎝で、底面標高は浅いSK７０７で３３８．５m、深いSK１３５５で３３７．８m

と７０㎝の差がある。他は３３８．０～３３８．３m前後である。

ST３８は梁行１間約２．０m、桁行２間約４．４mの規模で、棟方向はN１°Wである。柱間寸法は西桁行北か

ら１．９、２．５mである。柱穴跡は直径２０～４０㎝の円形・隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは

約２０～７０㎝を測り、底面標高はSK６６７で３３８．０m、他は３３８．２m前後である。

ST３９は梁行１間約２．２m、桁行２間約４．２mで、棟方向はN０°Wである。柱間寸法は西桁行で北から

１．９、２．３mで、柱穴跡は直径２０～３０㎝の円形の平面形で、検出面から底面までの深さは２０～４０㎝と浅く、

底面標高は３３８．１～３３８．３m前後となる。

ST４０は梁行１間約２．０m、桁行２間約３．９mの規模で、東桁行が長い平行四辺形の平面形を呈し、棟方

向はN４°W前後である。柱間寸法は東桁行北から２．２、１．７mで、柱穴跡は直径２０cm前後の円形の平面形

で検出面から底面までの深さは約２０～４０㎝と浅い。底面標高は３３８．１～３３８．４mである。

出土遺物：なし。

重複関係：ST３５～４０の関係は、ST３５（５９１）→ST３６（５９０）、ST３８（６６７）→ST３５（６６６）、ST３９（７７４）→ST

４０（７７５）、ST３８（７１０）→ST４０（１３５３→７０８）で、まとめるとST３９・３８→４０→３５→３６とみられる。重複す

る建物跡を近似時期の前後した建て替えとすると、重なって位置するST３９と４０は近い関係とみられる

が、重複関係では一旦北側ST３８へ移り、次に南ST４０へもどる関係ながら、全体としては南から北へ建て

替えられた可能性が推測される。なお、ST３９南東隅柱穴跡がSK７７３とするとST４０とは切り合わない。他

遺構との重複ではST３７（７９１）→ST１３（７２０）、ST３８・４０→土坑SK１０７３である。SK１３９７とST３５、ST２２

（７１５）とST３６（７１６）、ST３７と 土 坑SK１０７３と の 関 係 は 不 明 で あ る。調 査 で はST３７（１４２６）→ST２６

（１０１５）・ST３０（１０４９）とされたが、所見で述べるように重複関係に問題がある。

所見：ST３５～４０は２×４・５間建物跡の分布から外れた南東部に密集する柱穴跡から認定したが、類似

した小型建物跡は①区中央区画内のST４２・４３以外にはなく、ごく限られた存在である。ST３５～４０は規模

から２×４・５間の南北棟建物跡の付属屋と考えられ、場所が重複しないで併存する可能性がある南北棟

建物跡はST２２・３１～３４がST３９・４０、ST２０がST３７～４０、南北棟のST１５～１９・２３～２５・２７・４１と、東西棟

建物跡のST０４～１４とST３５～４０が併存可能である。しかし、重複関係ではST３７→ST２６・３０、ST３７→ST１３

なので、ST１３より後出する東西棟ST０４～１０、ST２６の建て替えと思われるST２７、ST２７を切るST１８・１９も

その可能性は低いように思われ、併存する可能性が高いのは東西棟ST１１・１２・１４か南北棟ST１５～１７（・

１８・１９）・２３～２５・４１とST３５～４０、あるいはST２０～２２・３１～３４とST３５～４０の一部と考えられる。この重

複関係はST３７（１４２６）・ST２６（１０１５）・ST３０（１０４９）のみなので、柱穴跡の認定と重複関係の所見に見誤

りがないとは言い切れず、上記の推測にも不安がある。

ST４１ （第２９図） I１４・１５・１９・２０

建物跡の認定：整理で柱穴跡の平面分布から認定した。SX０４と重複する本址南西部の柱穴跡検出面標高

は東北部柱穴跡の底面標高に近く、同一建物跡での柱穴跡底面標高が類似する傾向からは認定に問題があ

る。また、本址のSX０３と重複する北部の桁行柱穴跡は、直交した梁行方向でも一致した位置にあるが、

南部は桁行直交方向に柱穴跡が位置していない。さらに、本址は①区中央区画の西端に位置して東側に広
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い空閑地を生じるが、他に同様の位置にある建物跡が認定できていないなどの問題がある。ここでは平面

柱穴跡分布から長方形に配置する柱穴跡から建物跡の可能性がある遺構として掲載しておく。

本址はSX０３・０４西縁を直線的に通るSK３７４・３９３・（６２１）・１２８２・１２７９（４９８）を西桁行、平行するSK

４９３・１３３７・４１２・５０５・１０５７を東桁行と捉えた。東桁行北から４番目柱穴跡にSK５０５のかわりに隣接する

SK１０２４が充てられる可能性もある。西桁行北から３番目柱穴跡に該当するSK６２１はST０９柱穴跡と捉えた

が、底面に段差があって２基重複した可能性があって本址の柱穴跡でも充てた。西桁行南端はSK１４４９ま

で延びる可能性があるが、それに対応する東桁行の柱穴跡は不明で、南梁行の位置は特定できなかった。

北梁行はSK３７４・１３６７・４９３と捉えたが、桁行北端の柱間寸法が短く、桁行が１間短いSK３９３・３８３・１３３７

のラインの可能性も残る。

位置：①区中央区画西端の削平地SX０３・０４に重なって位置する。

構造：本址は梁行２間約３．９mで、西桁行はSK１４４９までだと桁行５間約９．８m、SK１２７９までだと４間約７．５

第２９図 掘立柱建物跡ST４１～４３
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mの規模を測る。棟方向はN５°Wの側柱建物跡である。柱間寸法は西桁行北からSK１４４９まで１．５、２．１、

２．３、１．６、２．３m、北梁行は西から１．９、２．０mである。柱穴跡は直径３０cmほどの円形・隅丸方形の平面形

で、底面標高は西桁行のSK６２１のみ３３７．２m、SX０４重複部分にある南西部SK１２８２・１２７９・１４４９の底面標高

は３３７．６m、北梁行や東桁行柱穴跡で３３８．０～３３８．３m前後である。

出土遺物：なし。

重複関係：土坑SK１４８７→ST４１、SX０３・０４→ST４１（４１２・５０５）。他柱穴跡との関係は不明である。

所見：本址は南北棟方向の建物跡だが、①区中央区画の西端に寄りすぎて東側が空閑地となる。このよう

な配置となる建物跡は他にはなく、本址の認定に不安を残す。

ST４２・４３ （第２９図） I１４・１９

建物跡の認定：整理時にSX０３・０４に伴う建物跡の可能性を検討するなかで、柱穴跡が長方形に並ぶST４２・

４３の２棟を認定した。１×２間の小型建物跡だが、ST３５～４０のような３回以上の建て替えは想定しにく

く、柱穴跡底面標高も幅があって建物跡認定に不安がある。ここでは可能性のある遺構として報告する。

ST４２はSX０３南部に位置し、SK３８１・６２９・３８８・６１７の４基の柱穴跡が長方形に配置するように認められ

本址を認定した。ST４２西桁行中間のSK４０３と東桁行中間のSK１２８６はST０５柱穴跡、東桁行中間のSK４１０は

ST２７柱穴跡と捉えられ、本址の想定される柱穴跡は不明となった。柱穴跡が浅いことからSX０３床面まで

に柱穴跡底面が残存しなかったか、SX０３調査中に見逃した可能性がある。

ST４３はSX０３・０４の重複する付近に位置し、長方形に配置する柱穴跡のSK４０４・６３０・１２７８を西桁行、

SK（不明）・８９１・８９２を東桁行と捉えた。東桁行北端にSK４１０とSK１２８６が位置するが、それぞれST２７と

ST０５柱穴跡と捉え、本址の柱穴跡は不明となった。

位置：①区中央区画の西端にあり、SX０３と０４の重複する境界部分付近に２棟が重なって位置する。

構造：ST４２は梁行１間約２．１m、桁行は推定２間で約３．６mを測る。棟方向はN０°Wである。柱穴跡は直

径２０cmの円形の平面形を呈し、北梁行SK３８８・３８１は床面から底面までの深さ約１０cmで底面標高３３８．２m

前後、南梁行SK６１７・６２９で深さ約４０～６０cmを測り、底面標高３３７．７mと低い。

ST４３は梁行１間約２．２m、桁行２間約３．５mで、棟方向N１２°Wである。柱穴跡は直径２０cmの円形・不整

円形の平面形で、検出面から底面までの深さは４０cm前後、底面標高は３３７．８～３３８．２m前後である。

出土遺物：なし。

重複関係：SX０４→土坑SK１０９８→ST４２（６１７）。他柱穴跡はSX０３やSX０４床面上で検出したが、直接前後関

係は把握できず、ST４２とST４３、ST４３とSX０４の関係は不明である。ST４２のSK３８８・３８１は浅いので、SX

０３とは前後関係不明ながら同時存在ではないと思われる。

所見：SX０３・０４とは直接関連しないが、南北棟方向の建物跡と関連する可能性がある。

④．土坑

SK４４８ （第３０図） I１５

位置：①区中央区画北部に位置する。重複：ST１０（４２７）、ST１８（７８２）、ST１９（７８１）、土坑SK７８３・

４４７、SD３２に切られ、ST０８（８５２）、ST２１（５６０）、ST２４（５５９）、ST３２（６３５）、土坑SK５５８、柱穴跡SK

８５１・７５３・１４８８との前後関係は見逃して不明である。また、SD３２に切られることから、SD３２を切るST０５

（９９０）より古いと捉えられる。構造：長軸約２．２m、短軸約１．６mの長方形の平面形で、長軸方位はN６０°E

である。壁は若干斜めで、底面は平坦ながら西壁際がやや低く、検出面から底面までの深さ約２２cmを測

る。埋土：埋土は上部に埋め土と捉えられるスコリア粒を多く含む灰黄褐色土、下部にスコリア粒を含ま
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第３０図 ①区土坑１

第３章 遺 構

74― ―

R
 

。

。
O

+
 

二

R
 



ないⅡ層に類似する砂質の褐灰色土層に大別された。下層は廃絶直後の流入土の可能性がある。出土遺

物：なし。所見：周囲の土坑と長軸方位が異なるが、隣接するSD３２とは同方位で類似時期の遺構と思わ

れる。

SK１０８５ （第３２図 PL７） I２０

位置：①区中央区画東よりにある。重複：ST０７（１１５０）、ST０８（５３２）、ST０９（８００）、ST１２（５２９）、ST

１７（７９９）、土坑８７３、柱穴跡SK５８１・８０２・５３０に切られ、土坑SK１３４５・１３００を切る。ST１５（１１４９）・ST１６

（１１４８）、ST３１（１１４７）、ST３３（１１４６）、柱穴跡SK５８１を本址底面で検出したが、前後関係は直接確認でき

ていない。ST３４（８０１）は本址を切る調査所見だが、ST３４は中央区画で捉えられた最も古い建物跡の可

能性があり、その所見からは本址のほうが古くなる。一方で位置関係からはST３４より後出するST２０～

２２、２８～３０に伴う可能性もあってST３４との重複関係の認定に不安がある。構造：平面形は長軸約２．３m、

短軸約１．５mの長方形で、長軸方位はN２°Wである。壁は比較的垂直に近く、底面は平坦で壁際が低く浅

い溝が巡る。検出面から底面までの深さは約５２cmである。壁際の溝は壁施設の一部と思われる。埋土：

ロームブロックやスコリア粒を多く含み埋め戻されている可能性がある。埋土中位には炭化材が少量混じ

っていた。出土遺物：砥石１点がある（第６６図３）。所見：近接するSK１３００は本址と造り替えの関係と捉

えられる。掘立柱建物跡が密集する範囲内にあり、建物跡内施設の可能性があるSK３０３・３０４・３１５と同様

の規模や平面形なので、本址も建物跡内施設と思われる。位置的にはST２０～２２、２８～３０に伴う可能性が

あるが、ST３４（８０１）が本址を切り、ST３４がST２０に切られる所見からは、本址が最も古い土坑で伴う建

物跡がないことになる。しかし、SK８０１をST３４柱穴跡とする認定に不安があって断定できない（ST３４参

照）。

SK１３００ （第３２図 PL７） I２０

位置：①区中央区画東よりに類似した規模の土坑SK１０８５と近接する。重複：ST０８（５８９）、ST０９（５３８）、

ST１０（１０７７）、ST１１（５３９）、ST１４（１４９３）、ST２２（１０１７）、土 坑SK１０８５、柱 穴 跡SK６１３・６１５・６５３・

１０３９・１０４０・１４９４・１５０３・１５０４に切られ、ST３２（１４９２）、土坑SK１３４５を切る。SK５８８・１４９１とは前後関係

を確認できなかった。南側底面で検出したSK１３４５はSK１３００の一部と考えたが、土層観察用ベルトにかか

ったST３２（１４９２）がSK１３４５を切り、上部をSK１３００に切られることから別遺構と結論した。構造：北辺は

多くの重複柱穴跡に壊されて仔細不明だが、平面形は長軸約２．５m前後、短軸約１．２mの長方形と思われ

る。長軸方位はN９°Wである。壁はほぼ垂直で、底面は平坦となり、SK１０８５のような壁際の溝状のくぼ

みは認められなかった。検出面から底面までの深さは約４０cmを測る。埋土：ロームブロックを含む人為

的な埋め土と捉えられる。出土遺物：なし。所見：平面的な位置関係からのみいえば、SK１０８５とは造り

替えの関係で、本址はST２０～２２・３０の一連の建物跡の内部施設の可能性が考えられる。しかし、捉えら

れた建物跡間の重複関係からはSK１０８５→ST３４→ST３１・３２→SK１３００・ST２０の順で、直接関連しないことに

なるが、重複関係で鍵となるSK８０１とSK１０８５の関係、SK８０１とST３４の関係の認定に不安があって断定は

できない。

SK５５８ （第３３図） I１５

位置：①区中央区画北部に位置する。重複：土坑SK４４７、ST３３（４６２）、ST３４（５５７）に切られ、土坑SK

４４８、ST２４（５５９）、柱穴跡SK４５１との関係は直接確認できていない。構造：西辺はSK４４７に切られ、東西

長は１．０m以上、南北長は０．９m前後のやや不整方形の平面形で長軸方位はおよそN８０°Eである。壁はほぼ
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垂直で、底面は平坦で検出面からの深さは約２０cmを測る。埋土：底面上に炭化物を多く含む土層があ

り、上層は１cm大のロームブロックを多く含む埋め戻しと思われる土層である。出土遺物：楔状鉄製品

が１点ある（第６８図８）。所見：底面上に炭化物を多く含む特徴から、火処に関連する施設と思われるが、

焼土が確認できておらず内部で直接火が焚かれたとは断定できない。

SK６８４ （第３３図） I２０

位置：①区中央区画南よりに位置し、前年度確認調査トレンチにかかって一部掘り壊した。重複：ST１６

（１３８７）を切る。構造：平面形は長軸約１．２m、短軸約０．９mの楕円形を呈し、壁は若干緩やかでU字形を呈

す。検出面から底面までの深さは約１４cmと浅い。埋土：底面上に焼土粒・炭化物を大量に含む土層があ

り、上層は細かいスコリア粒を多く含み埋め土の可能性がある。出土遺物：なし。所見：火処に関連した

施設と思われるが、被熱面は確認できず内部で火が焚かれたとは断定できなかった。

SK８７３ （第３２図） I２０

位置：①区中央区画の東部に位置する。重複：柱穴跡SK１０６０、土坑SK１０８５を切る。埋土は僅かしか残存

せず、ST１２（５２９）、ST２４（８７２）、柱穴跡SK７９８と前後関係は不明である。構造：平面形は直径１．２～１．０

mを測る不整円形で、検出面から底面までの深さは１２cmと浅い。断面形は浅いタライ状を呈する。埋

土：黒色土ブロックを含む灰黄褐色土の単層である。出土遺物：なし。所見：形状から根痕の疑いがあ

る。

SK９９２ （第３３図） I１５

位置：①区中央区画北部にあり、周囲の柱穴跡・溝跡の調査後に検出された。重複：調査ではSD３０・

３１、ST０４（４７９）、ST１８（４７６）、SK３７１・４７４・４７７・４７８・４８０に切られると捉えたが、重複が僅かで断定

できない。また、SK５５０、ST１９（５４９）との関係は不明である。構造：重複遺構が多く遺存不良だが、残

存部より平面形は長軸約１．４m、短軸約１．１mの長方形と推測される。長軸方位はN８８°Wで方位に合わせて

いる。壁は若干斜めで、底面はほぼ平坦で検出面からの深さ約１０cmと浅い。埋土：暗褐色土の単層であ

る。出土遺物：なし。所見：長軸方位は異なるが、隣接するSK１４８６と類似する。

SK１０７３ （第３３図） I１５

位置：①区中央区画の南東部に位置する。重複：ST３８（６６７）、ST４０（６６８）、柱穴跡SK６６９・１０４２・１０４５

に切られ、ST３７（１３５５）、柱穴跡SK１３７３・１３７４は本址調査後に検出したものの前後関係は確認できてい

ない。構造：平面形は南北１．０m、東西０．９mの不整方形を呈し、主軸方位はN２°Eである。断面形は逆台

形を呈し、検出面から底面までの深さは約１２cmと浅い。埋土：ロームブロックを多く含み、埋め戻され

たと思われる。出土遺物：なし。所見：柱穴跡が密集するなかに位置するが、類似遺構は周辺で認められ

ず、建物跡に伴う遺構とはいえない。

SK１０９８ （第３４図） I１９

位置：①区中央区画西よりにある。重複：SX０４掘り下げ後に存在が判明し、SX０４と本址に隣接するSK

１１７２との関係は明確にできなかった。SX０４上面検出のST０７（４１８）、ST０９（５０３）、SX０４床面検出のST１０

（６１８）、ST４２（６１７）、僅かにST１９（４１７）に切られる。構造：平面形は南北約１．６m、東西約１．４mの不整

楕円形を呈する。検出面から底面までの深さは約１m前後と深く、底面は東側に寄って位置し、直径０．４
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～０．５mの円形の平面形である。西・南壁の途中に傾斜が緩やかなテラス状の中段がある。埋土：４層に

分層されたが、いずれもロームブロックを含む埋め土と捉えられる。出土遺物：なし。所見：最深部底面

の形状から柱穴跡の可能性があるが、上部が広く大きく開いた形状で柱穴跡と断定できない。井戸跡とも

考えたが、調査時に湧水は認められなかった。

SK１３４５ （第３２図） I２０

位置：①区中央区画東よりに位置する。SK１３００底で検出し、当初はSK１３００の一部と考えたが、土層観察

用ベルトで本址を切るST３２（１４９２）がSK１３００に切られると認められ、別土坑と認定した。重複：土坑SK

１０８５・１３００、ST０８（５８９）、ST１０（１０７７）、ST１１（５３９）、ST１４（１４９３）、ST２２（１０１７）、ST３２（１４９２）、柱

穴跡SK１５０３・１５０４・１４９４に切られ、本址が切る遺構はない。構造：上部をSK１３００に掘り壊されている

が、残存部で南北約１．２m、東西約１．２mの不整形方形を呈し、検出面から底面までの深さは約５２cmを測

る。不整形な平面形で方位は計測しにくいが、西辺でN２０°Wである。埋土：ロームブロックを多く含む

埋め土と捉えられる。出土遺物：なし。所見：柱穴跡分布域内にあって建物跡内施設の可能性があるが、

伴う可能性がある建物跡は特定できなかった。

SK１４８６ （第３４図） I１５

位置：①区中央区画北よりに土坑SK９９２と並列する。重複：周囲の柱穴跡・溝跡の調査後に本址の存在が

判明し、SD３０・３１、柱穴跡SK４８１・８５０に本址が切られると捉えられたが重複が僅かで前後関係は断定で

きない。ST０６（８４９）、ST１５（８０８）、ST１６（８４８）、ST１７（８０９）、ST１８（８４７）、ST１９（８４６）、ST２３（７５４）、

SK４４８・７５３の関係は不明である。構造：長軸方位はN５２°Eで、SK４４８と類似する。遺構重複が著しく遺

存不良で、残存部から平面形は長軸約１．６m、短軸約１．４mの隅丸不整方形と推測される。壁は若干斜め

で、底面はほぼ平坦で検出面からの深さ約１０cmと浅い。埋土：褐灰色土の単層である。出土遺物：な

し。所見：中型のSK９２２と隣接し、造り替えの可能性がある。

SK４３５ （第３４図） I１５

位置：①区中央区画北よりに位置する。重複：ST２４（６０９）、SK７８３・１４８９を切り、ST２５（６１０）との関係

は把握できなかった。構造：平面形は長軸約１．２m、短軸約０．９mのやや丸みのある長方形を呈し、長軸方

位はN８７°Wである。壁は若干斜めで底面の中央がやや窪む。検出面から底面までの深さは約１４cmであ

る。埋土：色調から２層に捉えたが、何れもローム粒を含む埋め土と思われる。出土遺物：なし。所見：

本址はST０４・０５内に位置し、長軸方位と棟方向の類似からST０４・０５の内部施設の可能性がある。

SK１４７３ （第３４図） I１９

位置：①区中央区画西よりにある。重複：中世面で見逃して弥生包含層調査時に検出したため他遺構との

重複関係は直接確認できていない。埋土中の礫がない部分に重なるST１４（８２５）、SK５９３、ST１４と関連す

るST１３（８２６）は本址を切る可能性がある。SK４９９・５９３・５９４、SX０４との関係は不明である。構造：平面

形は長軸１．２m、短軸０．９mの不整長方形で、長軸はN８°W前後である。断面形は逆台形で検出面から底面

までの深さは３６cmを測る。埋土：黒色土ブロック等を含む埋め土と捉えられ、埋土中の一定の高さで人

頭大の礫が集中的に検出された。礫の性格は不明だが、埋め戻しの途中で入れられた可能性がある。出土

遺物：図示していないが、古代須恵器１片２０３g、弥生土器２片５２gある。所見：性格は明らかにしえなか

ったが、本址と重複するST１３（８２６）・１４（８２５）の位置関係は、北方にあるST１３（４０６）・１４（８６１）とSK
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１１７２の位置関係と対応し、SK１１７２と共に本址も掘立柱建物柱穴跡の可能性がある。

SK４４７ （第３０図） I１５

位置：①区中央区画北部に位置する。重複：土坑SK４４８・５５８を切る。ST２１（５６０）、ST２４（５５９）、ST２５

（１４９０）、ST３２（６３５）との関係は把握できなかった。構造：平面形は長軸約１．４m、短軸約０．８mの長方形

で、長軸方位はN２°Wである。壁はほぼ垂直で、検出面から底面までは深さ約１２cmを測り、底面は平坦

である。埋土：スコリア粒を全体に多く含み、人為的に埋められている可能性がある。出土遺物：図示し

ていないが内耳鍋片２片（１７g）ある。所見：位置的にはST１５～１７の内部施設の可能性がある。

SK６８１ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画南東部にある。重複：ST２８（６８０）を切り、ST２７（７３３）、ST１８（６８３）との関係は不

明である。構造：平面形は長軸約１．０m、短軸約０．５mの楕円形を呈し、長軸方位はN３°Wである。断面形

はU字状を呈し、検出面から底面までの深さ約２６cmほどである。埋土：ブロック土を多く含む埋め土と

捉えられる。出土遺物：なし。所見：SK７６０の南に近接し、長軸方位から南北棟方向の建物跡の内部施設

の可能性がある。本址は位置からST２７内部施設の可能性がある。

SK７６０ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画南東、SK６８１北側にある。重複：ST１５～１７の南梁行柱穴跡の可能性があるSK７５６・

７５７・７９０の前後関係は重複部が僅かで不明である。また、東西棟ST１３（７６１）を切る調査所見だが、本址

は南北長軸方位なので南北棟建物跡に関係する遺構とみられ、後出する東西棟を切る所見は見誤りか、柱

穴跡の比定に問題があると思われる。構造：平面形は長軸約１．５m、短軸約０．７mの楕円形を呈し、断面形

はU字状で検出面から底面までの深さは約３０cmである。長軸方位はN１２°Eである。埋土：上層はブロッ

クを多く含む土層で埋め戻されている。出土遺物：なし。所見：類似形状のSK６８１ともに南北棟建物跡の

内部施設の可能性があり、本址はST１８・１９か２７に伴う可能性がある。

SK１１７２ （第３４図） I１９

位置：①区中央区画SX０４内にSK１０９８と隣接して位置する。重複：SX０４を切り、ST１４（８６１）、ST１０

（６１８）に切られるが、本址底面検出のST０８（１２９１）、土坑SK１０９８との関係は見逃した。構造：平面形は

長軸約１．４m、短軸約０．８mの楕円形を呈する。断面形は西側上部が開いた逆台形で、底面は直径０．５mほ

どの円形である。検出面から底面までの深さ約７０cmを測る。埋土：ロームブロックを含む埋め土と捉え

られる。出土遺物：なし。所見：規模から土坑としたが、南にあるSK１４７３とST１３（８２６）・１４（８２５）の

位置関係は、本址とST１３（４０６）・１４（８６１）の位置関係と似ている。本址はSK１４７３と共に、掘立柱建物

跡の柱穴跡の可能性がある。

SK１４８７ （第３５図） I１５

位置：①区中央区画の北よりにある。大部分はSX０３に壊され、底面と東辺のみが僅かに残存する。重

複：SX０３、ST１５（４９４）、ST１６（４９５）、ST１７（４９６）、ST４１（４９３）、SK３８９・６０８に切られ、ST３４（１２８８）、

ST２４（１２８９）は本址と同時にSX０３床面で確認したため前後関係は不明である。構造：平面形は長軸約

１．４m強、短軸約０．８mの長方形と思われ、長軸方位はN７°E方向である。壁は若干斜めで、底面は平坦な

がら東壁際が低く、検出面から底面までは約３４cmの深さである。埋土：ロームブロックを含む灰黄褐色
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土で、埋め戻されたと思われる。出土遺物：なし。所見：形状はSK７６０・６８１に類似し、本址も建物跡内

施設の可能性があるが、本址に関連しそうな建物跡は認定できなかった。

SK４２５ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画北よりにある。重複：柱穴跡SK４９０、ST３１（４２５）を切る。ST０６（７３１）と本址の関

係は重複が僅かで不明である。調査時はST３１（４２５）柱穴跡を含めて１遺構と捉えたが、整理時に上部の

炭化物を含む部分を別土坑と捉えなおした。遺構番号は変更していない。構造：平面形は東西約０．８m、

南北約０．７mの円形で、壁は斜めで底面は平坦、検出面からの深さは約１６cmと浅い。直接被熱で赤化した

部分は認められなかった。埋土：炭化物を大量に含む。出土遺物：なし。所見：土坑内で火が焚かれたも

のではないが、炭化物を多く含む特徴から、火処に関連した遺構と思われる。焼土を含む小型土坑SK

１０１３は南約３m、SK５３４が東に位置する。

SK４６６ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画北よりにある。重複：SK４６８、ST３０（１３３８）を切る。構造：平面形は直径０．５mほど

の円形で、断面形は逆台形を呈して検出面から底面まで約１４cmと浅い。被熱痕は認められず遺構内で直

接火が焚かれたものではない。埋土：焼土粒を少量含む。出土遺物：なし。所見：直接内部で火は焚かれ

ておらず、焼土は近接したSF０８から流入したものかもしれない。形状が類似する小型土坑のSK４６７・４７２

が近接している。造り替えか、類似した性格の遺構と思われる。

SK４６７ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画北よりにある。重複：SK４６８を切り、ST２７（１４９６）に切られる。構造：平面形は直

径０．７mほどの不整円形で、断面形は壁の立ち上がりが緩やかな逆台形を呈する。検出面から底面までの

深さは１８cmを測る。埋土：スコリア粒を全体的に多く含む。出土遺物：なし。所見：同様の小型円形土

坑のSK４６６・４７２が近接し、造り替えか、類似した性格の遺構と思われる。

SK４７２ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画北よりにある。重複：SF０８を切り、ST２６（８７９）との関係は不明である。構造：直

径０．５mほどの円形の平面形で、断面はU字状で検出面から底面まで１６cmと浅い。埋土：全体的に地山の

スコリア粒を多く含み、上層では焼土粒を含む土層が検出された。出土遺物：なし。所見：土坑内部で火

が焚かれものではなく、焼土は隣接するSF０８に由来すると思われる。形状・規模の類似するSK４６６・４６７

が近接し、造り替えか、類似した性格の遺構と思われる。

SK５３４ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画にある。重複：東辺に重複するST１３（８８４）、SK８８５、ST２８（８８６）との前後関係は把

握できなかった。構造：平面形は直径約０．６m～０．８mの円形を呈し、壁は若干斜めに掘り込まれる。底面

は平坦で検出面からの深さは約１６cmほどである。埋土：埋土中位に焼土層があり、その下はブロック土

を含む人為的埋め土とみられる土層がある。出土遺物：なし。所見：火処に関連した施設と思われる。炭

化物を多く含むSK４２５は西に隣接し、焼土粒を含むSK１０１３は南西約３mにある。掘立柱建物跡の分布範

囲内にあって建物跡内の施設の可能性もある。
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SK５７１ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画の東よりにある。重複：土坑SK６４３・１０７４、柱穴跡SK７５２を切り、柱穴跡SK１３９７とは

直接前後関係は把握できなかった。構造：平面形は直径０．６mほどの不整円形を呈し、断面形はU字状で

検出面から底面までの深さは２２cmである。埋土：灰黄褐色粘質土、ロームブロックを含む埋め土と捉え

られる。出土遺物：なし。所見：性格不明だが、近接して類似形態のSK６４２・６４３・１０７４があり、ほぼ同

じ時期につくられたとみられる。

SK６４２ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画東よりにある。重複：SK６４３、ST２０（７６６）を切る。構造：平面形は直径約０．７mの

不整円形で、断面形はU字状で検出面から底面までの深さ１４cmを測る。埋土：細かいロームブロックを

含む埋め土である。出土遺物：なし。所見：具体的な性格は明らかにできなかったが、同様の小型円形土

坑であるSK５７１・６４３・１０７４が近接し、類似した時期につくられたと思われる。

SK６４３ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画東よりにある。重複：SK６４４・７５２を切り、土坑SK６４２・５７１に切られる。SK６４５との

関係は不明。構造：平面形は直径０．５～０．６mの不整円形を呈し、断面形は逆台形で検出面から底面までの

深さ１２cmを測る。埋土：スコリア粒を含む。出土遺物：なし。所見：性格は明らかにできなかったが、

同様の小型円形土坑のSK５７１・６４２・１０７４が近接し、類似した時期に構築されたと思われる。

SK６９２ （第３５図） I２５

位置：①区中央区画の東よりにある。重複：柱穴跡SK１４３２を切る。構造：平面形は直径約０．４mの円形

で、断面形は長方形だが、検出面から底面までの深さ約１２cmと浅い。埋土：粗いスコリア粒を含む褐灰

色土の単層である。出土遺物：なし。所見：浅いことから土坑としたが、柱穴跡の疑いがある。

SK７００ （第３５図） I２５

位置：①区中央区画の南東部に単独で位置する。重複：なし。構造：平面形は長軸０．５m、短軸０．４mの楕

円形を呈し、検出面から底面までは６cmと浅い。埋土：SK６９２と同じである。出土遺物：なし。所見：

浅いことから土坑とした。性格は不明であるが、形状から柱穴跡の疑いがある。

SK７６９ （第３５図） I２５

位置：①区中央区画の南東部に単独で位置する。重複：なし。構造：平面形は長軸約０．６m、短軸約０．５m

の不整楕円形を呈し、断面形はU字状で検出面から底面までの深さは１４cmと浅い。埋土：粗いスコリア

粒を多く含む。出土遺物：なし。所見：形状から土坑としたが、柱穴跡の疑いがある。

SK７８３ （第３４図） I１５

位置：①区中央区画北よりにある。重複：土坑SK４４８、柱穴跡SK１４８８・１４８９を切り、土坑SK４３５に切られ

る。構造：南東部をSK４３５に切られるが、残存部から平面形は長軸約０．８m、短軸約０．６mの楕円形の平面

形と推測される。本址の長軸方位は把握しにくいが、比較的直線的な西辺での方位はN９°Wである。壁

は若干斜めで底面は若干窪み、検出面から底面までの深さは約１４cmを測る。埋土：灰黄褐色土の単層で

ある。出土遺物：永楽通宝２枚、太平通宝１枚出土した（第６８図１５～１７）。所見：掘立柱建物跡が密集する
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2.にぶい黄褐色土。ローム粒含。

1.灰黄褐色土。ローム粒少含。
2.1層に黒褐色土。
  ブロック含。

A′

A A′

A A′

A A′

A A′

A

0 （1：40） 1m

A′

A A′

A A′

A A′

A
A
′

A
A
′

SK1008 SK1013 SK302

SK341 SK388
SK513

範囲内にあり、建物跡に関連する可能性があるが、具体的な性格は明らかにしえなかった。

SK１００８ （第３６図） I２５

位置：①区中央区画南よりにある。重複：ST２６（１４３３）と柱穴跡SK１４３１は弥生包含層調査で検出したも

ので、直接関係は確認できなかった。構造：平面形は長軸０．９m、短軸０．８mの楕円形を呈し、断面形はU

字状で検出面から底面までの深さ１６cmほどである。埋土：スコリア粒を多く含む。出土遺物：なし。所

見：性格不明で、中世遺構とも断じ得なかった。

SK１０１３ （第３６図） I２０

位置：①区中央区画中央に位置する。重複：ST２３（１０１２）、ST３１（８５５）に切られ、柱穴跡SK５１９との関

係は見逃した。構造：平面形は長軸約０．７m、短軸約０．６mの長楕円形で、長軸方位はN３０°Eである。壁は

斜めで、底面は平坦で検出面からの深さは１４cmと浅い。埋土：細かいスコリア粒と焼土粒を多く含む

が、直接被熱で赤化した範囲は認められなかった。出土遺物：なし。所見：焼土粒を多く含むが、直接内

部で火が焚かれたと断定できなかった。

SK１０７４ （第３５図） I２０

位置：①区中央区画の東よりにある。重複：土坑SK５７１、柱穴跡SK７６３・７６４に切られ、柱穴跡SK１３９７を

第３６図 ①区土坑７
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IQ13 563 879

472

732 442
788

445 444

1498

SF06338.80m

SF05
338.80m

SF01

SX03

SF02
SF03 SF09

411 563

879

SF08

442

304
305

SD08

331

2

34

1

340.00m

IP06

NR05

951

952

1231

954

338.90m

953

A

A

A

A A

A

SF07
1.褐灰色土。細かいローム粒多含。
2.にぶい黄褐色土。
  1～3㎝大ロームブロック多含。
3.炭層。
4.焼土。

A′

A′

B B′

B′

B

A′ A′

A′A′

SF01

SX03

SF02

SF03

SF09
SF08

SF05

SF06

0 1m（1：40）

SF01～03・05・06・08・09

SF04
SF07

切る。構造：平面形は直径０．６～０．７mの不整円形で、断面形はU字状ながら検出面から底面までの深さは

３２cmである。埋土：ロームブロックの含まれ方から２層に分けたが、いずれも埋め土とみられる。出土

遺物：なし。所見：性格は明らかにできなかったが、同様の小型円形土坑のSK５７１・６４２・６４３と類似した

時期に構築されたと思われる。

SK５１３ （第３６図） I２０

位置：①区中央区画にある。重複：SX０４を切る。構造：平面形は長軸約０．７m、短軸約０．５mの楕円形

で、壁は若干斜めに掘り込まれ、底面は平坦で検出面からの深さは約１４cmである。埋土：底面上に薄く

黒褐色土ブロックを含むが、大部分はスコリア粒を少量含む粘質の強い土である。出土遺物：なし。所

見：埋土や形状から近世以後の遺構と推測した。

⑤．焼土跡

SF０１～０３、０５、０６、０８、０９ （第３７図） I１４・１５・１９・２０

位置：①区中央区画北寄りにある。SX０３上面の東よりにSF０１があり、その東約０．６mにSF０２、隣接して

SF０３とSF０９、SF０９の東約１．６mにSF０８、SF０８の東にSF０５・０６が位置する。これらの焼土跡はN８０°W方

第３７図 焼土跡SF０１～０９
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向に直線的に並び、なかでもSF０１～０３・０８・０９は方位に一致するN８８°W方向に並ぶ。

重複：SX０３→SF０１・０２・０３、SF０２→柱 穴 跡SK４１１、SF０５→ST０５（４４２）、ST０６（７３２）→SF０５、SF０６→

柱穴跡SK４４５・７８８、SF０８→土坑SK４７２・ST２６（８７９）。調査所見ではST２６（５６３）→SF０２と捉えられたが、

重複部が僅かで断定できない。また、SF０６と柱穴跡SK７８８・１４９８の関係は見逃して不明である。これら

の焼土跡は中央区画の掘立柱建物跡の分布範囲内にあって建物跡内施設の可能性があるが、具体的な建物

跡は特定できなかった。

構造：いずれも被熱で土が赤化した範囲と認められ、掘り込み等は伴わない。SF０１は平面形が長軸４０

cm、短軸２０cmの惰円形で被熱して赤化した層は薄い。SF０２は平面形が長軸６２cm、短軸４０cmの惰円形で

ある。SF０３は平面形が長軸５２cm、短軸４２cmの惰円形で、SX０３埋土上面が被熱して赤化していた。SF０５

は平面形が長軸を南北とする円形に近い楕円形で、長軸４７cm、短軸４０cmを測る。SF０６は平面形が長軸を

南北方向とする楕円形で、残存範囲で長軸４２cm以上、短軸３４cmを測る。SF０８は他遺構に壊され南北２２

cm、東西１６cmしか残存しない。被熱で赤化した層は薄く、本址の焼土粒が隣接するSK４７２埋土中に散見

された。SF０９は直径２０cmほどの不整円形の平面形で、被熱によって赤化した層は薄い。

出土遺物：なし。

所見：上記の焼土跡は掘立柱建物跡分布域と重なり、建物跡内施設の可能性がある。SF０８が南北棟方向

ST２６（８７９）に切られ、SF０５は東西棟方向ST０５（４４２）に切られ、同じST０６（７３２）を切る関係と捉えら

れた。①区中央区画内では南北棟方向より東西棟方向建物跡が後出する傾向を考え合わせると、南北棟建

物跡に伴う焼土跡と東西棟建物跡に伴う焼土跡があり、それぞれ建物跡１棟に伴うと思われる。そのなか

で、ほぼ東西方向に焼土跡が並ぶSF０１～０３・０８・０９は南北棟方向の建物跡内に位置し、SF０１～０３がSX０３

を切る関係からSX０３を切るST１５～１９、２３～２５、２８？～３０？の施設の可能性があり、やや位置がずれるSF

０５、０６は位置的に東西棟建物跡ST０７～１２内施設の可能性がある。

⑥．石垣・集石遺構

SH０１ （第３８図 PL１０） I１３・１４・１８・１９

位置：①区中央の西側平坦地縁から斜面上部にかけて位置する。北端は①区内の谷地形の窪み北岸でⅣ層

が露呈するところまでで、南は調査区外へ続くが、南の③区では延長先が検出されず①―③区中間で収束

するとみられる。重複：なし。構造：確認調査時に４トレンチ内の平坦地縁周辺に石組遺構があると認め

られていたので、面的調査では重機で斜面の表土を除去し人力で礫を掘りだした。その結果、大部分は崩

落しているが、北側に良好な石積が認められたことから石垣と捉えた。確認長は調査区内で長さ約１４mで

ある。石垣は北部ほど石積が良好に残存し、南部ほど礫の崩落が著しい。遺存状態の良好な北部で約１．４

mの高さに石を５・６段積んでいることが確認できた。その積み方は基礎となる最下段の石を横に並べて

設置し、その上に向かって右側から左側へ順に人頭大の石を積み上げている。石垣裏は一抱えもあるよう

な礫を含む礫混じり土で埋めている。出土遺物：検出時に中世陶磁器（第６１図２４・２５、２７・２８）と近世の伊

万里（第６１図２３）、銅銭（第６８図２２）が出土し、石垣背後の裏込め土層に入れたトレンチでは珠洲甕の破片が

少量出土した（第６１図２６）。所見：表面ながら近世の陶磁器が採取され、中世の盛土Ⅱの上に位置すること

から近世以後のものと捉えられる。

SH０２ （第３８図 PL１０） I０８

位置：①区と②区の平坦地中間の斜面北側上部で検出した。SH０１北側の斜面上部表土を重機で掘削中に

礫が集中して検出され、集石遺構SH０２とした。重複：なし。構造：SH０１のように石垣状に石を積み上げ
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337.60m
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IM13

IM17

B

A

SH01（B－B′）
 1.褐灰色土。ローム粒少含。
 2.灰黄褐色土。黒褐色土・
   ロームブロック含。
 3.にぶい黄橙色土。ロームブロック多含。
 4.褐灰色土。小ロームブロック少含。
 5.にぶい黄橙色土。ロームブロック多含。
 6.褐灰色土。ローム粒含まず。
    （基本土層Ⅱ層？）。
 7.黒褐色粘質土。（基本土層Ⅲ層）。
 8.褐色土。細いスコリア粒多含。
    （基本土層Ⅳ層）
 9.橙色ローム。（基本土層Ⅳ層）。

SH01（A－A′）
 1.にぶい黄橙色土。細いローム粒多含。
 2.灰黄褐色土。小ロームブロック多含。
 3.灰黄褐色土。ローム粒多含。
 4.灰黄褐色土。黒褐色土・ロームブロック含。

 5.灰黄褐色土。褐灰色土・
   ロームブロック多含。
 6.灰黄褐色土。褐灰色土ブロック・
   ローム粒多含。
 7.褐灰色土。小ロームブロック多含。
 8.灰黄褐色土。しまりなし。
 9.灰黄褐色土。ローム粒少含。
10.黒褐色土。炭化物少含。
11.橙色ローム。（基本土層Ⅳ層）。

A′

B′A

B

A′

B′

C
C
′

C
C
′

A A′

A

0 （1：80） 2m

A′

SH01

SH02

第３８図 石垣・集石遺構SH０１・０２
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ておらず、①区平坦地縁から若干下がった斜面に長さ約２．４m、高さ約１．６mの範囲で石が斜面に貼りつい

たように検出された。出土遺物：礫間から珠洲甕破片が出土した（第６１図３０）。所見：集石の上端は斜めに

揃えられており、①区と②区をつなぐ斜面の小道の縁に沿って設けられたと考えた。時期は不明だが、位

置的に近いSH０１と類似時期の所産と思われる。

（３）南部区画の遺構

南部区画は①・③区平坦地の南部の浅い谷地形南岸付近の緩斜面に立地し、①区と③区に分割調査し

た。中央区画南辺のSD１４・１５より南側の空間で、南側にSD０１のみあるが、中央区画のような区画全体を

囲む溝跡はない。検出された遺構は、削平地がSX０６の１基、竪穴建物跡はSX０５の１基、掘立柱建物跡は

ST４４～６５の２２棟、土 坑 は 大 型SK９７９・１２１８・１２６８・１２６９・１２７２・１３０６・８７８・９１０・９８３・１１５２・１２１７―

１２１９の１１基、中型はSK１１０３・１２１０・１２１３・１２５４・１２７５・１２９３・１３７５・９０６・９５３・１２５３の１０基、小型土坑

はSK２５７の１基である。他に近世以後の土坑SK９８２が１基ある。溝跡はSD０１・１０～１３・２３・５８の７条であ

る。中央区画と異なって区画全体が溝で囲まれておらず、個別建物跡や削平地に溝跡が伴い、竪穴建物跡

と掘立柱建物跡が重複するなど利用状況が変化している。

削平地SX０６は建物跡に伴うもので、削平を伴わないながらSD１０～１３・２３と同様の建物跡に伴う施設と

思われる。竪穴建物跡SX０５は南部区画のみで検出され、この区画が他と異なる利用状況があったことを

窺わせる。周囲を取り巻くように大型土坑が分布するが、関係の詳細は明らかにしえなかった。また、竪

穴建物跡は多くの掘立柱建物跡に切られ、SX０５が切る建物跡がないことから、南部区画でも古い遺構と

思われる。

掘立柱建物跡は２２棟認定した。ST６０・６１・６２は認定に不安を残し、ST５５～６５は全容が不明であるが、

他は梁行２間×桁行４（５）間の側柱建物跡で、ST５０のみ桁行５間約１０．６mの規模で、他は桁行４間で

規模は７．３～９．７mの幅があり、そのなかで８．８～９．２mが主体となる。棟方向は概ね北から５°前後東西に

振れた方位か、直交方向で、基本的に方位に合わせて建てられている。ST４９がN１１°E方向だが、SD１２に

接して構築されたためで基本的には正方位の建物跡とみて良いと思われる。また、建物跡の棟方向はST

４４～５７が南北棟方向、ST５８～６５が東西棟方向で、北部・中央区画同様の南北、東西棟方向の建物跡の建

て替えが捉えられた。南北棟建物跡ST４４～５４は傾斜上方の東桁行脇に溝跡SD１０～１３、２３を伴っており、

東西方向に平行移動するように建て替えられた可能性がある。

土坑は大型と中型が中心で、小型土坑は僅かである。大型土坑の多さは南部区画の特徴で、ほぼSX０５

を取り巻くように分布するようにもみえる。また、大型土坑は掘立柱建物跡に切られるものが多く、掘立

柱建物跡が建てられるようになる以前のものが多いと思われる。それ以外に、建物跡の内部施設の可能性

がある土坑は、SK９１０がST５８・５９、SK１２７５・１３７５・１２９３がST６０・６１と関連する可能性がある。ただし、

ST６０・６１は南北棟建物跡に後出する東西棟建物跡と捉えたが、SK１２７５・１３７５を南北棟建物跡のST５５・５７

が切る関係で、建物跡間の前後関係が矛盾するように思われ、断定はできない。一方、SK１２７５・１２９３・

１３７５と類似した形状のSK１２１０・１２１３やSK９５３がほぼ南北方向に並ぶともみえ、これらと近接時期か同じ

規格でつくられた土坑の一つかもしれない。

溝跡は、いずれも個別建物跡に伴う雨水浸入防止用溝跡と捉えられるもので、SD１０～１３・２３がほぼ２．５

m前後の間隔で東西に平行して並ぶ。SD１１と１２・１３は南端が西へ折れるL字状で、SD２３も明瞭な折れは

ないが湾曲する場所がほぼSD１１～１３と一致し、それぞれ建物跡同様に東西に平行移動した造り替えの関

係とみられる。このなかでSD１１北端はSD１４に接続し、接続部分のSD１４底が流水で抉れているのでSD１１

がSD１４に接続していたとみられる。また、このSD１０～１３・２３にそれぞれ伴う建物跡としてSD１０はST
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５３・５４、SD１１はST５０～５２、SD１２・１３はST４４～４７・４９、SD２３がST４８に該当すると捉えた。焼土跡は１基

のみあるが、建物跡内施設の可能性があるものの帰属する建物跡は特定できなかった。

①．溝跡

SD０１ （第１５図） N１２

位置：③区の南斜面直下に位置する。重複：なし。構造：東延長先は①区では検出されず、西端は浅くな

って平坦地縁で途切れる。N８７°W方向に直線的に延びて確認範囲で長さ約３．２mを測る。断面形は逆台形

で東端では深さ３０cmを測るが、底面は流水による浸食で凹凸が著しく西端ほど浅く広がる。埋土：上層

に黒褐色土、雨水の淘汰作用によるスコリア粒が下層に多く認められる。出土遺物：なし。所見：中世遺

構分布域の南限にあたり、南部区画の南限を画する溝跡と思われる。

SD１０ （第１５図） O０１

位置：①区南部区画、東側斜面直下の緩斜面に位置する。ST５３・５４に伴う溝跡と捉えた。重複：SK９９８

を切る。構造：溝跡の南北両端は浅く途切れ、緩やかなカーブを描いてN８°E方向に延び、確認範囲で長

さ約５．４mを測る。幅約０．７mで断面形はU字状で、検出面から底面までの深さは２０㎝を測る。埋土：灰黄

褐色土の単層である。南端の底面に落ち込みが認められたが、トレンチを入れたところ上層にローム層、

下層に黒褐色土が入る深い溝状の落ち込みで、範囲が溝跡とずれることから地すべりに伴う亀裂痕と捉え

た。出土遺物：なし。所見：ST５３・５４に伴う雨水浸入防止用の溝跡とみられる。

SD１１ （第１５図） I２５、N０５・１０

位置：①区南部区画にあり、SX０５を挟んで南北で検出されたが、位置や走行方向の一致から同一溝跡と

捉えた。本址はST５０～５２に伴う可能性がある。重複：調査ではSX０５と重複する部分は検出されていない

が、本址に伴うと捉えたST５０～５２がSX０５を切ることから、本址もSX０５を切っていた可能性がある。柱穴

跡SK１２５７・１２３２・１１７０は底面で検出したため前後関係は直接確認できていない。構造：本址は南北方向

の溝跡で南端が短く西へ折れる。南北方向の部分はN９°E方向に１２．６mの長さを測り、北端は浅く途切れ

る。その北延長先のSD１４底には本址から流れた雨水で浸食されたと思われる窪みがあり、北端も短く折

れてSD１４に接続していたと思われる。南端は西へ屈曲して１．５mほどで浅く途切れる。SD１４接続部まで

含めると全長約１３．０mを測る。幅は遺存良好なところで約０．６m、断面形は東側傾斜上方の東岸が急傾斜

で西側は緩やかなU字状を呈し、検出面から底面までの深さは２０cmを測る。埋土：褐灰色土層を基調と

し、南側は若干黄色が強い。出土遺物：図示していないが黒曜石片１点、須恵器１片１８１g、弥生土器１

片３gがある。所見：建物跡ST５０～５２に伴う雨水浸入防止用の溝跡とみられ、西側に並行するSD１２・

１３、２３とは南端の折れる位置が一致し、本址と造り替えの関係と思われる。

SD１２・１３ （第１５図） N０５・１０

位置：①区南部区画に位置し、SD１１西側に平行するL字状溝跡をSD１２、屈曲部分付近に重複する溝跡を

SD１３とした。ST４４～４７、４９に伴うと捉えた。重複：SD１３→１２、土坑SK９５３→SD１２、SD１２→柱穴跡SK

２７０。また、調査時にSD１２がSX０５に切られると捉えたが、整理時の検討でSD１２がST４４～４７、４９に伴う可

能性が想定され、これらの建物柱穴跡がSX０５を切ることから、本址もSX０５を切っていたと思われる。ま

た、調査時にSD１２・１３をSK１２１８が切ると捉えたが、整理時の検討でSD１２・１３に伴うと思われる建物跡

ST４７（９０４）がSK１２１８を切ると捉えたことから、SK１２１８をSD１２・１３が切っており、調査時の所見が誤っ
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ていた可能性がある。底面上で検出したSK１１５３・１１５９、ST５０（１４７６）、ST４９（１２０１）、ST４５（１１５４）と

の前後関係は把握できず、調査時には土坑SK１３７５をSD１２が切ると捉えたが、重複が僅かで断定できな

い。構造：SD１２は北端のSX０５重複部からN９°E方向に約５．２m続き、南端から西へ折れてSK１２１８重複部

分まで３．２mを測る。断面形は逆台形で、幅は南辺で約０．６m、検出面から底面までの深さは最大１７cmを

測る。SD１３はSD１２屈曲部から１．８m、幅は約０．４mを測る。断面形は逆台形で、検出面から底面までの深

さは約６cmほどである。埋土：何れも細かいローム粒、ブロックを含む。SD１２はにぶい黄褐色土、SD１３

は灰黄褐色土層の単層である。出土遺物：なし。所見：SD１２の南北部分を共有しながら南端部分をSD１３

→SD１２へ造り替えた可能性がある。ST４４～４７、４９に伴う雨水浸入防止用の溝跡で、屈曲部の場所が一致

するSD１１、２３は造り替えの関係とみられる。

SD２３ （第１５図） N１０

位置：①区南部区画のSD１２西端付近にあり、ST４８が伴う。重複：ST６２（１００２）・ST６１（１１６２）・ST５７

（２７２）、土坑SK１２１９と重複するが、埋土が僅かにしか残存せず、前後関係は不明である。構造：北端は浅

く消え、南端はSK１２１９に切られるまで約２．２mを検出した。浅く僅かな痕跡しか残存していなかったが、

緩やかにカーブする。断面形はU字状を呈し、検出面から底面までの深さは１０cmに満たない。埋土：記

録もれだが、褐灰色土とみられる。出土遺物：なし。所見：本址が緩やかにカーブする位置がSD１２・１３

屈曲部とほぼ同じなので、ST４８等の建物跡に伴う雨水浸入防止用溝跡と捉えた。

SD５８ （第１５・１６図） N０４

位置：①区南部区画の削平地SX０６に伴う。重複：SK１１００はST５８柱穴跡の可能性があり、調査所見では本

址を切る。柱穴跡SK１４５５は弥生包含層調査中に調査されたもので前後関係は直接確認できていない。ST

４４（１１０１）との関係は不明である。構造：北端は浅く消え、南端は屈曲して調査区西外へ延びる。形状は

L字状で、幅約３０cm、調査区内で長さ約５．４mを確認した。断面U字状を呈する。埋土：記録もれで仔細

不明である。出土遺物：なし。所見：SX０６に伴う雨水浸入防止用の溝跡とみられる。

②．削平地

SX０６ （第１６図 PL５） N０４

遺構の認定：①区南部区画の調査区西壁際にやや不整形な落ち込みが認められ、壁際にトレンチを入れた

ところ削平地と判明した。大部分は調査区外へ延びて全容は不明である。

位置：①区南部区画の西壁際に位置する。

構造：北西へ傾斜する地形に立地して傾斜上方の東・南辺が深く掘り込まれ、西辺は調査区外に延び、北

辺は傾斜下方にあって浅く緩斜面に続く。調査区内では南北約５．３m、東西は調査区内で１．５mの規模を測

る。平面形は長方形を呈すると思われるが、やや南東隅が丸い。長軸方位は東辺でN１７°Wである。斜面

上方は１０cm前後ほぼ垂直に削平し、その際に溝跡SD５８を配する。底面は平坦だが、あまり堅くはない。

埋土は他削平地同様にロームブロック土で埋め戻されていた。

出土遺物：砥石１点（第６６図５）がある。

重複関係：SX０６→SK１１００。ST４４（１１０１）、ST４８（１０２９）、土坑SK１０９７・１１０３、柱穴跡SK１０９３～１０９７・

１１０２・１４５５・１４７９との前後関係は直接確認できず不明である。SK１０９４は底面までの深さ約８cm前後だ

が、他は底面から柱穴跡底面までの深さ２０～３０cm前後を測り、本址に伴う可能性がある。

所見：形状からSX０１同様の建物跡に伴う削平地と捉えられるが、伴う建物跡の規模や棟方向は明らかに
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しえなかった。隣接した中央部の区画西側の傾斜下方にあたる類似場所に削平地SX０３・０４があるが、SX

０３・０４では確実に伴う建物跡が把握できず同じ性格と言い切れない。

③．竪穴建物跡

SX０５ （第３９図 PL５） N０５

遺構の認定：Ⅳ層ローム上で方形の落ち込みと認められ、削平地と想定してSX０５としたが、トレンチを

入れたところ傾斜下方にも立ち上がりが確認され竪穴建物跡と判明した。遺構記号はSXのまま使用し

た。

位置：①区南部区画の東よりに位置する。

構造：平面形は東西約５．２m、南北約４．２mの長方形を呈し、長軸方位はN８６°Eである。壁はほぼ垂直に掘

り込まれ、東壁は深さ約５０cmを測るが、西側は１４cmほどしかない。埋土はロームブロックの含まれ方か

ら分層したが、何れもロームブロックを含む埋め土である。床面は平坦でかなり堅く、壁際に壁溝、４隅

に柱穴跡、中央に炉跡が検出された。床面は２枚あり、下部床面は直接被熱を受けて赤化した部分が認め

られ、その上にロームブロック主体の土で埋めて床面としている。東・南壁の一部も赤化しており、火災

後に床を貼り直し、炉や柱穴跡も造り替えられた可能性がある。上面床面で重複する柱穴跡が多数検出さ

れ床面上で検出された柱穴跡に個別SK番号を付したが、後に四隅にあるSK１１５７・１１５８・１２１６・１２５２が本

址柱穴跡であると判断した。柱穴跡の平面形は直径６０cm前後の円形を呈し、底面には段差が認められた

ことから、建て替えに伴って新旧２基の柱穴跡が同じ場所に重複していた可能性がある。柱穴跡内から銅

銭が出土したものの、調査では見逃して一緒に掘り下げたため帰属が新旧何れなのか不明となった。柱穴

跡は床面からの深さは約６０cm前後である。炉は中央に位置する浅く窪んだ地床炉で、火床面は２枚あっ

て、床の貼り直しに伴って造り替えられたと思われる。平面形は１辺１m前後の不整方形を呈し、中央か

ら南東部が顕著に焼けていた。また、新炉の上面には盛り上がるように灰層が検出された。壁溝は幅約２０

cm前後で、断面形は長方形を呈して深さ約１４cm前後を測る。内部は被熱で赤化しておらず、使用時に開

口してなかったか、建て替えに際して掘り直された可能性がある。

出土遺物：大部分の出土土器は本址が掘り込む基本土層Ⅲ層中の弥生土器片で、中世遺物は少ない。近世

遺物も出土したが、見逃した木根痕等の混入の疑いがある。中世焼物（第６１図１９～２２）は珠洲甕２片９９g、

瓦質内耳鍋１片６１g、内耳鍋８片６１g、近世焼物は伊万里碗１片９g（第６１図２０）、弥生土器は２４９片１９３７g、

土製円盤１点８g・土器片紡錘車１点４g（第６５図２２０・２２１）がある。他に砥石１点（第６６図４）、石鉢片１点

（第６６図８）、打製石斧１点（第６７図２１）、キセル１点（第６８図１３）、鉄釘１点（第６８図４）、北西隅柱穴跡SK１２１６

から銅銭１点（第６８図１８）が出土した。調査ミスで出土SK不明となった銅銭２点（第６８図２０・２１）は本址柱

穴跡SK１１５７出土の可能性がある。

重複関係：SX０５→ST４７（SK９４０・１１７５）、SX０５→ST４９（９４５・１１７４）、SX０５→ST５０（１１６９・１２１４）、SX０５

→ST５２（１２１５）、SX０５→ST５３（９８７・１４７８）、SX０５→ST５４（１２０７）、SX０５→柱 穴 跡SK９３９・９４２・１１１９・

１１７１・１１６６～１１６８・１１７３・１１７６～１１７８・１２２４～１２２６。SD１９～２１→SX０５、SD２４・２５→SX０５。重複する柱穴

跡は埋土中から床面上面で検出し、床面下で検出された柱穴跡はない。重複関係を見逃したSK１１７９はST

５０柱穴跡の可能性があり、本址を切ると思われる。ST５５～５７との関係は不明である。壁際で検出したSK

１１５９・１２５６・１２５７・１４４３・１２９９、土坑SK１２１０・１２１３との前後関係は確認できなかった。また、調査時に

SD１１・１２との重複を見逃したが、SX０５東西断面にSD１１延長先と思われる落ち込みが記録されており（埋

土１層）、SD１１に伴うと思われるST５０・５２、SD１２に伴うと思われるST４７・４９柱穴跡が本跡を切ることか

らも、SD１１・１２が本址を切る可能性が高い。
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1. 褐灰色土。小ロームブロック多含。
2. 黒褐色土。黒色土ブロック多含。
3. 灰黄褐色土。小ロームブロック多含。
4. 灰黄褐色土。小ロームブロック少含。
5. 灰層。
6. にぶい黄褐色土。ロームブロック多含。
7. 焼土ブロック多含。
8. 褐灰色土。小ローム粒多含。

1. 黒褐色土。ロームブロック多含。
2. 灰黄褐色土。小ロームブロック少含。
3. 褐灰色土。ロームブロック多含。

柱穴跡

1. にぶい赤褐色灰層。
2. 褐灰色灰層。炭化物少含。
3. 灰主体。焼土小ブロック多含。
4. 灰褐色土。炭化物多含。
5. 焼土。

6. 灰層。
7. 炭層。
8. 灰含焼土。

SX05 上面

SX05 下面

第３９図 竪穴建物跡SX０５
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所見：調査区内で検出された唯一の竪穴建物跡である。すべての掘立柱建物跡に切られ、南部区画で掘立

柱建物跡が建て替えられるようになる以前に、他区画と異なる空間利用、あるいは居住者が居たことを窺

わせる。また、本址西側に大型土坑が並んでおり、関連する施設と思われる。

④．掘立柱建物跡

ST４４・４５ （第４０図） I２４・２５、N０４・０５

建物跡の認定：整理作業でSD１２の西２mに平行して南北方向に直線的に並ぶ柱穴跡が認められ、２m強

の間隔の柱穴跡を組み合わせてST４４・４５を認定した。

ST４４はSK９７５・９６７・１２２８・２８９・２７３を東桁行、約５．２m離れて平行するSK１０８８・１１８２・１１０１・９０９・

（調査区外）を西桁行と捉えた。南北梁行の中間柱穴跡は不明で、梁行は特定できなかった。また、本址

の中央の棟方向にSK９２８・１１６３が位置するが、内部柱穴跡と断定できず側柱建物跡と捉えた。

ST４５はSK１３９２・１３９１・１２５９・（不明）・１１５４を東桁行、東桁行の西約４．９m離れて平行するSK１０９０・

９２２・２９９・（調査区外）を西桁行、SK１０９０・１２４６・１３９２を北梁行、南梁行はSK１１５４・１２４７・（調査区外）

と捉えた。南西部は調査区外へ延びる。東桁行北から４番目の柱穴跡想定位置には柱穴跡が検出されず不

明となった。

位置：①区南部区画の西側にあり、東桁行が重なりながらST４４・４５は南北にずれて重なる。

構造：ST４４は確認範囲で梁行推定２間約５．２m、桁行４間約９．７mの規模で、棟方向はN２°Wである。柱

間寸法は東桁行北から２．６、２．５、２．４、２．２mである。柱穴跡は直径４０cmの円形の平面形で、検出面から

底面までの深さ約２０～４０cmだが、底面標高は南側で３３８．７～３３８．６mで、東桁行南側SK２７３・２８９は

３３８．５、３３８．６mと高いが、他は３３７．５～３３８．１mを測り、北側ほど低い傾向がある。

ST４５は梁行２間約４．９m、桁行４間約９．１mの規模で、棟方向はN１°Wである。柱間寸法は東桁行で北

から２．３、２．２m、南側は中間柱穴跡を仮定して２．３～２．４m前後と推測される。北梁行は西から２．７、２．２m

である。柱穴跡は直径約３０cm前後の不整円形を呈し、検出面から底面の深さは南東端SK１１５４が約８０cm

と深いが、他は約４０cm前後である。底面標高は高いSK１２５９で３３８．２m、低いSK１０９０で３３７．４mと８０cmの

幅がある。ただし、３３７．８～３３８．２m前後が多い。

出土遺物：図示していないが、ST４５（１３９２）から混入と思われる弥生土器片が出土した。ST４４なし。

重複関係：ST４４（２７３）→柱穴跡SK２７４、土坑SK１２１８→ST４５（１２４７）。SX０６とST４４（１１０１）、ST４４（１２２８）

と土坑SK１２１３、ST４５（１２４６）と土坑SK１２７２、ST４５とSD１２の関係は見逃した。

所見：ST４４・４５は位置的にSD１２に伴う建て替えの建物跡とみられる。直接重複していないが、梁行の位

置が類似するST４５と４６・４７は近接時期の建て替えの可能性がある。

ST４６・４７ （第４０図） I２４・２５、N０４・０５

建物跡の認定：整理作業でST４５の東約１mに平行する直線的な柱穴跡列からST４６・４７を認定した。

ST４６はSK１２４２・１１２５・１２１２・２９０・２７５を東桁行、平行するSK１０９１・１１８１・９１７・１１９７・９００を西桁行、

SK１０９１・１３０２・１２４２を北梁行と捉えた。南梁行はSD１２・１３屈曲部脇にあるSK２７５から西、直交方向のSK

９００を結ぶラインと想定した。南梁行中間の柱穴跡は、その想定位置周辺にあるSK１５０２はST６３、SK１２６４

はST６５柱穴跡と捉え、SK９０３は浅すぎて柱穴跡と断定できず不明となった。また、桁行柱穴跡と直交方

向の建物内にあるSK１５０１・１３６０は内部柱穴跡と認定しなかった。

ST４７はSK１２４１・１１７８・９４０・２９１（か９９６）・１１１７を東桁行、平行するSK９２５・１４８０・９１６・１３７７・１２０３を

西桁行、桁行北端のSK９２５・１０２５・１２４１を北梁行、SK１１１７・９０４・１２０３を南梁行と捉えた。南西隅のSK
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１２０３は南に寄りすぎ、調査区外に該当柱穴跡があるかもしれない。また、南梁行は少し東にずれたSK

９０１・２７６を結ぶラインの可能性もある。なお、桁行北延長先にはSK９７８・１４４１、９８５があるが、離れ過ぎ

て位置もずれて関連しないと捉えた。また、本址中央にあるSK１１１４は他に対応柱穴跡がなく、内部柱穴

跡と認定しなかった。

位置：①区南部区画の西よりにST４５の東に少しずれた場所にST４６・４７がほぼ重なって位置する。

構造：ST４６は確認範囲で梁行２間約４．４m、桁行４間約９．０mで、棟方向はN２°Wの側柱建物跡である。

柱間寸法は東桁行の北から約２．７、２．５、１．７、２．２mで、北端の柱間寸法が長く、南から２番目が短い。梁

行は北梁行西から約２．０、２．４mを測る。柱穴跡は直径約３０cm前後の円形の平面形で、検出面から底面ま

での深さは南部で約８０cm、北部で約３０cm前後を測る。底面標高は３３７．８～３３８．２mである。

ST４７は梁行２間約４．６m、桁行４間約８．９mで、棟方向はN２°Wの側柱建物跡である。柱間寸法は東桁

行で北から２．５、１．９、２．３、２．２m、梁行で約２．０・２．６mを測る。柱穴跡は直径２０～３０cmの円形の平面形

で、検出面から底面までの深さは約２０～１００cmを測る。底面標高はSK１３７７のみ３３７．４mと低く、南東隅の

SK１１１７・２９１が３３８．５mで高いが、他は３３７．８～３３８．２mである。

出土遺物：ST４６（９１７）からカワラケ１片２２g（第６１図１０）、ST４７（１２４１）から図示していないが弥生土器

片３片３４gが出土した。

重複関係：SX０５→ST４７（９４０・１１７８）、土坑１２１０→ST４６（１２１２）、土坑SK１２１８→ST４７（９０４・１２０３）、土坑

SK１２７２→ST４７（１０２５）、SD２５→ST４６。ST５４（１３８１）とST４７（２９１）は検出が前後し、ST４７（１３７７）も

弥生包含層調査中に検出したためST４６（１１９７）との前後関係は直接確認できなかった。土坑SK１２７２とST

４６（１３０２）の関係は見逃した。

所見：ST４６・４７は位置関係からSD１２に伴うと思われ、梁行の位置が類似するST４５と４６・４７は近接時期の

可能性がある。

ST４８ （第４０図） N０４・０５

建物跡の認定：整理時にSD２３湾曲付近から北に直線的に並ぶSK１４１２・１２６７・９３１・９３５・２８７を東桁行、

その北端SK１４１２から西へ直交方向に並ぶSK１２６６・１０２９を北梁行と捉えた。西桁行はSK１０２９からSK１０９６

へ続くラインと思われるが、大部分は調査区外へ延びる。東桁行柱穴跡の一部はST５０の西桁行と重な

り、本址（２８７）はST５５柱穴跡の可能性も残る。また、本址は規模も柱間寸法も狭く、東桁行は南延長先

のSK９０４まで延びるとも考えたが、本址はSD２３に伴う可能性があり、SD２３より南にあるSK９０４はST４７柱

穴跡と認定した。

位置：①区南部区画の西よりに位置する。

構造：ST４８は確認範囲で梁行推定２間約４．２m、桁行４間約７．１mの規模で、棟方向はN２°Wの側柱建物

跡である。柱間寸法は東桁行北から約１．７、１．７、１．７、２．１mで、①区南部区画の類似規模の建物跡として

は小さい。柱穴跡は直径２０cmほどの円形・不整隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは傾斜

上方の南側で約７０cm、北側では４０cmで、底面標高は３３７．４～３３８．２mで、南側は３３８．２m前後、北側で

３３７．６m前後と地形傾斜同様に北側ほど低い。

出土遺物：なし。

重複関係：ST５０と本址の関係では、ST４８（１２６７）がST５０（１３６０）を切り、ST５０（１４１３）がST４８（１４１２）を

切る矛盾した調査所見だったが、何れも重複部分が僅かで新旧関係は断定できない。また、土坑SK９１０→

ST４８（９３５）との調査所見だが、重複が僅かで断定できない。ST４８と土坑SK１２７２・SX０６との関係は直接

確認できず不明である。位置的にSD２３は本址に伴う可能性がある。
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所見：①区南部区画のSD２３に伴う建物跡とみられるが、他に同様の建物跡は認定できなかった。

ST４９ （第４１・４２図） N０４・０５

建物跡の認定：整理時にSD１２東脇に直線的に並ぶSK１１１１・１１７４・９４５・９４４・１１１８を東桁行、その北端SK

１１１１から西へ直交方向のSK１１１１・１３９３・１３０１を北梁行、東桁行柱穴跡と平行して直線的に並ぶSK１３０１・

１２２９・１１８５・１１０４・９０２を西桁行、桁行南端のSK１１１８・１２６５・９０２を南梁行と捉えた。このなかでSK１１７４

はSX０５床面上、SK１３０１・１３９３は弥生包含層調査中で検出した。西桁行北端から２番目はSK１２３０、３番目

第４２図 掘立柱建物跡ST４９～５４ エレベーション
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にSK１１８７が該当する可能性もあるが、桁行北から１・２間目が短く、３番目が長すぎるためSK１２２９と

１１８５を充てた。また、SK２８９は南梁行から北側１間目の中央に位置しており、内部柱穴跡とも思われた

が、他に関連する柱穴跡もなく、本址に関連するものとは認定しなかった。

位置：①区南部区画のST４４～４７東側に一部重複しながら位置する。

構造：本址は梁行２間４．８m、桁行４間約８．８mの規模で、棟方向はN８°Eの側柱建物跡である。柱間寸法

は東桁行で北から１．７、２．２、２．２、１．７m、北梁行で西から２．４、２．４mを測り、比較的等間隔である。柱穴

跡は円形・不整隅丸方形の平面形で、傾斜上方の東・南側は直径４０～５０cmで、深さは７０cm前後、西・北

部は直径２０cm前後で、深さ４０cm前後である。相対的に傾斜上方の東・南が大きく深く、柱穴跡の底面標

高は西桁行と東桁行北側で３３７．７～３３７．０m、東桁行南部SK１１１８・９４４で３３８．２、３３８．３mを測る。

出土遺物：なし。

重複関係：SX０５→ST４９（９４５・１１７４）、SD２４・SK１２７２→ST４９（１２２９）。ST４９（１２６５）とST５０（２７１）、ST４９

（１１０４）と土坑SK９１０、ST４９（１３０１）とSK１２７２、ST４９（１２０１）とSD１２の関係は直接把握できなかった。

所見：本址はSD１２に伴う可能性がある。同様にSD１２に伴うST４４～４７とは棟方向が若干異なるが、本址と

の前後関係は直接把握できなかった。

ST５０・５１・５２ （第４１・４２図） I２５、N０５・１０

建物跡の認定：整理時にSD１１脇に直線的で等間隔に並ぶ柱穴跡の配列から建物跡３棟を認定した。

ST５０はSD１１脇に並ぶSK（１４６８か１４６９）・１４１６・１２２５・１１７９・２９５・９５８を東桁行、それと約５m西に平

行するSK１２７１・１４１３・１３６０・１１１４・９６６・２７１を西桁行、その両端を結んだSK９５８・１４７６・２７１を南梁行、

SK（１４６８か１４６９）と１２７１を結ぶラインを北梁行と捉えた。北梁行中間柱穴跡は不明で、東桁行の北から

４番目の柱穴跡はSK１１７９ではなく、SX０５埋土中にあった柱穴跡を見逃した可能性がある。西桁行SK９６６

は底面に段差があり、ST５６の柱穴跡と２基重複した可能性がある。また、本址内の中央棟方向にSK

１１１３・１１７８・９４２が直線的に並び、本址の内部柱穴跡の可能性があるが、建て替えの関係と捉えたST５１・

５２には内部柱穴跡が認められず、内部柱穴跡と認定しなかった。なお、ST５１・５２は桁行４間なので、本

址が桁行５間となることは不安がある。

ST５１はSD１１脇に直線的に並ぶ柱穴跡のSK８２２・（不明）・８３２・（不明）・１１５６を東桁行、その北端SK８２２

から西へ直交方向で約４．６m離れて平行するSK１３９０・９７１・１３９４・１２０５・９４３を西桁行、桁行北端を結ぶ

SK１３９０・８１９・８２２を北梁行と捉えた。東の桁行北から２番目の柱穴跡や、SX０５と東桁行重複部分の柱穴

跡は見逃した可能性がある。南梁行はSK９４３・２９３か１１５５・１１５６を結ぶラインと考えたが、南梁行がSD１１

の区画範囲より短く、もう１間南へ延びる可能性が残るが、該当する柱穴跡はない。本址の平面形は不整

長方形で認定に不安がある。

ST５２はST５１から西側６０cmに直線的に並ぶ柱穴跡SK８２１・１４１４・１２１５・９９３・１２００を東桁行、それと並

行するSK９７４・１２４４・（不明）・１３０５・９５０を西桁行と捉えた。西桁行の北から３番目の柱穴跡が不明だ

が、やや東に位置するSK９３９か、検出できなかった可能性がある。南梁行はSK９５０・９５５・１２００、北梁行

はSK９７４・１２４０・８２１と捉えた。南梁行のSK９５５はかなり梁行ラインから内側に入るが、隣接するSK９５６を

ST５７柱穴跡と捉えた関係からSK９５５とした。

位置：①区南部区画の東側、SD１１脇にST５０・５１・５２が少しずつ西にずれながら重なって位置する。

構造：ST５０は梁行２間約４．９～５．２m、桁行５間約１０．６mの規模で、棟方向はN４°Wの側柱建物跡であ

る。柱間寸法は西桁行北から２．０、２．０、２．４、１．８、２．２mで、南梁行は西から２．７、２．２mである。柱穴跡

は直径３０cm前後の円形の平面形で、検出面から底面までの深さは東側で７０cm前後、西側では３０～４０cm
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ほどである。底面標高は傾斜上方にある西桁行南端SK２７１が最も高く３３８．６m、傾斜下方の西桁行北部で

３３７．６mと１m近い差があるが、３３２．８～３３８．２m前後が多い。

ST５１は南梁行の位置の認定に不安があるが、上記の柱穴跡から梁行２間で南梁行約４．０m、北梁行約

４．６m、桁行は４間で東桁行約７．９m、西桁行８．２mの側柱建物跡である。平面形は不整長方形で、西桁行

でN２°W方向である。柱間寸法は西桁行で北から１．４、１．９、２．７、２．３mと最大１．３mの差がある。柱穴跡

の平面形は直径３０～４０cmの円形・隅丸方形で検出面から底面までの深さは傾斜上方の東・南側で５０～７０

cmを測り、低い西・北側で３０～４０cmで、底面標高は西桁行のSK１３９４が３３７．８mと低いが、他は３３８．０～

３３８．２m前後である。

ST５２は梁行２間約４．２m、桁行４間約９．２mの規模で、棟方向はN２°Wの側柱建物跡である。柱間寸法

は東桁行北から２．２、２．２、２．７、２．１m、北梁行で西から２．１、２．１mである。桁行中央の柱間寸法が長い

が、他はほぼ近似する。柱穴跡の平面形は直径２０～３０cmの円形で、検出面から底面までの深さは傾斜上

方の東・南側で約５０～６０cm、低い北・西側で約２０cm前後である。底面標高は東桁行SK１２１５・１４１４がそ

れぞれ３３７．８m、３３８．０mと低いが、他の柱穴跡は３３８．２～３３８．４m前後を測る。

出土遺物：図示していないがST５２（１２４０）から弥生土器片２３片２０５g、ST５１（１３９４）から銭貨（第６８図１９）

が出土した。

重複関係：SX０５→ST５０・５２。土坑SK１２６８→ST５１（８１９）、土坑SK１２１３→ST５１（１２０５）。土坑SK１２６８→ST

５２（８２１）、SD１９→ST５２。柱穴跡の認定に不安を残すが、ST５４？（９９４）→ST５２（９９３）。ST４９（１２６５）と

ST５０（２７１）は重複が僅かで前後関係は把握できず、ST５０（１２７１）と土坑SK１２５３、ST５０（１４１３）と土坑

SK１２７２、ST５０（９６６）と土坑SK９１０、ST５０（１４７６）とSD１２との前後関係は見逃した。また、ST４８（１２６７）

がST５０（１３６０）を切り、ST５０（１４１３）がST４８（１４１２）を切る調査所見であったが、重複部分が僅かで新

旧関係は断定できない。

所見：いずれも建物跡認定に不安はあるが、SD１１に伴う建物跡と捉えた。直接重複はないが、ST５０・

５１・５２の順で西側に離れ、ST５１と５２は桁行柱穴跡が近いことからより関連が高い建て替えと推測する

と、ST５１→５２→５０かその逆順とみられる。ただし、ST５０はST５１・５２に比べてやや大きく桁行５間と捉え

た点で建て替えと言い切れるか問題を残す。

ST５３・５４ （第４１・４２図） I２５、N０５、O０１

建物跡の認定：整理作業でSD１０脇に散在する柱穴跡の配列から南北方向のST５３・５４の２棟を認定した。

東側のやや傾斜する場所にあって、柱穴跡の欠落や通りも悪いなど認定に不安を残す。

ST５３はSD１０脇に並ぶSK８３０・１００４・９９７を東桁行、それと約５m離れて２基ずつ柱穴跡が重なりながら

直線的に並ぶSK（１２３８か１４１１）・（１２２６か１１７５）・（９８７か１４７８）・（１２４９か１２５１）・１１２０を西桁行、桁行北端

を結ぶSK８３０・（８３３または８３５）・（１２３８か１４１１）を北梁行と捉えた。東桁行柱穴跡は１基ずつだが、西桁

行では柱穴跡が隣接、重複するものが多く、東西桁行柱穴跡は桁行と直交方向の位置にない。遺存状態が

悪い東桁行柱穴跡の認定に不安がある。北梁行ではSK８３３または８３５を中間柱穴跡と推測したが、何れも

西に寄って認定に不安がある。南東部柱穴跡は調査で見逃し、南梁行は確定できていない。なお、本址の

中央棟方向に並ぶ柱穴跡は内部柱穴跡ではなくST５０の東桁行柱穴跡と認定した。

ST５４はST５３東桁行に平行するSK１００６・（８３４か１００５）・１２２０（１１６１）・（１１２１か１１２２）を東桁行、約５m

西に平行するSK（９７７か１４４２）・（１１１２か１１１３）・１２０７・（１３８１か２９１）を西桁行、桁行北端のSK（９７７か

１４４２）・８２０・１００６を北梁行と捉えた。南梁行はSK（１３８１か２９１）・９９４・（１１２１か１１２２）としたが、周囲に

桁行３間と認定した建物跡はなく、西桁行南延長先に位置するSK９５４まで延びて桁行４間の可能性が残
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位置：①区南部区画東よりにあり、SD１０西脇にST５４がST５３の西へ６０cmほど平行移動して重なる。

構造：ST５３は確認範囲で梁行２間約５．０m、桁行４間約７．３mで、棟方向はN２°Wの側柱建物跡である。

柱間寸法は西桁行で北から２．２、１．８、１．５、１．９mと狭く、東桁行は２．２、３．０mと一定していない。柱穴跡

は直径２０～３０cm前後の円形の平面形で、検出面から底面の深さは北辺で８０cm前後ながら、他は４０cm前

後だが、底面標高は東桁行で３３８．５～３３８．８m、西桁行は３３７．８～３３８．５mで傾斜上方ほど高い。

ST５４は確認範囲で梁行２間約５．０m、桁行はSK９７７～１３８１まで３間約８．１m、SK９５４までだと４間約９．８

mの側柱建物跡である。棟方向はN１°Wである。柱間寸法は西桁行北から２．５、３．０、２．６m、SK９５４まで

１．８m、北梁行で西から２．０、３．０mである。柱穴跡は長軸約３０～４０cmの円形・楕円形の平面形で、検出面

から底面までの深さは南部SK１１２１で９０cm、北梁行周辺では２０cmである。底面標高はSK１１２１が３３７．６mと

低く、SK１００６・１２２０が３３８．６m前後と高いが、他は３３８．０～３３８．４m前後である。

出土遺物：図示していないが、ST５３（１２３８）から弥生土器片が僅かに出土している。

重複関係：SX０５→ST５３・５４、SD２１→ST５３（SK１２４９・１２５１）、土坑SK９５３→ST５３（１１２０）。ST５４？（９９４）

→ST５２（９９３）、土坑SK１２６８→ST５４（８２０）。土坑９５３→ST５３？（９５４）、ST５４（１３８１）を後に検出したた

第４３図 掘立柱建物跡ST５５～５７
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め、ST４７（２９１）の関係は直接把握していない。

所見：建物跡の認定に不安を残すが、SD１０に伴う建物跡と考えられる。ST５４南梁行の位置が断定できて

いないが、南梁行の中間柱穴跡がSK９９４とするとST５２を切り、SD１１と伴う建物跡ST５０～５２より古い建物

跡の可能性がある。

ST５５・５６・５７ （第４３図） N００５・１０

建物跡の認定：整理時にSD１０～１３・２３の区画南側に分布する柱穴跡から、類似位置に重なるST５５～５７の

３棟を捉えた。いずれもSX０５と重複する付近以北は不明で、規模は確定できていない。

ST５５はSK９４６・９５７・２８１を東桁行、SK２８１・１３７６・１１９３を南梁行、SK１１９３・２８７・９３６（か９６２）・９３０を

西桁行と捉えた。このうち、SK２８７はST４８柱穴跡の可能性もあり、帰属関係は断定できなかった。ま

た、西桁行北端をSK９３０と捉えたが、柱間寸法が短く本址柱穴跡との認定に不安はある。

ST５６はST５５東桁行に平行するSK２９４・２８５・２６９を東桁行、SK２６９から西直交方向のSK（１１１５か

１１１６）・２６７を南梁行と捉えた。西桁行はSK２６７から北、直交方向のSK（１１１４か９３２）を結ぶラインと想定

したが、南から２番目の柱穴跡想定位置のSK９０４はST４７柱穴跡、３番目柱穴跡想定位置のSK９６６はST５０

の柱穴跡と捉えたため、本址柱穴跡は不明となった。ただし、SK９６６は底面に段差があって２基重複して

いた可能性がある。

ST５７はSK１１６０・９５６・２８３・２６６を東桁行、SK２６６・２６３・１１９１を南梁行、SK１１９１・１１９４・２７２・１１０９を

西桁行と捉えた。北側の柱穴跡が検出されておらず、建物跡規模は不明である。梁行が短いため、SK

（１１９０か１５０６）を南梁行西端としてSK（１５０６か１１９０）・（９０４か１２４７）・９６６・９３２を西桁行とする可能性も考

えたが、ST５６柱穴跡と重複することになることから、上記の柱穴跡の構成とした。

位置：①区南部区画のSX０５の南側にあり、ST５５西約６０cmにST５６、ST５６と桁行が重なりながら梁行が８０

cm南へずれてST５７が位置する。

構造：ST５５はSK９３０以北の範囲が不明で、確認範囲で梁行２間約５．１m、桁行３間以上約７．０m以上の側柱

建物跡である。棟方向はN４°Eである。柱間寸法は西桁行北からSK９３０～９３６で１．８（SK９３０～SK９６２で

１．６）、SK９３６～２８７で２．３（SK９６２～２８７で２．５）、SK２８７～１１９３で２．９m、南 梁 行 は 西 か ら２．８、２．３mで あ

る。柱穴跡は直径２０～４０cmの円形・隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さはSK２８１とSK１１９３

が２０㎝強、底面標高は３３８．５と３３８．７mと高いが、他は４０～６０cmで底面標高は３３７．９～３３８．２mである。

ST５６はSK（１１１４か９３２）以北が不明で、確認範囲で梁行２間約４．２m、桁行は３間以上で北端がSK１１１４

までだと約６．３m以上、SK９３２まで約７．０m以上の規模で、棟方向はN４°Eの側柱建物跡である。柱間寸法

は東桁行で北側から２．７、１．７m、南梁行で西から２．４、１．８mである。柱穴跡はSK２６７が１辺約４０cmの隅丸

方形で、それ以外は直径３０cm前後の円形・楕円形を呈し、検出面から底面までの深さは約４０～７０cmであ

る。底面標高は南西隅のSK２６７が３３８．２mと低いが、他は３３８．４～３３８．５mである。

ST５７はSK１１０９以北が不明で、確認範囲で梁行２間約３．９m、桁行３間以上６．６m以上の規模で、棟方向

はN５°Eの側柱建物跡である。柱間寸法は南梁行で西から２．２、１．７m、西桁行で北から２．９、２．０、１．７m

である。柱穴跡は直径３０cm前後の円形・隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さ約４０～６０cm、

底面標高は南東隅SK２６６が３３８．８mと高く、SK１１６０が３３８．１mと深い。他は３３８．４～３３８．６m前後である。

出土遺物：なし。

重複関係：SX０５とST５５～５７の 関 係 は 不 明 で あ る。土 坑SK１３７５→ST５５（１３７６）、土 坑SK１２１８→ST５５

（１１９３）・ST５６（２６７）・ST５７（１１９１・１１９４）、土坑SK１２９３→ST５７（２６３）、SD２０→ST５５・５７。SD２３とST５７

（２７２）の関係は不明である。SK１１１６をST５６柱穴跡とすると土坑SK１２７５→ST５６（１１１６）。

第１節 中世の遺構

103― ―



所見：SD１０～１３・２３は南端がL字状に類似場所で屈曲することから、関連した造り変えの遺構と考えら

れ、その区画から外れるST５５～５７は、SD１０～１３・２３と関連すると捉えたST４４～５４と異なる時期の所産と

みられる。遺構間の重複関係でみると、ST５７が切るSK１２９３、ST５５が切るSK１３７５は、東西棟建物跡ST

６０・６１内部施設の可能性があり、この関係からST５５～５７は東西棟建物跡ST６０・６１より後出する可能性が

出てくる。しかし、①区では東西棟建物跡は南北棟建物跡に後出すると考えられることからはSK１３７５・

１２７５・１２９３とST６０・６１は関係ない可能性もある。また、ST６０・６１の建物跡構造の認定に不安もあり、ST

５５～５７はST４４～５４の前後に位置するとしかわからない。

ST５８・５９ （第４４図） N０４・０５・０９・１０

建物跡の認定：整理時にST６３～６５と重複する位置に、２基ずつ並ぶ柱穴跡が長方形に配置すると認めら

れ、建て替えの関係と想定されるST５８・５９を認定した。何れも南東隅のSD１３と重複する部分の柱穴跡が

検出されず、西部は調査区外へ延びて部分的な把握に留まる。

ST５８はSK（１１００）・９６０・１１１０を北桁行、SK１１１０・２８８・（不明）を東梁行、（不明）・１２０８を南桁行と捉

えた。南東隅の柱穴跡が想定されるSD１３付近に柱穴跡が検出されていないが、北桁行のSK９６０・９１８から

北桁行と直交する位置にあるSK１２０８・１２０９はST５８・５９の南桁行柱穴跡と捉え、南東隅柱穴跡は見逃した

可能性があると捉えた。また、SK１１００は北桁行の西延長上の調査区境にあり、他柱穴跡より突出して深

く、調査区外に本址柱穴跡が存在する可能性も残るため、本址柱穴跡と断定できなかった。

ST５９はST５８の柱穴跡南隣りのSK９１１・９１８・１１２４を北桁行、SK１１２４・１００１・（不明）を東梁行、SK

（不明）・１２０９を南桁行と捉えた。本跡も南東隅柱穴跡を見逃した可能性がある。

位置：①区南部区画の西側に位置し、ST５８・５９が重なって位置する。

構造：ST５８は南西部が調査区外へ延び、確認範囲で梁行２間推定約５．４m、桁行２間以上約５．１m以上の

側柱建物跡である。建物跡の方位は北桁行でN８９°Eである。柱間寸法は東梁行で２．５m、推定２．９m、北桁

行は西から２．６、２．５mである。柱穴跡は直径３０cm前後の円形の平面形で検出面から底面までの深さは約

４０～６０cm、底面標高は３３７．８～３３８．２mである。ちなみにSK１１００底面標高は３３７．４mを測る。

ST５９は南西部が調査区外へ延び、確認範囲で梁行２間推定約５．４m、桁行２間以上約４．６m以上の側柱

建物跡である。建物跡の方向は北桁行でN８６°Eである。柱間寸法は梁行が２．６と推定２．８m、桁行は２．５、

２．１mを測る。柱穴跡は直径３０cm前後の円形の平面形で、検出面から底面までの深さは北桁行・東梁行の

柱穴跡で約４０～６０cm、南桁行SK１２０９で約２０cm、底面標高は３３７．８～３３８．２mとST５８に類似する。

出土遺物：なし。

重複関係：ST５９（１１２４）→ST５８（１１１０）、SK１２１８→ST５８・５９。なお、SK１１００はSX０６を切る。

所見：ST５８・５９は東西棟方向の建物跡で、重複して位置することから、ST５９→５８に建て替えられたと思

われる。また、梁行が平行移動した位置関係のST６３～６５とも関連する可能性がある。

ST６０・６１ （第４４図） N０９・１０

建物跡の認定：整理時にSD１２・１３・２３の南側に２～３基ずつ隣接する柱穴跡が長方形に配置すると見受

けられ建て替えの関係と推測されるST６０・６１を認定した。桁行柱間寸法が長く、各柱穴跡の底面標高に

幅があって認定に不安はある。当初は東梁行北延長先にあるSK１２９９・１２４８、その西側SK９４８・１１０７・

１１０８と組み合わさる南北棟方向の建物跡と考えた。また、SK１３７５・１２７５・１２９３は位置的にST６０・６１内部

施設の可能性があり、これらの土坑が南北棟建物跡のST５５・５７に切られるが、①区では東西棟方向が南

北棟方向の建物跡より後出すると考えられるのでST６０・６１も南北棟建物跡となるように思われた。しか
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し、東梁行のST６０（１４７７）、ST６１（１１９８）の西、直交方向に同じように２基並ぶST６０（２８６）・ST６１

（１１６２）があり、その間隔が約３mと梁行としては狭いことから東西棟方向の建物跡と結論した。

ST６０はSK（９０７）・２８６・１４７７を北桁行、SK１４７７・２８２・２６５を東梁行、SK２６５・２５８を南桁行と捉えた。

SK９０７のかわりに調査区外に本址柱穴跡が存在する可能性もあって、ST６０・６１いずれの建物跡の柱穴跡

とも断定できなかった。

ST６１はSK（９０７）・１１６２・１１９８を北桁行、SK１１９８・２６８・２６４を東梁行、SK２６４・２５９を南桁行と捉え

た。なお、SK２６８を切るSK１１９９は木根跡の疑いがある。

第４４図 掘立柱建物跡ST５８～６５
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位置：①区南部区画の西寄りにST６０と６１は若干棟方向がずれて重なり、西側は調査区外へ延びる。

構造：ST６０は確認範囲で梁行２間約４．５m、桁行２間以上約５．８m以上の規模の側柱建物跡である。棟方

向はN８７°Eで、柱間寸法は梁行が約２．３、２．２m、北桁行は東から３．５、２．３mとやや長い。柱穴跡は直径２０

～４０cmの円形の平面形で、検出面から底面までの深さは約２０～８０cmで、底面標高もSK２５８が３３８．８mと高

く、SK９０７が３３７．８m、SK１４７７が３３８．１mと低いが、３３８．５m前後が多い。

ST６１は確認範囲で梁行２間約４．０m、桁行２間以上５．７m以上の側柱建物跡で、棟方向はN８６°Wであ

る。柱間寸法は東梁行で２．０、２．０m、北桁行で東から３．２、２．５mとやや長い。柱穴跡は直径２０～４０cmの

円形の平面形で、検出面から底面までの深さは２０～８０cmで、底面標高は低いSK９０７で３３７．８m、高いSK

２５９で３３８．７mを測るが、３３８．３～３３８．５m前後が多い。

出土遺物：ST６０・６１（９０７）から珠洲甕片１片５９g（第６１図８）、図示していないが弥生土器片３片９７gが出

土している。

重複関係：土坑SK９０６→ST６０・６１（９０７）。土坑SK９５３とST６０（１４７７）、ST６１（１１９８）とST６２？（１４７６）、

ST６１とSD２３との関係は見逃した。なお、土坑SK１２７５・１２９３・１３７５はST６０・６１南東隅に位置しているた

めST６０・６１の内部施設の可能性もあるが、南北棟方向のST５６・５７（１１１６・２６３）に切られ、①区では東

西棟建物跡より南北棟建物跡が古いと考えられるので断定できない。

所見：東西棟方向の建物跡で、同棟方向で近接するST５７・５８、ST６２～６５と関連すると思われる。

ST６２ （第４４図） N０９・１０

建物跡の認定：整理時にST６０・６１北に並ぶSK１１９６・１００２・２９２を北桁行、SK２９２・１２０１（１４７６）・１２７４を

東梁行、SK１２７４・２６０を南桁行と捉えた。東梁行中間柱穴跡は柱間寸法からSK１２０１と考えたが、SK１４７６

も可能性がある。また、本址SK１２７４脇のSK２７９、SK２６０脇にあるSK１１９２はいずれも浅く、柱穴跡ではな

く本址と関連はないと考えた。西側は調査区外へ延びて全体規模は不明で、北桁行西壁際のSK９０９は本址

柱穴跡とも考えたが、桁行ラインから若干ずれてST４４の柱穴跡とした。

位置：①区南部にST６０・６１の約１．４m北ある。

構造：確認範囲で梁行２間約５．２m、桁行２間以上約４．５m以上の規模で、棟方向はN８４°Eである。柱間寸

法は北桁行東側から２．５、２．０mで、梁行は中間柱穴跡をSK１２０１なら２．５、２．７m、SK１４７６とすれば２．２、

３．１mである。柱穴跡は直径３０cm前後の円形の平面形が多く、検出面から底面までの深さは約３０～６０cm

を測る。底面標高はSK２９２・１２７４が３３８．５、３３８．４mだが、他は３３８．０～３３８．２m前後である。

出土遺物：なし。

重複関係：ST６１（１１９８）とST６２？（１４７６）、SD２３や土坑SK１２７５との関係は把握できなかった。

所見：①区南部西寄りにある東西棟方向の建物跡の一つである。

ST６３・６４・６５ （第４４図） N０４・０９

建物跡の認定：①区南部区画の西寄りに３基ずつ近接する柱穴跡がL字状に並ぶと認められ、３回建て替

えられた建物跡と推測してST６３～６５を認定した。建て替えは北桁行柱穴跡を平行移動したものと捉え、

東梁行はその北桁行北東隅柱穴跡から直交方向の柱穴跡の組み合わせで捉えた。

ST６３はSK９１３・９３４を北桁行、SK９３４・９６４・１５０２を東梁行と捉えた。ST６４はSK９１４・９３３を北桁行、SK

９３３・９６５・１２６４を東梁行と捉えた。ST６５はSK９１５・１１０５を北桁行、SK１１０５・９６３・１２６３を東梁行と捉え

た。いずれも西側は調査区外へ延びて全体の規模は不明である。

位置：①区南部区画の西寄りに３棟がほぼ重なって位置する。
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構造：ST６３は確認範囲で梁行２間約４．２m、桁行２間以上約３．２m以上の規模で、棟方向はN８６°Eの側柱建

物跡である。柱間寸法は桁行で１．５m、梁行で２．１mである。柱穴跡は直径２０～４０cmの円形の平面形で検

出面から底面までの深さは約２０～５０cmだが、底面標高は３３７．９～３３８．１mである。

ST６４は確認範囲で梁行２間約４．６m、桁行２間以上約３．２m以上の規模で、棟方向はN８９°Eの側柱建物跡

である。柱間寸法は梁行２．３、２．３m、北桁行は１．６mで、柱穴跡は直径２０～３０cmの円形の平面形で、検出

面から底面までの深さは３０～８０cmで傾斜上方の南側は深い。底面標高はSK９６５が３３８．４mだが、他は

３３７．９～３３８．０m前後である。

ST６５は確認範囲で梁行２間約５．０m、桁行２間以上約３．５m以上で、棟方向はN９０°Eである。柱間寸法は

梁行で２．７、２．３m、桁行は約１．７mである。柱穴跡は直径２０～３０cmの円形平面形で、検出面から底面まで

の深さは３０～８０cmで、底面標高はSK９６３のみ３３８．５mだが、他は３３８．１m前後と類似する。

出土遺物：なし。

重複関係：３棟の建物跡はST６４（９１４、９３３）→ST６３（９１３、９３４）、ST６４（９３３）→ST６５（１１０５）の関係か

らST６４→６３、ST６４→６５の順と捉えられた。土坑SK１２１８→ST６４（１２６４）、SK１２１９→ST６３（１５０２）ST６４

（１２６４）、土坑SK１２１８とST６５（１２６３）の関係は見逃したが、建て替えの関係とみられるST６４（１２６４）と同

様にST６５が切るとみられる。SK９１０とST６５の関係は見逃した。

所見：東西棟方向の建物跡の一つで、近接する東西棟の建物跡とは建て替えの関係で、なかでもST６３～

６５が比較的近接した時期の可能性がある。

⑤．土坑

SK１２１８ （第３０図 PL７） N０９・１０

位置：①区南部区画の南端に位置する。重複：ST４５（１２４７）、ST４７（９０４・１２０３）、ST５５（１１９３）、ST５６

（２６７）、ST５７（１１９１・１１９４）、ST５８（１２０８）、ST５９（１２０９）、ST６４（１２６４）、SK１２０２～１２０４に切られる。

本址がSK１２１７・１２１９を切る。底面検出のST６５（１２６３）、SK１２６２、壁にかかるSK１５０６との前後関係は見落

とした。ST６５（１２６３）は、建て替えの関係のST６４がSK１２１８を切ることから切る可能性が高い。また、調

査時にSD１２・１３を本址が切ると捉えたが、SD１２・１３に伴う可能性があるST４７に本址は切られるので本址

が切られていた可能性がある。構造：平面形はやや不整長方形で、長軸方位はN８８°W、西側は調査区外

へ延びて確認範囲で長軸約２．９m以上、短軸は約２．５mを測る。壁はほぼ垂直で、検出面から底面までの深

さ約５６cmを測る。底面は壁際が若干低いが、全体的に平坦で軟弱である。埋土：ローム粒やブロックを

多く含む埋め戻し土と捉えられる。出土遺物：なし。所見：本址の規模から竪穴建物跡の可能性はある

が、内部施設は検出されず断定できない。①区南部区画内で掘立柱建物跡が建てられる以前の施設で、

SK８７８・１１５２と共にSX０５西側に並ぶことから、SX０５と関連した大型土坑の一つと考えられる。

SK１１５２ （第３２図 PL７） N０９・１０

位置：①区南部区画の南端に位置する。重複：大型土坑SK８７８とSK２５５に切られる。西半分は調査区外へ

延び、西側を土坑SK８７８に切られて遺存状態は悪い。構造：調査区内の確認規模は東西約２．０m以上、南

北約２．１mを測り、平面形はやや不整長方形を呈する。北辺と南辺がずれており、北辺でN７９°W、南辺で

N８７°Wである。壁はほぼ垂直で検出面から底面までの深さは約７３cm、底面はほぼ平坦で軟弱である。埋

土：ロームブロックの含まれ方で分層したが、すべてローム粒やブロックを含む埋め土と捉えられる。出

土遺物：なし。所見：重複する類似形態のSK８７８は本址の造り替えとみられる。本址はSX０５西側に並ぶ

大型土坑の一つで、SX０５と関連する施設と思われる。
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SK８７８ （第３２図 PL６） N０９・１０

位置：①区南部区画に位置する。重複：大型土坑SK１１５２を切り、SK２５４に切られる。構造：西半分は

調査区外へ延び、確認できた規模は東西約２．０m以上、南北約２．０mで、推測される平面形は不整長方形で

ある。北辺の方位はN７９°W、南辺でN８７°Wである。壁はほぼ垂直で検出面から底面までの深さは約７０cm

を測り、底面はほぼ平坦で軟弱である。埋土：２層に分層したが、いずれもロームブロックを含む黒褐色

土で、埋め土と捉えられる。出土遺物：なし。所見：重複するSK１１５２は規模も形も似ており、本址と造

り替えの関係とみられる。SX０５西側に並ぶ大型土坑の一つでSX０５と関連する施設と思われる。

SK１２１７・１２１９ （第３０図 PL７） N０９・１０

位置：①区南部区画の南西部にある。本址はSK１２１８の北側をSK１２１９、南側をSK１２１７として別に調査した

が、平面位置や底面の高さが一致することから同一遺構と捉えて報告する。重複：SK１２１９はST６３

（１５０２）、ST６４（１２６４）、ST４６柱穴跡の可能性があるSK９０３、土坑１２１８に切られ、SD２３との関係は不明で

ある。南側のSK１２１７とした部分は柱穴跡SK１１９０・１５０６、土坑１２１８に切られる。構造：SK１２１７は幅約１．０

m、南北規模は残存部で約０．４m、SK１２１９は東西約１．１m、南北規模は残存部で約０．５mを測る。同一遺構

として長軸方位はN２°E、平面形は長さ３．４mの長方形となる。壁はほぼ垂直で、底面は平坦、検出面か

らの深さはSK１２１７が４２㎝、SK１２１９が３８㎝を測る。埋土：両者ともローム粒・ブロックを多く含み、埋め

土と思われる。出土遺物：なし。所見：大型の土坑SK１２１８に切られ、ST４４～６５以前の南部区画内で古い

遺構とみられる。周囲に類似した土坑もなく、性格は不明である。

SK９７９ （第３０図 PL６） I２４・２５

位置：①区南部区画の北端にあるが、中央区画の遺構の可能性もある。重複：SD１４と柱穴跡SK９８１が本

址を切る。底面検出のSK９８０・１２９４～１２９６は前後関係が不明である。構造：平面形は長軸約２．３m、短軸

約２．０mの長方形を呈し、長軸方位はN８８°Wである。断面形は長方形で底面は平坦、検出面から底面まで

の深さは約１８cmである。南西隅に長さ４０㎝、南東隅に長さ２０㎝の平石が検出され、本址に伴う施設の一

部とみられる。埋土：底面上にロームブロックをあまり含まない２層、上部にロームブロックを多く含む

１層があり、上部土層は埋め戻された可能性がある。出土遺物：図示していないが弥生土器１２片５０gがあ

る。所見：本址南側に近接する類似規模のSK１２７２とは造り替えの関係の可能性がある。また、本址と類

似規模の配石をもつ可能性がある大型土坑は、各区画境界付近に位置する傾向が認められ、本址も同様に

区画境界に関わる施設とも思われる。一方でSX０５を取り巻く大型土坑の一つである可能性があり、いず

れとも断定はできなかった。

SK１２６８ （第３０図 PL７） I２５

位置：①区南部区画北端に位置する。重複：SK１３０６・１２６９を切り、SD１１・１４・１５、ST５１（８１９）、ST５２

（８２１）、ST５４（８２０）に切られる。底面上で柱穴跡SK１３０３・１３０４・１４２１・１３５０・１４６８・１４６９を検出した

が、前後関係は不明である。構造：平面形は南北約２．３m、東西約２．１mの規模の方形で、長軸方位N６°E

である。壁はほぼ垂直で、底面はほぼ平坦で検出面からの深さは約３４cmを測る。北西壁際で壁に沿うよ

うに長さ３０㎝の平石の立石が検出され、北部区画SK３４３同様に隅もしくは壁際に石が配置されていた可能

性がある。埋土：スコリア粒を多く含む淘汰の悪い土層で、埋め戻し土と考えられる。出土遺物：図示し

ていないが混入と思われる弥生土器３１片２４４gある。所見：重複しているSK１２６９やSK１３０６とは造り替えの

関係とみられ、SK１２６９→１３０６→本址への変遷が捉えられた。SK９７９同様に区画境に設けられた石組をも
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つ大型土坑のひとつか、SX０５をL字状に取り巻く大型土坑のひとつとみられる。

SK１２６９ （第３０図） I２５

位置：①区南部区画北端にSK１２６８と重複して位置する。重複：SK７７０・１２６８・１３０６・１３５６、SD１１・１４・

１５に切られ、SK１３０７を切る。SK１３５７との関係は不明である。構造：平面形は南北約２．１m、東西約２．０m

の方形を呈し、長軸方位N２°Wである。壁はほぼ垂直で、底面は平坦ながら軟弱で検出面からの深さ約

５７cmを測る。埋土：ブロック土の含まれ方から分層したが、いずれも埋め土と捉えられる。出土遺物：

鉄鍋片と思われる鉄製品１点がある（第６８図９）。所見：重複するSK１２６８やSK１３０６とは造り替えの関係で

本址→SK１３０６→SK１２６８への変遷が捉えられた。区画溝跡SD１４以前の区画境に設けられた施設か、SX０５

をL字状に取り巻く大型土坑のひとつと考えられる。

SK１３０６ （第３０図 PL７） I２５

位置：①区南部区画北よりに位置する。重複：土坑SK１２６９、SK１３０７・１３５８を切り、土坑SK１２６８、柱穴跡

SK８１８、SD１４・１５に切られ、後に検出されたSK１３５９との関係は不明である。構造：平面形は東西約１．８

m、南北約１．７mの方形を呈し、長軸方位N６°Eである。壁はほぼ垂直、底面は平坦で検出面から底面ま

での深さは約３６cmほどである。埋土：底面上にⅡ層に類似する褐灰色粘質土が薄く均一にあり、その上

部をロームブロックを多く含む埋め土と思われる土層が覆う。出土遺物：なし。所見：重複するSK１２６９

→本址→SK１２６８へ造り替えられている。SX０５を取り巻くように位置する大型土坑の一つか、中央区画境

に設けられた施設と思われる。

SK１２７２ （第３１図） N０４・０５

位置：①区南部区画北よりに位置する。重複：ST４７（１０２５）、ST４９（１２２９）、SK９２９・１２３０・１２７３・１３８３・

１４１７に切られる。ST４５（１２４６）、ST４６（１３０２）、ST４８（１４１２）、ST４９（１３０１）、ST５０（１４１３）、SD２５との

新旧関係は確認できなかった。SD２５は亀裂痕で、他の中世遺構に切られることから、本址が切る可能性

がある。構造：SD２５との重複部分は同時に掘り下げてしまったが、残存部で南北約２．０m前後、東西約

２．０mの不整方形の平面形と捉えられ、長軸方位はN２５°Eである。壁はほぼ垂直で、底面はほぼ平坦なが

ら軟弱であり、検出面から底面までの深さは約１２cmと浅い。埋土：黒褐色土ブロックを含む埋め戻し土

である。出土遺物：なし。所見：規模は竪穴建物跡に類するが、平面形がやや不整形で柱穴跡や炉址がな

く断定できない。北側に隣接するSK９７９とほぼ南北方向に並んで位置するが、長軸方位は９０°異なる。SX

０５西側にSK１２１８等と並ぶことから、SX０５と関連する大型土坑の一つとみられる。

SK９１０ （第３２図 PL６） N０４・０５

位置：①区南部区画に位置する。重複：柱穴跡SK１１６３～１１６５を切り、柱穴跡SK９４８・１１０７・１１０８に切ら

れる。ST４９（１１０４）、ST５０（９６６）、ST６４（９６５）との関係は直接確認できていない。ST５８・５９は本址長

軸方位と同じ棟方向なので関連する可能性もある。SD２２は僅かな重複で新旧関係は不明だが、SD２２は亀

裂痕と思われ、他の中世遺構同様に本址が切る可能性が高い。また、調査では土坑SK９１０→ST４８（９３５）

だが、重複が僅かで断定できない。構造：平面形は長軸約２．０m、短軸約１．３mの規模で、検出面の平面形

は南辺中央が広がる不整隅丸長方形だが、底面の形状から本来は短軸約１．１mの規模で平面形は長方形と

みられる。長軸方位はN８９°Wである。断面形は逆台形で、検出面から底面までの深さは３０cmを測る。底

面は平坦である。埋土：上部にブロック土を多く混じる土層があり、埋め戻されたとみられる。西側の埋
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土下部で人頭大の礫が集中的に検出された。出土遺物：珠洲すり鉢片１片（３２g）ある（第６１図９）。所見：

形状が類似した土坑にSK９８３がある。本址は長軸方位が東西方向であり、東西棟建物跡内の施設の可能性

がある。

SK９８３ （第３２図 PL６） I２４

位置：①区南部区画北西よりにある。重複：柱穴跡SK９８２・９８５、SD１４に切られ、柱穴跡SK１０９９を切る。

SK１２５４との関係は重複が僅かで把握できなかった。構造：平面形は長軸約１．８m、短軸約１．３mの長方形

を呈し、長軸方位はN７°Wである。断面形は逆台形で検出面から底面までの深さは約３０cmを測る。埋

土：底面上にスコリア粒を少量含む土層があり、上層はブロック土を含む。埋土中の南西部周辺で人頭大

礫が散在的に検出された。出土遺物：珠洲すり鉢１片１７８g（第６１図１２）、図示していないが弥生土器３１片

２２６gある。所見：本址は掘立柱建物跡が密集する範囲内にあり、規模から建物跡内部施設の可能性もあ

る。建物跡内部施設の土坑ならば、長軸方位が棟方向と一致する可能性からすれば、南北棟の建物跡に伴

うと思われるが、関係する建物跡は特定できなかった。

SK１１０３ （第３４図 PL６） N０４・０５

位置：①区南部区画の調査区西壁際、SX０６と重複して位置する。重複：SK１４７９を切るが、SX０６との前後

関係は明らかにできなかった。構造：一部調査区外へ延び、確認範囲で平面形は１辺１．１m前後の方形と

みられる。長軸方位はN５°Eである。残存部は僅かで検出面から底面まで約１０cmと浅い。壁はほぼ垂直

で底面は平坦である。底面上で長さ２０㎝の角礫が１点出土した。埋土：スコリア粒を少し含み、埋め土と

断定できなかった。出土遺物：なし。所見：SX０６内に位置するが、SX０６とは方位がずれており、SX０６に

伴う施設ではないと思われる。周辺では類似した土坑がなく、性格は明らかにできなかった。

SK１２１０ （第３３図） N０５

位置：①区南部区画SX０５西脇に位置する。重複：SX０５掘り下げ中にSX０５西辺に接して位置する本址の存

在が判明したが、SX０５との前後関係は確認できなかった。ST４６（１２１２）、SK１３７９・１３８２に切られ、SD

２１・２２、SK１２１１を切る。構造：平面形はほぼ１辺１．２m四方の不整形方形で、西辺の方位はN８°Wであ

る。壁は斜めで、検出面から底面までの深さは約２４cmである。埋土：ロームブロックを含み埋め戻され

ている可能性がある。出土遺物：なし。所見：①区南部区画の中央付近に類似した中型の方形土坑SK

１２１３・本址・９５３・１３７５・１２７５・（１２９３）がほぼ南北方向に並び、関連する可能性がある。

SK１２１３ （第３３図 PL７） N０５

位置：①区南部区画SX０５西脇にSK１２１０と並んで位置する。重複：SK１２１０と共に検出し、SX０５との前後

関係は確認できなかった。ST５２の柱穴跡の可能性があるSK９３９、ST５１（１２０５）、柱穴跡SK１２２７・１２０６が

本址を切ると確認できたが、底面で検出したST４４（１２２８）は前後関係が確認できなかった。構造：平面

形は長軸方位N５°Wの１辺約１．３mのやや不整方形を呈し、検出面から底面までの深さ２０cmを測る。埋

土：ロームブロックを多く含み、埋め戻しと捉えられる。出土遺物：なし。所見：①区南部区画中央に南

北方向で中型のSK本址・１２１０・９５３・１３７５・１２７５・（１２９３）がほぼ南北に並び、これらと関連する可能性

がある。
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SK１２５４ （第３４図） I２４

位置：①区南部区画の西よりにある。重複：土坑SK９８２に切られる。土坑SK９８３・柱穴跡SK１０９９との関係

は重複が僅かで断定できない。構造：平面形は長軸約１．５m、短軸１．０m以上の不整楕円形である。壁は垂

直で、底面は平坦ながら若干凹凸がある。検出面から底面までの深さは約１４cmと浅い。長軸方位はN２°

Wである。埋土：ブロック土を含み、埋め土とみられる。出土遺物：なし。所見：不整形な平面形で底面

に凹凸があるなど、根痕の疑いがある。

SK１２７５ （第３３図 PL７） N１０

位置：①区南部区画の南端に位置する。重複：ST５６の柱穴跡の可能性があるSK１１１６、ST５７（２６３）、SK

１２７４に切られ、土坑SK１２９３・１３７５を切る。ST６１（２６８）、ST６２（１２７４）は重複部が僅かで前後関係は不明

である。位置的にST６０・６１内施設の可能性も残るが、本址を切るST５７（２６３）・ST５６？（１１１６）は南北棟

建物跡であり、①区では東西棟方向の建物跡が南北棟方向の建物跡より後出する傾向を考えると東西棟方

向のST６０・６１に伴うとは断定できない。構造：平面形は長軸約１．５m、短軸約１．２mの不整長方形を呈す

る。長軸方位はN８５°Eである。断面形は長方形で検出面から底面までの深さは約３８cmを測る。埋土：上

層は大きめのブロック、下層は細かいブロックを含む。埋め土と捉えられる。出土遺物：なし。所見：重

複する類似形状のSK１２９３・１３７５とは造り替えの関係とみられ、同じ中型土坑のSK１２１０・１２１３・９５３・

１３７５・本址・１２９３がほぼ南北に並び、関連する遺構と思われる。

SK１２９３ （第３３図） N１０

位置：①区南部区画南端に位置する。重複：北側をSK１２７５、北西部をST５７（２６３）に切られる。構造：

僅かな残存で全容は不明で、確認範囲で南北０．５m以上、東西約１．０mで、壁はほぼ垂直、底面は平坦で検

出面からの深さは３１cmである。埋土：壁際にロームブロックを少量含む土層があり、埋土の大部分は

ロームブロックを多く含む土層で占められる。壁際の土層は廃絶直後の流入土で、あまり時間を置かない

で埋め戻されているとみられる。出土遺物：なし。所見：重複するSK１２７５・１３７５と造り替えの関係と思

われ、ST６０・６１の南東隅に位置することからST６０・６１内施設とも考えられるが、SK１２７５同様に断定はで

きない。また、中型のSK１２１３・１２１０・９５３・１３７５・１２７５・本址が南北方向に並ぶようにもみえ、これらと

関連する遺構と思われる。

SK１３７５ （第３３図） N１０

位置：①区南部区画南端に位置する。重複：南側をSK１２７５、ST５５（１３７６）、ST５６？（１１１６）に切られ、

ST６１（２６８）との関係は不明である。調査時にSD１２・１３が本址を切ると捉えたが、重複が僅かで断定で

きない。構造：確認範囲で平面形は南北１．０m以上、東西約１．２mの方形か長方形と思われ、残存する東辺

の方位はN１２°Wである。断面は逆台形で底面は平坦で、検出面からの深さは約２２cmを測る。埋土：スコ

リア・ローム小ブロックの含まれ方で２層に分層したが、いずれも埋め土の可能性がある。出土遺物：な

し。所見：重複するSK１２７５・１２９３とは近接した造り替えの関係とみられる。ST６０・６１の南東隅に位置

し、内部施設の可能性もあるが、SK１２７５同様に断定はできない。また、同じ中型のSK１２１３・１２１０・

９５３・本址・１２７５・１２９３がほぼ南北に並んでいるとみえ、これらと関係する可能性がある。

SK９０６ （第３４図） N０９

位置：①区南部区画の西よりに位置し、半分以上が調査区外へ延びる。重複：ST６０・６１（９０７）に切られ
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る。構造：確認範囲で南北約１．４m、東西０．７m以上の長方形か方形の平面形と思われる。長軸方位はN１８°

Wである。断面形は長方形で壁はほぼ垂直で、底面は平坦で検出面から底面までの深さは６６cmと深い。

埋土：記録もれで不明である。出土遺物：なし。所見：全容は不明だが、中型の土坑とみられ、掘立柱建

物跡の分布域内に位置して建物跡内施設の可能性がある。

SK９５３ （第３４図） N１０

位置：①区南部区画に位置する。重複：ST５４柱穴跡の可能性があるSK９５４、ST５３（１１２０）、柱穴跡SK

９５２、SD１２に切られ、底面で検出したST６０（１４７７）との関係は直接確認できていない。構造：平面形は

長軸約１．２m、短軸０．９mの長方形を呈し、長軸方位はN６°Wである。断面形は逆台形で、検出面から底面

までの深さは２６cmである。底面は平坦ながら若干北西部が高い。埋土：２層に分層されたが、何れもブ

ロック土を含む埋め戻し土と思われる。また、下層には若干炭化物が含まれていた。出土遺物：なし。所

見：類似した形状の中型土坑のSK１２１３・１２１０・本址・１３７５・１２７５・１２９３がほぼ南北に並び、本址のみや

や長方形ぎみだが、これらと関連する可能性がある。

SK１２５３ （第３４図 PL７） I２４

位置：①区南部区画の北西よりにある。重複：SK１２７０に切られ、ST５０（１２７１）との関係は不明である。

構造：平面形は長軸約１．０m、短軸０．６mの若干楕円形ぎみの長方形で、長軸方位はN２°W方向である。壁

は斜めで、底面は平坦で、検出面からの深さ約１６cmと浅い。埋土：ブロック土を主体とする埋め土であ

る。出土遺物：混入の疑いがある唐津皿１片２g（第６１図１３）、図示していないが弥生土器１０片８２g、不明鉄

製品１点がある。所見：周囲に類似形状の土坑はなく、性格は不明である。

SK２５７ （第３５図） N１０

位置：①区南部区画南端に単独で位置する。重複：なし。構造：平面形は１辺０．６～０．７mの方形を呈し、

断面はU字状である。長軸方位は厳密ではないがおよそN１７°W前後である。検出面から底面までの深さは

３６cmを測る。埋土：色調から２層に分けられ、スコリア粒や小ロームブロックを少量含む。出土遺物：

なし。所見：規模がやや大きめだが、柱穴跡の可能性もある。

SK９８２ （第３４図） I２４

位置：①区南部区画の北西よりにある。重複：土坑SK９８３・１２５４、柱穴跡SK１０９９を切り、西側は重機掘

削時に若干掘り壊した。構造：平面形は直径０．７～０．８m前後の円形で、断面形は逆台形で検出面から底面

までの深さは約２０cmを測る。埋土：スコリア粒を多く含む。出土遺物：なし。所見：形状・埋土の特徴

から近世以後の遺構とみられる。

⑥．焼土跡

SF０４ （第３７図） N１０

位置：①区南部区画のSD１２屈曲部付近の北西側にある。重複：南側にあるSK９５１と重複するが、焼土部

分が薄く前後関係は明確に把握できなかった。構造：平面形は南北２２cm、東西２２cmの円形に直接被熱で

赤化した範囲が認められた。出土遺物：なし。所見：①区南部区画で検出された唯一の焼土跡で、本址も

建物跡内施設の可能性があるが、帰属する建物跡は明確にしえなかった。
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５．②区平坦地の遺構
（１）北部区画の遺構

北部区画は、②区平坦地を区画するSD１６以北の空間と捉えたが、周囲を区画する溝跡は南東部以外で

は不明瞭で、北側は区画施設がなく掘立柱建物跡の分布範囲でしか捉えられない。南辺はSD１６に区画さ

れる。東辺は溝跡の重複が著しく、東辺南部はSD４４が区画すると捉えられるが、その北延長先について

は調査時にSD４４北端がL字状に西へ折れ、北延長先にあるSD４７を別溝跡と捉えて仔細不明となった。整

理作業で見直すとSD４４の西へ折れる部分は別溝跡の重複を見誤った可能性があり、本来はSD４７に接続し

て北側まで延長されていた可能性がある。ただし、北部区画ができた以後の建物跡と捉えたのはST７７・

７８だが、これらの建物跡は棟方向を方位に合わせており、SD４４―４７の方向とは合わない。また、北部区

画中央に１棟で存在するST７５・７６が北部区画成立以後の建物跡とも考えられるが、切り合いからは区画

成立以前と考えざるをえず、区画溝跡の方位と建物跡が一致しないことになるため、SD４４の延長先がSD

４７に接続するとは断定できなかった。このように北部区画では区画溝跡と建物跡の関係に問題を残した

が、少なくとも南部区画同様に、北部区画も部分的にも溝跡で区画されていた可能性がある。

この区画溝跡SD１６・４４と重複して、建物跡に伴う雨水浸入防止用溝跡と思われるSD４６・SD４４の西へ折

れる部分を北辺、SD４５を東辺、SD３９～４１を南辺とする「コ」字状の溝跡の配置が認められた。この区画

に伴うと捉えたST７９が北部区画に伴うSK１６７に切られることから、北部区画は当初から存在したもので

はないと考えられる。従って、北部区画が成立する以前の遺構も存在すると考えられるが、記述の便宜

上、区画以前の遺構を含む北部区画範囲内の遺構を扱う。なお、②区平坦地の北部から経塚までの間は遺

構分布が希薄で、僅かに経塚南方に柱穴状の落ち込みと削平地状の遺構が検出されたのみである。この柱

穴状の落ち込みは断面形が不整形で浅く柱穴跡とは断定できず、削平地状の遺構も現地表面で一段低い場

所と認められていたもので、近世以後の耕作地への通路として造成されたものと捉えた。

北部区画の遺構は東側斜面直下に短い溝跡が重なり、その西脇に建物跡が分布する。検出遺構は削平地

SX０２の１基、建物跡ST６６～７８の１３棟、土坑は大型土坑SK１１４５・１６７・４８の３基、中型 はSK３９・９６・

１２０・１１４２の４基、小型はSK１０３・１４５の２基、溝跡はSD１６・４３～５４の１３条がある。

削平地SX０２はSD１６と重複して位置し、北部区画の設定以前の遺構の可能性がある。調査区境にかかっ

て僅かしか調査できなかったが、SX０１・０６同様に建物跡に伴う削平地と思われる。

掘立柱建物跡は、調査時から直線的に並ぶ柱穴跡列から存在が想定されていたが、西側の柱穴跡が判然

とせず、具体的な認定は整理作業で行った。認定にあたっては西側の柱穴跡分布が希薄ながら、ところど

ころ東西方向に並ぶ柱穴跡が認められたことから、これを梁行柱穴跡と想定して直交方向に並ぶ桁行柱穴

跡を組み合わせて建物跡を認定した。組めなかった柱穴跡もあり、認定した以上の建物跡数が存在すると

みられる。認定した建物跡は梁行２間×桁行３・４間の側柱建物跡が主体である。桁行は３間が多く、

ST７５が約５．８mと短いが、多くは６．２～７．７mで、４間は７．７～８．４（９．８？）mである。ST６６・６７とST７４は

中央に柱穴跡列があって総柱建物跡にみえるが、いずれも側柱建物跡の建て替えられた範囲内にあって、

建て替えられた側柱建物跡の桁行が重複した可能性がある。棟方向はN３０°WとN８°W前後の２種あり、

両者は位置的に重なることから時期差があると推測される。また、建物跡の柱穴跡列が平行するものが多

く、ST６６・６７、ST６８・６９の柱穴跡は１mずつ東西方向、約１m南北にずれた位置である。これらは連続

した建て替えと捉えた。N３０°Wの棟方向の建物跡はST６６～７６が該当し、北側にST７１～７４、南側にST６６

～７０が並列し、中間にST７５・７６がある。N８°Wの棟方向の建物跡はST７７・７８が該当する。

溝跡は上述した区画溝跡SD１６・４４（・４７）以外は建物跡に伴う雨水浸入防止用溝跡と思われる。その
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溝跡の方位はSD４５・４６・４７・４８がN３０°W方向かその直交方向、北端のSD４９～５３はN１２°W方向で、具体

的な建物跡を認定できなかったものもあるが、棟方向と類似した方位に設定されていた可能性がある。掘

立柱建物跡との関係はSD４６（・４７）がST６６・６７、SD４８がST６９、SD４９は若干方位がずれるが、ST７５か

７６、SD５２・５３がST７１・７４に伴う可能性がある。このような雨水浸入防止用溝跡を伴う建物跡が分布する

あり方は①・③区平坦地北部区画・南部区画、②区南部区画と共通する。

土坑は全体的に少ない。大型土坑はいずれも単独で存在し、石組をもつSK１６７・１１４５は区画境界に設置

された施設の可能性がある。中型・小型土坑は建物内施設とも思われたが、関連する建物跡を特定できな

かった。また、埋土に焼土や炭化物を多く含む土坑としてSK１０３がある。

①．溝跡

SD１６ （第４５・５０図 PL９） I１２・１３

位置：②区北・南部区画中間にある。重複：土坑SK１１４５・１６７を切る。西先端が重なるSX０２との重複部

分を確認調査トレンチで掘り壊して前後関係は把握できなかったが、②区平坦地では溝跡の区画が後出す

ることから、SD１６よりSX０２が古い可能性がある。また、SD１６と重複位置には北側のSD４６と東側のSD

４４・４５、南側に位置するSD３９～４０が長さ１０m前後の区画を形づくると思われる。SD４４は本址に接続する

東辺の部分と、L字状に屈曲する北辺は本来異なる溝跡であったものを連続した溝跡と誤認している可能

性がある。これらの溝跡からなる区画に伴うと捉えたST７９をSK１６７が切ることから、これらの溝跡とST

７９よりSD１６は後出すると捉えた。構造：北部から連続するSD４４、南部から連続するSD３８・４２が本址東部

で接続する。西端は徐々に浅くなってSX０２との重複部分付近まで続くが、その西延長先は確認調査トレ

ンチで掘り壊して確認できていない。確認範囲で長さ約５．２m、溝跡の方位はN８５°Eである。幅は約１．０m

で断面はU字状を呈して底面は西側へ傾斜する。埋土：３層に分層され、下層ほど雨水の淘汰作用による

粗いスコリア粒が多く含まれる。出土遺物：石鉢の底部破片（第６６図７）があり、確認調査時に出土した

青銅香炉（第６８図１２）は本址か、SK１１４５からの出土と思われる。所見：周囲の溝跡よりも大きく深く、調

査区を横断することや、SD３８・４４と接続することから、個別建物跡に伴う雨水浸入防止用の溝跡ではな

く、区画の溝跡と思われる。また、本址の位置は①区中央区画の北辺溝跡SD２６～３２・５５の西延長先にあ

たり、①、②区に共通する区画に沿って構築された可能性がある。

SD４３ （第４５図） I０７

位置：②区北部区画のSD１６北脇にある。SK１６７西辺からSK１１４５東辺にかけて断片的に検出された。重

複：SK１６７・１１４５との関係は直接確認できていない。構造：SK１６７西側から延びて浅く途切れ、SK１１４５東

側で再び深くなってSK１１４５と重複するところまで確認できた。確認範囲の長さは２．５mで、幅０．９m、東

側で検出面から底面までの深さ６cm、西側はSK１１４５壁で深さ３０cmを測る。東側が浅く、途中で途切れ

て西側のSK１１４５側へ低く傾斜する。埋土：記録漏れで不明である。出土遺物：なし。所見：本址はSD１６

に平行する同様の区画溝跡とも思われるが、本址の浅さや地形同様に西へ傾斜して深くなることから、雨

水の流下によってできた浸食痕の疑いがある。

SD４４～４７ （第４５図） I０７

位置：②区北部区画のSD１６北側に位置する。重複：調査では溝跡間の重複関係が捉えきれず、SD４４～４７

が交差する地点の前後関係と連続関係は把握できなかった。SD４４は東辺がSD１６に接続するが、北端から

西へ折れる部分は別溝跡の重複を見落とした可能性がある。また、SD４４東辺がSD４７へ接続していた可能
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性はあるが、断定はできなかった。確認できた重複関係はSD４５→SD３８。土坑SK１６７→SD４４、柱穴跡SK

２４２・２４５→SD４４、SK１６１・２１６→SD４６。SD４６底面で検出したSK１３２１、SD４７底面で検出したSK１４９、ST

７９（２３８・２４４）とSD４４は前後関係が直接確認できていない。

構造：斜面直下にSD４５とSD４４が平行し、南端はSD４４が西へ屈曲してSD１６に接続し、SD４５は直線的に延

びてSD３８に切られる。北端は西へ延びるSD４４・４６、北へ延びるSD４７が交差するが、接続関係は十分捉え

きれていない。SD４４は東辺から北端で西へ屈曲する部分と捉えたが、直線的に延びてSD４７へ接続し、SD

４５がSD４６へ接続する可能性がある。

SD４４はN２４°W方向に約４．５m続き、南端はN５３°E方向に折れて約２．０m続いてSD１６に接続する。幅は広

い南端屈曲部で約１．０m、狭い東辺で０．５m前後を測る。検出面から最深部までの深さは約２０cmを測る。

第４５図 ②区溝跡
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南東の屈曲部分付近から中段を形成して深くなってSD１６に接続するが、掘り直しか雨水の浸食によると

思われる。SD４４北端は調査ではN５３°E方向で西へ折れ、長さ約２．４m続いて西端は浅く途切れる。幅約

０．３m、断面形はU字状を呈して検出面から底面までは深いところで１０cmを測る。上述したように、本址

の北端から西へ折れる部分は別溝跡で、重複を見落とした可能性がある。

SD４５は南端がSD３８に切られ、北端はSD４４・４６交差付近までと捉えたが、その延長先はSD４６かSD４４の

西へ折れた部分のいずれかに接続していた可能性がある。確認範囲でN１８°W方向に長さ５．２mを測る。幅

０．６mで断面形はU字に近い逆台形で、検出面から底面までの深さは１０cm弱である。

SD４６はSD４４・４５・４７交差付近から西へ延びる範囲と捉えた。N６２°E方向に約４．０m続いて浅く途切れ

る。幅は０．５m、断面形は浅いU字状で、検出面から底面までの深さは約１０cmである。

SD４７はSD４４～４６との交点からN１８°W方向に延びる溝跡で、北端はSD５０との接続周辺が僅かな遺存

で、仔細は不明である。幅０．７mで長さ６．３mを測る。検出面から底面までの深さは１０cmである。

埋土：いずれも褐灰色～灰黄褐色土の色調で細かいローム粒を含み、大きな差異はない。

出土遺物：なし。所見：調査ではSD４４～４７の北部交差する付近の重複関係が捉えきれず、溝跡の単位と

接続関係が把握できなかった。整理で見直すとSD４５・４６とSD４４北辺は、南にあるSD３９～４１と対応して建

物跡１棟前後に伴う区画を形づくり、②区南部区画のSD１６に接続するSD３８・４２が南部区画全体を区画す

ることから、SD１６へ接続するSD４４はSD４７と連続して北部区画を区画していた可能性が考えられる。しか

し、本項の冒頭で上述したように建物跡と区画溝跡の関係に問題を残し、SD４７を区画溝跡と断定しきれ

なかった。SD４４北辺とSD４６には南梁行が近接するST６６・６７が伴う可能性がある。

SD４８・４９・５３ （第４５図） I０２・０７

位置：②区北部区画のSD４７西側にL字状の短い溝跡SD４８、４９、５３が南から並ぶ。重複：柱穴跡SK１７６→

ST６６（１７７）→SD４８、柱 穴 跡SK１３２→SD４８、ST７６（１７３）→SD４８、SD４９→SK１１９、SD４９→SK１１４。ST６８

（１７９）→SD４８。ST６９（１６８）・柱穴跡SK１８２とSD４８、SD４９とST６９（１６４）の関係は重複部分が僅かで把握

できなかった。SD４９と底面で検出したSK１１３０、SD５３とSK６４の関係も把握できなかった。なお、SD５３は

SD５２の南延長先にあたるとも考えたが、位置が若干ずれることから別溝跡とした。構造：SD４８はL字状

を呈し、東辺はN２０°W方向に約４．８m、南端で西へ折れて０．７m続く。北・西端は浅く途切れる。断面形は

浅いU字状で東岸の立ち上がりが認められ、西辺は底のみの残存である。遺存状態が良好なところでも検

出面から底面までの深さ１０cmしかない。SD４９は東辺がN２６°W方向に約０．５mの長さを測り、南端から西

に折れてN６６°E方向に１．６mほど続いて浅く途切れる。幅０．４mほどで、検出面から底面までの深さは６㎝

以下である。SD５３もL字状を呈し、東辺はN１８°W方向に約１．６mの長さを測り、南端が西に折れてN６７°E

方向に１．０mほど続いて浅く途切れる。幅０．２～０．３mで、検出面から底面までの深さ約５～１０cmである。

埋土：SD４９・５３は記載もれで不明。SD４８は黒褐色土を基調とする。出土遺物：なし。所見：いずれも建

物跡に伴う雨水浸入防止用の溝跡と思われる。ほぼ南北にSD４８・４９・５３が並列するが、間隔が４m前後

と狭いので同時存在は考えにくい。なお、SD４８にはST６９、SD４９にST７５・７６、SD５３にST７１・７４が伴う可

能性がある。

SD５０～５２ （第４５図） D２２、I０２

位置：②区北部区画の北部、SD４７北側にSD５０、やや離れてSD５１があり、SD５１の屈曲部北側にSD５２が接

続する。SD５０と５１は同一溝跡の可能性があるが、若干位置がずれるため別遺構番号を付した。

重複：調査ではSD５０がST６８（１８５）、ST７０（１１５）、柱穴跡SK１８３に切られ、ST６６（１６２）、ST６７（１１２７）、
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SK１８０・１８１を切り、SD５１はSK１００に切られると捉えたが、埋土の残存が僅かで前後関係は断定できな

い。SD５０とSK１６６の前後関係は把握できなかった。SD５１と５２は接続した１本の溝跡とも思われたが、そ

れぞれ底面の高さが異なることから別遺構とした。SD５１・５２の前後関係は把握できなかった。

構造：SD５０は斜面直下をN１３°W方向に延びる。本址南端はSD４７が西へ折れるように見受けられたところ

から確認されたが、SD４７は底面が僅かしか残存せず接続関係は不明である。また、北側も底面のみしか

検出できなかった。確認範囲で長さ約５．０mを測り、幅は０．４m、検出面から底面までの深さは約４cmを

測る。SD５１はSD５０の北延長先に位置し、N１８°W方向に２．５m以上続き、その北端から折れてN８０°W方向

に１．２m続いてSD５２と重なる。幅０．３mほどで検出面から底面までの深さは約５cmほどである。SD５０・５１

は若干位置がずれているようにみえたため別遺構番号を付けたが、連続するとすれば長さ７．８mほどの区

画を構成する。SD５２は南端がSD５１と接続し、北端は浅く途切れる。N２２°W方向に長さ６．３mを確認し

た。幅０．４mで、検出面から底面までの深さ４cmほどである。

埋土：いずれも灰黄褐色土で、SD５１と５２には大きな差異は見受けられなかった。

出土遺物：なし。

所見：溝跡相互の連続関係の認定に不確定なところがあるが、いずれも規模から建物跡に伴う雨水浸入防

止用の溝跡と捉えられる。このなかでSD５２にはST７１・７４が伴う可能性がある。

SD５４ （第４５・４６図） I０７

位置：②区中央のSX０２内にある。重複：SK１５１・１５３に切られると捉えたが、SK１５３との重複部分は僅か

で判然としない。構造：SX０２段切り直下にN１６°W方向で４．０mほど確認できたが、南端は浅く途切れて不

明となった。幅０．３mほどで、SX０２床面から底面までの深さは３cmほどである。埋土：褐灰色土であ

る。出土遺物：なし。所見：SX０２に伴う溝跡と思われる。

②．削平地

SX０２ （第４６図） I０７・１２

位置：②区中央の北・南区画中間の調査区西壁際に位置し、南・西辺は調査区外へ延びて規模の詳細は不

明である。本址は②区が南北に大きく分かれる南・北区画や、SD４４～４６－３９～４１、SD３３～３７といった建

物跡１棟に伴う雨水浸入防止用の溝跡が造り替えられた区画には一致していない。重複：本址内では北壁

肩にかかってST６８（１５５）・柱穴跡SK１５４、底面上でST６９（１５３）・柱穴跡SK１５０・１５１を検出した。底面か

ら柱穴跡底面までの深さ約５０cmのSK１５０は本址柱穴跡の可能性があるが、他の柱穴跡と本址の関係は直

接把握できなかった。また、本址東側でSK１１４５、SD１６と重複するが、重複付近を確認調査時にトレンチ

で掘り壊し、加えてSD１６の遺存が不良で前後関係は直接把握できなかった。構造：確認範囲で南北長約

９m、東西幅１m以上を測る。平面形は不明だが、おそらく長方形を呈すると思われる。壁は東壁がほぼ

垂直で、北壁は斜めで、南端はテラス状に一段高い平坦面がある。壁際にSD５４を配し、底面の南側は若

干低いが、ほぼ平坦で、確認範囲

ではあまり堅くない。埋土：調査

の記録漏れで詳細は不明だが、

ロームブロックを含む土で埋めら

れていた。出土遺物：カワラケ１

片１１g（第６１図１７）、青花皿１片１５g

（第６１図１６）、図示していないが弥第４６図 削平地SX０２
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生土器１片１４g、焼粘土塊１点５g、銅銭１点（第６８図２３）が埋土から出土した。

所見：調査範囲が狭く、全容は捉えられていないが、SX０１や０６同様の１棟前後の建物跡に伴う削平地と

思われる。位置的にSD１６により②区内が南北区画に分割された段階の遺構ではなく、それ以前のST６６～

７０、ST７１～７４、ST７９、ST８０・８１が並列した時期の遺構である可能性が高い。

③．掘立柱建物跡

ST６６・６７ （第４７図 PL８） I０２・０７・０８

建物跡の認定：調査時に②区北部東寄りに１m間隔で直線的に並ぶ柱穴跡列が認められており、整理作業

ではSD４７・５０脇に直線的に並ぶ柱穴跡から梁行が約１mずれて位置するST６６・６７と、ややずれて桁行が

重なるST７０、ST６６・６７東桁行の西約１mに平行して柱穴跡が位置するST６８・６９を認定した。すべて平行

移動した位置に柱穴跡がある関係からST６６～７０は建て替えの関係で、なかでもST６６と６７が近接時期の建

て替えの関係と推測した。なお、ST６６・６７は内部に柱穴跡列があってST６８・６９にはないことから建て替

えとは言い切れないところがあるが、ST６６・６７内部の柱穴跡列は、さらに西に平行して建て替えられた

別の建物跡の東桁行を含む可能性が残る。その全容は不明で、建物跡と認定できなかったのでここで含め

て触れる。

ST６６は東側に直線的に並ぶSK８３・１０４・１６２・１２６・１２９を東桁行、その西約４mに平行して並ぶSK９３・

（不明）・（１５０７）・１４８・１３１を西桁行と捉えた。桁行中間にはSK１２４・１１３・（１３１９）・１３２が直線的に並び、

それぞれ桁行柱穴跡と直交する方向にあって内部柱穴跡とも考えたが、建て替えの関係と思われるST

６８・６９にはなく、別の建物桁行柱穴跡の可能性がある。この中央の柱穴跡列の南から２番目柱穴跡は、位

置がずれるがSK１３１９の可能性がある。北梁行はSK９３と８３を結ぶライン、南梁行はSK１３１・１３２・１２９と捉

えた。北梁行中央柱穴跡や西桁行北から２番目柱穴跡は確認調査トレンチで掘り壊した疑いがある。３番

目の柱穴跡はSK１２０と重複するSK１５０７が充てられる可能性がある。

ST６７はST６６東桁行柱穴跡と重なるSK１５７・１１２７・１７１・１７８・１４１０を東桁行、北梁行は東桁行北端SK

１５７からSK１０７を通して西延長上のSK１１６を結ぶライン、南梁行は東桁行南端のSK１４１０から西へ直交する

SK１４１０・２４７を結んで西延長先のSK１５２を結ぶラインと考えた。しかし、北・南梁西端のSK１１６と１５２では

大きく位置がずれ、しかも西桁行柱穴跡の想定位置が確認調査トレンチの位置にあたって西桁行柱穴跡の

位置を特定できなかった。西桁行を南梁行SK１５２からとすると梁行規模はST６６に同じだが、北側に関連

する柱穴跡はない。一方、SK１１６・１４２のラインは東桁行や中央の柱穴跡列のSK１０７・１２２とも梁行で一致

する位置にあるが、南側がやや広がる平面形となる。また、本址もST６６同様に東・西桁行中間に東桁行

柱穴跡と梁行がほぼ一致するSK１０７・１１９・１２２・１８６・２４７が直線的に並んでおり、内部柱穴跡列とも思わ

れたが、建て替えの関係と捉えたST６８・６９にないため断定はしなかった。

位置：②区北部区画に位置し、ST６８・６９は桁行の位置が重なりながら梁方向で１mずれて位置する。

構造：ST６６は確認範囲で梁行２間約４．０m、桁行４間約８．４mの規模で、棟方向はN２９°Wである。柱穴跡

の配置から総柱建物跡ともみられるが、上述したように断定できず側柱建物跡の可能性がある。柱間寸法

は東桁行で北から２．６、１．９、１．９、２．０mと北端が長く、南梁行は東から２．１、１．９mである。柱穴跡は直径

３０～５０cmほどの円形や隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは４０～７０cmと深く、底面標高は

北東部SK１０４が３３３．６mと高いが、他は３３３．０～３３３．３mが多い。

ST６７は梁行２間でSK１５２まで約３．９m、SK１１６で約４．９m、桁行４間約７．７mで、棟方向はN３０°Wであ

る。柱穴跡の配置から総柱建物跡ともみられるが、上述したように側柱建物跡の可能性がある。柱間寸法

は東桁行で北から２．０、１．９、１．６、２．２mで、梁行は北辺で西から２．７、２．２mを測る。桁行中間の柱間寸法
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がやや狭い。柱穴跡は直径３０～５０cmの円形や隅丸方形の平面形で、検出面からの深さは４０～７０cmと深い

ものが多い。底面標高はSK１０７が３３２．９mと低いが、他は３３３．１～３３３．４m前後である。

出土遺物：ST６７（１０７）からカワラケ片１片１２g（第６１図１）、図示していないが弥生土器片１片２g、ST６６

（１２９）から鉄鏃（第６８図５）が出土した。

重複関係：ST６６（１７７）→SD４８、ST７０（１６３）→ST６６（１６２）、ST７０（２４８）→ST６７（１７８）、柱穴跡SK１２３・

２４９・１１３０→ST６７（１１９・１７８・１２２）。ST６６とSD５０は重複部分が僅かで前後関係は不明である。また、SK

１５０７をST６６柱穴跡とすると土坑SK１２０に切られる。SD４６とSD４４北辺はST６６・６７南梁行位置と一致し、

伴う可能性がある。

所見：類似位置にあって、桁・梁行柱穴跡が平行した位置関係にあるST６６～７０は建て替えの関係で、そ

のなかでも桁行が重なって梁行が平行移動した位置関係のST６６・６７は近接時期の建て替えとみられる。

また、棟方向はN３０°W前後で、同じ方位のST７１～７４と併存した可能性がある。また、ST６６・６７には東桁

行、南梁行の位置的が合致するSD４６・４７が伴う可能性がある。

ST６８・６９ （第４７図 PL８） Ⅰ０２・０７

建物跡の認定：整理時にST６６・６７の西約１mに平行した位置にある柱穴跡列を東桁行とし、そのなかで

南北に１mずれて位置する柱穴跡から構成される建て替えの建物跡としてST６８・６９を認定した。

ST６８は直線的に並ぶSK１０６・１８５・１７９・１３３を東桁行、それと約５m西に離れて並行するSK１４１・１４４・

１５５・（不明）を西桁行と捉えた。西桁行をSK１５０・１５４ラインとも考えたが、SK１５０の底面標高が低いた

めにSX０２に伴う柱穴跡と認定して西桁行は上記の通りに捉えた。梁行中間の柱穴跡は不明である。

ST６９はSK８９・１６４・１６８・１７７を東桁行、それと約４．８m離れて西に並行するSK１４７・１５３を西桁行と捉え

た。北西部は調査区外へ延びる。梁行中間柱穴跡は不明である。

位置：②区北部区画にあり、ST６９・６８は東桁行が重なりながら、梁行が１m南北にずれた位置にある。

構造：ST６８は南北梁行が未確定で範囲の詳細は不明だが、確認範囲で梁行は１（推定２）間約４．７m、桁

行は３間約７．２mの規模で、棟方向はN３０°Wの側柱建物跡である。柱間寸法は東桁行北から２．１、２．８、

２．３mを測る。柱穴跡はSK１４４・１８５・１７９が平面形は１辺約６０cmとやや大きい隅丸方形や楕円形を呈する

が、他は直径３０～４０cmの円形や隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは約４０～７０cm、底面標

高はSK１４４が３３２．８mだが、他は３３３．０～３３３．４m前後である。

ST６９は梁行が確定できていないが、確認規模で梁行１（推定２）間（約４．８m）、桁行３間（約７．７m）

の側柱建物跡で、棟方向はN３２°Wである。柱間寸法は東桁行で北から２．７、２．３、２．５mを測る。柱穴跡は

直径４０cmの円形か隅丸方形を呈し、検出面から底面までの深さは約４０～８０cmで、底面標高は東桁行の

SK８９・１６８・１７７が３３３．２～３３３．４mで、他は３３２．９m前後である。

出土遺物：ST６８（１４４）から中国産天目茶碗（第６１図３）が出土した。

重複関係：調査ではST６８（１７９）→SD４８と捉えたが、SD４８はST６９東桁行の位置と一致しており、伴う可

能性がある。ST６８（１５５）・ST６９（１５３）とSX０２の関係は重複が僅かで把握できず、ST６８・６９の範囲内に

ある土坑SK１２０・１４５は内部施設か不明である。

所見：ST６８・６９共に②区北部に多く認められるN３０°Wの棟方向の建物跡で、ST６６～７０は建て替えの関係

で、なかでも桁行が重なって梁行を平行移動したST６８・６９は近接時期の建て替えと捉えた。本址北側に

ある同方位のST７１～７４と併存した可能性がある。

ST７０ （第４７図、PL８） I０２・０７
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建物跡の認定：整理時にST６６・６７の東桁行と重なる位置に直線的にSK１４０・１１５・１６３・２４８が並ぶと認め

られ、これを東桁行として北端SK１４０から西側へ直交方向に位置するSK１１３１（８７）を北梁行、南端SK２４８

から西、直交方向のSK２４８・１２８を南梁行と捉えた。本址の東桁行柱穴跡の深さは、いずれも浅いことか

ら、西側柱穴跡は遺存しなかった可能性がある。

位置：②区北部区画にあり、ST６６・６７とは東桁行の位置がほぼ重なって位置する。

構造：ST７０は確認範囲で梁行１間以上約２．４m以上、桁行３間約７．２mの規模で、棟方向はN２３°Wの側柱

建物跡である。柱間寸法は東桁行北から２．２、２．２、２．８mを測る。柱穴跡はいずれも直径４０cm以下の円形

か隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは３０cm前後である。柱穴跡底面標高は３３３．５～３３３．６

m前後で、西側の検出面の標高はこれより低い。

出土遺物：なし。

重複関係：ST７０（１６３）→ST６６（１６２）、ST７０（２４８）→ST６７（１７８）。SD４７・５０との重複は僅かで前後関係

は不明である。

所見：規模の類似や位置の重複からST６６～６９とは建て替えの関係とみられ、重複関係からST６６～６９以前

の建物跡とみられる。

ST７１・７２・７３ （第４８図、PL８） D２１・２２、I０１・０２

建物跡の認定：調査時に建物跡が想定された②区北部のSD５２西脇柱穴跡列から、東桁行が重なりながら

梁行が１m南北にずれたST７１・７２、ST７２と隣接・重複する柱穴跡からST７３を整理時に認定した。

ST７１はSD５２と平行してSD５３屈曲部まで直線的に並ぶSK３６・４７・６１・１１３２を東桁行、南端のSK１１３２か

ら西、直交方向に並ぶSK９０・８２を南梁行、SK８２から北、直交方向に並ぶSK６９を西桁行と捉えた。東桁行

の南端柱穴跡SK１１３２は浅すぎるので、位置は北に若干寄るSK７０が充てられるかもしれない。北端SK３６か

ら西、直交方向のSK３８を結ぶラインを北梁行と捉えたが、北西部の柱穴跡が検出できずSK３８も西に寄り

すぎている。また、西・東桁行の方位がずれて台形平面形であるなど建物跡認定に不安を残す。

ST７２はST７１東桁行と重なって南北にずれたSK４０・５３・６５・２３９を東桁行、北端のSK４０から西直交方向

のSK４４を通るラインを北梁行、南端のSK２３９の西、直交方向に位置するSK９１・９２を南梁行、SK９２から

北、直交方向に位置するSK１１４０を西桁行と捉えた。南梁行中間のSK９１は浅く、西に寄る位置だが、隣接

したSK１３８４のほうがST７２柱穴跡とした柱穴跡の深さと近似しており、こちらが充てられる可能性もあ

る。

ST７３はST７２北梁行と東桁行の柱穴跡に重複・隣接して位置するSK４１・４９・１１３９と延長上のSK１４７４を

東桁行、北東隅SK４１から西、直交方向のSK４５を通るラインを北梁行と捉えた。西桁行や梁行の柱穴跡は

不明で、東桁行柱穴跡が浅いことから、西桁行柱穴跡は遺存しなかった可能性がある。東桁行南端の柱穴

跡はSK１４７４のかわりに、ST７７柱穴跡としたSK８５が本址柱穴跡の深さに近く、該当する可能性も残る。ま

た、東桁行のSK１１３９が極端に浅く、SK１１３９とSK１４７４の間隔も空き過ぎて認定に不安が残る。しかし、

ST７２柱穴跡に隣接して柱穴跡が位置することや、建物規模が類似することから本址を認定した。

位置：②区北部にあり、ST７１・７２は東桁行が重なって南北約１．２mずれ、ST７３はST７２とほぼ重なる。

構造：ST７１は梁行２間約４．９m、桁行３間６．３mで棟方向はN３０°Wの側柱建物跡である。柱間寸法は南梁

行東から２．５、２．４m、東桁行で北から２．１、１．９、２．３mを測る。柱穴跡は東桁行南端のSK１１３２が直径２０

cm、南梁行中央のSK９０が直径５０cmと幅があるが、直径３０～４０cmほどの円形・隅丸方形の平面形が多

い。検出面から底面までの深さはSK６９・９０・１１３２が２０cm、他は５０～７０cmを測る。底面標高はSK９０と

１１３２が３３３．４mと３３３．７mだが、他は３３２．８～３３３．２mである。
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第４８図 掘立柱建物跡ST７１～７６
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ST７２は梁行２間約４．８m、桁行３間約６．２mの規模で、棟方向はN３１°Wの側柱建物跡である。規模はST

７１と同じである。柱間寸法は南梁行東から約２．６、２．２m、SK１３８４を梁行中間の柱穴跡とすると２．０、２．８

mとなる。東桁行は北から１．９、２．０、２．３mでST７１の柱間寸法に類似する。柱穴跡は直径４０～６０cmほどの

円形、隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは約５０～８０cm、底面標高は多くが３３２．９～３３８．２

mだが、SK９１が底面標高３３３．４mと浅く、隣接するSK１３８４は底面標高３３２．９mである。

ST７３は確認範囲で梁行１間以上３．０m以上、桁行３間約６．６mの規模で、棟方向はN２５°Wの側柱建物跡

である。東桁行柱間寸法は北から１．６、１．６、３．４mと北端が長い。柱穴跡は直径４０cm以下の円形の平面形

が多く、検出面から底面までの深さは東桁行で約６０cm前後、北梁行SK４５で２０cmと浅いが、底面標高は

３３３．１～３３３．２mが多い。ただし、東桁行中央SK１１３９のみ底面標高が３３３．６mと高い。

出土遺物：なし。

重 複 関 係：ST７１重 複 な し。ST７６（１１５７）→ST７２（５３）・ST７３（４９）、ST７４（６４）→ST７２（６５）、ST７３

（４１）→ST７２（４０）。ST７５（８４）とST７３（１４７４）の関係は不明だが、ST７５の建て替えと捉えたST７６のST

７６（１１３７）がST７２（５３）に切られる関係から、ST７２の建て替えのST７３がST７５を切る可能性がある。桁

行の位置が重なって建て替えと捉えられるST７１とST７２・７３との前後関係は不明である。

所見：重複関係からST７３→７２で、ST７１はその前後に位置する建て替えの関係とみられる。いずれも周囲

のN３０°W方向の建物跡群のひとつで、１m南北・東西にずれる位置関係はST６６～７０と類似する。このこ

とから、ST７１～７３はST７４と共に、南側のST６６～７０と併存した可能性がある。

ST７４ （第４８図 PL８） D２１・２２、I０１・０２

建物跡の認定：整理時の検討でSD５２脇に直線的に並ぶSK３３・（３９）・９９・６４を東桁行、北端SK３３から西、

直交方向のSK３２を北梁行、南端SK６４から西、直交方向SK７２のラインを南梁行と捉えた。西桁行柱穴跡は

検出できず不明である。東桁行柱穴跡列の西約２m離れて平行するSK３２・４３・５４・７２の柱穴跡列は内部

の柱穴跡列にみえるが、東桁行と若干方位のずれがあり、建て替えの関係とみられるST７１・７２・７３は側

柱建物跡と捉えられているので、内部柱穴跡列ではなく、建て替えの別建物跡東桁行の疑いがある。ただ

し、西側に対応する柱穴跡が認められておらず、中央柱穴跡列を本址に含めて述べる。なお、東桁行南延

長上にあるSK２３９、中央桁行南延長上にあるSK８６まで含む可能性も考えたが、SK２３９はST７２柱穴跡と認

定した関係から、南へ延びないと結論した。また、土坑SK３９底面の窪みを本址柱穴跡の残存と捉えた。

位置：②区北部区画にあり、ST７１～７３の北へ約２．４m、東へ０．７m平行移動した位置にある。

構造：確認範囲で本址は、梁行１間のみで南梁行約１．８m、北梁行約２．２mで、北梁行が２間とすると、約

４．４m前後と思われる。桁行は３間約６．３mで、建物址方位は東桁行でN２５°W、中央の柱穴跡列でN２８°W

である。柱穴跡の配置から総柱建物跡にもみえるが、中央の柱穴跡列が別建物跡の東桁行の可能性があっ

て断定できず、側柱建物跡の可能性がある。柱間寸法は東桁行で北から２．４、１．９、２．０mである。柱穴跡

は東桁行と北梁行のもので直径４０cm前後の円形や隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さ６０cm

を測る。中央の柱穴跡列は直径７０cmの円形・隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さが８０cmを

越えるものが多い。底面標高は東桁行柱穴跡で３３３．１～３３３．３m、中央の柱穴跡列で３３２．８～３３３．０mであ

る。

出土遺物：なし。

重複関係：ST７４（６４）→ST７２（６５）。土坑SK３９と本址柱穴跡の関係は見逃して不明だが、SK３９埋土断面

記録からみると本址柱穴跡が切っていた可能性がある。SD５３は本址東桁行南端付近でL字状に折れ、その

北延長上にあるSD５２と共に本址に伴う雨水浸入防止用溝跡の可能性がある。
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所見：位置的に重なるST７１～７３とは建て替えの関係で、ST７２より古く、ST７３→７２の関係を考慮すると７４

→（７３→７２）の順と推測される。また、同棟方向のST６６～７０と併存した可能性がある。

ST７５・７６ （第４８図、PL８） D２１・２２、I０１・０２

建物跡の認定：整理時にST７１～７４の東桁行柱穴跡列と重なる位置に並ぶ柱穴跡から認定した。

ST７５はST７１～７４東桁行柱穴跡の西脇に直線的に並ぶSK６２・７１・８４・８８を東桁行、その北端から西へ直

交する方向にあるSK６２・６７・１１４３を北梁行、東桁行南端から西へ延びるSK８８・１０９・１１８を南梁行、北梁

行西端のSK１１４３から南へ直交する方向のSK１１４３・（不明）・１１４４・１１８を西桁行と捉えた。西桁行南端SK

１１８はST７６柱穴跡とも迷ったが、西桁行と南梁行が交差する位置にあたることから本址の柱穴跡とした。

建て替えの関係と捉えたST７６より規模が小さく、梁行の認定に不安はある。

ST７６はST７１～７３東桁行に重なって直線的に並ぶSK１１３７・１０２・７８・１０１・１７４を東桁行、北端のSK１１３７

から西へ直交する方向に並ぶSK５７・９４を北梁行、南端のSK１７４から西へ直交する方向にならぶSK１０８を南

梁行と捉えた。南西隅の柱穴跡はST７５（１１８）の位置が妥当だが、SK１１８はST７５西桁行と南梁行の交差付

近に位置することからST７５柱穴跡と認定して本址柱穴跡は不明とした。西桁行は柱穴跡が検出できず不

明である。

位置：②区北部、ST６６～７０とST７１～７４が並列する中間にST７５・７６が重なって位置する。

構造：ST７５は確認範囲で梁行２間約４．６m、桁行３間で東桁行約５．６m、西桁行約５．８mの規模の側柱建物

跡で、平面形は台形に近い。棟方向はN３５°Wである。柱間寸法は北梁行で２．１、２．５m、東桁行で北から

１．６、２．０、２．０mである。柱穴跡はいずれも直径４０cm以下の円形か隅丸方形で、検出面から底面までの深

さはSK７１が９０cmを越えるが、他は４０～５０cmで、底面標高は３３２．８～３３３．２m前後である。

ST７６は梁行２間約５．１m、桁行４間約７．７mの側柱建物跡で、棟方向はN２８°Wである。柱間寸法は北梁

行で西から２．３、２．８m、東桁行は北から１．７、１．７、２．３、２．０mである。柱穴跡は直径４０cm以下の円形か

隅丸方形の平面形で、底面標高は北梁行柱穴跡で３３３．１m前後、東桁行柱穴跡で３３３．２～３３３．６mと浅い。

出土遺物：図示しなかったが、ST７５（７１）から白磁碗片１片２gが出土した。ST７６はなし。

重複関係：ST７５（８４）→ST７７（８５）。ST７５（８４）とST７３（１４７４）の関係は直接把握できていないが、ST

７３と建て替えの関係とみられるST７２（５３）がST７６（１１３７）を切り、本址と重複位置にあるST７６が本址と

前後した建て替えと推測すると、本址（８４）もST７３（１４７４）に切られる可能性がある。ST７６（１１３７）→

ST７２（５３）・ST７３（４９）。SD４９はST７５・７６南梁行の位置にあり、伴う可能性がある。

所見：ST６６～７０、ST７１～７４の中間にST７５と共に位置する。重複関係から、N３０°W前後のST６６～７０とST

７１～７４や、方位を合わせたST７７より古い所産と思われる。ST６６～７０とST７１～７４が併存する以前に、ST

７５・７６といった単独の建物跡が建てられていた可能性を示す。

ST７７・７８ （第４９図） C２２、I０２

建物跡の認定：整理時の検討でSD５１周辺の柱穴跡が方位にあわせた方向に並ぶと認められ、建て替えの

関係のST７７・７８を認定した。当初は部分的な柱穴跡配置を捉えて小型建物跡と考えたが、小型建物跡の

みで構成される区画は他になく、伴う可能性のある同方位の２×３・４間の建物跡も認められなかった。

そこで、周囲の柱穴跡を再検討したところ、ST７７・７８の東辺南延長先にあるSK１６６・（１６３）、さらにそこ

から西へ直交する方向に並ぶSK１６６・１１０・１１２９、１６３・１１９・１１７を結んでST７７・７８が２×３・４間の建

物跡になる可能性が捉えられた。欠落する柱穴跡が多く全容は不明ながら、その柱穴跡は列状に並びなが

らも柱間寸法が短いことから建て替えの建物跡が重複する可能性が捉えられた。しかし、柱穴跡が部分的
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なことから個々の建物跡は捉えきれず、ここでは桁行列が南北にずれて位置する建物跡をそれぞれST

７７・７８に大別して記述する。

ST７７は②区東側斜面直下に直線的に並ぶSK５９・７５・７９・（以南不明）を東桁行、これと約２．７m西に平

行するSK１１３８・７０・８５・（以南不明）を中央の柱穴跡列、その北端を結ぶSK５９・１１３８・（５５）を北梁行と

捉えた。北梁行の西延長上のSK５５は、東隣のSK１１３８とは柱間寸法が長すぎ、平面形もゆがむため本址北

梁行西端柱穴跡とは断定できない。中央柱穴跡列の南延長先にSK１１０が位置し、東桁行南延長先にある

SK１６６と直交する位置にあることから、SK１６６・１１０・１１２９が南梁行にあたる可能性があるが、中間の柱

穴跡が検出されておらず関連は確定できなかった。また、中央柱穴跡列は梁行の位置が重なりながら西へ

２．７m平行移動した別建物跡の桁行柱穴跡の可能性がある。なお、SK８５はST７３の柱穴跡の可能性が残

り、中央柱穴跡列の南延長上にSK８９が位置するが、これはST６９柱穴跡と捉えた。

ST７８はST７７桁行柱穴跡列と桁行が重なりながら１m南に平行移動した位置にある柱穴跡から認定した

第４９図 掘立柱建物跡ST７７・７８
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が、検出された柱穴跡が少なく一部のみしか捉えられなかった。SK７４・７６が東桁行で、それと１m西に

SK９７・７７が平行する。東桁行は南延長先にあるSK１２５か１５０５もしくはST７０柱穴跡としたもののSK１６３

か、１６６まで延長し、その西直交方向のSK１１７・１１９が南梁行となる可能性がある。SK７４・９７とSK７６・７７

の柱間寸法が短すぎ、同じ桁行ライン上で重なりながらさらに南北に平行移動して建て替えた建物跡柱穴

跡を含む疑いがある。また、中央の柱穴跡列もSK９７北延長先にSK６０、南延長先にはST７０柱穴跡とした

SK１４０が直線的に並ぶが、これらは梁行位置を同じくしながら東西に建て替えた建物跡柱穴跡の可能性が

ある。SK７４・９７の西延長先にあるSK６４はST７４柱穴跡、SK７６・７７の西延長先あるSK７８はST７５柱穴跡と捉

えたため、西桁行は不明である。ただ、SK６４・７８を繋ぐラインは東桁行から約２．７m、梁行１間分の距離

には当たる。また、中央の南延長先のST７０（１４０）はST７８の柱穴跡の可能性もある。

位置：②区北部区画の東斜面際に位置する。ST７８はST７７南に１．２m平行移動した位置にある。

構造：ST７７は当初捉えた範囲では梁行２間約２．８m、桁行２間約３．２mだが、上記の推測から周囲柱穴跡

を含めて梁行２間約５．４m、桁行４間約７．６mの規模と推測される。棟方向はN８°Wである。柱穴跡配置か

ら総柱建物跡にもみえるが、北辺のSK６０両側の柱間寸法は短すぎ、本址も東西に平行移動して建て替え

られた側柱建物跡の重複である可能性がある。柱間寸法は東桁行で北から１．７、１．６mと狭く、柱穴跡は２０

～４０cmの円形か隅丸方形の平面形で、検出面から底面までの深さは東辺で約１０～６０cm、底面標高はSK

５９・７５・７９が３３３．７m、SK５５が３３３．５mだが、他は３３３．２～３３３．３mが多い。

ST７８は当初捉えた範囲が南北２間約（２．６m）、東西２間約（２．７m）だが、上述したように建物跡の一

部のみで、それも建て替えの別の建物跡を含めて捉えている可能性がある。本来は上記の規模以上と思わ

れるが、関連する柱穴跡が少なく全体規模は不明である。柱穴跡の平面形は直径２０～４０cmの円形や隅丸

方形を呈し、検出面から底面までの深さは３０～６０cmを測る。底面標高は東桁行SK７６・７４で３３３．８m、

３３３．７m、中央のSK７７・９７で３３３．２～３３３．３mを測る。

出土遺物：なし。

重複関係：ST７５（８４）→ST７７（８５）。土坑SK９６→ST７８（９７）、ST７８（１００）との前後関係は不明。

所見：全容は不明だが、②区北部の数少ない正方位の建物跡と捉えた。重複関係からST７５より後出する

とみられるが、ST７１～７４との関係は捉えられなかった。

④．土坑

SK１１４５ （第５０図 PL９） I０８

位置：②区北部区画南辺のSD１６脇にSK１６７と並んで位置する。重複：SD１６に切られ、SX０２との関係は確

認調査１トレンチで重複部を掘り壊したため把握できなかった。また、SK１６７側から本址北東部にSD４３

が接続するが、本址の一部とは捉えきれなかった。構造：平面形は南北約２．５m、東西約２．１mの不整方形

を呈し、長軸方位はN８°Wである。断面形は逆台形を呈し、検出面から底面までの深さは傾斜上方東側

で約８０cmを測る。底面はほぼ平坦で北壁と南壁東寄りに１辺４０～５０cmほどの角礫を並べている。北・南

辺共に西側には礫が検出されなかった。石は一部２段に重ねられているところもあるが、大部分は１段

で、裏込めの埋め土は捉えられなかった。埋土：中位に埋め土と判断されるブロック土を含む土層があ

り、廃絶後からSD１６が構築されるまでの間に埋め戻されたと捉えられる。出土遺物：図示していない

が、中世以前と思われる時期不明土器１点３０gがある。また、確認調査トレンチ内から出土した青銅製香

炉（第６８図１２）は本址もしくはSD１６からの出土と思われる。所見：類似構造のSK１６７が東側に位置し、こ

の２基がSD１６脇に位置する。①区でも区画溝跡の脇に石組をもつ大型土坑が分布する可能性が捉えられ

ており、それらと同様の施設と思われる。
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SK１６７ （第５０図 PL９） I０８

位置：②区北部区画南東部のSD４４屈曲脇に位置する。重複：ST７９（２４４）→SK１６７、柱穴跡SK２４５→SK

１６７、SK１６７→SD１６・４４。北東部の窪みSD４３は本址の一部の可能性もあるが、直接関係は把握できなかっ

た。構造：平面形は南北約１．７m、東西約１．７mの不整円形である。断面形は立ち上がりが緩やかな逆台形

で、検出面から底面までは約３９cmを測る。北壁際には人為的に並べられたと捉えられる石組が検出され

た。南側に礫は検出されなかったが、構築当初から存在しなかったかは明かにしえなかった。埋土：下層

ににぶい黄褐色土、中層にⅡ層に類する灰黄褐色土、上層にスコリア粒を含む黒褐色土がある。出土遺

物：図示していないが弥生土器２片４gがある。所見：①区北部区画や中央区画では、区画溝跡の脇に石

組を伴う大型土坑が分布する可能性が捉えられており、本址もSK１１４５と共に区画境に設けられた施設の

可能性がある。

SK４８ （第５０図 PL９） D２２

位置：②区北部区画の東斜面直下に単独で位置する。重複：なし。構造：平面形は長軸約２．５m、短軸約

１．２mの長方形で、西側中央部が若干張り出す。長軸方位はN３５°Wで、ほぼ等高線に沿う。断面形は逆台

形で検出面から底面までの深さ約３６cmである。底面は若干凹凸あるが、全体的に平坦である。埋土：粘

質土で、埋め戻し土とは断定できなかった。出土遺物：なし。所見：掘立柱建物跡の分布域から外れて位

置し、性格は不明で、中世の所産とも断定できなかった。南に隣接するSK１１４２とは類似時期のものと思

われる。

SK３９ （第５１図） D２２

位置：②区北部区画に位置する。重複：ST７４柱穴跡との前後関係は把握できなかったが、土層断面から

は本址が切られる可能性がある。構造：平面形は南北１．０m、東西０．８mの台形で、長軸方位はN３１°Wであ

る。断面形は逆台形を呈するが、底面は凹凸が著しく平坦ではない。北西部の一段低い部分は重複する

ST７４の柱穴跡とした。検出面から底面最深部まで１８cmの深さを測る。埋土：色調と地山ロームブロック

等の含有物で分層したが、下層は淘汰が悪い。出土遺物：なし。所見：平面形は近接するSK９６と似てお

り、同様の性格の土坑と思われる。また長軸方位は近接するST７１～７６と同じだが、建物跡内に入らない

ため建物内施設ではないと思われる。底面の凹凸から木根に撹乱された疑いがある。

SK９６ （第５１図 PL９） D２２

位置：②区北部区画に位置する。重複：ST７８（９７）に切られ、重複するSD５１は埋土の遺存が僅かで前後

関係は把握できなかった。構造：平面形は南北約１．２m、東西約０．９mの方形で、長軸方位はN３０°Wであ

る。断面形は逆台形で、検出面から底面までの深さは３０cmを測る。底面はほぼ平坦ながら、北壁際が溝

状に窪む。埋土：全体にロームブロックを多く含み、埋め戻されている可能性がある。出土遺物：なし。

所見：長軸方位は近接するST７１～７６に類似するが、建物跡内に入らないので建物跡内施設ではないと思

われる。近接するSK３９は平面形が類似し、同様の性格と思われる。

SK１２０ （第５１図） I０７

位置：②区北部区画の西よりに位置する。単一の柱穴跡として調査したが、下部の柱穴跡の柱痕跡が本址

底面で途切れることから、整理作業では柱穴跡の上部に土坑が重複したと捉えなおし、下部の柱穴跡を

SK１５０７、上部の土坑をSK１２０とした。重複：ST６６柱穴跡の可能性があるSK１５０７を切る。構造：平面形は
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直径約１．０mの円形で、断面は逆台形で、検出面から底面までの深さは約２２cmを測る。埋土：スコリア粒

を多く含む。出土遺物：なし。所見：浅いくぼみ状で根の撹乱の疑いもある。

SK１１４２ （第５１図） D２２

位置：②区北部区画の東斜面直下に掘立柱建物跡とは離れて単独で位置する。重複：なし。構造：本址は

②区の斜面直下の調査区東壁際で検出されたが、上部に斜面堆積土が厚く載って全体を露呈することがで

きなかった。確認範囲から平面形は１辺約１．３m前後の方形を呈するとみられる。長軸方位は西辺からN

１８°W前後と推測される。断面形は逆台形で底面は平坦で、検出面から底面までの深さは２４cmと浅い。埋

土：ブロック土を多く含む埋め土と捉えられた。出土遺物：なし。所見：単独で存在するが、大型のSK

４８が近接し、類似した性格と思われる。出土遺物もなく、時期は不明である。

SK１０３ （第５１図） I０１

位置：②区北部区画に位置する。重複：調査ではSK１０３→ST６６（９３）と捉えたが、重複部分が僅かで断

定はできない。構造：平面形は直径約０．７mの円形で、断面形はU字状で検出面から底面までの深さは約

１６cmを測る。埋土：底面上に細かいローム粒を含む土層、その上部に炭化物を多く含む土層がある。焼

土は認められなかった。出土遺物：なし。所見：内部で直接火が焚かれたとは認められない。その性格は

不明である。

SK１４５ （第５１図） I０７

位置：②区北部区画に位置する。重複：SK１４５→ST６８（１４４）構造：平面形は南北約０．８m、東西約０．７m

の方形を呈し、長軸方位はN１６°Wである。西壁の傾斜が緩やかな逆台形の断面形を呈す。検出面から底

面までの深さは約２８cmを測る。埋土：細かいローム粒を多く含む。出土遺物：なし。所見：方形のSK

３９・９６と平面形は類似するが、小型で柱穴跡の可能性も残る。

（２）南部区画の遺構

南部区画は②区平坦地のSD１６以南の空間で、南端は調査区外へ延びて全容は不明である。南部区画は

北辺がSD１６・４２、東辺がSD３８に囲まれている。また、北部区画同様に、区画ができる以前に建物跡が並

列していた空間であった可能性があり、ここで扱う遺構は厳密には南部区画に伴う遺構に限定できない

が、南部区画範囲にある遺構を含めて扱う。

検出遺構は、掘立柱建物跡ST７９～８４の６棟、溝跡はSD３３～４２の１０条、土坑は中型SK２００・１８８の２基、

小型土坑SK２０５・１３０８の２基がある。

掘立柱建物跡は調査区境にかかって全容不明なものもあるが、確認範囲では梁行２間×桁行３・４間の

側柱建物跡が認定しえた。ST８２・８３は桁行４間の可能性があり、桁行規模は約９．８～１０．０m、他の桁行３

間建物跡では７．４～７．７mである。いずれも棟方向は方位に一致させている。

土坑は僅かしかなく、SK１３０８は遺構でない疑いがある。SK２００は埋土中に炭化物が検出され、建物跡

ST８０～８４内に位置するが、建物跡との関係は断定できなかった。SK１８８と２０５はいずれも平面形が長方形

で、区画溝跡SD１６・３８の脇に長軸方位を合わせて位置し、SD１６・３８の区画以後の所産と思われる。

溝跡は上述した区画溝跡SD１６・４２・３８以外は建物跡に伴う雨水浸入防止用溝跡と捉えられる。類似場

所に数度掘り直されており、その配置場所から南側のSD３３～３７と、北側のSD３９～４１の２グループに分か

れる。SD３９～４１は南端が西へ折れて浅く途切れるが、北側はSD４５（４４）を東辺、SD４４の西へ折れた部分
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かSD４６を北辺とするとみられる。SD３９～４１南端の位置はSD３３～３７北端とほぼ一致し、SD３３～３７とSD３９

～４１が伴う建物跡が並列していたと捉えられる。なお、建物跡と溝跡の関係は、SD３３～３７がST８０・８１、

SD３９～４１（・SD４４～４６）がST７９に伴うとみられ、SD１６・３８・４２による南部区画に伴うのがST８２～８４と

SK１８８・２０５と推測される。

①．溝跡

SD３３～３７ （第４５・５３図 PL８） I１３・１８

位置：②区南部区画の東側斜面直下のSD３８西脇に、西へ向かってSD３７、３６、３３・３４の順で並ぶ。SD３３と

３４は途切れるが同一溝跡、SD３５はSD３６の造り替え部分が僅かに残存したと捉えた。このSD３３～３７北端は

SD３９～４１の南端と接する付近で途切れ、SD３９～４１と併存したと思われる。重複：SD３５→SD３６、SD３３・

３４→ST８２（２０９）、SD３６・３７→SK２０１、SD３５→SK２４０。SD３７とST８３（１３１１・１３２９）・ST８１（１３０９・

１３１２）・柱穴跡SK１３１３・１３３２、SD３３・３４とST８２（２１４）、SD３４とST８２（２２６）・ST８４（２１２）、SD３５・３６と

ST８２（２２６）・ST８３（２２７）、SD３６と柱穴跡SK１３３０・１３６４は重複が僅かか、溝跡底で検出したため、重複

関係は確認できていない。SD３６とSD３７の前後関係も把握できなかった。構造：SD３７は北端が浅く途切

れ、南端は調査区外へ延びる。N３°W方向に長さ約７．８mの長さを確認した。幅約０．４m、断面形は浅いU

字状を呈し、検出面から底面までの深さは約５cmを測る。SD３６は幅約０．３m、確認長約７．６mを測り、北

端は西へ１．１mほど屈曲する。本址途中で西へL字状に折れるSD３５が検出されたが、南北部分はSD３６とほ

ぼ重なって掘り壊されたとみられる。SD３４はコ字状の溝跡で、幅０．６m、N４°W方向に長さ約４．４m続

き、北・南端が０．７mほど西に折れる。南延長上にはSD３３があり、本来連続した７．６m以上の長さの溝跡

だが、埋土は深さ３～４cmと浅いために途切れるように検出されて別の溝跡と捉えてしまったと思われ

る。SD３４の南端が屈曲するようにみえたのは溢れた雨水の浸食によると思われる。埋土：SD３３・３５・３７

は土層記録が漏れたが、SD３４・３６は灰黄褐色土を基調として小ロームブロックを含む。出土遺物：な

し。所見：SD３３～３７はSD３９～４１同様に、建物跡１棟分に伴う長さ１０m前後の雨水浸入防止用の溝跡で、

ST８０・８１が伴う可能性がある。

SD３８・４２ （第４５図 PL８） I１３・１８

位置：②区南部区画の東側斜面直下に位置する。調査時にSD３８とSD４２の接続関係が捉えきれず、東側の

斜面直下にある南北方向の溝跡をSD３８、その先端から西へ折れてSD１６に接続するまでをSD４２としたが、

掘り下げた結果２本の溝跡の底面が同じ高さで連続してSD１６に繋がると判明した。SD３８・４２が区画する

なかにはST８２～８４が伴うと捉えられる。重複：SD３８→SK１３０８、SD４５→SD３８。ST８０（１３１０・１３１６）・柱

穴跡SK１３１８はSD３８底面で検出したため、前後関係は確認できていない。また、SD１６のところで述べたよ

うに建物跡に伴う雨水浸入防止用の溝跡と捉えられるSD３９～４１、SD４４・４５、SD４６からなる区画に後出す

る可能性がある。構造：SD３８は②区東側斜面直下にあり、N３°W方向に緩やかな弧を描いて南端は調査

区外へ延びる。確認範囲での長さ約１３．８mで、その北端から西へ屈曲するSD４２は屈曲部からSD１６に接続

するまで約２．０mを測る。SD３８は幅約０．５m、断面形はU字状を呈して検出面から底面までの深さ１６cmを

測る。底面は北側へ傾斜する。SD４２は幅０．８mと幅広いが、底面北側の幅０．２mほどが一段深く、検出面

から底面までの深さは約１０㎝である。埋土：SD３８上層は斜面上方からの崩落土で、下層が細かいローム

粒を少量含む灰黄褐色土である。SD４２は下層や南岸際にロームブロックを含む土層がある。埋土の基調

は灰黄褐色土である。出土遺物：なし。所見：SD３８・４２は②区南部区画に伴う溝跡で、その区画にST８２

～８４が伴うと捉えた。
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SD３９～４１ （第４５図） I１３

位置：②区南部区画のSD３３～３７の北側にあり、SD３９～４１が平行して並ぶ。重複：SD３６→SD４１、SD４０→

ST８２（２１５）。SD３９～４１間の前後関係、SD３９と土坑SK２０５、SK１３８６との関係は重複埋土が僅かで把握で

きなかった。構造：N１６°W方向に延びる２．６m以上の長さの東辺の溝跡南端から、SD３９～４１が分岐する。

SD３９はN７０°Eに長さ１．３mで幅０．３mを測る。SD４０はN７３°E方向に長さ２．３m、幅０．５mを測る。SD４１はN

６８°E方向で長さ約１．７m、幅０．３mを測る。いずれも検出面から底面までの深さは８cm以下で西端は浅く

途切れる。埋土：灰黄褐色土で大差はない。出土遺物：なし。所見：SD３９～４１周辺の溝跡の関係が調査

では十分捉えきれておらず、特にSD４４は複数の重複溝跡をまとめて捉えている疑いがあって溝跡の番号

と関係が混乱している。溝跡の平面分布からは、SD３９～４１に接続する東辺は北延長先にあるSD４５へ接続

していた可能性がある。SD４５西脇にあるSD４４もSD１６に接続する溝跡と捉えられたものの、SD３９～４１東

辺の延長先に位置して重複位置にSD３９～４１東辺に接続する別溝跡が存在した可能性がある。そのSD４４・

４５北端から西側に延びるSD４４とSD４６があり、全体としてSD４４・４６を北辺、SD４５（・４４）を東辺、SD３９

～４１を南辺とする長さ１０mの区画を形づくる可能性がある。この区画はST７９など建物跡１棟に伴う雨水

浸入防止用溝跡で、SD３９～４１はその部分的な造り替えの関係と思われる。また、南にある建物跡に伴う

雨水浸入防止用溝跡と捉えられるSD３３～３７とは並列し、いずれもSD１６との重複関係から、SD４４の一部と

SD３８・４２からなる区画が造られる以前の所産と思われる。

②．掘立柱建物跡

ST７９ （第５２図） I０７・０８・１２・１３

建物跡の認定：整理時に区画溝跡SD１６周辺に散在する柱穴跡から建物跡が存在する可能性を検討し、SD

４５とSD３８脇に直線的に並ぶSK２３８・２４４・１３２５・２２１を東桁行、SK２２１の西へ直交する方向３．８mにあるSK

２３３を結ぶラインを南梁行、SK２３３から北へ直交する方向のSK１８９を結ぶラインを西桁行と捉えた。西桁

行南から３番目柱穴跡は土坑SK１１４５と重複する位置に想定されるが、柱穴跡は検出されていない。本址

中央の棟方向で南北にならぶSK１３８・１４０９・１４０８は東桁行柱穴跡と梁行で交差する位置になく、本址の内

部柱穴跡とは認定しなかった。

位置：②区南部区画の北寄りにSD４４・４６を北辺、SD３９～４１を南辺、SD４５（・４４）を東辺とする区画内に

ある。

構造：確認範囲で梁行１（２）間約３．８m、桁行３間約７．５mの規模で、梁行は中間柱穴跡が不明ながら規

模から２間と推測される。棟方向はN１４°Wである。柱間寸法は東桁行で北から２．１、３．０、２．４mである。

柱穴跡の平面形は直径４０cm前後の円形・楕円形が多く、検出面から底面までの深さは５０～７０cm、底面標

高はSK１３２５・２４４が若干高く３３３．５０mだが、他は３３３．０～３３３．２m前後である。北西部や梁行中間柱穴跡が

見つかっておらず規模も断定はできないが、北辺SD４４・４６、東辺SD４５、南辺SD３９～４１が本址に伴うと考

えているので、ほぼ建物跡の桁行規模は上記の３間とみられる。

出土遺物：なし。

重複関係：ST７９（２４４）→土坑SK１６７。他の遺構との重複関係は重複部が僅かで判然としない。直接重複

していないが、SK１１４５やSD１６との同時存在は考えにくく、石組をもつSK１６７とSK１１４５がSD１６脇に並列

することから、SK１６７に切られる本址はSD１６より古いと考えられる。本址（１３２５）とSK１３２６の関係やSD

４４と本址（２３８・２４４）の関係は把握できなかった。なお、本址はSD４４・４６、SD４５、SD３９～４１の溝跡が伴

うと思われるが、SD３９は本址内に入るのでSD４０か４１が伴う可能性がある。

所見：本址は認定に不安を残すが、SD４４・４６を北辺、SD４５（・４４）を東辺、SD３９～４１を南辺とする溝跡
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に囲まれた建物跡で、南に隣接するSD３３～３７の区画に伴うST８０・８１と併存する可能性がある。

ST８０・８１ （第５３図 PL８） I２・１３・１７・１８

建物跡の認定：SD３３～３７を建物跡に伴う溝跡と推測し、その西側の柱穴跡からST８０・８１を認定した。

ST８０はSD３８脇に直線的に並ぶSK１３１６・１３３３・１３１０を東桁行、北東隅SK１３１６から西へ直交する方向の

SK１３３１・２２３を北梁行と捉えた。東桁行の北延長先にSK１３１８があるが、その西へ直交した方向に柱穴跡

がなく、建て替えの関係と捉えたST８１も北へ延びないことから本址柱穴跡に含めなかった。

ST８１はST８０北梁行柱穴跡に隣接するSK１３１４・２０７・２２２を北梁行、SK１３１４・１３１２・１３０９を東桁行と捉

えた。SK１３０９はST８３東桁行柱穴跡の可能性もあり、本址の柱穴跡の認定に不安がある。

位置：②区南部に位置し、ST８１とST８０がほぼ同じ場所に重複し、建て替えの関係と捉えた。

構造：ST８０は確認範囲で梁行２間約５．１m、桁行２間以上５．５m以上の規模の側柱建物跡で、棟方向はN

３°Wである。柱間寸法は梁行で東から２．３・２．８m、桁行で北から２．３・３．０mを測り、柱穴跡は直径２０cm

前後の円形の平面形で、検出面から底面までの深さは約１０～６０cmを測る。底面標高は傾斜下方の西側の

SK２２３で３３３．０m、東側桁行柱穴跡で３３３．８m前後と標高差があって柱穴跡の認定にやや不安は残る。

ST８１は確認範囲で梁行２間約４．８m、桁行はSK１３０９までだと２間以上約６．３m以上の規模で、棟方向は

N０°Wの側柱建物跡である。柱間寸法は梁行が東から２．３、２．５m、東桁行で北から３．１、３．２mである。柱

穴跡の平面形は直径２０～３０cmの円形の平面形で、検出面から底面までの深さは約２０～５０cm、底面標高は

西側ほど低く３３３．２m、東側のSK１３０９・１３１４で３３３．６m前後である。

出土遺物：なし。

第５２図 掘立柱建物跡ST７９
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第５３図 掘立柱建物跡ST８０～８４
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重複関係：ST８１（１３１２・１３０９）とSD３７の前後関係は把握できず、本址範囲内に位置するSK２００は本址の

内部施設と認定できなかった。隣接するSD３８との関係は捉えられず、直接伴う溝跡は不明であるが、位

置的にSD３３～３７に伴う建物跡のひとつと思われる。

所見：ST８０・８１に伴う雨水浸入防止用の溝跡は把握できなかったが、この建物跡に伴う溝跡と思われる

SD３９～４１の屈曲する部分とSD３３～３７の区画北辺境に本址の北梁行が位置し、本址はSD３３～３７が伴う建物

跡群の一部とみられる。

ST８２・８３・８４ （第５３図 PL８） I１２・１３・１７・１８

建物跡の認定：整理時に②区南部区画の北よりに東西方向に柱穴跡が直線的に並ぶと認められ、それを梁

行と捉え、直交方向のSD３８脇に並ぶ柱穴跡を東桁行として重複位置にST８２～８４の３棟を認定した。３棟

は建て替えの関係と推測され、なかでもST８２・８３は北梁行の場所が一致した近接した時期の建て替えと

思われた。いずれも南西部は調査区外へ延び、全容は不明である。

ST８２はSD３８に直交する方向で並ぶSK２０２・１９４・２３５を北梁行、その北梁行東端のSK２０２から南へ直交

した方向に並ぶSK２１５・２２６・２０９・２１４を東桁行、北梁行西端のSK２３５から南、直交方向に並ぶSK２３５・

２２５を西桁行と捉えた。西桁行、南梁行は調査区外へ延びて建物跡の全容は不明である。

ST８３はST８２北梁行と重なるSK１３２７・１９９・１９２を北梁行、その西端SK１９２から南へ直交する方向にある

SK２３２か２３１を西桁行、北梁行東端SK１３２７から南へ直交する方向に並ぶSK１３２９・２２７・１３１１を東桁行と捉

えた。東桁行のSK１３２７とSK１３２９の間隔が長く、東桁行はSK１３２７・（不明）・１３２９・２２７か、SK１３２７・（不

明）・２４０・１３１１と思われる。東桁行の南端は南へ延長した先のSK２０１やST８１（１３０９）まで含む可能性が

あるが断定はできなかった。

ST８４はST８２・８３北梁行と平行するSK２０３・１９５を北梁行、SK２０３から南へ直交方向に並ぶSK２０８・

２１０・２１２を東桁行と捉えた。北梁行西端は調査区外へ延びて梁行規模は不明で、東桁行もSK２１２までは捉

えられるが、それ以南は不明である。また、東桁行では北東隅のSK２０３と南のSK２０８との間隔が空きすぎ

ており、途中に１間入る可能性がある。

位置：②区南部北よりにあり、ST８２・８３・８４が重なって位置する。

構造：ST８２は南西部が調査区外へ延びて不明だが、確認範囲で梁行２間約４．６m、桁行４間約９．８mの規

模で、棟方向はN５°Wの側柱建物跡である。柱間寸法は北梁行の東から２．２、２．４m、東桁行で北から

２．２、２．４、２．７、２．５mを測る。柱穴跡は直径２０～４０cmの円形か隅丸方形の平面形で、検出面から底面ま

での深さは４０～６０cm、底面標高は３３３．１～３３３．５mで、３３３．２～３３３．４m前後が多い。

ST８３は南西部が調査区外へ延び、確認範囲で梁行２間約４．４m、桁行はSK１３１１までだと３（４）間約

７．４m、南端をSK２０１までとすると４（５）間約１０．７m、SK１３０９までで４（５）間約１０．０mを測る。桁行

が断定できないが、構造は棟方向がN６°Wの側柱建物跡である。東桁行の柱間寸法はSK１３２７・１３２９・

２２７・１３１１とすると北から３．７、１．９、１．９m、南端のSK２０１を含めると３．２mである。東桁行をSK１３２７・（不

明）・２４０・２２７とすると（２．３）、（２．３）、２．７mを測る。西桁行の柱間寸法２．３mと比較すると、北端のSK

１３２７と１３２９の間の柱穴跡を見逃した可能性があり、中間に柱穴跡を想定した場合は、南端のSK２０１や１３０９

を含めると５間になるが、周囲には桁行５間の建物跡がないのでSK２０１・１３０９を含まないかもしれない。

柱穴跡は円形か楕円形の平面形で、東側の柱穴跡は長軸４０～５０cm、検出面から底面までの深さは約５０cm

前後と深く大きく、西側柱穴跡は直径２０cmほどの円形の平面形で検出面から底面までの深さは２０cm前後

である。底面標高は北梁行中央のSK１９９や南東部柱穴跡が３３３．６m前後と高く、北東隅のSK１３２７が３３２．９m

と低いが、他は３３３．２～３３３．４m前後である。
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ST８４は南西部が調査区西外へ延び、確認範囲で梁行１間以上２．２m以上、桁行３間７．７mの規模の側柱

建物跡である。東桁の方位はN７°Wである。柱間寸法は東桁行北から３．９、１．７、２．１mを測り、北端が長

いことから中間の柱穴跡を見逃した可能性がある。柱穴跡は直径２０～３０cmの円形や隅丸方形の平面形

で、検出面から底面までの深さは約３０～７０cm、底面標高はSK１９５・２１２が３３３．２m、３３３．１mと低いが、他

は３３３．４～３３３．６m前後である。

出土遺物：なし。

重複 関 係：SD３３・３４→ST８２（２０９）。ST８２（２１４）とSD３３・３４、SD３５とST８２（２２６）・ST８３（２２７）、ST

８３（１３２９・１３１１）とSD３６・３７、ST８４（２１２）とSD３４、ST８３（１３１１）とSD３７との関係は溝跡の埋土が僅

かで前後関係は確定できなかった。また、ST８２～８４の範囲内に位置する土坑SK２００は内部施設の可能性

があるが、断定できなかった。所見：ST８２～８４はSD３８・１６の区画に伴う建物跡とみられる。

③．土坑

SK２００ （第５１図 PL９） I１８

位置：②区南部区画に位置する。重複：柱穴跡SK２３６に切られる。構造：平面形は１辺約１．３mの不整方

形を呈し、断面形はU字状を呈し、検出面から底面までの深さは約５０cmを測る。長軸方位はN１°Wであ

る。埋土：埋土中位に炭化物の薄層があり、その上下はブロック土を含む埋め土である。炭層は埋土中の

もので、直接伴うものではないと判断した。出土遺物：なし。所見：ST８０～８４内に位置するが、これら

の建物跡内部施設とは断定できなかった。

SK１８８ （第５１図） I１２

位置：②区南部区画に位置する。重複：柱穴跡SK１９０と重複するが、前後関係は把握できなかった。構

造：西壁は検出作業で削平して残存せず、残存部は東西約１．０m以上、南北約０．８mの規模である。長軸方

位はN８７°Wで、平面形は長方形を呈する。検出面から底面までの深さは東側で１１cmと浅い。埋土：灰黄

褐色土の単層で、埋め戻しとは断定できなかった。出土遺物：なし。所見：SD１６南脇に位置し、類似し

たやや小型のSK２０５がSD３８に並行して位置する。両者は②区南部の区画溝跡に沿って位置するように認

められ、SD１６の区画以後の所産と思われる。

SK２０５ （第５１図） I１３

位置：②区南部区画にある。重複：SK２０５→柱穴跡SK１３８６。SK２０５とSD３９の関係は把握できなかった。

構造：平面形は長軸約０．８m、短軸約０．６mの長方形で長軸方位はN１°Wである。断面形は長方形で検出面

から底面までの深さ約２４cmを測る。埋土：細かいローム粒を含む灰黄褐色土。出土遺物：なし。所見：

規模は異なるが、同じ長方形の平面形の中型SK１８８がSD１６脇に位置し、本址がSD１６と接続するSD３８脇に

位置する。SD１６の区画以後のものと思われる。

SK１３０８ （第５１図） I１８

位置：②区南部区画の東斜面直下にある。重複：SD３８→SK１３０８。構造：平面形は長軸０．９m、短軸０．７m

の楕円形で、断面形はU字状を呈する。埋土：本址の上部で長さ５０cmほどの礫が検出されたが、斜面上

方のSH０１から転落したもので、本址には関連しないとみられる。出土遺物：内耳鍋２片１２９g（第６１図１４）

あるが、斜面下部の周辺部でも内耳鍋は出土しており、本址に直接伴うものではない。所見：SD３８を切

り、中世以後の所産としかわからない。
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６．経 塚
SM０１ （第５４～５７図 PL１０・１１） C０５

位置：②区北端から北西方向に延びる尾根先端に位置する。重複：なし。

調査状況：経塚の存在は地元でも知られていなかったが、確認調査時に②区北西部の尾根先端付近で河川

礫の散布が認められ、周辺を清掃したところ河川礫を盛り上げた塚状遺構が発見された。翌年の面的調査

で１字１石経石が採取され、礫石経塚と認定した。検出状態では、経塚は直径４mほどの円形範囲に河川

礫が散布する僅かに盛りあがった塚と認められ、その所々に角礫が垣間見えた。石碑等はみつかっていな

い。この経塚に関連すると思われる河川礫は北側斜面にも散布し、その一部と思われる礫は確認調査１０ト

レンチ下方の北側平坦地盛土下層から検出された。このテラス状平坦地は、経塚の造成以後につくられた

もので、近代以後の所産と捉えられた。面的調査は清掃後に空中写真撮影と空中写真測量を行って現況の

記録を作成し、続いて経塚中央を通る断面観察用ベルトを十字に設定して掘り下げた。その過程で発見さ

れた経石は位置を記録し、それ以外の河川礫についてもすべて洗浄して文字の有無を調べた。その後は十

字のベルト断面図を作成してベルトを除去し、経塚を囲む角礫と溝跡を精査・記録し、さらに角礫を撤去

した状況の記録を作成した。最後に底面にトレンチを入れて下部施設の有無を確認した。

構造：経塚の平面形は溝跡や角礫の配置状況から方形と捉えられる。ただし、斜面下方の北・西辺は周囲

を区画する溝跡や角礫が検出されず規模の詳細は不明である。溝区画内の平坦部は東西約２．４m、南北約

３．２mを測る。主軸方位は溝跡からN４°E方向である。経塚の高さは南側検出面から遺存状態が良好な最

高所で約３０cmを測る。周囲を区画する溝跡は尾根続きの南・東側のみ認められ、幅約９０cm、深さは１０

cmほどで断面形は立ち上がりが緩やかなU字状を呈する。溝の区画内側や溝内で人頭大の角礫を検出し

たが、本来は溝の内側に並べてあったとみられる。また、西側斜面には礫が僅かに残存し、西辺にも本来

礫が存在した可能性があるが、北辺についてはまったく山礫が出土しておらず、礫の区画が存在したか、

本来から存在しなかったかは明らかにできなかった。

以上から、本遺跡の経塚は尾根上を平坦に削って、尾根続きの東と南側を浅い溝で方形に区切り、内側

に１辺３０～５０㎝の角礫をならべて箱状の区画をつくって、その中に経石を含む河川礫を積み上げたと捉え

られる。

埋土：経塚内は河川礫のみが積み上げられて土が混じらず、経塚表面は落葉を除去した程度で礫が露呈し

て表面に土を盛った形跡は確認できなかった。この表面には不整形な木根の窪みがあったが、他に杭や柱

状標識等を建てた痕跡も検出されなかった。経石は経塚全体に散って出土し、出土標高もさまざまであっ

た。また、経石は文字のない礫と同じ石を用い、別に採取して書いた経石を混ぜた可能性も低いと思われ

る。経石は文字のない河川礫と共に、書きながら積み上げたと想定される。なお、経塚に用いられた河川

礫は丘陵上では採取できず、遺跡から西約７５０m離れた千曲川等で採取したものを持ち込んだと思われ

る。

出土遺物：経石（第６９～９９図）、石錘（第６６図９）、内耳鍋（６１図２９）が出土した。内耳鍋は経塚北東部の上部

から小破片が集中的に出土したが、接合せず完形にはならなかった。表層からの破片出土なので経塚に直

接伴うとは断言できないが、居住遺構から離れた場所で、しかも土を盛らない構造の経塚上部で内耳鍋が

出土したことは偶然の混入とも言い難い。石錘は経塚を造成するために運び込まれた河川礫に混じったも

のだろう。

経石は握り拳大より小さな河川礫に経文１字ずつ書いたもので、精査時に確認できたものもあるが、大

部分は水洗して識別できたものである。経塚からは河川礫総数６８，３５７個―重量約３，５２２．７kg出土している
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が、墨痕が確認できたのは７５３個―重量４９．４kgにすぎない。経石の文字が剥落・磨滅で判読できないもの

が多いことから、調査以前に文字が消滅し、墨痕が薄く調査時に見逃したもの、あるいは経塚から斜面下

方に転落し、北側斜面のテラス状平坦地造成土中に埋まったものも多いと思われる。しかし、文字の確認

できなかった礫が６７，６０４個（重量３４７３．３kg）あるのは注意される。経石に書かれた経典は突き止められ

なかったが、これまでの経塚調査で想定されている法華経（妙法蓮華経）とすると、一品～二十八品まで

字数７万弱、文字種千八百数十字で、開・結含めて約８３，０００弱といわれる（註１）。この数は転落や盛土中

に消えた経石を考えると、本遺跡の経塚を構成する礫総数に近いと思われる。しかし、一方で文字が確認

第５４図 経塚SM０１平面
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できなかった礫数の多さは、磨滅や

見逃とするには多すぎるように感じ

られ、法華経の一部のみを書いた

か、あるいは経文数の少ない別経典

を書いたのだろうか（註２）。また、

本遺跡に近い山ノ内町の千手寺経塚

（註１）のように火葬骨や、中央に

「尊」と書かれた大き目の経石はな

い（註３）。

所見：経塚の時期は、断定できない

ものの、出土内耳鍋の時期とすると

月岡遺跡の中世屋敷跡が営まれてい

た時期に重なる。しかし、月岡遺跡

自体は近世にも耕地として利用さ

れ、近くには近世の墓も存在するこ

とから中世に限定するのは今少し慎

重な検討が必要と思われる。

註１ 千葉県かのへ経塚は明和二年（１７６５）

に造られた一字一石経塚で、法華経とそ

の開・結を含むすべての経石が確認され

た。その数は７２０００個とされる。（寺尾英

智１９９１「付編 かのへ塚の性格」『千葉

県香取郡大栄町かのへ塚・寺ノ上遺跡』

（財）香取郡市文化財センター）

註２ 隣接した山ノ内町の千手寺経塚（山ノ

内町夜間瀬横倉千手寺経塚緊急発掘調査

団１９７５「千手寺経塚」『高井』第三十一

号 高井地方史研究会）では文字の書か

れた石と、書かれない石が異なり、採取

地点が異なる可能性が指摘されている。

また、飯山市神明町第４号墳経塚では法

華経の二十八品と開経と結経の名題を刻

した銅板が出土し、「開経」は初品の徳

行品のみ刻しているという（壇原長則

１９８６「古墳に築造された経塚二例」『高

井』第七十四号 高井地方史研究会）。

ここでは他に紙片が出土しているため、

銅板の刻書のみを例えに用いられないが、経典の一部のみを書く方法があったのだろうか。

註３ 山ノ内町夜間瀬横倉千手寺経塚緊急発掘調査団１９７５「千手寺経塚」『高井』第三十一号 高井地方史研究会

第５５図 経塚SM０１断面
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第２節 中世以前の遺構と包含層

中世以前の遺構は、丘陵南西縁にあたる④区で不整形な自然の浸食地形とも思われる溝状遺構SD１７が

１条のみある。他に①区谷地形内のⅢ層から弥生後期初頭の土器が多く採取された。

SD１７ （第５９図） S１９

位置：④区東端を南北に横断する。重複：なし。構造：Ⅳ層ローム層の上面で黒褐色土層の帯状落ち込み

と認められ、南端は丘陵南面の急斜面で途切れる。傾斜上部で幅約１．２m、下方側で幅約３．０mと広がり、

調査区内での確認長は約３．０mである。断面形は壁が緩やかなU字状で、底面は凹凸があり、傾斜下方の

丘陵縁へむかって低くなる。東脇に直交方向の小規模な階段状の落ち込みが検出されたが、段丘縁の小規

模な亀裂痕とみられる。埋土：基本土層Ⅲ層を基調とする。出土遺物：古墳時代の�１点（第６１図６５）や

弥生土器片少量がある。所見：出土遺物があるものの、雨水等が流れた浸食地形の疑いがある。

中世以前の遺物包含層 （第５７・５８図 PL１２） I１９・２０・２４・２５、N０４・０５

位置：①区中央南よりにある小規模な谷地形内に堆積したⅢ層から、縄文時代から古代までの土器、石器

が出土した。出土土器は弥生後期の土器が中心となる。

土層：古代以前の土器は②・④区でも出土したが、Ⅲ層の遺存状態が不良で土器出土も少ない。一方、①

区谷地形内にはⅢ層が厚く遺存して多くの土器片が包含されていたため、ここのみで包含層の調査を実施

した。①区谷地形内のⅢ層は色調やスコリア等の含まれ方からⅢa～Ⅲeまでの５層に分けられ、最も黒色

の強いⅢb層に弥生土器が多く包含されている。Ⅲa・b層でも少量ながら古代・古墳時代の土器が含まれ

第５８図 ④区SD１７
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ており、弥生時代のみの土器包含層とは捉えられない。

調査経過：確認調査時に、Ⅲ層に古代以前の土器が包含されていると捉えられ、面的調査ではⅢ層が厚く

残っている①区の谷地形内Ⅲ層を対象に包含層調査を実施することにした。中世遺構調査終了後に、谷地

形内を南北方向に横断する３トレンチと傾斜方向の４トレンチの脇の５０㎝ほど壁を設定し、その壁内の出

土土器のみ土層図に位置を記録したが、他は２×２m四方の小グリッド毎に一括で取り上げた。整理作業

ではグリッド別に出土重量を計測して出土土器の重量分布図を作成した。

構造：小グリッド別土器出土重量を比較すると、出土土器重量５００g以下が多いながら、特定重量に集中

するグループは認められず、４，５００gまでほぼ連続している（第５９図）。また、重量分布を平面で比較する

と、谷地形中央の低い場所で出土量が多く、谷地形縁や谷地形上方での出土が少ない（第６０図）。これは包

含層の厚さと、低い場所に土器片が集まりやすいなど、地形傾斜との関係に起因すると考えられる。ま

た、土器集中が点的に偏在する分布が認められないことは、土器廃棄に関わる活動の直接的な場所ではな

いとみられよう。さらに、整理で土器接合を試みたが、完形になるものはほとんどなかったことも直接的

な廃棄場所と考えにくい傍証に挙げ得る。

出土遺物：Ⅲ層からは古代から縄文までの土器・石器が出土しているが、もっとも多いのが弥生土器で重

量４０，５２９gある。図示したのは出土土器の一部で、縄文土器（第６５図２２４～２２９）、古代では須恵器坏（第６２図

６３）、古墳時代では須恵器�（第６２図６４）、土師器高杯（第６２図６６）、土師器壺（第６２図６７）、土師器甕（第６２図６８

～７０）、がある。弥生土器は壺（第６３６２～９４・９７～１２０・１２１～１２４、第６４図１２５～１２７・１２９～１３１・１３３～１４０・１４２～１４４・

１４６・１４７）、甕（第６４図１４９～１６４、１６６・１６８・１６９・１７１～１７８・１７９、第６５図１８０～１８２・１８４～１９７）、高杯・鉢（第６５図１９８

～２０５・２０７～２１９）、ミニチュア土器（第６５図２２３）を図示した。いずれも破片で全体形が窺えるものは１５５など

僅かである。縄文～弥生時代と思われる石器・石製品には研磨痕のある石（第６５図１２～１５）、石錘（第６５図

１０・１１）、凹石（第６５図１７）、石鏃（第６６図１３）、使用痕のある剥片（第６６図１２）を図示した。

所見：①区谷地形内のみで遺物採集を行ったが、古墳時代土師器や弥生土器は②・④区でも出土してお

り、月岡遺跡の丘陵の側面斜面に中世以前の土器が散布しているとみられる。調査した①区では出土土器

のまとまりが人為的な遺構とは評価できないが、丘陵上に当該期の遺跡が存在する可能性があると思われ

る。

第５９図 グリッド別弥生土器出土重量分布グラフ
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第５表 掘立柱建物跡一覧表
①区の掘立柱建物跡

番号 図
地区・
区画

中地区 棟方向
梁 行 桁 行

柱配置
柱穴径
（cm）

底面標高
３３７．０＋αm

備 考
間数 長（m） 柱間（m） 間数 長（m） 柱間（m）

ST０１１８ ①北部 I０４ N８５°W ２ ５．２ ２．２・３．０ １以上 ３．８以上 ２．６～３．０ 側柱 ２０～４０ ２．０～２．５

ST０２１８ ①北部 I０４ N８４°W ２ ４．４ ２．１・２．３ ２以上 ５．５以上 ２．６～２．９ 側柱 ２０～８０ ２．０～２．４

ST０３１８ ①北部 I０４・０９ N７°W ２ ５．２ ２．４・２．８ ３以上 ８．３以上 ２．５～２．９ 側柱 ２０～３０ ２．０～２．６

ST０４１９ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８８°W ２ ４ ２．０・２．０ ４ ９．１ １．７～２．９ 側柱 ３０前後 ０．７～１．４

ST０５１９ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８７°W ２ ４．２ ２．０・２．２ ４ ８．７ １．８～２．４ 側柱 ２０～３０ １．０～１．６

ST０６１９ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８４°E ２？ ４．４ （２．２前後） ５ ９．９ １．６～２．３ 側柱 ４０前後 １．０～１．５

ST０７２０ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８９°W ２？ ４．５ （２．２～２．３） ４ ９．６ ２．１～３．２ 側柱 ３０～４０ ０．８～１．４

ST０８２０ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８７°W ２ ４．２ １．８・２．４ ４ ９．３ ２．１～２．５ 側柱 ２０～３０ ０．５～１．５

ST０９２０ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８６°W ２ ４．８ ２．１・２．７ ４ １０．３ ２．３～３．２ 側柱 ４０～８０ ０．３～１．５

ST１０２０ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８７°W ２ ４．５ ２．２・２．３ ３以上 ８．０以上 ２．５～２．８ 側柱 ３０前後 ０．８～１．５

ST１１２１ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８６°E ２？ ３．８ （１．９前後） ４ ９．２ ２．０～２．７ 側柱 ３０～４０ ０．７～１．４

ST１２２１ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８６°E ２？ ４．７ （２．３前後？）４ ９ １．８～２．６ 側柱 ３０～５０ ０．６～１．５

ST１３２１ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８５°W ２ ４．７ ２．２・２．５ ４ ９ ２．０～２．７ 側柱 ３０前後 ０．１～１．０

ST１４２１ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N８６°W ２ ４．４ ２．１・２．３ ４ ９ １．９～２．８ 側柱 ３０前後 ０．８～１．４

ST１５２２ ①中央 I１５・２０ N３°W ２ ５ ２．３・２．７ ５？ １１．４ ２．１～２．３？ 側柱 ２０～３０ １．２～１．８

ST１６２２ ①中央 I１５・２０ N３°W ２ ５．１ ２．３・２．７ ５？ １１．３ １．８～３．１ 側柱 ２０～３０ ０．６～１．７

ST１７２２ ①中央 I１５・２０ N５°W ２ ４．９ ２．２・２．７ ５？ １１．３ １．７～２．７ 側柱 ２０～３０ ０．８～１．８

ST１８２２ ①中央 I１５・２０ N２°W ２ ４．９ ２．２・２．７ ４ １０．８ ２．１～３．０ 側柱 ３０～４０ ０．６～１．６

ST１９２２ ①中央 I１５・２０ N１°W ２ ５ ２．５・２．５ ４ １１ ２．２～３．２ 側柱 ２０～４０ ０．８～１．４

ST２０２３ ①中央 I１５・２０ N５°W ２ ５．０ ２．１・２．９ ４ ９．８ １．７～２．８ 側柱 ２０～３０ ０．８～１．５

ST２１２３ ①中央 I１５・２０ N７°W ２ ４．６ ２．２・２．４ ４ ９．８ ２．２～２．８ 側柱 ３０前後 ０．８～１．５

ST２２２３ ①中央 I１５・２０ N４°W ２ ４．８ ２．４・２．４ ４ ９ １．９～２．６ 側柱 ３０前後 １．１～１．５

ST２３２４ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N３°W ２ ４．６ ２．２・２．４ ４ ９ １．９～３．２ 側柱 ２０前後 ０．５～１．８

ST２４２４ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N３°W ２ ４．４ ２．１・２．３ ４ ９．１ １．９～２．６ 側柱 ２０前後 １．１～１．５

ST２５２４ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N３°W ２ ４．６ ２．４・２．２ ４ ９．５ ２．０～３．０ 側柱 ２０～３０ ０．８～１．５

ST２６２５ ①中央 I１５・１９・２０・２５ N３°W ２ ４．８ ２．１・２．７ ４ １１．２ ２．６～３．１ 側柱 ３０～４０ ０．５～１．３

ST２７２５ ①中央 I１５・１９・２０・２５ N２°W ２ ４．２ ２．１・２．１ ５ １１ １．８～３．０ 側柱 ３０前後 ０．５～１．４

ST２８２６ ①中央 I１５・２０・２５ N１°W ２？ ４．８以上 不明 ４ ９．６ ２．１～２．７ 側柱 ２０～３０ １．０～１．４

ST２９２６ ①中央 I１５・２０・２５ N３°W ２ ４．８ ２．２・２．５ ４ ９．３ １．９～２．５ 側柱 ２０～３０ ０．８～１．５

ST３０２６ ①中央 I１５・２０・２５ N１°W ２ ４．９ ２．４・２．５ ４ １０．６ ２．４～２．９ 側柱 ３０前後 ０．９～１．３

ST３１２７ ①中央 I１５・２０ N５°W ２ ４．３ ２．０・２．３ ４（５） ９．３（１１．３）１．９～３．２ 側柱 ３０～４０ ０．９～１．４

ST３２２７ ①中央 I１５・２０ N１°W ２ ５ ２．２・２．８ ４ １０．２ ２．１～２．８ 側柱 ２０～３０ ０．８～１．５

ST３３２７ ①中央 I１５・２０ N１０°W ２ ４．８ ２．３・２．５ ５ １１．２ １．９～３．０ 側柱 ２０～４０ ０．８～１．５

ST３４２７ ①中央 I１５・２０ N１３°W ２？ ４．９ ２．４前後 ４（５） ９．８（１０．４）１．８～（２．０） 側柱 ２０～４０ ０．７～１．２

ST３５２８ ①中央 I２０・２５ N５°E １ ２ ２ ２ ４．４ １．９・２．５ 側柱 ３０前後 １．０～１．４

ST３６２８ ①中央 I２０・２５ N１°E １ ２．３ ２．３ ２ ４．５ ２．０・２．５ 側柱 ２０～３０ １．０～１．４

ST３７２８ ①中央 I２０・２５ N１°W １ ２．４ ２．４ ２ ４ １．９・２．１ 側柱 ２０～３０ ０．８～１．５

ST３８２８ ①中央 I２０・２５ N１°W １ ２ ２ ２ ４．４ １．９・２．５ 側柱 ２０～４０ １．０～１．２

ST３９２８ ①中央 I２０・２５ N０°W １ ２．２ ２．２ ２ ４．２ １．９・２．３ 側柱 ２０～３０ １．１～１．３

ST４０２８ ①中央 I２０・２５ N４°W １ ２ ２ ２ ３．９ １．７・２．２ 側柱 ２０前後 １．１～１．４

ST４１２９ ①中央 I１４・１５・１９・２０ N５°W ２ ３．９ １．９・２．０ ４（５） ７．５（９．８） １．５～２．３ 側柱 ３０前後 ０．２～１．３

ST４２２９ ①中央 I１４・１９ N０°W １ ２．１ ２．１ ２ ３．６ １．８前後 側柱 ２０前後 ０．７～１．２

ST４３２９ ①中央 I１９ N１２°W １ ２．２ ２．２ ２ ３．５ １．６・１．９ 側柱 ２０前後 ０．８～１．２

ST４４４０ ①南部 I２４・２５、N０４・０５ N１°W ２ ５．２ （２．６前後） ４ ９．７ ２．２～２．６ 側柱 ４０前後 ０．５～１．７

ST４５４０ ①南部 I２４・２５、N０４・０５ N１°W ２ ４．９ ２．２・２．７ ４ ９．１ ２．２～２．４ 側柱 ３０前後 ０．４～１．２

ST４６４０ ①南部 I２４・２５、N０４・０５ N２°W ２ ４．４ ２．０・２．４ ４ ９ １．７～２．７ 側柱 ３０前後 ０．８～１．２

ST４７４０ ①南部 I２４・２５、N０４・０５ N２°W ２ ４．６ ２．０・２．６ ４ ８．９ １．９～２．５ 側柱 ２０～３０ ０．４～１．５

ST４８４０ ①南部 N０４・０５ N２°W ２ ４．２ （２．１前後） ４ ７．１ １．７～２．１ 側柱 ２０前後 ０．４～１．２

ST４９４１ ①南部 N０４・０５ N８°W ２ ４．８ ２．４・２．４ ４ ８．８ １．７～２．２ 側柱 １０～５０ ０．７～１．３

ST５０４１ ①南部 I２５、N０５・１０ N４°W ２ ４．９～５．２２．２～２．７ ５？ １０．６ １．８～２．４ 側柱 ３０前後 ０．６～１．６

ST５１４１ ①南部 I２５、N０５・１０ N２°W ２ ４ １．９・２．１ ４ ７．９・８．２ １．４～２．７ 側柱 ３０～４０ ０．８～１．２

ST５２４１ ①南部 I２５、N０５・１０ N２°W ２ ４．２ ２．１・２．１ ４ ９．２ ２．１～２．７ 側柱 ２０～３０ ０．８～１．４

ST５３４１ ①南部 I２５、N０５、O０１ N２°W ２ ５ ２．０・３．０ ４ ７．３ １．５～３．０ 側柱 ２０～３０ ０．８～１．８

ST５４４１ ①南部 I２５、N０５、O０１ N１°W ２ ５ ２．２・２．８ ３（４） ８．１（９．８） ２．５～３．０ 側柱 ３０～４０ ０．６～１．６

ST５５４３ ①南部 N０５・１０ N４°E ２ ５．１ ２．３・２．８ ３以上 ７．０以上 １．８～２．９ 側柱 ２０～４０ ０．９～１．７
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番号 図
地区・
区画

中地区 棟方向
梁 行 桁 行

柱配置
柱穴径
（cm）

底面標高
３３７．０＋αm

備 考
間数 長（m） 柱間（m） 間数 長（m） 柱間（m）

ST５６４３ ①南部 N０５・１０ N４°E ２ ４．２ １．８・２．４ ３以上 ６．３以上 １．７～２．７ 側柱 ３０～４０ １．２～１．５

ST５７４３ ①南部 N０５・１０ N５°E ２ ３．９ １．７・２．２ ３以上 ６．６以上 １．７～２．９ 側柱 ３０前後 １．１～１．８

ST５８４４ ①南部 N０４・０５・０９・１０ N８９°E ２ ５．４ ２．５・２．９ ２以上 ５．１以上 ２．５・２．６ 側柱 ３０前後 ０．８～１．２

ST５９４４ ①南部 N０４・０５・０９・１０ N８６°E ２ ５．４ ２．６・２．８ ２以上 ４．６以上 ２．１・２．５ 側柱 ３０前後 ０．８～１．２

ST６０４４ ①南部 N０９・１０ N８７°E ２ ４．５ ２．２・２．３ ２以上 ５．８以上 ２．３・３．５ 側柱 ２０～４０ ０．８～１．８

ST６１４４ ①南部 N０９・１０ N８６°W ２ ４ ２．０・２．０ ２以上 ５．７以上 ２．５・３．２ 側柱 ２０～４０ ０．８～１．７

ST６２４４ ①南部 N０９・１０ N８４°E ２ ５．２ ２．２～３．１ ２以上 ４．５以上 ２．０・２．５ 側柱 ３０前後 １．０～１．５

ST６３４４ ①南部 N０４・０９ N８６°E ２ ４．２ ２．１・２．１ ２以上 ３．２以上 １．５前後 側柱 ２０～４０ ０．９～１．１

ST６４４４ ①南部 N０４・０９ N８９°E ２ ４．６ ２．３・２．３ ２以上 ３．２以上 １．６ 側柱 ２０～３０ ０．９～１．４

ST６５４４ ①南部 N０４・０９ N９０°E ２ ５ ２．３・２．７ ２以上 ３．５以上 １．７ 側柱 ２０～３０ ０．９～１．５

②区ST一覧

番号 図
地区・
区画

中地区 棟方向
梁 行 桁 行

柱配置
柱穴径
（cm）

底面標高
３３２．０＋αm

備 考
間数 長（m） 柱間（m） 間数 長（m） 柱間（m）

ST６６４７ ②北部 I０２・０７・０８ N２９°W ２ ４ １．９・２．１ ４ ８．４ １．９～２．６ （側） ３０～５０ １．０～１．６

ST６７４７ ②北部 I０２・０７・０８ N３０°W ２ ３．９（４．９）１．７（２．７）・２．２４ ７．７ １．６～２．２ （側） ３０～５０ ０．９～１．４

ST６８４７ ②北部 I０２・０７ N３０°W ２？ ４．７ （２．３前後） ３ ７．２ ２．１～２．３ 側柱 ３０～６０ ０．８～１．４

ST６９４７ ②北部 I０２・０７ N３２°W ２？ ４．８？ （２．４前後） ３ ７．７？ ２．３～２．７ 側柱 ４０前後 ０．９～１．４

ST７０４７ ②北部 I０２・０７ N２３°W １以上 ２．４以上 ２．４ ３ ７．２ ２．２～２．８ 側柱 ２０～４０ １．５～１．６

ST７１４８ ②北部 D２１・２２、I０１・０２ N３０°W ２ ４．９ ２．４・２．５ ３ ６．３ １．９～２．３ 側柱 ２０～５０ ０．８～１．７

ST７２４８ ②北部 D２１・２２、I０１・０２ N３１°W ２ ４．８ ２．０・２．８ ３ ６．２ １．９～２．３ 側柱 ４０～６０ ０．９～１．４

ST７３４８ ②北部 D２１・２２、I０１・０２ N２５°W １以上 ３．０以上 ３ ３ ６．６ １．６～３．４ 側柱 ２０～４０ １．１～１．６

ST７４４８ ②北部 D２１・２２、I０１・０２ N２５°W １以上 （４．９？） １．８（２．２） ３ ６．３ １．９～２．４ （側） ４０前後 ０．８～１．３

ST７５４８ ②北部 D２１・２２、I０１・０２ N３５°W ２ ４．６ ２．１・２．５ ３ ５．６（５．８） １．６～２．０ 側柱 ２０～４０ ０．８～１．２

ST７６４８ ②北部 D２１・２２、I０１・０２ N２８°W ２ ５．１ ２．３・２．８ ４ ７．７ １．７～２．３ 側柱 ２０～４０ １．２～１．６

ST７７４９ ②北部 C２２、I０２ N８°W ２？ ５．４？ （１．５？） ４？ ７．６？ １．８前後 （側） ２０～４０ １．２～１．７ 規模詳細不明

ST７８４９ ②北部 C２２、I０２ N５°W ２？ ２．６以上 ２．６ ２以上 ２．７以上 ２．７？ （側） ２０～４０ １．２～１．８ 規模詳細不明

ST７９５２ ②南部 I０７・０８・１２・１３ N１４°W ２？ ３．８ （１．９前後） ３ ７．５ ２．１～３．０ 側柱 ４０前後 １．０～１．５

ST８０５３ ②南部 I１２・１３・１７・１８ N３°W ２ ５．１ ２．３・２．８ ２以上 ５．５以上 ２．３・３．０ 側柱 ２０前後 １．０～１．８

ST８１５３ ②南部 I１２・１３・１７・１８ N０°W ２ ４．８ ２．３・２．５ ２以上 ６．３以上 ３．１・３．２ 側柱 ２０～３０ １．２～１．６

ST８２５３ ②南部 I１２・１３・１７・１８ N５°W ２ ４．６ ２．２・２．４ ４？ ９．８？ ２．２～２．７ 側柱 ２０～４０ １．１～１．５ 桁行規模不明

ST８３５３ ②南部 I１２・１３・１７・１８ N６°W ２ ４．４ １．９・２．４ ３（４）？ ７．４（１０．７？）１．９～（３．７） 側柱 ４０～５０ ０．９～１．６ 桁行規模不明

ST８４５３ ②南部 I１２・１３・１７・１８ N７°W １以上 ２．２以上 ２．２ ３？ ７．７？ ２．１～（３．９） 側柱 ２０～３０ １．１～１．６ 桁・梁行規模不明

第６表 土坑一覧表
SK番号 図 地区区画 中地区 分類 平面形 長軸（m） 短軸（m）長軸方位 断面形 深さ（cm） 壁 底面 備 考

４４８３０ ①中央 I１５ 大型Ⅰ類 長方形 ２．２ １．６ N６０°E 長方形 ２２ 垂直 平坦 SD３２と関連するか。

９７９３０ ①南部 I２４・２５ 大型Ⅰ類 長方形 ２．３ ２ N８８°W 長方形 １８ 垂直 平坦 礫出土。区画境施設か。

１２１８３０ ①南部 N９・１０ 大型Ⅰ類 不整長方形 ２．９以上 ２．５ N８８°W 長方形 ５６ 垂直 平坦

１２６８３０ ①南部 I２５ 大型Ⅰ類 方形 ２．３ ２．１ N６°E 長方形 ３４ 垂直 平坦 礫出土。１２６９造り替え区画境施設か。

１２６９３０ ①南部 I２５ 大型Ⅰ類 方形 ２．１ ２ N２°W 長方形 ５７ 垂直 平坦 SK１２６８造り替えか。区画境施設か。

１２７２３１ ①南部 N０４・０５ 大型Ⅰ類 方形 ２ ２ N２５°E 長方形 １２ 垂直 平坦

１３０６３０ ①南部 I２５ 大型Ⅰ類 方形 １．８ １．７ N６°E 逆台形 ３６ 垂直 平坦 SK１２６８造り替えか。区画境施設か。

３０３３１ ①北部 I０４ 大型Ⅱ類 長方形 １．８ １．１ N８３°W 逆台形 ７０ 垂直 平坦 ST０２内施設か。

３０４３１ ①北部 I０４・０９ 大型Ⅱ類 長楕円形 ２．７ １．９（１．５）N１０°W 逆台形 ３８ 垂直 平坦 ST０３内施設か。

３１５３１ ①北部 I０４ 大型Ⅱ類 長方形 ２．８（２．１） １．８（１．１）N８３°W 逆台形 ６０ 垂直？ 平坦 ST０１内施設か。

３４３３１ ①北部 I１０・１５ 大型Ⅱ類 長方形 ２．６ １．８ N７７°E 長方形 ４２ 垂直 平坦 三隅に礫。区画境施設か。

３４４３２ ①北部 I０９ 大型Ⅱ類 長方形？ ０．８m以上 １．４ N２°W U字状 ４２ 垂直 平坦 建物跡内施設か。

８７８３２ ①南部 N０９・１０ 大型Ⅱ類 不整長方形？ ２．０m以上 ２ N７９°W 逆台形 ７０ 垂直 平坦 SX０５関連施設か。

９１０３２ ①南部 N０４・０５ 大型Ⅱ類 長方形？ ２ １．３ N８９°W 逆台形 ３０ 斜め 平坦

９８３３２ ①南部 I２４ 大型Ⅱ類 長方形 １．８ １．３ N７°W 逆台形 ３０ 斜め 平坦 埋土中礫出土。建物跡内施設か。

１０８５３２ ①中央 I２０ 大型Ⅱ類 長方形 ２．３ １．５ N２°W 長方形 ５２ ほぼ垂直 平坦壁際溝 建物跡内施設か。

１１５２３２ ①南部 N０９・１０ 大型Ⅱ類 不整長方形 ２．０m以上 ２．１ N７９°W 長方形 ７３ 垂直 平坦・軟弱 SX０５関連施設か。

１３００３２ ①中央 I２０ 大型Ⅱ類 長方形 ２．５m前後 １．２ N９°W 長方形 ４０ 垂直 平坦・軟弱 建物跡内施設か。

１２１７・
１２１９３０ ①南部 N０９・１０ 大型Ⅱ類 長方形 ３．４m １．１ N２°E 長方形 ３８～４２ 垂直 平坦・軟弱 中央SK１２１８に切られる。

３０１３３ ①北部 I１０ 中型Ⅰ類 円形 １ ０．９ ― 長方形 ２２ 垂直 平坦・軟弱 中央で礫出土。

５５８３３ ①中央 I１５ 中型Ⅰ類 不整方形 １．０m以上 ０．９ N８０°E 長方形 ２０ 垂直 平坦・軟弱 埋土中に炭化物含む。

６８４３３ ①中央 I２０ 中型Ⅰ類 楕円形 １．２ ０．９ ― 長方形 １４ 垂直 平坦・軟弱 埋土中に炭化物含む。
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SK番号 図 地区区画 中地区 分類 平面形 長軸（m） 短軸（m）長軸方位 断面形 深さ（cm） 壁 底面 備 考

８７３３２ ①中央 I２０ 中型Ⅰ類 不整円形 １．２ １ ― 逆台形 １２ 斜め 平坦・軟弱 根撹乱か。

９９２３３ ①中央 I１５ 中型Ⅰ類 長方形 １．４ １．１ N８８°W 逆台形 １０ 斜め 平坦・軟弱

１０７３３３ ①中央 I１５ 中型Ⅰ類 不整方形 １ ０．９ N２°E 逆台形 １２ 斜め 平坦・軟弱

１０９８３４ ①中央 I１９ 中型Ⅰ類 不整楕円形 １．６ １．４ ― 逆台形 １００ 斜め 丸底

１１０３３４ ①南部 N０４・０５ 中型Ⅰ類 方形 １．１ １．１ N５°E 長方形 １０ 垂直 平坦・軟弱

１２１０３３ ①南部 N０５ 中型Ⅰ類 不整方形 １．２ １．２ N８°W 長方形 ２４ 垂直 平坦

１２１３３３ ①南部 N０５ 中型Ⅰ類 不整方形 １．３ １．３ N５°W 長方形 ２０ 垂直 平坦

１２５４３４ ①南部 I２４ 中型Ⅰ類 不整楕円形 １．５ １．０以上 N２°W 長方形 １４ 垂直 凹凸あり

１２７５３３ ①南部 N１０ 中型Ⅰ類 不整長方形 １．５ １．２ N８５°E 長方形 ３８ 垂直 平坦

１２９３３３ ①南部 N１０ 中型Ⅰ類 方形？ １ ０．５以上 N２°E? 長方形 ３１ 垂直 平坦

１３４５３２ ①中央 I２０ 中型Ⅰ類 不整方形 １．２ １．２ N２０°W 逆台形 ５２ 垂直 平坦 SK１３００底面検出。

１３７５３３ ①南部 N１０ 中型Ⅰ類 方形？ １．２ １．０以上 N１２°W 長方形 ２２ 垂直 平坦

１４８６３４ ①中央 I２５ 中型Ⅰ類 不整方形 １．６ １．４ N５２°W 長方形 １０ 垂直 平坦

４３５３４ ①中央 I１５ 中型Ⅱ類 隅丸長方形 １．２ ０．９ N８７°E 長方形 １４ 垂直 平坦

９０６３４ ①南部 N０９ 中型Ⅱ類 長？方形 １．４ ０．７以上 N１８°W 長方形 ６６ 垂直 平坦

９５３３４ ①南部 N１０ 中型Ⅱ類 長方形 １．２ ０．９ N６°W 長方形 ２６ 垂直 平坦

１２５３３４ ①南部 I２４ 中型Ⅱ類 不整長方形 １ ０．６ N２°W U字状 １６ 垂直 平坦

１４７３３４ ①中央 I１９ 中型Ⅱ類 不整長方形 １．２ ０．９ N８°W 逆台形 ３６ 斜め 凹凸あり 埋土中礫出土。

４４７３０ ①中央 I１５ 中型Ⅲ類 長方形 １．４ ０．８ N２°W U字状 １２ 垂直 平坦

６８１３５ ①中央 I２０ 中型Ⅲ類 楕円形 １ ０．５ N３°W 逆台形 ２６ 垂直 平坦 ST２７内施設か。

７６０３５ ①中央 I２０ 中型Ⅲ類 楕円形 １．５ ０．７ N１２°E U字状 ３０ 垂直 丸底 ST１８・１９・２７内施設か。

１１７２３４ ①中央 I１９ 中型Ⅲ類 楕円形 １．４ ０．８ ― 逆台形 ７０ 斜め 平坦 柱穴跡の疑いあり。

１４８７３５ ①中央 I１５ 中型Ⅲ類 長方形 １．４強 ０．８ N７°E 長方形 ３４ 斜め 平坦 建物跡内施設か。

２５７３５ ①南部 N１０ 小型 方形 ０．７ ０．６ N１７°W U字状 ３６ 斜め 丸底 柱穴跡の疑いあり。

４２５３５ ①中央 I２０ 小型 円形 ０．８ ０．７ ― U字状 １６ 斜め 丸底 炭化物含む。

４６６３５ ①中央 I２０ 小型 円形 ０．５ ０．５ ― U字状 １４ 斜め 平坦 焼土粒少含む。

４６７３５ ①中央 I２０ 小型 円形 ０．７ ０．７ ― 逆台形 １８ 斜め 平坦 焼土粒含む。

４７２３５ ①中央 I２０ 小型 円形 ０．５ ０．５ ― U字状 １６ 斜め 丸底 焼土含む。

５３４３５ ①中央 I２０ 小型 円形 ０．８ ０．６ ― U字状 １６ 斜め 丸底 焼土含む。

５７１３５ ①中央 I２０ 小型 円形 ０．６ ０．６ ― U字状 ２２ 斜め 丸底

６４２３５ ①中央 I２０ 小型 円形 ０．７ ０．７ ― U字状 １４ 斜め 平坦

６４３３５ ①中央 I２０ 小型 不整円形 ０．６ ０．５ ― 逆台形 １２ 斜め 平坦

６９２３５ ①中央 I２５ 小型 円形 ０．４ ０．４ ― 長方形 １２ 垂直 平坦 柱穴跡の疑いあり。

７００３５ ①中央 I２５ 小型 楕円形 ０．５ ０．４ ― 長方形 ６ 斜め 平坦 浅い。

７６９３５ ①中央 I２５ 小型 不整楕円形 ０．６ ０．５ ― U字状 １４ 斜め 丸底 柱穴跡の疑いあり。

７８３３４ ①中央 I１５ 小型 楕円形 ０．８ ０．６ N９°W 長方形？ １４ 斜め 丸底 銅銭出土。

１００８３６ ①中央 I２５ 小型 楕円形 ０．９ ０．８ ― U字状 １６ 斜め 丸底 中世か不明。

１０１３３６ ①中央 I２０ 小型 楕円形 ０．７ ０．６ N３０°E 逆台形 １４ 斜め 平坦 焼土含む。

１０７４３５ ①中央 I２０ 小型 不整円形 ０．７ ０．６ ― U字状 ３２ 斜め 丸底

３０２３６ ①北部 I１０ 他 不整楕円形 １．４以上 １．６ ― 逆台形 ４２ 斜め 凹凸あり SD０２浸食部か。

３４１３６ ①北部 I０９ 他 円形 ０．６ ０．６ ― 長方形 ４２ 垂直 平坦 近世。

３３８３６ ①北部 I１０ 他 円形 ０．６ ０．６ ― 長方形 ２４ 垂直 平坦 近世。

５１３３６ ①中央 I２０ 他 楕円形 ０．７ ０．５ ― 逆台形 １４ 斜め 平坦 近世。

９８２３４ ①南部 I２４ 他 円形 ０．８ ０．７ ― 逆台形 ２０ 斜め 平坦 近世。

１１４５５０ ②北部 I０８ 大型Ⅰ類 不整方形 ２．５ ２．１ N８°W 逆台形 ８０ 斜め 平坦 壁際に石組。区画境施設か。

１６７５０ ②北部 I０８ 大型Ⅰ類 不整円形 １．７ １．７ ― 逆台形 ３９ 斜め 平坦 壁際に石組。区画境施設か。

４８５０ ②北部 D２２ 大型Ⅱ類 長方形 ２．５ １．２ N３５°W 逆台形 ３６ 斜め 平坦

３９５１ ②北部 D２２ 中型Ⅰ類 台形 １ ０．８ N３１°W 逆台形 １８ 斜め 平坦

９６５１ ②北部 D２２ 中型Ⅰ類 方形 １．２ ０．９ N３０°W 逆台形 ３０ 斜め 平坦北側窪む

１２０５１ ②北部 I０７ 中型Ⅰ類 円形 １ １ ― 逆台形 ２２ 斜め 丸底

２００５１ ②南部 I１８ 中型Ⅰ類 不整方形 １．３ １．３ N１°W U字状 ５０ 斜め 丸底 埋土中炭化物。

１１４２５１ ②北部 D２２ 中型Ⅰ類 方形 １．３ １．３ N１８°W 逆台形 ２４ 斜め 平坦

１８８５１ ②南部 I１２ 中型Ⅱ類 長方形？ １．０以上 ０．８ N８７°W 長方形 １１ 垂直 平坦

１０３５１ ②北部 I０１ 小型 円形 ０．７ ０．７ ― U字状 １６ 斜め 平坦 埋土中炭化物。

１４５５１ ②北部 I０７ 小型 方形 ０．８ ０．７ N１６°W 逆台形 ２８ 斜め 平坦

２０５５１ ②南部 I１３ 小型 長方形 ０．８ ０．６ N１°W 長方形 ２４ 垂直 平坦

１３０８５１ ②南部 I１８ 小型 楕円形 ０．９ ０．７ ― U字状 ２８ 斜め 丸底 木根痕の疑いあり。

第２節 中世以前の遺構と包含層
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第４章 遺 物
月岡遺跡では旧石器から近世に至るまでの遺物が採取されたが、弥生時代後期初頭と中世が多い。発掘

地点が丘陵先端付近であることからも中世以前の遺物は調査地上方の丘陵上から流れてきた可能性があ

り、丘陵上には弥生時代や旧石器時代の遺跡が存在する可能性が示唆される。

第１節 焼 物（第６１～６５図 第７表）

１．中近世の焼物 （第６１・６２図１～６２）

中世の焼物は総数１８２点出土し、すべて破片である。在地産土器類のカワラケ・内耳鍋、国産陶器の古

瀬戸天目茶碗、珠洲壷・甕・すり鉢、輸入陶磁器の青磁碗・青花皿・天目茶碗などがあり、年代的には１３

～１６世紀前半までがある。近世陶磁器は中世遺構に混入して出土したものも含めて、伊万里と唐津の碗・

皿、すり鉢など１４点と僅かで、ほとんどは１８世紀以後である。ここでは中近世の焼物をまとめて報告す

る。

（１）在地産土器

在地産の土器にはカワラケと内耳鍋がある。カワラケは総数２５点採取され、酸化炎焼成で明褐色を呈す

る。手づくねカワラケは３１の１点のみあり、他はロクロ調整である。３１は口縁部に煤が付着し、灯明皿に

利用されている。１３世紀と思われる。ロクロカワラケは口径から１０・３９の小、１・７の大、１１の特大の３

法量あり、形態差から複数時期のものがある。

内耳鍋は瓦質内耳鍋２点と酸化炎焼成内耳鍋１１５点出土したが、小破片ばかりで個体数は少ない。瓦質

内耳鍋は２１・４５を図示した。色調は黒灰色で、胎土は酸化炎焼成内耳鍋より砂の含有が少ない。口縁部が

長く外反する形は、酸化炎焼成の古い形態の内耳鍋と共通し、酸化炎焼成の内耳鍋出現直前のものと思わ

れる。２１は断面に耳接合痕があり、耳の接続方法は粘土紐を差込んで周囲を粘土で補強充填する。他の酸

化炎焼成内耳鍋は細砂を多く含む胎土で、明褐色を呈する焼成である。２・４０・６０・６１の口縁部がやや厚

く長いものと、１９・２９・４１・５９・６２などの薄手で、口縁部が短く、外反が弱い形態がある。

（２）古瀬戸

SH０１や①区SK３４０などから３点出土し、２点図示した。いずれも後期様式の天目茶碗で、２４が後Ⅱ・

Ⅲ期、４が後Ⅲ期と思われる。４トレンチから卸皿と思われる破片が出土したが図示していない。（註１）

（３）珠洲

珠洲は①区中世遺構や盛土層中から壷・甕・すり鉢など２９点出土した。甕破片２２点、壷と思われる破片

３点、すり鉢破片４点で個体数は少ない。甕破片は①区SX０１の北側やSH０２周辺に複数片が集中して出土

したが、それ以外は散在的である。２６が珠洲Ⅲ期、９が珠洲Ⅳ期、３０が珠洲Ⅳ・Ⅴ期の所産と思われる。

３０の甕は漆で補修されており、口縁直下に「二」と読める沈線が認められる。すり鉢は内面の卸目の特長

から珠洲Ⅲ・Ⅳ期とみられる。（註２）
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（４）中国産陶磁器

青磁碗４点、青磁小鉢１点、青花皿１点、天目茶碗１点、白磁碗１点が出土した。青磁碗は３２が龍泉窯

系の画花文碗、４３は玉縁口縁の碗、６は体部破片ながら玉縁口縁の碗体部破片と思われる。４２は略完形の

青磁碗で外面に細い蓮弁、内面に花弁を削り出す。また、内面には付着物がある。４４は見込みに魚文を配

した小鉢である。３は中国産天目茶碗、１６が青花皿である。白磁碗片は小破片で図示していない。これら

の陶磁器は１３～１６世紀前半までの年代幅があって１時期の量は僅かである。また、県内の１３世紀の遺跡で

一般的に出土する龍泉窯系蓮弁文青磁碗は出土していない。（註３）

（５）唐津

唐津は碗３点、皿２点、すり鉢１点が出土した。碗は何れも水簸されたきめ細かい胎土である。皿は１３

のみ図示したが、赤茶褐色の胎土で口唇部に鉄錆釉が施される。すり鉢は図示していないが、無釉で内面

に細い卸目を密に入れた体部破片で肥前Ⅲ期と思われるものがある。（註４）

（６）伊万里

８点出土した。何れも小片で図示しえたのは２０の肥前Ⅳ期と思われる碗、２３の小碗か仏飯と思われる破

片のみである。他には青磁釉の破片、上絵付破片、陶胎の染付碗、小片で識別不能な皿と思われる破片が

ある。時期的には１８世紀頃のものとみられる。１層やSX０５、SH０１から出土し、SX０５出土品は小片で混入

の疑いがある。（註４）

２．古墳～古代の土器 （第６２図６３～７０）

古墳～古代の土器は①区のⅢ層、あるいは④区から出土した。小片で弥生土器との識別が不充分だが、

出土量は僅かである。古墳中期の土器は６６の脚屈折高坏の柱状高台、古墳後期の土器は６４の�があり、６５

の須恵器�は当該期の所産と思われる。６７は古墳後期の直口壷口縁破片と思われるが、摩滅して仔細不明

である。他に刷毛調整の甕と思われる破片があるが、古墳時代とも断定しきれず図示していない。古代で

は６３の須恵器高台坏の底部破片が１点ある。外底回転糸切りで高台端部の内側が接地する。

３．弥生土器 （第６３～６５図７１～２２３）

今回の調査で採取された弥生土器は総量４９，２３０gあり、包含層出土品が４０，５２９gで約８２％にあたる。出

土土器は破片ばかりで全体形が窺えるものはほとんどない。その中心は弥生時代後期初頭のもので、他に

弥生中期後半の栗林式と思われる壷頚部破片が僅かに出土している。胎土は明褐～明灰褐色を呈し、１

mm以下の長石・石英・雲母・風化酸化鉄粒などの細かい粒子を含むのは共通する。焼成は全般的に良好

で、２次焼成を受けたと思われる破片もある。以下、器種別に説明を加える。

（１）壷 （第６３・６４図７１～１４７）

全体形を窺えるものはなく、小破片ばかりである。部位別に特徴を記す。

口縁部では、端部が屈曲する７１～８７・８９・９２・９４、内湾ぎみに立ち上がり端部が上方に尖る８８・９０・

９１・９３、その中間の９５・９６がある。端部が屈曲する形態にはさらに７１の肥厚するもの、７２の折れるもの、

７８の内湾するものがある。７１は北陸の影響によるか。口縁部の調製は紐輪積み後に刷毛調整で器面を整

え、外面と口縁部内面をヘラミガキするものと、ないものがある。ヘラミガキは頚部外面を縦方向、口縁

内面は横方向もしくは連続した弧状に施され、赤彩スリップ技法に伴うミガキ以外にも、赤彩を伴わない

第１節 焼 物
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第６１図 中近世の焼物１
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第６２図 中近世の焼物２・古墳～古代の土器
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ミガキもある。ただ、赤彩する場合は基本的にミガキを伴い、９８は頚部横線文が赤彩のミガキで一部消え

ている。文様は頚部に沈線・櫛描文を施し、胴部や口縁部内面を赤彩するものが多い。口縁部が磨滅して

仔細不明なものが多いが、赤彩は内外面、内面のみ、内面から口縁部外面上部まで施すものがある。ま

た、７１・７２のように口縁部外面上部に金属器か非常に薄く削ったヘラ先などの工具で、格子状沈線を施す

ものがある。沈線は左下がり→右下がり沈線の順とみえ、７１の肥厚口縁の形態や７２～７４のように口縁部が

折れる形態に、格子状の沈線と内面から口縁外面上部に赤彩を施すものが僅かに認められる。口縁部を屈

曲させた形状に関連して口縁部文様帯が施されたと思われる。口縁が外反して端部が尖るものは内外面

か、内面赤彩するものがある。

頚部は櫛描直線文を数段施し、その下端に鋸歯文や貼り付けボタン文を付加し、その下が赤彩されるも

のがある。頚部の文様は櫛描直線文のみで赤彩されるものとないもの、直線文とボタン文のもの（赤彩な

し？）、直線文と鋸歯状沈線文とボタン文で赤彩されるものとないものがある。赤彩は鋸歯文やボタン文

を除いて施され、直線文→鋸歯文→ボタン文→赤彩の順と思われる。赤彩を除けば、基本的に上から下へ

施文される。頚部の櫛描直線文は５～１０本単位の櫛歯状工具を用い、右周りに上から下へ２～３段施する

ものが多いが、１１６の棒状工具の沈線、１１７～１１９のような沈線と烈点状短線を交互に配するもの、１１５のよ

うに直線文と簾状文を施す例がある。また、直線文を縦に区切るT字文には１１３のヘラ状工具の沈線２～

３条加えるものと、櫛描文を用いる２者がある。櫛描直線文下端に鋸歯状沈線が加えられるが、鋸歯状の

沈線は三角形の輪郭を描いて内部を縦、斜めの沈線で充填する。大きめに描くものが多いが、１３６は小さ

な鋸歯文である。内部を充填する斜めの沈線は多くが左上から右下に下がるか、不規則な縦方向がある

が、ごく稀に１３２・１３６のような右上→左下方向のものがある。沈線の幅は１mm以下と細く、口縁部外面

とこの鋸歯文のみ非常に鋭利な工具が用いられている。１２３は直線文の次に鋸歯文を右から左へ描き、さ

らに貼り付けボタン文を施す。このボタン文は、鋸歯文施文後に直径１～１．５cmほどの粘土円盤を貼り付

けたもので、装飾のない１２０・１２５や、表面に一文字の沈線を施す１３８・１２３・１２６・１３７、複数の刺突を加え

る１３１がある。なお、１２８は簾状文・ボタン文の下部に波状文が僅かに認められ、１４０は赤彩されながらも

波状文が施される。胴部は摩滅した破片が多いが、赤彩が認められないものもあり、赤彩は普遍的ではな

い。１００・１４１・１３９・１４０は赤彩される。

（２）甕 （第６４・６５図１４８～１９７）

破片のみで全体形を窺えるものは１５５のみである。胴部中位の上部に最大径をもち、頚部は弱く屈曲し

て緩やかに外反ぎみの長い口縁に続く。底部は平底だが、僅かに１９６・１９７の台付甕破片がある。口縁部は

内湾ぎみの形が多く、直線的あるいは外反するものもある。内湾する形状には１５５の端部を短く屈曲ぎみ

に内湾させるもの、１４９・１５０・１５７・１６３のように端部を軽く摘むように内湾させるものがある。これらの

内湾する口縁形態は弥生中期後半の栗林式甕の受口口縁の退化ともみられるが、同様に捉えられるかは不

明である。栗林式土器の甕では受口口縁の口縁外面にのみ施文されるので、後期の甕口縁が伸張して外面

施文を基本とすることもその関連だろうか。

甕の底部破片では径４～８cmまであるが、４cm前後と６cm前後に集中するように見受けられる。成

形は紐輪積で、器面を刷毛調整して内面と体部外面下半を縦ヘラミガキする。摩滅した破片が多く、十分

な観察ができていないが、胴部内面のヘラミガキが口縁まで達しないものもある。また、器壁が薄いもの

が多いながら、千野氏（註５）が指摘するような削り技法の存在は判然としなかった。１８９のように外底部

に木葉痕を残すものがある。

文様は頚部に簾状文、口縁部外面や体部上部に櫛描波状文、体部下部に羽状文を施す。北信地域では栗
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林式・吉田式に中部高地型櫛描文ばかりでなく、全周する畿内型櫛描文が存在することはすでに指摘され

（註６）ており、吉田式の成立に際して畿内型櫛描文の関わりに注目する意見もある（註５）。今回の調査で

得られた資料では櫛描文の観察や比率は十分行えなかった。甕の櫛描文は５～７本前後を１単位とする櫛

歯状工具（註７）で、簾状文は向かって右から左方向に施文され、口縁部では上から下へ施文される。

（３）高坏・鉢 （第６５図１９８～２１９）

規模や全容がわかる資料はない。また、体部や口縁部の破片は鉢・高坏の識別が容易ではないため一括

して扱う。また、口縁破片で壷との識別に迷うものもあったが、外へ折れるように屈曲するものや、内湾

する小径の赤彩された器体は高坏・坏と捉えた。２００は口縁の外反が短く不明瞭なことから壷の疑いがあ

る。高坏は長脚のみあり、短脚と断定できる資料は認めらなかった。

成形は紐輪積みで基本形をつくり、刷毛調整で整えてスリップ技法で赤彩している。高坏は坏部に円筒

形の脚を接続し、坏内底部を粘土で充填する。脚内面は刷毛調整し、端部を横ナデする。鉢には外底面ま

で赤彩されたものがある。沈線や縄文の装飾はなく、内外面赤彩のみがあるが、遺存状態不良で部分的に

しか残存していないものも多い。

（４）土製品 （第６５図２２０～２２３）

土器以外に弥生時代と思われる紡錘車、土製円盤、ミニチュア土器が出土した。いずれもⅢ層からの出

土である。２２０は半分の遺存だが、土器片周囲を研磨し中央が穿孔される紡錘車と思われる。２２１は円形に

周囲を打ち欠いた土器片で半分が欠損する土製円盤である。２２２・２２３はミニチュア土器の底部である。

４．縄文土器 （第６５図２２４～２２９）

縄文土器片が数片採取されたが、小片ばかりで詳細は不明である。２２４は横方向３段の半円形の魚鱗状

の施文が認められる。後期初頭の三十稲葉式と思われる。２２５は径の狭い円筒形の器形で、隆帯を貼り付

け端部に斜めの沈線を施す。小片で仔細不明ながら、頸の径がやや大きいが弥生中期後半の栗林式土器の

可能性がある。２２６～２２８は粗い縄文が施文されるが、詳細は不明である。２２９は細い縄文を施す。

註１ 藤沢良祐 １９９１「瀬戸古窯址群Ⅲ―古瀬戸後期様式の編年―」『瀬戸市歴史民俗資料館 研究紀要Ⅹ』瀬戸市歴史民俗資料館を

参照した。

註２ 吉岡広暢１９９４『中世須惠器の研究』吉川弘文館を参照した。

註３ 上田秀夫１９８２「１４～１６世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究 №２』貿易陶磁研究会、小野正敏１９８２「１５～１６世紀の染

付碗・皿の分類と年代」『貿易陶磁研究 №２』貿易陶磁研究会 を参照した。

註４ 盛 峰雄２０００「陶器の編年１．碗・皿」『九州陶磁の編年』九州近世陶磁学会、野上建紀２０００「磁器の編年１．碗・小杯・皿・打

皿・紅猪口」『九州陶磁の編年』九州近世陶磁学会 を参照した。

註５ 千野 浩２００１「第４章 ２ 出土土器の様相」『長野吉田高校グランド遺跡Ⅱ』長野市教育委員会

註６ 青木一男２０００「第３章 第１節 甕の文様構成及び施文手法」『松原遺跡 弥生総論３ 弥生中期・土器本文』長野県埋蔵文化

財センター

註７ 徳永哲秀２０００「第２章 赤彩と文様の時代性」『松原遺跡 弥生・総論７ 弥生時代・考察 検索』長野県埋蔵文化財センター
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第７表 焼物観察表
図 番号 焼物種・器種 出土遺構・地点 法量cm 口径・高さ・

底径（ ）内は推定 遺存状態 胎 土 成形／施釉等 備 考

６１ １ カワラケ ST６７（SK１０７） 口（１１．６） 高２．６ 底（８．２）口～底１／８磨滅 砂多含 ロクロナデ 外底マメツ仔細不明 中世 内湾
６１ ２ 内耳鍋 SK１１３ ― 口１／８以下（耳） 砂多含 回転台ナデ 耳直付け？ 中世
６１ ３ 中国産天目茶碗 SK１４４ 口（１１．４） 口１／８ 青灰色緻密 ロクロナデ 外体下回転ヘラ削り 鉄釉漬掛 中世 漆継
６１ ４ 古瀬戸天目茶碗 SK３４０ 口（１２．４） 口１／８ 明灰白色・密 ロクロナデ 外体下回転ヘラ削り 鉄釉漬掛 体下半露胎 中世 古瀬戸後Ⅲ？
６１ ５ 珠洲甕？ ST１６（SK４５７） ― 体１／８以下 砂粒（白色粒）含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６１ ６ 青磁碗 ST０４（SK６０５） ― 体１／８以下 緻密 ロクロナデ 施釉 中世 無文か玉縁か
６１ ７ カワラケ ST２４（SK６０９） 口（１０．２） 高２．０ 底（７．１）口～底１／８磨滅 密．比較的精胎 ロクロナデ 外底回転糸切 内底ナデ不明 中世 外反
６１ ８ 珠洲壺 ST６０（SK９０７） ― 口１／８以下 細砂含 回転台ナデ 中世 珠洲Ⅲ／Ⅳ期
６１ ９ 珠洲すり鉢 SK９１０ ― 体部１／８以下 砂粒（白色粒）含 ロクロナデ 内面９本単位櫛目？ 中世・珠洲Ⅲ・Ⅳ期
６１ １０ カワラケ ST４６（SK９１７） 口（９．２） 高２．７ 底（５．８） 口～底１／８磨滅 砂少含 精胎？ ロクロナデ 外底回転糸切 内底ナデ有無不明 中世
６１ １１ カワラケ（特大） SK９４１ 底（８．４） 底３／８ 砂少（風化酸化鉄粒）含 ロクロナデ 外底回転糸切？ 内底ナデ？ 中世
６１ １２ 珠洲すり鉢 SK９３８ ― 体１／８ 砂粒（白色粒／泥岩片）含 ロクロナデ 内面１０本単位櫛目 中世・珠洲Ⅲ・Ⅳ期
６１ １３ 唐津皿 SK１２５３ 口（８．４） 口１／８以下 密 ロクロナデ 口唇部鉄釉・体部灰釉 近世初
６１ １４ 内耳鍋 SK１３０８ 口（２２．０） 口～体１／８ 細砂多含 回転台ナデ 耳差込 中世
６１ １５ 珠洲甕 SX０１ ― 体１／８以下 砂粒（白色粒）含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６１ １６ 青花皿 SX０２ 口（９．０） 高２．３ 底（４．８） 口～底２／８ 緻密 ロクロナデ 全面施釉 畳付釉削 呉須絵唐草 内底十字花文 中世
６１ １７ カワラケ SX０２ 底（７．０） 底１／８ 砂粒含 ロクロナデ 外底回転糸切？（磨滅） 中世 煤付着
６１ １８ カワラケ SX０４ 口（８．０）、高１．８、底（５．６） 口～底２／８ 細砂多含 ロクロナデ 外底マメツ 中世
６１ １９ 内耳鍋 SX０５ 口（２６．２） 口１／８以下 砂多含み 内外面回転台ナデ 中世 酸化炎焼成
６１ ２０ 伊万里碗 SX０５ 底（４．８） 体下半～底２／８ 灰白色緻密 ロクロナデ、全面施釉 呉須絵 近世・伊万里Ⅳ期？
６１ ２１ 瓦質内耳鍋 SX０５ 口（３０．２） 口１／８弱 砂粒少含 内外面回転台ナデ 耳粘土紐差込み 中世
６１ ２２ 珠洲甕 SX０５ ― 体部１／８以下 砂少含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６１ ２３ 伊万里小碗（仏飯？） SH０１ 口（６．２） 口１／８ 白色緻密 ロクロナデ 口縁部呉須雨降文 近世 伊万里Ⅳ期？
６１ ２４ 古瀬戸天目茶碗 SH０１ 口（１０．０） 口１／８ 密 ロクロナデ 鉄釉漬掛 中世 古瀬戸後Ⅲ？
６１ ２５ 珠洲すり鉢 SH０１ ― 体１／８以下 砂粒（白色粒）含 ロクロナデ 内面１０本？単位櫛目 中世 珠洲Ⅲ／Ⅳ期
６１ ２６ 珠洲甕 SH０１ ― 口１／８以下 砂粒（白色粒）含 口縁回転台ナデ 外面平行タタキ 中世。珠洲Ⅲ期？
６１ ２７ 珠洲甕 SH０１ ― 体１／８以下 砂粒（白色粒）含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６１ ２８ 珠洲甕 SH０１ ― 体１／８以下 砂粒（白色粒）含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６１ ２９ 内耳鍋 SM０１（塚） 口（２８．２） 口１／８ 砂含 内外面回転台ナデ 中世
６１ ３０ 珠洲甕 SH０２ 口（５４．２） 口～体１／８弱 １mm主３～５mm砂少 内―石当痕 外―平行タタ 口縁回転台ナデ 頚部下に刻文 中世 漆継
６２ ３１ 手づくねカワラケ IN１９整地土 口（８．６） 口１／８ 緻密 手づくね成形 口ヨコナデ 中世／煤付着
６２ ３２ 画花文青磁碗 IO１９整地土 口（１３．０） 口１／８ 青灰色緻密 ロクロ成形 内面片切彫 中世
６２ ３３ 珠洲壺 IO１９整地土 ― 肩１／８以下 細砂含 内―石当痕 外―平行タタキ ヘラ沈線記号あり？ 中世
６２ ３４ 珠洲甕？ ２区斜面下 ― 体１／８ 細砂含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６２ ３５ カワラケ １トレ 口（８．４） 口２／８ 細砂多含 ロクロナデ 中世
６２ ３６ カワラケ ６トレ 底（８．６） 底３／８ 細砂含（精胎？） ロクロナデ 回転糸切り 内底磨滅 中世
６２ ３７ カワラケ ３トレ 口（１１．４） 口１／８ 砂粒多含 ロクロナデ 中世
６２ ３８ 珠洲壺 ３トレ 底（１１．８） 底２／８弱 砂多含（白色粒含） ロクロナデ 外底糸切り→ケズリかナデ？ 中世
６２ ３９ カワラケ ４トレ 口（８．４） 高１．７ 底（５．６） 口～底２／８ 砂粒多含 ロクロナデ 外底回転糸切り？ 中世
６２ ４０ 内耳鍋 ４トレ ― 口１／８以下 耳付近 砂粒多含 回転台ナデ 耳粘土紐差込み 中世／口縁やや長い
６２ ４１ 内耳鍋 ４トレ ― 口１／８以下 砂粒多含 回転台ナデ 中世／口縁短い
６２ ４２ 細線蓮弁文青磁碗 ４トレ（２区斜面下） 口１３．７ 高７．６ 底５．０ 口７／８、体～底完存 緻密 ロクロナデ 削出高台 外細蓮弁・内花弁彫 高台内釉削 中世 内面付着物あり
６２ ４３ 玉縁青磁碗 １区検出面 口（１６．６） 口１／８ 緻密 ロクロナデ 施釉 中世
６２ ４４ 青磁小鉢 １区検出面 底（６．４） 底１／８ 緻密 ロクロナデ 削出高台 全面施釉畳付釉削 見込魚文貼り付け 中世 １３末～１４前
６２ ４５ 瓦質内耳鍋 １区検出面 ― 口１／８以下 砂粒少含 回転台ナデ 黒灰色 中世 口長 黒灰色
６２ ４６ 珠洲甕 １区検出面 ― 体１／８以下 砂粒含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６２ ４７ 珠洲甕 １区検出面 ― 体１／８以下 砂粒含 内―石当痕 外―平行タタキ 漆継 中世 漆継ぎ
６２ ４８ 珠洲甕 １区検出面 ― 体１／８以下 砂粒含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６２ ４９ 珠洲甕 １区検出面 ― 体１／８以下 砂粒含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６２ ５０ 珠洲甕 １区検出面 ― 体１／８以下 砂粒含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６２ ５１ 珠洲甕 １区検出面 ― 体１／８以下 砂粒含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６２ ５２ 珠洲甕 １区検出面 ― 体１／８以下 砂粒含 内―石当痕 外―平行タタキ ２次利用で周囲研磨 中世
６２ ５３ 珠洲甕 １区検出面 ― 体１／８以下 砂粒含 内―石当痕 外―平行タタキ ２次利用で周囲研磨 中世
６２ ５４ 唐津碗 ２区斜面下 口（１０．２） 口１／８以下 暗赤灰色 密 ロクロナデ 黄褐色灰釉施釉 近世／Ⅲ期？
６２ ５５ カワラケ ２区斜面下 底５．４ 底８／８ 砂含（風化酸化鉄粒含）ロクロ成形 外底回転糸切り 内底面ヨコナデ 中世
６２ ５６ 珠洲甕 ２区斜面下 ― 体１／８以下 細砂多含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６２ ５７ 珠洲壺 ２区斜面下 ― 体１／８以下 細砂多含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６２ ５８ 珠洲甕 １区検出面 ― 体１／８以下 砂粒含 内―石当痕 外―平行タタキ 中世
６２ ５９ 内耳鍋 ２区斜面下 口（２５．０） 口～体１／８ 細砂多含 回転台ナデ 中世
６２ ６０ 内耳鍋 ２区斜面下 口（２７．０） 口～体１／８ 細砂多含 回転台ナデ 中世

６２ ６１ 内耳鍋 ２区斜面下 口（２２．８） 高１４．２
底（１９．２） 口～底２／８ 砂多含（酸化鉄粒含）内―ヨコナデ 外―ヨコナデ 口縁内外面と底脇強い回転台ナデ 中世

６２ ６２ 内耳鍋 ２区斜面下 口（３０．０） 口～体１／８ 細砂多含 回転台ナデ 中世
６２ ６３ 須恵器 坏B IO１９ Ⅲ上層 底（８．８） 底２／８ 白色粒賞含 ロクロナデ 外底回転糸切、付高台 古代
６２ ６４ 須恵器� IO１８ Ⅲ上層 ― 体部上部２／８ 微細な砂含 ロクロナデ 肩 櫛描波状文 古墳後期
６２ ６５ 土師器 坏 SD１７ 口１０．８ 高７．４ 口４／８～底８／８ 細砂主 ５mm砂僅含 内―ハケ→ナデ 外―ハケ→底ケズリ 口縁ナデ 古墳後期
６２ ６６ 土師器高坏 IQ１９ Ⅲ層 ― 柱状脚のみ １～２mm砂含 内―しぼり痕 外―タテヘラミガキ 古墳中期
６２ ６７ 土師器壺？ IQ２０ Ⅲ上層 口（１０．４） 口１／８表面磨滅 細砂多含 磨滅で仔細不明（ミガキか） 古墳後期
６２ ６８ 土師器甕？ IQ２０ Ⅲ層 底６．５ 底８／８ 細砂含、精製胎 内―ヨコミガキ 外―タテ刷毛→タテヘラミガキ 古墳？
６２ ６９ 土師器甕？ IQ１９ Ⅲ層 底４．２ 底８／８ 砂粒多含 内（磨滅） 外―ヘラケズリ 古墳？
６２ ７０ 土師器壷？ IR２０ Ⅲ中層 ― 体下半２／８ 細砂含 内―ナナメハケ 外―ナナメ・ヨコミガキ？（磨滅） 弥生？古墳？
６３ ７１ 弥生壺 IO１９ Ⅲ層 口（２０．８） 口１／８以下 １mm以下細砂含 内―ヨコミガキ・赤彩？ 外―口格子状沈線・赤彩？ 頚ヨコハケ 弥生後期
６３ ７２ 弥生壺 IO１９ Ⅲ層 口（２２．８） 口１／８ １mm微細砂含 内―（磨滅） 外―口格子状沈線 弥生後期
６３ ７３ 弥生壺 IO２０ Ⅲ層 ― 口１／８以下 微細砂含 内―赤彩（磨滅） 外―口格子状沈線 弥生後期
６３ ７４ 弥生壺 IO１８ Ⅲ上層 ― 口１／８以下 微細砂含 内―ヨコミガキ・赤彩 外―格子状沈線 弥生後期
６３ ７５ 弥生壺 IO１８ Ⅲ上層 口（２０．６） 口１／８以下 細砂含 内－ヨコミガキ・赤彩 外－赤彩なし（磨滅） 弥生後期
６３ ７６ 弥生壺 IP１７ Ⅲ上層 口（２２．４） 口１／８磨滅 １mm細砂含 内―ヨコミガキ・赤彩 外―口縁のみ赤彩か（磨滅） 弥生後期
６３ ７７ 弥生壺 IQ１９ Ⅲ層 ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―口格子状沈線 弥生後期
６３ ７８ 弥生壺 ３トレ 南Ⅲ上層 口（２３．０） 口１／８ １mm以下細砂多含 内―ヨコミガキ・赤彩 外―ヨコミガキ・赤彩 弥生後期
６３ ７９ 弥生壺 ３トレ隅 Ⅲ層 口（２６．０） 口１／８ １mm以下細砂多含 内―赤彩 外―赤彩 弥生後期
６３ ８０ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―ミガキ？・赤彩 外―ミガキ？・赤彩 弥生後期
６３ ８１ 弥生壺 IO１７ Ⅲ上層 口（２３．４） 口１／８ １mm以下微細砂含 内―ヨコミガキ・赤彩 外－口赤彩か（磨滅） 弥生後期
６３ ８２ 弥生壺 IN１９ Ⅲ中層 口（２６．２） 口１／８以下 １mm以下細砂含 内―ヨコミガキ赤彩？ 外―ヨコミガキ赤彩 弥生後期
６３ ８３ 弥生壺 NR０１ Ⅲ層 ― 口１／８以下 １mm以下主１mm砂含 内―ミガキ？・赤彩 外―ミガキ？・赤彩 弥生後期
６３ ８４ 弥生壺 NQ０１ Ⅲ層トレ 口（２８．０） 口１／８ １mm以下砂粒多含 内―ヨコミガキ・赤彩 外―口ヨコミガキ・赤彩 頚タテミガキ 弥生後期
６３ ８５ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 口（２４．０） 口１／８ １mm細砂多含 内外（磨滅） 弥生後期
６３ ８６ 弥生壺 IQ１９ Ⅲ層 ― 口１／８以下 １mm以下細砂含 内―赤彩？（磨滅）外―赤彩 弥生後期
６３ ８７ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 口（２５．４） 口１／８以下 微細砂多含 内―ヨコミガキ 外―（マメツ） 弥生後期
６３ ８７ 弥生壺 IR２０ Ⅲ層 口（２５．４） 口１／８以下 １mm細砂多含 内－ヨコミガキ・赤彩 外―磨滅 弥生後期
６３ ８８ 弥生壺 IQ１８ Ⅲ中層 口（２１．４） 口１／８以下 １mm以下砂多含 内―ヨコミガキ？・赤彩 外（磨滅）赤彩 弥生後期
６３ ８９ 弥生壺 SX０５ ― 口１／８以下 １mm以下細砂多含 内―ミガキ？・赤彩 外―ミガキ？・赤彩 弥生後期
６３ ９０ 弥生壺 IN１９ Ⅲ中層 口（２５．０） 口２／８ １～２mm砂多含 内―ミガキ赤彩 外―（磨滅） 弥生後期
６３ ９１ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 口（２２．２） 口１／８外面磨滅 細砂含 内―ヨコ・ナナメミガキ・赤彩 外―磨滅 弥生後期
６３ ９２ 弥生壺 IQ１９ Ⅲ層 ― 口１／８ １mm以下砂粒多含 内―赤彩？（磨滅）外―ヨコハケ→ミガキ・赤彩 弥生後期
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６３ ９３ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 口（２０．４） 口１／８ １～２mm砂含 内外（磨滅） 弥生後期
６３ ９４ 弥生壺 IN１９ Ⅲ中層 ― 口１／８以下 １mm以下細砂多含 内―ヨコミガキ？ 外―ヨコミガキ（赤彩不明） 弥生後期
６３ ９５ 弥生壺 IN１８ 整地 口（２３．０） 口２／８ 細砂含 内―ヨコハケ口内ミガキ赤彩 外―タテミガキ赤彩 弥生後期

６３ ９６ 弥生壺 SX０５ 口（２５．０） 口１／８ 微細砂多含 内―口ヨコミガキ・赤彩 外―タテ・ナナメハケ→タテミガキ、口
唇部ヨコミガキ・赤彩 弥生後期

６３ ９７ 弥生壺 IO２０ Ⅲ層 ― 頚２／８ 微細砂多含 内―口ヨコミガキ・赤彩 頚ナナメハケ 外―頚ミガキ？・櫛描横
線文（磨滅） 弥生後期

６３ ９８ 弥生壺 ３トレ隅 Ⅲ層 ― 頚２／８ 微細砂多含１mm砂含 内―口赤彩（磨滅） 外―口赤彩 頚櫛描横線文 弥生後期
６３ ９９ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 ― 口下１／８ １mm以下砂多含 内―赤彩（磨滅） 外―タテミガキ 一部赤彩 弥生後期
６３ １００ 弥生壺 IP１９ Ⅲ中層 ― 体１／８ 微細砂多含 内―ナデ 外―頚櫛描横線文・T字文 下半赤彩 弥生後期
６３ １０１ 弥生壺 IQ１９ Ⅲ層 ― 体１／８ １mm以下細砂含 内―ヨコハケ 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １０２ 弥生壺 IQ・R２０Ⅲ層トレ ― 体１／８ １mm以下砂多含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １０３ 弥生壺 IQ１９ Ⅲ層 ― 体１／８ １mm砂粒多含 内―ナデ（磨滅） 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １０４ 弥生壺 IQ２０ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下細砂多含 内―ナデ？ 外―ナナメハケ→櫛描横線文 弥生後期
６３ １０５ 弥生壺 IQ１９ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂主 内―ナデ？ 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １０６ 弥生壺 IQ１８ Ⅲ層 ― 頚１／８ １mm以下砂主１mm砂含 内―ナナメハケ（磨滅） 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １０７ 弥生壺 SX０５ ― 頚１／８ １mm以下砂主１mm砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １０８ 弥生壺 SX０５ ― 体１／８以下 １mm以下砂主１mm砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １０９ 弥生壺 IO２０ Ⅲ層 ― 頚１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １１０ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 ― 頚１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １１１ 弥生壺 NR０１ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂多含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文 弥生後期
６３ １１２ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文 ヘラ描鋸歯文 弥生後期
６３ １１３ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 ― 体１／８以下 １mm以下砂主１mm砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線・ヘラ描T字文 弥生後期
６３ １１４ 弥生壺 IO１９ Ⅲ層 ― 頚１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文＋ヘラ描T字文 弥生後期
６３ １１５ 弥生壺 IQ・R１９ Ⅲ層トレ ― 頚１／８以下 １mm以下砂多含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文＋簾状文 体ナナメハケ 弥生後期
６３ １１６ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 ― 頚１／８ １mm砂粒含 内―（磨滅） 外―ヘラ描横線文・ヘラ描鋸歯文 弥生後期
６３ １１７ 弥生壺 IQ・R １９Ⅲ層トレ ― 頚１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―ヘラ描横線文＋列点状沈線文 弥生後期
６３ １１８ 弥生壺 IN１９ Ⅲ中層 ― 頚１／８以下 １mm以下砂主１mm砂含 内―（磨滅） 外―ヘラ描横線文＋列点状沈線文 弥生後期
６３ １１９ 弥生壺 NQ・R０１ Ⅲ層トレ ― 体１／８以下 細砂粒多含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文→ヘラ描沈線鋸歯文 弥生後期
６３ １２０ 弥生壺 IO２０ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂粒含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文→貼付ボタン文 弥生後期
６３ １２１ 弥生壺 Ⅰ区検出面 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文→ヘラ描鋸歯文 弥生後期

６３ １２２ 弥生壺 IQ・R２０Ⅲ層トレ ― 体２／８ １mm以下砂含 内―ヨコ・ナナメハケ 外―櫛描横線文 ヘラ描鋸歯文→貼付ボ
タン文 弥生後期

６３ １２３ 弥生壺 IP１９ Ⅲ下層 ― 体１／８ １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文→ヘラ描鋸歯文→貼付ボタン文（一
文字） 弥生後期

６３ １２４ 弥生壺 NQ・R０１Ⅲ層トレ ― 体１／８ １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文→ヘラ描鋸歯文 弥生後期

６４ １２５ 弥生壺 IO２０ Ⅲ層 ― 体１／８ １mm以 下 細 砂 含１
mm砂粒含

内―ナナメハケ（磨滅） 外―櫛描横線文→ヘラ描鋸歯文→貼付ボ
タン文 弥生後期

６４ １２６ 弥生壺 IQ１８ Ⅲ中層 ― 体１／８ １mm以下砂多含 内―剥落 外―櫛描横線文 貼付ボタン文 弥生後期
６４ １２７ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 ― 頚１／８以下 １mm以下砂含 内―ヨコハケ 外―櫛描横線文→ヘラ描鋸歯文 弥生後期

６４ １２８ 弥生壺 SX０５ ― 頚１／８ １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―簾状文（→櫛描波状文？）→貼付ボタン文（一文
字沈線） 弥生後期

６４ １２９ 弥生壺 IO１９ Ⅲ層 ― 頚１／８以下 １mm以下砂含 内―（マメツ） 外―櫛描横線文 貼付ボタン文（一文字沈線） 弥生後期
６４ １３０ 弥生壺 IN１８ Ⅲ中層 ― 頚１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文？貼付ボタン文（一文字沈線文） 弥生後期
６４ １３１ 弥生壺 IO１９ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―貼り付けボタン文（刺突） 弥生後期
６４ １３２ 弥生壺 SX０５ ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―ヘラ描鋸歯文 ヘラミガキ（赤彩なし） 弥生後期
６４ １３３ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―ヘラ描鋸歯文 弥生後期
６４ １３４ 弥生壺 IR２０ Ⅲ上層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―ヘラ描鋸歯文（磨滅） 弥生後期
６４ １３５ 弥生壺 NR０１ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―ヘラ描鋸歯文 弥生後期
６４ １３６ 弥生壺 IO１８ Ⅲ中層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―ヘラ描鋸歯文 弥生後期
６４ １３７ 弥生壺 IQ２０ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―貼付ボタン文（一文字沈線）（磨滅） 弥生後期
６４ １３８ 弥生壺 ３トレ南Ⅲ上層 ― 体１／８ 微細な砂主１mm砂少含 内―（磨滅） 外―簾状文・貼り付けボタン文（一文字沈線） 弥生後期
６４ １３９ 弥生壺 IO２０ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描横線文→ヘラ描鋸歯文→赤彩 弥生後期
６４ １４０ 弥生壺 IO１９ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―ナナメハケ 外―櫛描波状文 赤彩 弥生後期
６４ １４１ 弥生壺 SX０５ ― 頚１／８ １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―簾状文→ヘラ描鋸歯文 赤彩 弥生後期
６４ １４２ 弥生壺 IN２０ Ⅲ層 ― 底６／８ １mm以下砂含 内―ヨコハケ（磨滅） 外―タテミガキ 底―ケズリ 弥生後期
６４ １４３ 弥生壺 IR２０ Ⅲ中層 底９．２ 底６／８ １mm前後砂含 内―ナナメハケ→ナデ 外―ハケ→ミガキ？ 弥生後期
６４ １４４ 弥生壺 IO１９ Ⅲ中層 底（１６．８） 底２／８ １mm砂含 内―ナナメハケ（磨滅） 外―底脇ヨコハケ→タテミガキ？ 弥生後期
６４ １４５ 弥生壺 １区検出面 底（１１．６） 底２／８ １mm以下砂多含 内―ナナメハケ 底―ヨコハケ 外―脇指オサエ 弥生後期
６４ １４６ 弥生壺 IQ１９ Ⅲ層 底（１２．８） 底３／８ １mm以下砂多含 内―ナナメハケ→ナデ 外―指オサエ→タテハケ（ケズリに近い）弥生後期
６４ １４７ 弥生壺 IN１９ Ⅲ中層 底（１４．４） 底２／８ １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―（磨滅） 弥生後期
６４ １４８ 弥生甕 SX０６ 口（２３．３） 口１／８ １mm以下砂多含 内―（磨滅） 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １４９ 弥生甕 IQ２０ Ⅲ層 口（２７．２） 口１／８ １mm砂含 内―ナナメハケ 口唇部ナデ 外―櫛描波状文・簾状文 弥生後期
６４ １５０ 弥生甕 IQ２０ Ⅲ層 口（１２．０） 口２／８ １mm以下砂主含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文・簾状文 弥生後期
６４ １５１ 弥生甕 IQ・R１８Ⅲ層トレ 口（２１．８） 口１／８ １mm砂多含 内―（磨滅）外―櫛描波状文（磨滅） 弥生後期
６４ １５２ 弥生甕 NR０１ Ⅲ層 口（１７．２） 口１／８以下 １mm以下砂含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文（中部高地型） 弥生後期
６４ １５３ 弥生甕 IN２０ Ⅲ層 口（１７．６） 口１／８ １mm以下砂含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文（磨滅） 弥生後期
６４ １５４ 弥生甕 NR０１ Ⅲ層 口（１３．９） 口２／８ １mm砂多含 内―（磨滅）外―櫛描波状文（中部高地型）・簾状文 弥生後期

６４ １５５ 弥生甕 IO１９ Ⅲ層 口（２０．２） 口１／８以下 体２／８ １mm以下砂主含 内―ハケ→ミガキ？ 外―波状文・簾状文・格子羽状文 体下ヨ
コ・タテミガキ 弥生後期

６４ １５６ 弥生甕 NQ０１ Ⅲ層トレ ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅）外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １５７ 弥生甕 IN１９ Ⅲ中層 ― 口１／８ １mm砂多含 内―（磨滅）外―櫛描波状文（マメツ） 弥生後期
６４ １５８ 弥生甕 IO１７ Ⅲ中層 ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―ヨコハケ→ミガキ？（磨滅） 外―波状文 スス付着 弥生後期
６４ １５９ 弥生甕 IP１７ Ⅲ中層 ― 口１／８以下 １mm以下砂少含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文（中部高地型？） 弥生後期
６４ １６０ 弥生甕 ３トレカドⅢ層 ― 口１／８以下 １mm以下細砂含 内―ヨコハケ→ヨコミガキ 外―櫛描波状文・簾状文 弥生後期
６４ １６１ 弥生甕 １区検出面 ― 口１／８以下 １mm砂含 内―（磨滅） 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １６２ 弥生甕 ３トレカドⅢ層 ― 口１／８以下 １mm砂含 内―ヨコハケ 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １６３ 弥生甕 IO１９ Ⅲ上層 ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １６４ 弥生甕 IQ２０ Ⅲ層 ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―ミガキ？（磨滅） 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １６５ 弥生甕 ５トレⅠ層 ― 口１／８以下 １mm以下砂多含 内―ミガキ？（磨滅） 外―櫛描波状文・簾状文 弥生後期
６４ １６６ 弥生甕 IP１８ Ⅲ中層 ― 口１／８以下 １mm以下砂多含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １６７ 弥生甕 １区検出面 ― 口１／８以下 １mm砂多含 内―ヨコミガキ？ 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １６８ 弥生甕 IN１９ Ⅲ中層 ― 口１／８ １mm砂多含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １６９ 弥生甕 NQ０２ Ⅲ層 ― 口１／８以下 １mm砂多含 内―（マメツ） 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １７０ 弥生甕 IN１９セイチ ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １７１ 弥生甕 IN１９ Ⅲ中層 ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １７２ 弥生甕 IO２０ Ⅲ層 ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １７３ 弥生甕 IO２０ Ⅲ層 ― 口１／８以下 １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １７４ 弥生甕 IO１７ Ⅲ中層 ― 体１／８以下 １mm以下砂多含 内―（磨滅） 外―櫛描波状文・簾状文 弥生後期

６４ １７５ 弥生甕 IQ１９ Ⅲ中層 ― 体１／８ １mm以下砂含 内―ハケ→体ミガキ（口ハケ？） 外―ハケ→口波状文、体―羽状文
（格子状） 弥生後期

６４ １７６ 弥生甕 IQ・R１９ Ⅲ層トレ ― 体１／８以下 １mm砂含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文・簾状文 弥生後期
６４ １７７ 弥生甕 NQ０１ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文・簾状文 弥生後期
６４ １７８ 弥生甕 IN１９Ⅲ中層 ― 体１／８以下 １mm砂含 内―ナナメハケ→雑ミガキ 外―櫛描波状文 弥生後期
６４ １７９ 弥生甕 ５トレⅡ層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―ミガキ？（磨滅） 外―櫛描波状文・簾状文 弥生後期
６５ １８０ 弥生甕 ４トレⅢ層 ― 体１／８以下 １mm以下主１mm砂少含 内―（磨滅） 外―櫛描波状文 弥生後期
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第２節 石器・石製品（第６６・６７図 第８表）

中世の石製品には砥石、石鉢、くぼみ石等があり、石臼は出土していない。弥生・縄文・旧石器の石

器・石製品は出土点数が少なく、中世盛土層・遺構埋土や、Ⅱ・Ⅲ層中から単体で出土し、良好な出土状

態を示すものがない。自然礫を利用した石製品などは時期を特定できないため、まとめて記述する。

１．中世の石製品
（１）砥石 （第６６図１～６）

総数６点採取された。石材はすべて凝灰岩で、断面長方形の仕上砥とみられる。表面には細い線状痕が

観察されるが、１・２・６は短辺方向に延びる深く鋭い線状痕と、長辺方向もしくは斜めの細かい線状痕

が認められる。前者は砥石先端にも認められ、６では短辺方向の線状痕が長辺方向の研磨痕に消されてい

る。短辺方向の深い線状痕は砥石成形のための加工痕と思われ、類似方向に並列しながらも若干ずれがあ

り、鋸ではなく、たがねのような工具と思われる。５は側面に深い溝状の切りこみが認められる。砥石の

研磨面がねじれ、磨り減って薄いものが多い。これらは広刃の研磨に用いられたと思われるが、３のみは

幅３～５mmの浅い溝状の磨り減り痕が認められ、狭幅の工具類を研磨した可能性がある。

（２）石鉢 （第６６図７・８）

図 番号 焼物種・器種 出土遺構・地点 法量cm 口径・高さ・
底径（ ）内は推定 遺存状態 胎 土 成形／施釉等 備 考

６５ １８１ 弥生甕 IP１９ Ⅲ中層 ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―ミガキ？（磨滅） 外―櫛描波状文・簾状文 弥生後期
６５ １８２ 弥生甕 IP１９ Ⅲ上層 ― 体１／８ １mm以下砂多含 内―（磨滅） 外―櫛描波状文→格子羽状文 弥生後期
６５ １８３ 弥生甕 SX０５ ― 体１／８以下 １mm以下砂含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文 弥生後期
６５ １８４ 弥生甕 IO１８ Ⅲ上層 ― 体１／８ １mm以下砂含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文→胴下タテミガキ 弥生後期
６５ １８５ 弥生甕 IN１９ Ⅲ中層 ― 体１／８ １mm前後砂多含 内―（磨滅）外―櫛描波状文 弥生後期
６５ １８６ 弥生甕 IQ１８ Ⅲ層トレ ― 体１／８ １mm以下砂含 内―不明 外―櫛描波状文 弥生後期
６５ １８７ 弥生甕 IO１８ Ⅲ上層 ― 体１／８以下 １mm砂多含 内―下ミガキ 外―櫛描波状文 弥生後期
６５ １８８ 弥生甕 IQ・R１８ Ⅲ層トレ ― 体１／８ １mm以下砂含 内―ヨコミガキ 外―櫛描波状文 弥生後期
６５ １８９ 弥生甕 SK１２３９ 底６．６ 底８／８ １mm砂多含 内―ナナメハケ→ミガキ 外―タテミガキ 木葉底→ヨコミガキ 弥生後期
６５ １９０ 弥生甕 IQ１８ Ⅲ層 底６．９ 底６／８ １mm以下砂多含 内―ミガキ？（磨滅） 外―ミガキ？（磨滅） 弥生後期
６５ １９１ 弥生甕 IO２０ Ⅲ層 底５．２ 底８／８ １mm以下砂含 内―（磨滅） 外―タテミガキ？（磨滅） 弥生後期
６５ １９２ 弥生甕 IO１９ Ⅲ中層 底（７．６） 底（３／８） １mm以下砂多含 内・外―（磨滅） 弥生後期
６５ １９３ 弥生甕 IN１９ Ⅲ中層 底（６．０） 底３／８ 砂少含 内―ミガキ 外―タテミガキ 底ミガキ 弥生後期
６５ １９４ 弥生甕 IO２０ Ⅲ層 底４．４ 底８／８ １mm砂多含 内―（磨滅） 外―（磨滅） 弥生後期
６５ １９５ 弥生甕 IQ・R２０ Ⅲ層トレ 底５．８ 底８／８ １mm以下砂多含 内―（磨滅） 外―（磨滅） 弥生後期
６５ １９６ 弥生台付甕 NQ０１ Ⅲ層 口（８．６） 体４／８ １mm砂含 内―ヨコミガキ 外―波状文、簾状文、下半ヨコミガキ 弥生後期
６５ １９７ 弥生台付甕 IQ・R２０ Ⅲ層トレ 底７．６ 底・脚８／８ １mm以下砂多含 内―内底ミガキ？ 脚不明（磨滅） 外―脚タテミガキ（磨滅） 弥生後期
６５ １９８ 弥生高坏 IR２０ Ⅲ上層 口（２１．６） 口１／８ １mm以下砂含 内外―ヨコミガキ・赤彩 弥生後期
６５ １９９ 弥生高坏 IR２０ Ⅲ上層 口（２１．０） 口１／８以下 １mm以下砂多含 内外―ミガキ・赤彩 弥生後期
６５ ２００ 弥生高坏？ IO１７ Ⅲ中層 口（１６．６） 口１／８ １mm以下砂多含 内外―ヨコミガキ・赤彩 弥生後期
６５ ２０１ 弥生高坏 IR２０ Ⅲ上層 口（２３．８） 口１／８以下 １mm以下砂含 内―赤彩（磨滅） 外―赤彩（磨滅） 弥生後期
６５ ２０２ 弥生高坏 IQ・R１９ Ⅲ層トレ 口（２３．６） 口１／８以下 １mm以下砂多含 内外―ヨコミガキ・赤彩 弥生後期
６５ ２０３ 弥生高坏 IO１９ Ⅲ中層 口（１６．４） 口１／８ １mm以下砂含 内外―ヨコミガキ・赤彩 弥生後期
６５ ２０４ 弥生高坏、鉢 IN１９ Ⅲ中層 口（１９．６） 口１／８以下 １mm砂含 内―ヨコミガキ・赤彩 外―赤彩（磨滅） 弥生後期
６５ ２０５ 弥生高坏、鉢 IP１９ Ⅲ層 口（２１．２） 口１／８以下 １mm以下砂含 内―赤彩（磨滅） 外―ヨコハケ→雑ミガキ・赤彩 弥生後期
６５ ２０５ 弥生高坏、鉢 IP１９ Ⅲ層 口（２１．２） 口１／８以下 １mm以下細砂含 内―赤彩（磨滅） 外―ヨコハケ→雑ミガキ・赤彩 弥生後期
６５ ２０６ 弥生高坏、鉢 SKZ 口（１７．２） 口１／８以下 １mm砂含 内―ヨコミガキ？・赤彩 外―赤彩？（磨滅） 弥生後期
６５ ２０７ 弥生鉢 IO１７ Ⅲ中層 口（１４．４） 口１／８ １mm以下砂含 内・外―ナナメヨコミガキ→赤彩 弥生後期
６５ ２０８ 弥生高坏、鉢 IR２０ Ⅲ上層 口（１７．９） 口１／８ １mm以下細砂含 内・外―ヨコミガキ→赤彩 弥生後期
６５ ２０９ 弥生高坏、鉢 IP１９ Ⅲ上層 口（１７．０） 口１／８以下 １mm砂含 内―ヨコミガキ→赤彩 外―（磨滅） 弥生後期
６５ ２１０ 弥生鉢 IO１７ Ⅲ中層 口（１２．６） 口１／８ １mm砂含 内―赤彩（磨滅） 外―ヨコミガキ？→赤彩（磨滅） 弥生後期
６５ ２１１ 弥生高坏、鉢 IS２０ Ⅲ層 口（１２．２） 口１／８ １mm以下砂少含 内―ヨコミガキ 赤彩 外―赤彩（磨滅） 弥生後期
６５ ２１２ 弥生鉢 SX０５ 底（５．０） 底３／８ １mm以下砂含 内―孤状ミガキ→赤彩 外―ミガキ？（磨滅） 弥生後期
６５ ２１３ 弥生鉢 IO１９ Ⅲ層 底（６．２） 底２／８ １mm以下砂含 内―ナナメミガキ→赤彩 外―タテミガキ→赤彩 弥生後期
６５ ２１４ 弥生鉢 SX０５ 底（４．４） 底４／８ １mm以下砂含 内・外―ヨコ（弧状）ミガキ→赤彩 弥生後期
６５ ２１５ 弥生高坏 IO２０ Ⅲ層 ― 脚接合部８／８ １mm以下砂含 内―杯底ナナメミガキ・赤彩 外―脚ヨコ・タテミガキ・赤彩 弥生後期
６５ ２１６ 弥生高坏 IQ１９ Ⅲ層 ― 脚接合部８／８ １mm以下砂含 内―杯内ミガキ？・赤彩 外―脚タテミガキ？・赤彩 弥生後期
６５ ２１７ 弥生高坏 IP２０ Ⅲ層 ― 脚２／８ １mm砂含 内―脚ナデ 外―脚タテミガキ・赤彩 弥生後期
６５ ２１８ 弥生高坏 IR２０ Ⅲ上層 底１０．４ 脚６／８ １mm砂含 内―脚ナナメハケ→下部ナデ 外―脚タテミガキ・赤彩 弥生後期
６５ ２１９ 弥生高坏 IQ１９ Ⅲ層 底１３．６ 脚２／８ １mm以下砂含 内―脚ナナメハケ 下端ナデ 外―脚タテ・下端ヨコミガキ→赤

彩
弥生後期

６５ ２２０ 紡錘車 SX０５ ― ４／８ １mm砂含 土器片転用 周縁ケンマ 穿孔 弥生後期
６５ ２２１ 土製円盤 SX０５ ― ４／８？ １mm砂多含 周縁打ち欠きか 弥生後期
６５ ２２２ ミニチュア IO１９ セイチ 底（４．０） 底２／８ １mm以下砂含 内―ハケ？ 外―ナデ？ 弥生後期
６５ ２２３ ミニチュア IO１９ Ⅲ層 底２．６ 底８／８ １mm砂含 内―ナデ？ 外―ナデ指圧痕 弥生後期
６５ ２２４ 縄文深鉢 IO１８ Ⅲ上層 ― 体１／８以下 細砂主２～３mm砂少含 内―（磨滅） 外―魚鱗状文 縄文
６５ ２２５ 縄文深鉢？ IO１９ Ⅲ層 ― 頚１／８以下 １mm砂含 内―（磨滅） 外―隆帯 刻み文 弥生中期の疑いあり
６５ ２２６ 縄文深鉢 IQ１９ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １～２mm粗砂含 縄文あり 縄文
６５ ２２７ 縄文深鉢 IQ１９ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １～２mm粗砂含 縄文あり 縄文
６５ ２２８ 縄文深鉢 NS０１ Ⅲ層 ― 体１／８以下 １～３mm粗砂含 内―（磨滅）外―縄文？ 縄文
６５ ２２９ 縄文深鉢 NS０１ Ⅲ上層 ― 体１／８以下 ３mm砂少含 細かい縄文 縄文
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石鉢は２点出土したが、いずれも破片で全体形は不明である。７は底部破片で高台状に作り出す。８は

口縁部の破片で、断面は体部から直線的で端部を丸く収める。いずれも安山岩を用いて、外面に成形のノ

ミ敲打痕を残すが、内面は使用で磨滅して平滑となっている。

２．中世以前の石製品・石器
石器と認定したものはすべて図示し、剥片のみは一部掲載した。出土量は僅かで特定の場所に集中する

ことなく、遺跡全体に散って出土している。

第６６図 石製品
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（１）凹石 （第６６図１７）

安山岩亜円礫の広面上下に浅い円形の窪みがある石製品が１点出土した。窪み径は２．５cmと小さく平面

形も不整形で、凹石の可能性がある遺物として掲載する。Ⅲ層出土で時期は中世以前としかわからない。

（２）石錘 （第６６図９～１１）

弥生土器包含層から２点、経塚から１点の９～１１の合計３点出土した。経塚出土の９は経塚の河川礫に

混在して出土し、紛れて運び込まれた可能性がある。９が安山岩、１０が砂岩？の扁平な河川礫両端を打ち

欠いている。１１のみは軟質の安山岩河川礫を用いて若干溝状に削り込む造作が認められる。

（３）磨石・研磨痕のある礫 （第６６図１２～１６）

研磨痕が認められる円・角礫は５点図示した。このうち、１６のみが中世SX０４出土で、他は弥生包含層

出土である。１６は安山岩の河川礫で、広面１面が平滑になっており、磨石の可能性がある。１４・１５は砂岩

の角礫に研磨面が認められる。砥石かもしれない。１５は軟質の砂岩で表面の剥落が著しく、１４はかなり硬

質の砂岩だが、表面が傷んで研磨面が部分的にしか遺存しない。１３は安山岩円礫の表面に研磨されたと思

われる痕跡がわずかに認められる。１２は多角形の軽石で１面のみやや平滑で細く鋭い線状痕が認められ

る。研磨に用いられていると思われるが、研磨された器物は不明である。

（４）尖頭器 （第６７図１９）

中世盛土層中から１９の黒曜石製尖頭器が１点のみ出土した。調査地内のローム層の大部分は信濃町ロー

ム層で、それ以後のロームは谷地形内の狭い範囲しか残存しない。おそらく、周囲にあったものが雨水で

流入したか、中世の土の運搬で混入したと思われる。周囲に当該期の遺跡が存在する可能性を示唆する。

第６７図 石器
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（５）石鏃 （第６７図１８）

①区のⅢ層から１８の１点のみ採取された。チャート製凹基鏃である。

（６）磨製石斧 （第６７図２２）

④区８トレンチのⅡ層下部から２２の１点のみ出土した。蛇紋岩製の磨製石斧で、楕円形の横断面で側面

は平坦に調整していない。

（７）打製石斧 （第６７図２１）

中世のSX０５から２１の頁岩製の１点のみ出土した。埋め戻し土に混入していた可能性がある。

（８）使用痕のある剥片・剥片類 （第６７図２０・２３・２４）

僅かながら黒曜石やホルンフェルス、珪質頁岩の剥片類や剥片を利用した石器が採取されている。量も

少なく、小破片が多いため一部のみを図示した。２０は断面長三角の刃部１側縁に細かい剥離痕が認められ

る。２３は両端から打撃が加えられた剥離痕が認められるが、右側縁は自然面を残す。２４は左側縁に細かい

剥離痕が認められるが、１層出土なので耕作による２次的な所産の可能性がある。

第８表 石製品・石器観察表
図 番号 器 種 遺構名 法量cm（ ）内は残存長 遺存状態 石材 （重量g） 形状の特徴 備 考
６６ １ 砥石 SK５８７ 長（６．３）幅３．１厚１．９ 一端欠損 凝灰岩 （４９．１） 長方形柱状 ４面研磨 中世
６６ ２ 砥石 SK８０２ 長（８．４）幅２．８厚２．５ 両端一部欠損 凝灰岩 （５９．０） 長方形柱状 ４面研磨 側面直交方向の線状痕 中世
６６ ３ 砥石 SK１０８５ 長（７．４）幅３．５厚３．０ 一端欠損 凝灰岩 （１４３．７） 長方形柱状 広面に長軸方向の研磨痕 中世
６６ ４ 砥石 SX０５ 長（４．９）幅３．０厚２．６ 一端欠損 凝灰岩 （５４．９） 長方形柱状 ４面研磨 中世
６６ ５ 砥石 SX０６ 長（６．０）幅４．７厚３．１ 一端欠損 凝灰岩 （８４．８） 長方形柱状 ４面研磨 中世
６６ ６ 砥石 ①区検出面 長（１０．３）幅５．２厚４．３ 一端欠損 凝灰岩？ （１９０．７） 長方形柱状 ４面研磨 広面長軸方向、側面直交方向線状痕 中世
６６ ７ 石鉢 SD１６ 底径１３．４ 高（５．９） 底部のみ 安山岩 （９４３．９） 台状の底部 内面摩耗 中世
６６ ８ 石鉢 SX０５ 長（６．９）幅（５．８）厚５．６ 口１／８以下 安山岩 （２２２．０） 口縁部破片で内面中心に摩耗 中世
６６ ９ 石錘 SM０１ 長８．９幅７．７厚１．４ 完存 安山岩 （１５２．１） 河川円礫両端打ち欠き 時期不明
６６ １０ 石錘 IN２０ Ⅲ層 長６．２幅４．３厚１．４ 完存 安山岩 （５６．６） 河川円礫両端打ち欠き 一端削り？ 古代以前
６６ １１ 石錘 IR１９ Ⅲ層 長５．０幅４．３厚１．４ 完存 砂岩？ （４３．５） 河川円礫両端打ち欠き 古代以前
６６ １２ 研磨痕礫 NS０１ Ⅲ層 長６．７幅７．４厚４．８ 完存 軽石 （９１．７） 軽石１面に研磨痕あり 古代以前
６６ １３ 研磨痕礫 NQ０１ Ⅲ層 長（６・０）幅（５．９）厚１．７ ２方向欠損 安山岩？（９２．８） 円礫の１面が研磨で平滑となる 古代以前
６６ １４ 研磨痕礫 IP１９ Ⅲ層 長（８．３）幅（４．５）厚１．９ ３方向欠損 砂岩 （１００．２） 方形砂岩の２面に研磨痕あり 古代以前
６６ １５ 研磨痕礫 IO１７ Ⅲ層 長（８．７）幅（５．７）厚３．３ ３方向欠損 砂岩 （１８７．３） 残存３面に研磨痕あり 古代以前
６６ １６ 研磨痕礫 SX０４ 長９．８幅６．４厚３．６ 完存 安山岩 （２９９．６） 河川円礫に研磨痕あり 中世以前
６６ １７ 凹石？ ３トレⅢ層 長６．３幅７．６厚４．３ ほぼ完存 安山岩 （２３４．９） 亜円礫の上面に浅いくぼみあり 古代以前
６７ １８ 石鏃 IO１７ Ⅲ層 長２．３幅（１．６）厚０．４ 基部一端欠損 チャート （０．７） 周囲に細かい調整痕あり 縄文
６７ １９ ポイント IN１７ 盛土 長（３．５）幅２．１厚０．５ 先端・基部欠損 黒曜石 （３．２） 両面調整痕あり 旧石器

６７ ２０ UF １２トレ 長５．５幅３．９厚１．０ ほぼ完存 ホルンフェルス
（１６．９） 片側縁に微細な剥離痕 縄文以前

６７ ２１ 打製石斧 SX０５ 長（８．１）幅５．０厚１．２ 基部一部欠損 頁岩 （５７．３） 下端は欠損か 縄文
６７ ２２ 磨製石斧 ８トレンチⅡ層下 長（７．０）幅５．２厚１．６ 基部欠損 蛇文岩 （９０．４） 両面研磨 側面は面取せず、断面形は楕円形 縄文
６７ ２３ 楔型石器 IR２０ Ⅲ層 長４．９幅３．９厚０．７ ほぼ完存 チャート？（１８．２） 両側縁に剥離痕 縄文
６７ ２４ 剥片 ②区Ⅰ層 長８．４幅８．７厚２．２ ほぼ完存 珪質頁岩（１２７．９） ３方向から剥離 １側縁に微細な剥離 後代の２次的なものか 縄文以前

第３節 金属製品（第６８図 第９表）

金属製品の出土量は少ないが、鉄鏃、刀装具の出土は武装した居住者の存在、香炉は仏事に関わる活動

があったことを示唆すると思われる。

１．鉄製品（第６８図１～１０）

鉄製品は全部で１２点出土し、小片２点を除く１０点を図示した。１は板状の形態から刀子柄部破片と思わ

れる。２は先端部分を欠損するが、形状から火打ち金の破片と思われる。３・４は釘と思われるが、４は

両端が尖っており、頭部を欠損した釘と考えたが、他の器種かもしれない。５～７は鉄鏃で、５・６は所

謂鑿根式鏃である。５は基部に鏃を固定したと思われる巻糸の線状痕が残る。線状痕は幅１mm前後で、

上端で平行に数度巻いて左回りに幅２．１cmほど斜めに巻いている。７は２片に割れており、細く長い形状

から鏃の茎の一部と推定した。８が用途不明の板状鉄製品で下端はクサビ状で上端は丸く曲げている。
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９・１０は鋳物とみられる亀裂の入った板状鉄製品で、９は湾曲する形状から鍋底と思われる。他に鉄滓が

僅かに出土している。

２．銅製品（第６８図１１～１３）

銅製品は刀装具と香炉、キセルが各１点ずつある。１１は①区SX０３から出土した刀装具の足金具であ

る。鞘を挟む部分と紐を掛ける部分を別につくり接合している。１２は香炉で、確認調査１トレンチのSK

１１５４とSD１６重複部付近から出土した。出土標高と平面位置からはSD１６より出土した可能性が高いが、断

定できない。口径１１．２cm、高さ６．６cmで、半球状の胴部に３脚がつく。口唇部は欠損し、僅かに受口状

の造作が認められることから、蓋があったと思われる。表面の剥落や錆のために文様は不明瞭だが、胴部

の脚部分と中間の合計６ヶ所に二等辺三角形の区画を配し、その三角形の区画内上部に右回り雷文を４×

４個、中央下よりにハート状の浮文を配置し、下半には重三角形の４～５本の隆線を重ねる。なお、１ヶ

所の脚は小穴があって脚内に銅がはみ出している。補修か、鋳造時の失敗だろうか。産地は国内産か中国

産かは明らかにできなかった。１３はキセルの吸い口でSX０５から出土した。SX０５は近世の陶磁器も僅かな

がら混じり込んでおり、これらの陶磁器同様に見逃した上層遺構からの混入と思われる。

３．銭貨（第６８図１４～２８）

合計１７点出土したが、２点は遺存状態が不良の細片で図示し得なかった。ここでは１５点図示した。銭種

は「永楽通寶」３点、「太平通寶」１点、「煕寧元寶」３点、「元豊通寶」３点、「祥符通寶」１点、「天聖

元寶」１点、「皇宋通寶」１点、「景（祐）元寶」１点である。

第９表 金属製品観察表
図 番号 器種 遺構名 法量cm （）内は残存長 遺存状態 材質 形態の特徴 備考
６８ １ 刀子柄？ SK０８ 長（５．３）幅１．２厚０．５ 刃部欠損 鉄 細長い板状の鉄製品 中世
６８ ２ 火打金 SH０１ 長５．５幅（１．５）厚０．４ 柄部欠損 鉄 薄い銀杏葉状の板状鉄 中世～近世
６８ ３ 釘 SK９０７ 長（２．９）幅０．５厚０．５ 頭部側欠損 鉄 先端は斜 断面方形 中世
６８ ４ 釘 SX０５ 長７．５幅０．６厚０．６ 完存？ 鉄 く字状に湾曲 両端尖る 断面方形。元長８．５cm 中世
６８ ５ 鉄鏃 ST６６（SK１２９） 長（１２．７）幅１．３厚１．２ 茎欠損 鉄 断面方形で先端ノミ状 固定する糸巻き痕残存 中世
６８ ６ 鉄鏃 不明 長（１１．４）幅１．２厚１．１ 茎先端欠損 鉄 断面方形でノミ状 中世
６８ ７ 鉄鏃 ST１５（SK４３９） 長（９．８）幅０．７厚０．６ 二つに折れ 鉄 断面方形の棒状 先端尖る 中世
６８ ８ 楔？ SK５５８ 長９．０幅２．３厚２．１ 完存 鉄 厚さ１cmほどの板状鉄先端を曲げている 中世
６８ ９ 鉄鍋 SK１２６９ 長（９．５）幅（４．３）厚０．７ 周囲欠損 鉄 若干湾曲 鋳物か？ 中世
６８ １０ 不明 ①区検出面 長（４．６）幅（２．５）厚１．３ 周囲欠損 鉄 細かい亀裂多 鋳物（鉄鍋か） 中世
６８ １１ 刀装具 SX０３ 長４．９幅２．９厚１．１ 完存 先端曲 銅 飾り加工なし。鞘挟中央に猪目透かし 中世
６８ １２ 香炉 SD１６・SK１１４５？ 口１１．２ 高（６．６） 口縁部欠損 銅 三足の香炉で受け口部を欠損 中世
６８ １３ キセル SX０５ 長（３．５）直径１．２前後 吸口欠損 潰れ 銅 本来は直径１cm前後か 近世
６８ １４ 銅銭 SK７６９ 直径２．４ ほぼ完存 銅 「熙寧元寶」篆書 中世
６８ １５ 銅銭 SK７８３ 直径２．５ ほぼ完存 銅 「永楽通寶」 中世
６８ １６ 銅銭 SK７８３ 直径２．４ ほぼ完存 銅 「永楽通寶」 中世
６８ １７ 銅銭 SK７８３ 直径２．４ ほぼ完存 銅 「太平通寶」 中世
６８ １８ 銅銭 SX０５（SK１２１６） 直径２．４ ほぼ完存 銅 「熙寧元寶」篆書 中世
６８ １９ 銅銭 ST５１（SK１３９４） 直径２．４ ほぼ完存 銅 「元豊通寶」真書 中世

６８ ２０ 銅銭 SK不 明（SX０５ SK
１１５７？） 直径２．４ ほぼ完存 銅 「皇宋通寶」篆書 中世

６８ ２１ 銅銭 SK不 明（SX０５ SK
１１５７？） 直径２．５ ほぼ完存 銅 「熙寧元寶」篆書 同上

６８ ２２ 銅銭 SH０１ 直径２．４ ほぼ完存 銅 「元豊通寶」篆書 中世
６８ ２３ 銅銭 SX０２ 直径２．３ ほぼ完存 銅 「元豊通寶」篆書 中世
６８ ２４ 銅銭 IN２０ 盛土 残存長２．２ １／３遺存 銅 不明 中世
６８ ２５ 銅銭 IN２０ 盛土 直径２．４ ほぼ完存 銅 「景（祐？）元寶」真書 中世
６８ ２６ 銅銭 ①区 表採 直径２．４ ほぼ完存 銅 「永楽通寶」 中世
６８ ２７ 銅銭 不明 直径２．５ ほぼ完存 銅 「天聖元寶」真書 中世
６８ ２８ 銅銭 不明 直径２．４ ほぼ完存 銅 「祥符元寶」真書 中世
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第４節 経 石（第６９～９９図）

経塚から出土した経石は全部で７５３点あり、すべて図示した。墨書が確認できた礫のサイズは大きめの

６９で長さ６cm・幅７cm・厚さ５cm、小さい８５で長さ３cm、幅２cm強、厚さ１cm強まであるが、基本

的に河川礫を用いている。礫１つに１文字ずつ確認され、文字は崩さず比較的端整に書くものが多い。文

字を書く位置は、縦長の楕円形礫は長軸を上下として書くものが多いが、礫の狭面に書くものがあり面の

広狭のこだわりはないようだ。

文字は墨痕が磨滅し、酸化鉄で汚れたりして断片的な遺存が多く、文字種が識別できたものは少ない。

そのなかで、４４８・５５２・５７３は比較的墨痕が明瞭に遺存しながらも、文字種がわからなかったものであ

る。ただし、５５２は「慶」、５７３は「龍」の一部の遺存か、異体字かもしれない。また、２９１は文字形が比較

的近い「来」「恭」と推測したが、断定できない。それ以外は誤字、あるいは形だけの模倣とみられるも

のはなく、基本的に文字を正確に理解している人間の手によると思われる。文字の筆跡は「不」でも、細

い筆跡の３７、太い筆跡の３９、その中間の３５の例があり、３人以上の人間が係っていると推測される。ま

た、「所」には３２４と３１９～３２３・３２５の二種の文字が用いられており、書き手が複数いたことを示す（註

１）。

書かれた経典は特定できていないが、これまでに想定されている例が多い法華経とすると比較的鮮明に

残る４４３の「�（鎖）」から、無量義経第一品か妙法蓮華経第二十五品が含まれる可能性がある。一方、法

華経にない「元」「亘」「厩」「恵」「痕」とみえる文字があるが、何れも墨痕が判然とせず偏の磨滅や旁の

見誤りの可能性もあって断定できない。２６は「宅」とみたが、法華経にない「屯」の可能性がある。８０～

８４は「元」とみたが、８１以外は部分的な遺存で断定できず、８１も「阮」「�」の一部か、「无」「夭」「天」

「夫」の可能性が残る。４９１は「恵」と思われるが、断片的な遺存で文字自体を「恵」と断定するには躊躇

される。１１７の「厩」、３６５の「痕」は、それぞれ「厭」・「疽」の可能性もある。これまでに経石に法華経

を書きながら、法華経以外の文字が含まれている例が指摘されているが（註２）、本遺跡では文字種が断定

しきれず、同様の事例にあたるか、法華経以外の経典を書いているかはわからなかった。経典の特定は文

字の確認ができなかった礫の存在の解釈や、経塚造営の作法の問題に関わると思われるが、今回の調査で

は明かにできなかった。なお、造営年代や造作契機、造立者を示す文字は確認できていない。また、大正

大蔵経のデータベースで法華経に含まれない「元」「痕」「厩」「恵」、出現頻度の少なそうな「�（鎖）」

「龍」などの文字で経典を検索した結果、律部の「根本説一切有部毘奈耶」と出た（註３）。

掲載図は比較的判読できた文字のなかで、偏数の少ないものから、多い順へ掲載し、後半には磨滅や剥

落で判読できなかった文字を並べている。ただし、判読できた文字でも形が似た文字は「月」「有」「所」

などのように近くに掲載した。これは偏や旁が磨滅しているか、判断できないものが多いことによる。ま

た、図の黒く塗りつぶした部分は比較的明瞭に見える墨痕、線のみは墨痕が薄いが範囲が捉えられるも

の、破線は推定を表す。

註１ 千手寺経塚では４名の書き手が推測されている。山ノ内町夜間瀬横倉千手寺経塚緊急発掘調査団１９７５「千手寺経塚」『高井』第

三十一号 高井地方史研究会

註２ 寺尾英智１９９１「付編 かのへ塚の性格」『千葉県香取郡大栄町かのへ塚・寺ノ上遺跡』（財）香取郡市文化財センター

註３ 文字の検索にあたり法華経は東洋哲学研究所１９７７『法華経一字索引』、大蔵経テキストデータベース研究会（東京大学大学院人

文社会系研究科 次世代人文開発センター） ２００９．１０（利用）http：／／２１dzk．l．u-tokyo．ac．jp、東京大学史料編纂所 大日本古

記録 くずし字データベースhttp : ／／www．hl．u-tokyo，ac．jp／publication／kokiroku-jhtmlを参照した。
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0 5cm（1：2）
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第１０表 経石一覧表
図 番号 文字 重量g 備 考
６９ １ 一 ７４．９ 墨痕鮮明で、周囲に磨滅や他墨痕がみえず、「一」とみた。
６９ ２ 一 ８４．９ 鮮明で周囲に磨滅や他墨痕が認められず「一」と推測した。
６９ ３ 一？ ５５．８ 右端が磨滅するが比較的鮮明。横線のみ確認できる。
６９ ４ 万 ２７．６ 墨痕やや薄いが、文字全体遺存し、判読できる。
６９ ５ 万 ３６．４ 文字鮮明に遺存する。
６９ ６ 万 ４０．２ 墨痕やや薄いが、比較的鮮明。文字全体遺存。
６９ ７ 万 ３８．６ 鮮明に文字全体が遺存する。
６９ ８ 万 ５９．１ 比較的鮮明に文字全体が遺存する。
６９ ９ 万 １５５．４ 下端磨滅するが、上部大半は遺存する。上の横線の上に墨痕なく「万」と判断した。
６９ １０ 万？ １１９．７ 墨痕薄く僅かに遺存。僅かな横線と「勹」状の線痕がみえ、「万」の可能性あり。
６９ １１ 且 ６４ 鮮明に文字全体が遺存する。太い筆使いで書かれる。
６９ １２ 九 ４９．２ 部分的に墨痕薄いが、文字全体は遺存し、文字判読可能。
６９ １３ 中？ ８９．８ 上・右磨滅。墨痕も薄いが、左に短い縦線、中央に長い縦線と横長の「口」とみえ「中」とした。
６９ １４ 中？ １００．８ 上部鮮明で下部磨滅。遺存部は「中」とみえるが中央縦線が上に延びず、「田」「思」の下部磨滅の疑いがある。
６９ １５ 中 ４９．２ 比較的鮮明。文字右側に点状の墨痕あるが、文字の一部か誤筆かは不明。
６９ １６ 中 ４７．６ 墨痕やや薄いが、文字の判読はできる。
６９ １７ 中？ ５８．３ 墨痕鮮明に遺存する。
６９ １８ 之 ４２．５ 墨痕薄く、輪郭曖昧ながら文字全体が遺存する。
６９ １９ 之 ２７．５ 細筆で書かれる。文字全体が遺存するが、若干他の「之」と書き方が異なり、断定に躊躇される。
６９ ２０ 之 １０８．２ 比較的鮮明。部分的に磨滅するが、文字全体は遺存する。
６９ ２１ 之？ ３６．８ 中央のみ部分的に遺存。「乙」状の線から「之」としたが、周囲に点状の墨痕あり、断定できず。
６９ ２２ 主？ １４７．３ 墨痕薄いが、三本の横線と中央の縦線はみえる。左上磨滅し、「生」の可能性もある。
６９ ２３ 主？ ５２．３ 上・右は磨滅。３本の横線が遺存し、僅かに縦線がみえる。「王」の可能性もある。
６９ ２４ 王（主） ４６．５ 上部磨滅し、上端の点の有無は不明。「主」の可能性あり。
６９ ２５ 王？ ８３．１ 下部磨滅するが、上部明瞭で「王」とみえる。下方に線が延びるようにもみえ、上下逆の「主」か。
７０ ２６ 宅？ ５４．７ 周囲磨滅し、文字中央のみ残る。上「宀」か「一」、下「七」状にみえる。
７０ ２７ 千 ３５．７ 墨痕は若干薄いが、文字全体は遺存し、判読できる。
７０ ２８ 子（享・午？） １１３．５ 鮮明に文字全体が遺存。上は「�」で続いて「子」にみえる。「享」「午」の崩し字で４９２と同字か。
７０ ２９ 未？ ５２．３ 黒地で墨痕薄く判読困難。横線２本と中央縦線の上端が延び、左下に僅かに斜線がみえ「未」と推測した。
７０ ３０ 三 ３９．２ 比較的鮮明。横線３本のみみえる。
７０ ３１ 三 ４２．８ 比較的鮮明。横線３本のみみえる。
７０ ３２ 三 ５７．２ 比較的鮮明。横線３本のみみえる。
７０ ３３ 七？ ２７．４ 右下やや磨滅するが、縦線が右に屈曲して「七」とみたが、「十」の可能性残る。
７０ ３４ 不 ９９．６ 墨痕やや薄いが、文字全体遺存し、判読できる。
７０ ３５ 不 ５６．２ 下端僅かに磨滅するが、文字全体は鮮明に遺存する。
７０ ３６ 不 ４１．６ 上部磨滅するが、下部は鮮明。上に横線が薄くみえ、「不」とした。
７０ ３７ 不 ３１．１ 上部磨滅するが、比較的明瞭にみえる。
７０ ３８ 不？ １０８．３ 粗い石面で墨痕途切れるが、比較的鮮明にみえる。
７０ ３９ 不？ １４０．７ 左側明瞭ながら、右磨滅。太い筆使いで横線と斜線、下に縦線がみえ、「不」とした。
７０ ４０ 年？ ６０．２ 太い筆使いで墨痕鮮明ながら、文字種不明。「年」に類似する。
７０ ４１ 入？ ２３．７ 横線は鮮明で、左端に下がる斜線がみえそうで「入」としたが、「一」の可能性あり。
７０ ４２ 人 ７２．６ 上部磨滅するが、下部墨痕明瞭。墨痕の下に酸化鉄付着するが、文字は続かないとみられる。
７０ ４３ 何 ４４．５ 右磨滅。左「�」中央横線と「口」がみえ、「何」と推測した。
７０ ４４ 何 ４３．９ 凹凸のある礫割れ面に書かれるが、文字全体は明瞭に遺存する。
７０ ４５ 何？ ４６．７ 全体に磨滅し、墨痕断片的に遺存。平行する縦線と、その間に「口」がみえる。
７０ ４６ 生？ １２２．９ ３本の横線と中央縦線、左上に僅かな線があり、「生」と推測した。横を上として「佛」にもみえる。
７０ ４７ 佛？ ４４．６ 大半磨滅し、右下部のみ墨痕遺存。遺存部は「弟」状の下部とみえる。「佛」と推測した。
７０ ４８ 佛？ ３８．２ 上・右磨滅するが、縦線２本と湾曲する線が認められ、「佛」の下部の遺存と推定した。
７０ ４９ 佛？ ７０．７ 墨痕薄く不鮮明だが、右に「弟」状の線がみえ、左にも僅かに墨痕があるので「佛」と推測した。
７１ ５０ 佛？ ５４．７ 上半磨滅して文字消えるが、左下に「�」、右に縦線２本と湾曲する線がみえ「佛」と推測した。
７１ ５１ 依 ７３ 比較的鮮明。細い筆で書かれる。
７１ ５２ 依？ ４５ 中央磨滅し、遺存部は「似」にみえるが、磨滅した上端に縦線がみえ、上部が磨滅した「依」と推測した。
７１ ５３ 佳 ２６．２ 墨痕薄いが、太い筆で左「�」、右に上下「土」が重なるとみえる。
７１ ５４ 便 ９６．４ 墨痕薄く、文字の輪郭不鮮明だが、左「�」右は「更」とみえる。
７１ ５５ 便 ２６．８ 鮮明。左上と上部に黒い墨痕の可能性がある付着物あり。筆が当たった痕跡か。
７１ ５６ 伽 ６９．８ 部分的に磨滅するが、比較的鮮明に文字遺存する。
７１ ５７ 伽 ３４．５ 左上端が磨滅するが、墨痕は明瞭に遺存。
７１ ５８ 作 ３１．６ 下１／３は墨痕剥落するが、残存部は鮮明に文字遺存。
７１ ５９ 但 ４２．７ 墨痕薄いが、左「�」、右上「日」とみて「但」と推測した。
７１ ６０ 但 １１１．４ 墨痕やや薄いが文字全体遺存する。
７１ ６１ 供 ２５．７ 鮮明に文字全体が遺存し、判読できる。
７１ ６２ 供 ７１．６ 左磨滅。右はやや墨痕薄いながら「共」と読め、左に僅かな墨痕あるようにみえ「供」と推測した。
７１ ６３ 共？ ９９．５ 墨痕鮮明に残るが、左下磨滅。磨滅していない左上に墨痕なく「供」とは判断しなかった。
７１ ６４ 偽 ６８．６ やや墨痕薄いが、文字全体遺存する。
７１ ６５ 億？ ３０．１ 右下磨滅し、墨痕薄いが左「�」、右上に「立」と「日」は判読でき、遺存部から「億」と推測した。
７１ ６６ 億？ ４１．１ 中央から左下墨痕薄いが、文字の大部分は鮮明に遺存する。
７１ ６７ 億？ ５４．５ 上部磨滅。左に縦線、右に「日」と「心」がみえ、「億」と推定した。
７１ ６８ 切？（功？） ２７．７ 墨痕鮮明ながら、上部磨滅。「功」の可能性あり。
７１ ６９ 切 ２３１ 一部磨滅するが、左「七」、右「刀」とみえる。
７１ ７０ 出 ４０．７ 墨痕薄いが、文字全体は遺存する。
７１ ７１ 出 ３３．１ 墨痕やや薄いが、文字全体が遺存する。
７１ ７２ 出？ ３２ 上部マメツ。下部は鮮明で「凵」が二つ重なり、中央に縦線がみえ「出」とした。
７１ ７３ 十 １３２．１ 左上磨滅するが、他は鮮明に文字が遺存する。
７２ ７４ 十 ３３．３ 比較的鮮明。
７２ ７５ 十 ４２．１ 全体的に墨痕遺存し、周囲に磨滅も認められず「十」とした。
７２ ７６ 十 ４６．１ 中央縦線が僅かに磨滅するが、文字全体は遺存して周囲も磨滅なく「十」と捉えた。
７２ ７７ 十？ ８７．２ 墨痕薄いが縦線と横線はみえる。「十」と推定したが、断定できず。
７２ ７８ 十？ ５３．４ 下・右側磨滅するが、「十」はみえる。
７２ ７９ 南？ ５４．４ 左半分文字剥落するが、右は鮮明に残る。遺存部から「南」とみた。
７２ ８０ 元？ ６４．１ 比較的鮮明。「元」としたが「无」にみえる。別字の旁か？。
７２ ８１ 元？ １５．３ 墨痕不鮮明。石の左端に墨書され、左に偏なし。上二本横線、下に「儿」とみえ、上は磨滅した「充」か。
７２ ８２ 元？ ９９．２ 墨痕薄く、不鮮明。平行二本線と「八」はみえて「元」と推測したが、断定できない。
７２ ８３ 元？ １２３．９ 不鮮明。中央磨滅するが、僅かに上横線２本と下の払いがみえる。「元」と断定はできない。
７２ ８４ 元？ ８８．３ 上部磨滅するが、「兀」は鮮明にみえる。
７２ ８５ 二 １２．２ 平行２本線は鮮明で、下に薄く右上から左下へ斜線がみえるが、断定できず。
７２ ８６ 二 ２６ 右端僅かに磨滅するが、比較的鮮明に墨痕遺存し「二」と捉えた。
７２ ８７ 五（王？） ５８．４ 比較的鮮明。中央横線の右端が下方に折れて「五」とみたが、横に延びた「王」の可能性も残る。
７２ ８８ 至？ ５１．４ 黒地石で墨痕不鮮明。３本横線と短斜線がみえ、中央に垂下縦線があるとみて「至」と推測した。
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図 番号 文字 重量g 備 考
７２ ８９ 恒？ ６７．４ 左磨滅し、右に「亘」とみえる。北華経に「亘」はなく、「恒」など偏が磨滅した可能性ある。
７２ ９０ 光 ８３．９ 比較的鮮明に墨痕遺存する。
７２ ９１ 分？ ４９．８ 墨痕は薄いながら全体が遺存し、「分」とみたが、「尓」の可能性あり。
７２ ９２ 其 ５６．５ 左磨滅し、右側のみ鮮明に遺存する。断片的な右縦線と上の横線、下の点から「其」とした。
７２ ９３ 其 ７５．２ 中央磨滅し、上下端部の墨痕が遺存する。残存部から「其」と推測される。
７２ ９４ 其 ５７．８ 上部磨滅するが、下半は鮮明に墨痕遺存し、文字の判読可能。
７２ ９５ 其？ ５６．２ 黒地の石で墨痕薄く不鮮明。文字全体は読める。
７２ ９６ 其？ １９ 上部は鮮明に遺存するが、下端の点は磨滅。
７２ ９７ 典 ４１．７ 右上一部磨滅するが、他は比較的鮮明に遺存。
７３ ９８ 典 ６２．５ 文字の中央から右下一部磨滅。遺存部は墨痕鮮明で文字の判読可能。
７３ ９９ 叉 ８３．８ 所々墨痕マメツするが、比較的鮮明に文字遺存する。
７３ １００ 即 ２３ 比較的鮮明。一部磨滅した「所」ともみえるが、上に横線なく「即」と推測した。
７３ １０１ 即？ ４７．２ 墨痕薄いが文字全体は遺存。「即」とみえるが、偏と旁の位置がずれる。「佛」の可能性はある。
７３ １０２ 却 １２７．４ 左・下部磨滅し、墨痕薄い。右は「卩」、左上は「土」とみえたことから「却」と推測した。
７３ １０３ 以？此？ ４２．２ 断片的な遺存で、「此」「以」あるいは右を上として「之」にも見える。
７３ １０４ 以 ４５ 鮮明。左「ム」右「ス」状の線がみえ、「以」とみた。
７３ １０５ 舎 １７２．９ 墨痕鮮明で左端磨滅。文字中央は石の窪みで切れる。上「�」下「口」、中間に交差横・縦線あり。「舎」か。
７３ １０６ 全？ ９２．４ 下端磨滅し上部７割ほど遺存。右上に薄い線が２本みえるが、墨痕か不明。
７３ １０７ 如 １０６．４ 墨痕やや薄いが、左「女」右「口」とみえる。
７３ １０８ 如 ６５．７ 墨痕やや薄いが、文字全体遺存。
７３ １０９ 如 １３４．１ 墨痕断片的で不鮮明。左は「女」、右は磨滅するが「口」、上端の墨痕が僅かに認められる。
７３ １１０ 婆 ４０．２ 比較的鮮明に文字全体が遺存する。
７３ １１１ 婆 ２７．５ 左上磨滅するが、下「女」左上「�」とみえ、右上に「乂」が僅かに認められる。
７３ １１２ 妙 ９１．９ 墨痕薄く不鮮明だが、左に「女」、右に「少」とみえる。
７３ １１３ 妙？ ５４．９ 右は文字剥落するが、左の「女」は明瞭で、右下端に縦端がみえ「妙」とみた。
７３ １１４ 妖 ３４．３ 文字は鮮明だが、石面の凹凸で墨痕途切れる。左の偏は「女」、右下端の線がハ状に開き「妖」と推測した。
７３ １１５ 妬？ ４３ 左磨滅するが、他は鮮明。右は「石」、左は磨滅するが「女」とみえる。
７３ １１６ 属 ４９．６ 墨痕やや不鮮明だが、上に「尸」、下に短い横線数本みえ、さらに「冂」が続いて「属」と捉えた。
７３ １１７ 厩（厭）か ４０．６ 墨痕上部鮮明ながら下半磨滅する。偏は「广」で「厩」とみえるが、法華経にはなく仔細不明。
７３ １１８ 名 １２３．２ 比較的鮮明。文字全体遺存。
７３ １１９ 名 ４７．３ 右下磨滅するが、他は比較的明瞭に遺存する。
７３ １２０ 名 ４０．４ 所々磨滅するが、文字全体は比較的鮮明に遺存する。
７３ １２１ 名？ ２８．８ 墨痕不鮮明。上に上は「夂」、下は「口」とみたが、下は「石」にもみえる。断定できず。
７４ １２２ 度？ ９３．２ 上部磨滅し、残存部も墨痕薄い。左下に「丿」右下に「又」とみえ「度」とした。
７４ １２３ 度？ ５３．５ 墨痕薄いところもあるが、文字全体は鮮明に遺存する。下は又とみて「廣」ではないとした。「慶」の可能性はある。
７４ １２４ 子 ６５．３ 墨痕は薄いが、文字全体は遺存する。「千」に類するが上端屈曲し「子」とみた。
７４ １２５ 子 ４９．６ やや酸化鉄付着するが、比較的鮮明に文字遺存。
７４ １２６ 子 ５８．２ 左側磨滅するが、上「フ」下に「亅」と横線が遺存する。
７４ １２７ 子？ ３０．５ 墨痕鮮明。「各」の可能性もあり。
７４ １２８ 因？ １７９．７ 左下磨滅。遺存部から「因」とみたが、下部が磨滅して「困」の可能性あり。
７４ １２９ 可 １７１．４ 黒地の石で墨痕薄い。残存部から「可」と推測した。
７４ １３０ 可 ３２．３ 下部文字剥落。上の横線と左下の「口」は明瞭に残る。
７４ １３１ 可 ９９．２ 鮮明。文字全体遺存。細筆で書かれる。
７４ １３２ 告 ４０ 黒地の石で墨痕薄いが、文字全体は遺存する。
７４ １３３ 告？ ３６．９ 左端は磨滅するが、文字鮮明で遺存部から「告」と推測した。
７４ １３４ 告？ ３０．６ 下部磨滅するが、上部比較的良好に遺存。残存部から「告」と推定した。「生」の可能性はある。
７４ １３５ 哉？ ４３．５ 下部磨滅するが、左上に「十」下に「口」、その間を貫く横線の「戈」とみえる。
７４ １３６ 善 １２．７ やや墨痕薄いが、文字全体が遺存。細い筆使いで書かれる。
７４ １３７ 善 ５０．１ 若干墨痕薄いが、文字全体が遺存して判読できる。
７４ １３８ 善 ２８．６ やや不鮮明だが、文字全体は遺存し、判読できる。
７４ １３９ 善？ ３９ 下部磨滅するが、上「羊」で中段右に点が遺存し、「善」とみたが断定はできな。
７４ １４０ 善？ ３０．１ 下部磨滅し、上は墨痕薄いが「羊」とみえ「善」と推測した。
７４ １４１ 喜 １３２．１ 比較的明瞭に残り、判読できる。
７４ １４２ 喜？ １３４．５ 墨痕不鮮明で下部は磨滅。上に「吉」、中段に長い横線、下に「口」がみえ「喜」と推測した。
７４ １４３ 同 ４３．６ 下端僅かに磨滅するが、文字の大部分は鮮明に遺存する。
７４ １４４ 同 ５３．８ 墨痕薄いが文字全体は遺存する。
７４ １４５ 品 ４４．８ 鮮明に遺存。やや太い筆使いで書かれる。
７５ １４６ 品？ ２２．３ 中央磨滅し、上端に横線、下左に「フ」、右に「口」とみえる。遺存部から「品」としたが、「嘉」の可能性もあり。
７５ １４７ 右？ ２１．９ 下部磨滅するが、上に「ナ」その右下に「┌」はみえる。「右」と推測したが、「有」の可能性あり。
７５ １４８ 嘱？（崛？） ６０．７ 右磨滅し、遺存部も墨痕薄く不鮮明。左は「口」、右の旁は「屈」にみえる。
７５ １４９ 當 ４３．４ 墨痕やや薄いが、文字全体は遺存する。
７５ １５０ 當 ２１１．４ 墨痕やや薄いが、文字全体は遺存する。
７５ １５１ 當 ４９ やや墨痕薄いが、文字全体は遺存する。
７５ １５２ 當 １４７．３ 上部と中央に一部墨痕遺存。上は３つ点の付く「冖」で下に横線がみえ、「當」と推測した。
７５ １５３ 當？ ３３．２ 文字中央磨滅。上に２点のつく「冖」下端に横線がみえる。遺存部から「當」と推測した。
７５ １５４ 尓 １０６．２ 左上と右下が僅かに磨滅。他は墨痕比較的鮮明。
７５ １５５ 尓 ５２．８ 比較的鮮明に遺存する。
７５ １５６ 尓？ ３４．２ 上・左側は鮮明に遺存して「尓」と推測したが、断片的な遺存で文字種、天地詳細不明。
７５ １５７ 尊？ ４２．４ やや不鮮明だが、文字全体は遺存する。
７５ １５８ 尊？ ４４．２ 墨痕薄く不鮮明だが、上に「口」状の線と下に「寸」とみえ、「尊」とした。
７５ １５９ 寺？等？ ６８．３ 左上剥落だが、他は鮮明。下が「寸」、上を「土」で「寺」としたが、上部横線が多いともみえ「等」の可能性がある。
７５ １６０ 寺？ １６２．４ やや不鮮明。右上磨滅するが、上「土」下「寸」とみえる。「寺」との断定は不安が残る。
７５ １６１ 大 ５０．９ 比較的鮮明だが、右下部は酸化鉄付着で不鮮明。
７５ １６２ 大 ２６．８ 横線右端磨滅するが、他は比較的鮮明。
７５ １６３ 大？ １３２．４ 墨痕薄く左中心に磨滅。僅かに横線と「�」状線がみえ「大」と推測した。
７５ １６４ 大 ８２ 上端と右下磨滅するが、中央部は墨痕明瞭で「大」と捉えた。
７５ １６５ 大 ３７．４ やや墨痕薄く、中央磨滅するが全体は判読できる。
７５ １６６ 大？ ６４．３ 文字右上を中心に遺存。中央に交差する２本線がみえるが、右下へ延びる線は磨滅して不鮮明。「大」と推測した。
７５ １６７ 大 ２９ 墨痕薄いが、文字全体は遺存する。
７５ １６８ 大？ ２８．３ 墨痕薄く、左下磨滅するが、文字全体は判読できる。
７５ １６９ 大？天？ ４７．３ 右上部磨滅するが、比較的鮮明で「大」か「天」とみえる。
７５ １７０ 天 １０８．９ 左下磨滅するが、他は鮮明に遺存。
７５ １７１ 天 ３９ 鮮明に文字全体が遺存する。
７６ １７２ 奉 １５２．８ 文字は若干輪郭が不明瞭だが、比較的良好に遺存し、判読できる。
７６ １７３ 勤？ ６３．３ 左上磨滅し、墨痕やや薄い。左下に「土」状線、右に「力」とみえ「勤」と推測したが断定できず。
７６ １７４ 坐 ４６．４ やや墨痕薄いが、文字全体は遺存する。
７６ １７５ 在？（有？） ３５．７ 中央文字切れ、右磨滅。上「ナ」、下縦線２本、中央縦線横に二点みえ「在」とした。下端横線は石模様か。
７６ １７６ 在？ １０４．２ 墨痕薄く、輪郭も不明瞭だが、文字全体は遺存し、判読できる。
７６ １７７ 在？ ４８．３ やや不鮮明で左下磨滅。薄く斜線があるようにみえて「在」としたが、「王」「主」の可能性あり。
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図 番号 文字 重量g 備 考
７６ １７８ 城？ ２１４．３ 鮮明に墨痕残る。左「土」、右は「成」で「城」とみたが、「戊」内の左下は平行横線にもみえる。
７６ １７９ 安？ １１０．１ 中央磨滅し、墨痕断片的ながら下は「女」とみえ、「安」と推定した。
７６ １８０ 家 ２７．４ 黒地の石で墨痕やや不鮮明ながら判読できる。
７６ １８１ 寫？ ２２．４ 上部やや磨滅するが、全体は遺存する。細筆で書かれる。
７６ １８２ 寶 ７６．９ 左下磨滅するが、上と右は墨痕良好に遺存し、判読できる。
７６ １８３ 寶？實？ ３５．５ 一部マメツするが、文字全体は遺存する。「宀」下の旁が判然とせず、「實」の可能性あり。
７６ １８４ 張？ ２８．９ 左下と右下磨滅。右は「長」とみて「張」と推測したが、左上端は「�」で別字かもしれない。
７６ １８５ 行 ５４ 太い筆使いで、文字鮮明。左「彳」の上線が重なっているが「行」にみえる。
７６ １８６ 住？ ５７．５ 比較的鮮明ながら、中央部のみ磨滅。左「�」で、右には上下２本横線みえ、「住」と推測した。
７６ １８７ 住？ １８．７ 墨痕鮮明で判読できる。左偏は「彳」とはみえず「住」と推測した。
７６ １８８ 往 ８３．１ 墨痕薄いが、左に「彳」、右に横線２本と縦線、その上に短斜線がみえ、「往」と推測した。
７６ １８９ 往 ５３．３ 文字中央所々墨痕剥落するが、全体は鮮明に遺存。
７６ １９０ 得 １３５．７ 全体的墨痕鮮明。薄いながら左に「�」、右上「日」下「寸」はみえ、「得」と推測した。
７６ １９１ 得 ３１．９ 墨痕は鮮明ながら、石面の凹凸で筆途切れる。右下磨滅。遺存部から「得」と判断した。
７６ １９２ 得？（待時侍？） １８．６ 墨痕右下のみ遺存。「寸」とみえ、「得」と推測したが、「待」「侍」「時」の可能性あり。
７６ １９３ 得？ ６０ 右下磨滅するが、文字全体はみえる。左「彳」の上横線は重なって「�」にみえる。
７７ １９４ 得？ ５３ 墨痕やや薄く、右下磨滅して判読しにくい。左に「彳」、右上「日」、右下「寸」状の線はみえる。
７７ １９５ 徳？ ４１．２ 左の「彳」は鮮明で、右は磨滅。上に横線と短縦線が残存し、「徳」と推定した。
７７ １９６ 後？ ４８．９ 左下磨滅し不鮮明。左は「彳」、右上は「糸」の上で「後」としたが、左は「方」、右は「攵」で「敬」にも類する。
７７ １９７ 後 ４３．２ 上端文字剥落するが、下半は鮮明に遺存し、遺存部から「後」とみた。
７７ １９８ 後 １２８ 右上磨滅するが、左「彳」右下に横線と「夂」とみえ、「後」と推測した。
７７ １９９ 拾？ ４９．３ 左は鮮明に「�」がみえ、右は端はが磨滅するが上が「�」、下は「囗」とみえ、「拾」と推測した。
７７ ２００ 担？ １１９．４ 墨痕薄いが、左「�」はみえ、右は墨痕薄いが上に「日」、下に横棒がみえる。
７７ ２０１ 沙？ ６３ 全体的に墨痕薄いが、右は「少」とみえる。左磨滅するが「�」の可能性あり、「沙」と推測した。
７７ ２０２ 沙 ５４．２ 文字は鮮明に遺存するが、左上に点状の墨痕がみえる。筆先が当たったか。
７７ ２０３ 沙？ ９１．７ 左下磨滅するが、文字の上２／３は遺存し、判読できる。
７７ ２０４ 汝 ３３．４ 部分的に磨滅するが比較的鮮明に遺存する。
７７ ２０５ 汝 ５５．５ 左は磨滅するが、僅かに墨痕みえ、右は「女」とみえる。「汝」と推測した。
７７ ２０６ 扶？ ８９．１ 墨痕薄く不鮮明で、左は「�」状、旁は「夭」の「沃」とみえるが、法華経になく「扶」の可能性あり。
７７ ２０７ 法 ４４．２ 墨痕やや薄いが、文字全体遺存する。
７７ ２０８ 法 ３３．５ 右下墨痕薄いが、左「�」、右上「土」とはみえ、「法」と推測した。
７７ ２０９ 法 １１９．２ 左上と右端は磨滅するが、左に「�」、右に「去」とみえる。
７７ ２１０ 法 ５９．１ 黒地の石で墨痕やや不鮮明だが、左に「�、」右に「去」とみえる。
７７ ２１１ 法 １０２．２ 墨痕やや薄いが、左に「�」、右に「去」とみえる。
７７ ２１２ 法 ４３．５ 墨痕は鮮明だが、墨痕は断片的な遺存。左は「�」で右は断片的な残存から「法」と推測した。
７７ ２１３ 法 １２４．７ 墨痕薄く断片的で、左は「�」、右は３本横線が僅かに認められ「法」と推定した。
７７ ２１４ 法 ７５．１ 右上やや墨痕薄いが、文字全体は遺存する。
７７ ２１５ 法 １２５．２ 石表面の凹凸著しく文字途切れるが、墨痕は鮮明で判読できる。
７７ ２１６ 法？ ８０．９ 上部マメツ。下端左に「丿」、右に「ム」状の墨痕みえて「法」と推定した。
７７ ２１７ 法 ６２．４ 下部磨滅。左に２つ点、右に「土」とみえ、「法」と推測した。
７８ ２１８ 海？浄？ ２３．４ 上部磨滅するが、左に「�」右に「毎」の下部とみえ、「海」と推測した。「浄」の可能性もある。
７８ ２１９ 浄 ５３．９ 鮮明に文字全体が遺存。
７８ ２２０ 浄 ３１．４ 墨痕薄いが、文字全体は遺存する。
７８ ２２１ 争？ ８１．６ 左磨滅し、遺存部から「争」とみたが、「浄」の可能性あり。
７８ ２２２ 清？ ２２．１ 右磨滅。左に湾曲した縦線、右上に３本前後の横線と１本の縦線がみえ、「清」と推測した。
７８ ２２３ 清 ８１．５ 墨痕薄く下磨滅。左「�」右上に横線３本と縦線みえる。「清」と推測。
７８ ２２４ 清 １０６ やや墨痕薄く、左上磨滅。左「ケ」状にみえるが、右は「青」とみえ、「清」と推測した。
７８ ２２５ 滅 ７２．７ 墨痕薄いところもあるが、文字全体は判読できる。
７８ ２２６ 滅？ ６２．８ 上部磨滅。下左に「�」、右に「戈」状下端とみえ、その間に八状の短線がみえる、「滅」と推測した。
７８ ２２７ 滅？ ７６．４ 墨痕断片的。「丿」と縦線みえるが、周囲は墨痕か不明。中間は「火・夭」とみえ「滅」と推測した。
７８ ２２８ 滅？ ９８．６ 部分的に墨痕薄いところもあるが、文字全体は遺存し、判読できる。
７８ ２２９ 疾？ ９６．５ 上・右と左端磨滅。左に点と「丿」その右脇に「夭」状の線がみえる。「疾」か。
７８ ２３０ 滅？ ３６．１ 黒地の石で墨痕も薄いが、左に「�」右に「戊」はみえ、「滅」と推測した。
７８ ２３１ 若 ４９ 線の輪郭不鮮明だが、文字全体残る。
７８ ２３２ 若 ３０．３ 太い筆で書かれ、墨痕鮮明に遺存する。
７８ ２３３ 若 ３３．５ 墨痕やや薄いが、細い線で書かれた文字全体が遺存する。
７８ ２３４ 華？美？ ２６．７ 右磨滅し、全体的に不鮮明。上に「�」、下に複数横線みえ「華」としたが、右下に線が延びて「美」の可能性あり。
７８ ２３５ 華？ ５５．１ 左・下部磨滅。上に「�」下に横線数本と、右に短い縦線がみえ「華」と推測した。
７８ ２３６ 華 ９０．１ 左下側やや墨痕薄いが、比較的鮮明に文字全体が遺存。
７８ ２３７ 華（等？） ４８．１ 不鮮明。上「�」と下横線複数みえ「華」とした。最下横線と縦線の交差場所が右に寄って「寸」にもみえ「等」か。
７８ ２３８ 華？ ８３．３ 左下を中心に磨滅。上「�」、下３本横線と僅かに短縦線がみえる。「華」と推定した。
７８ ２３９ 菩 ５６．６ 墨痕薄いが文字全体は遺存。上に「�」、下に「立」・「口」と読める。
７８ ２４０ 菩 ３１．７ 比較的鮮明に文字全体が遺存する。
７８ ２４１ 菩 ５０．２ 墨痕やや薄いが、文字全体遺存。判読できる。
７８ ２４２ 菩 ７６．５ 右端僅かに磨滅するが、文字全体は鮮明に遺存する。
７８ ２４３ 菩 ７７．２ 太い筆使いで文字鮮明に遺存する。
７９ ２４４ 菩 ３４．４ やや不鮮明だが、文字全体が遺存する。
７９ ２４５ 菩 ４０．３ 墨痕薄く、文字中央磨滅。上は「立」で、下に横線があるとみて「菩」としたが、上は「宀」の「空」の可能性あり。
７９ ２４６ 菩 １５３．７ 上・右磨滅する。上に「ク」状の線と横線、下に「口」とみえ、「菩」と推測した。
７９ ２４７ 菩 ９６．８ やや墨痕薄いが、文字全体は遺存する。
７９ ２４８ 菩？苦？ ２８．８ 上部磨滅し、墨痕も薄いが「立」「口」とみえ、「菩」と推定した。「苦」の可能性もある。
７９ ２４９ 蔵 ７４．７ 比較的鮮明だが、中央やや黒く滲む。上は「�」下「戈」状の線はみえる。
７９ ２５０ 蔵？ １０３．４ 下部磨滅し、遺存部も墨痕薄い。上に「�」下に「厂」と断片的な線がみえ、「蔵」と推測したが、断定できず。
７９ ２５１ 蓮 ６６．４ 比較的鮮明だが、中央は酸化鉄付着でやや不鮮明。太い筆使いで文字全体は遺存。
７９ ２５２ 薩 １０２１．９ 墨痕途切れ、全体的に不鮮明。上が「�」で下左に「�」、下右に「生」とみえ「薩」と捉えた。
７９ ２５３ 薩 １２．４ 左上磨滅するが、他は墨痕鮮明。細い筆使いで書かれる。
７９ ２５４ 薩 ９１．７ やや不鮮明で所々磨滅するが、太い筆使いで大きく書く。上に「�」左下「�」右に「生」とみえ「薩」と推測した。
７９ ２５５ 薩 ８７ 墨痕やや薄いが、文字全体が遺存し、判読できる。
７９ ２５６ 薩 １５．２ 鮮明だが、上・左側やや磨滅。右上「立」は明瞭で左「�」はやや不鮮明。上に薄く「�」が付く可能性あり。
７９ ２５７ 薩 ６４．５ 中央から左下墨痕剥落。上「�」で左下縦線、右下「生」とみえ、「薩」と推定した。
７９ ２５８ 薩 １２５．３ やや墨痕薄いが、判読可能。上に「�」左に「�」とみえ、右下が若干磨滅する。
７９ ２５９ 薩？ ９９．１ 石面の凹凸著しく墨痕途切れ、下部磨滅。上は「�」で、左に縦線、右に「文」とみて「薩」と推測した。
７９ ２６０ 遠 １７．７ 墨痕やや薄いが、文字全体は遺存し、判読できる。
７９ ２６１ 遠？ ５３．８ 上と右が磨滅。下は「�」で上端は「土」中間が不鮮明で、下は「儿」状にみえるが、「遠」とみた。
７９ ２６２ 遠？ ２８．９ 墨痕薄く、上部磨滅。下の長い横線は「�」の一部、上に縦線と「く」状線がみえ「遠」下部の遺存と推測した。
７９ ２６３ 過 ４５．７ 文字中央磨滅。上「口」下横線は鮮明。中央に「冂」状線がみえ、「過」と推測した。
７９ ２６４ 過 １１４「�」の下部は明瞭、旁は断片的ながら「冂」が見える。「過」と推定。
７９ ２６５ 過？ ２８．２ 墨痕薄く、断片的な遺存。「口」と「冂」の重なり、下に横線はみえ「過」と推測した。
７９ ２６６ 過？ ４２．７ 墨痕上部磨滅。下端に長い横線、その上に「冂」がみえて「過」と推測した。
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７９ ２６７ 遭？ ３８．４ 左磨滅し、右端は鮮明。右上に横・斜線と「コ」状線、下に「日」、最下段に「�」の横線があり「遭」と推測した。
８０ ２６８ 遍 ６５．１ やや不鮮明で右上、左端磨滅するが、「�」の一部と「扁」はみえる。
８０ ２６９ 遍 ３６．１ 墨痕断片的な遺存で、下の「�」の横線と上に「冊」と「コ」状線があり、「遍」とみたが、「通」の可能性あり。
８０ ２７０ 遍？ ６７．６ 左側磨滅するが、右は上に点と「口」下に「冊」とみえ「遍」と推測した。
８０ ２７１ 道？ ５９．９ 墨痕の遺存状態は良好だが、旁内は線が混み判読しにくい。上は「�」で下が「目」状とみて「道」と推測した。
８０ ２７２ 邪 ５１．７ 全体的に墨痕薄く、左下磨滅するが左「牙」右「�」とみえ「邪」とした。
８０ ２７３ 那 ５５．９ 墨痕鮮明に遺存する。
８０ ２７４ 者 ３３．１ 墨痕薄いが、上に「�」下に「日か口」状の線がみえ「者」と推測した。
８０ ２７５ 者 ５６．４ 右下不鮮明ながら、判読できる。
８０ ２７６ 者 １１７．７ 比較的鮮明。太い筆使いで書かれる。
８０ ２７７ 成？（或？） ３２．４ 墨痕鮮明で、「成」とみたいが、左下の線が接して「口」にもみえ、「或」の可能性も残る。
８０ ２７８ 我 ６０．７ 非常に鮮明。比較的細い筆使いで書かれる。
８０ ２７９ 我 ６１．４ 右上やや磨滅するが、文字の大部分は遺存し、判読できる。
８０ ２８０ 戒 ９４．８ 太い筆使いで書かれ、文字鮮明に遺存する。
８０ ２８１ 或？減？ ７３ 酸化鉄付着部のみ墨痕遺存。「戈」は明瞭だが、左下が「口」で「或」としたが、横線と「口」が並ぶ「減」か。
８０ ２８２ 我？ ３３ 上部墨痕薄く、左下端マメツ。右を上として９０°反転すると「衆」にみえるが、左は「手」状にみえて「我」とした。
８０ ２８３ 式？ １９０．２ 左上磨滅するが、大部分は墨痕鮮明に残り、「戈」の左下は「エ」とみて「式」と推測した。
８０ ２８４ 或？ ５１．２ 全体的に磨滅するが、左下は「口」右は「戈」にみえ、「或」と推測した。
８０ ２８５ 為？ ８４．８ 比較的鮮明だが、右端磨滅する。
８０ ２８６ 然？ ８１．４ 黒地の石で墨痕も薄く不鮮明。右磨滅するが、左の「夕」と下の烈点がみえ、「然」と推測した。
８０ ２８７ 無 ８８．７ 比較的鮮明で文字全体遺存する。
８０ ２８８ 無 ６３．１ 下・右磨滅。上に「�」と縦線数本、中央に横線がみえ、「無」と推測した。
８０ ２８９ 無 ５０．２ 右上磨滅。横線と縦数本の縦線、下に短い横線がみえ、「無」と推測した。
８０ ２９０ 無？ ９２．２ 下・右磨滅するが、上「�」でその下に縦線数本みえる。「無」と推定した。
８０ ２９１ 恭？来？ ２５．８ 文字全体は不鮮明ながら、所々磨滅する。「恭」とみたが、「来」の可能性残る。
８０ ２９２ 耒？来？ ５２．６ 上部若干マメツするが、比較的鮮明。上に３本横線があり、「耒」か「来」と思われる。
８１ ２９３ 根 ４０．８ 左は磨滅し墨痕薄いが「木」とみえ、右は下磨滅するが「艮」とみえる。
８１ ２９４ 根 １２０．９ 右上僅かに磨滅するが、墨痕鮮明。左「木」右「艮」とみえる。
８１ ２９５ 根 ５７．３ 墨痕薄いが、左に「木」、右に「艮」とみえる。
８１ ２９６ 心 ４３．１「心」は鮮明だが、上部磨滅し、「恩」「思」「慧」の可能性あり。
８１ ２９７ 心？ ３５．５ 上部磨滅して「心」は遺存する。石上端まで空きが少ないが、「思」の可能性残る。
８１ ２９８ 念 ６０．９ 比較的鮮明に文字遺存する。
８１ ２９９ 念 ５８．１ 鮮明に文字全体が遺存。中位の太使いで書かれる。
８１ ３００ 念 ８５．５ 下部の墨痕薄いが、上部は墨痕遺存し「念」とみえる。
８１ ３０１ 念？ ４３．３ 黒地の石で墨痕も断片的。残存部からは「念」の可能性あり。
８１ ３０２ 思 ３２ 比較的鮮明で文字全体遺存する。
８１ ３０３ 思 ２５．７ 比較的鮮明に遺存する。
８１ ３０４ 怠？ ３４．１ 左と上部遺存し、周囲が磨滅する。上に「ム」「口」、左下に点がみえる。遺存部分から「怠」と推測した。
８１ ３０５ 悲 ５０．２ 鮮明に遺存するが、石表面の凹凸で墨痕途切れる。文字は遺存する。
８１ ３０６ 慶？ ３７．１ 墨痕薄いが、左に「丿」と右に横線数本、「�」とみえ、「慶」と推測した。下部磨滅。
８１ ３０７ 慧？ ５６．８ 左上磨滅し、墨痕も薄いが上に「王」二つ、中段に「コ」状線、下段は「心」とみえ「慧」とした。
８１ ３０８ 此 ８３．５ 比較的鮮明に遺存する。やや細い筆使いで書かれる。
８１ ３０９ 此 ２２．２ 右一部と左端磨滅。「ヒ」が横に並び、左端に縦線があって「此」とみたが、中央は「大」、左縦線は「囗」の一部か。
８１ ３１０ 此 ８５．４ 右磨滅するが、左は比較的鮮明。細い筆使いで書かれる。
８１ ３１１ 比？（此？） １１１．８ 墨痕やや明瞭。線が重複して「由」にもみえるが、「ヒ」が斜めに重なる「比」と推測した。
８１ ３１２ 月？ ５０．９ 僅かな遺存で、「月」はみえるが、偏の一部の可能性あり。
８１ ３１３ 月？（同？） ５６．５ 右下端が跳ねて「月」とみたが、中央から下端は不鮮明で「同」の可能性も残る。
８１ ３１４ 有 ３３．１ 所々墨痕薄いが比較的鮮明に読める。
８１ ３１５ 有 ４２ 黒地の石で墨痕やや薄いが、文字全体遺存。
８１ ３１６ 有 １２６．２ 比較的鮮明に墨痕遺存する。
８２ ３１７ 有 ８４．４ 太い筆使いで書かれ、鮮明に文字遺存する。
８２ ３１８ 采？ １９．３ 黒地の石で下磨滅。上は「�」と思われ、遺存部は「采」とみたが、断定できない。
８２ ３１９ 所 ６４．８ 鮮明に墨痕遺存し、判読できる。中太の筆使いで書かれる。
８２ ３２０ 所 ３２．２ 左下磨滅するが、上に横線、左に「目」とみえ「所」と推測した。
８２ ３２１ 所 ５０．８ 部分的に磨滅するが、比較的墨痕明瞭。
８２ ３２２ 所 ６６．６ 墨痕薄いが、文字全体は遺存する。
８２ ３２３ 所 ３７．８ 右磨滅。「干」にみえるが、右に縦線が薄くみえると思われ「所」と判断した。
８２ ３２４ 所 ５７．９ 比較的鮮明だが、他と書体が異なる。
８２ ３２５ 所 ６８ 僅かに磨滅するが、文字全体は鮮明に遺存する。
８２ ３２６ 所？ ３５．５ 墨痕断片的に遺存。細い筆使いで左に「目」、上に薄く横線がみえて「所」とした。右は磨滅。
８２ ３２７ 所？ ８２．８ 墨痕薄く下部磨滅。やや不鮮明だが上に横線、左は「目」の上部遺存と思われ「所」と推定した。
８２ ３２８ 明 ５２．９ 鮮明に遺存。左は縦線２本の間に点２点あるが、上点は「冂」の横線とみた。
８２ ３２９ 是 ６０．５ 墨痕薄く右下礫欠損。残存部の上に「日」下に横線数本みえ、「是」と推測した。
８２ ３３０ 是 １２５．７ 墨痕薄く、右下磨滅。上に「日」とみえ、下に横線と「人」状の線がみえ、「是」と推測した。
８２ ３３１ 是 ２８．３ 比較的鮮明。わずかに右下磨滅する。
８２ ３３２ 是 ２９．９ 黒地の石で墨痕も薄いが、下部は比較的鮮明で上部に薄く「日」とみえて「是」と推測した。
８２ ３３３ 是 ６６．２ 墨痕やや薄く上磨滅するが、線は僅かに遺存し、判読できる。
８２ ３３４ 是 １０６ 右下磨滅するが、左と上は鮮明に墨痕遺存し、「是」とみた。
８２ ３３５ 是 ６９．５ 石面の凹凸で所々不鮮明だが、文字全体は遺存して判読できる。
８２ ３３６ 是 ３３．３ 墨痕やや不鮮明だが、上に「日」下に「人」状の線がみえ、「是」とした。
８２ ３３７ 是 ４２．８ 黒地の石だが、比較的墨痕は残り、文字全体の判読はできる。
８２ ３３８ 時 ８１ 右上磨滅するが、文字全体は遺存する。
８２ ３３９ 時？ ３７ 墨痕やや薄いが太い筆で右に「寺」、左に薄いながら「日」とみえ「時」と推測した。
８２ ３４０ 智？ ３４．８ 左上のみ鮮明で右は磨滅。「智」か「勧」「観」の可能性あり。
８３ ３４１ 智？ ５８．１ 右・下側磨滅するが、左上に「矢」下に「日」の一部はみえ、「智」と推測した。
８３ ３４２ 普 ３９．５ 全体的に不鮮明だが、上に「並」下に「日」とみて「普」と推測した。
８３ ３４３ 量 ６１ 下部磨滅するが、大部分は遺存して判読できる。
８３ ３４４ 量・是？ ５５．８ 上に「日」と横線みえ、下磨滅する。「量」とみたが、文字が左に寄って「是」かもしれない。
８３ ３４５ 方 ４３．８ 墨痕やや薄いが、文字全体遺存する。
８３ ３４６ 方 ５３ 若干墨痕薄いところもあるが、総じて比較的鮮明に遺存する。
８３ ３４７ 方 ６４．６ 墨痕鮮明で文字全体が遺存する。
８３ ３４８ 施 ３８．１ 比較的鮮明。一部磨滅する。
８３ ３４９ 施？ ４６．８ 左磨滅し、右に「�」と「也」とみえ、「施」と推測した。
８３ ３５０ 於？ ３１ 墨痕薄いが、左に「方」、右上に「�」下に「乙」とみえる。
８３ ３５１ 放？ １１８．８ やや不鮮明で中央僅かに磨滅。左「ナ」、左下僅かに「亅」、右「攵」とみて「放」と推測した。
８３ ３５２ 故？ １９６．６ 太い筆使いの文字だが、墨痕やや不鮮明。左は「古」、右「攵」とみたが、左下の「口」が小さく「攻」の可能性あり。
８３ ３５３ 故？ ３５．５ 左「古」は鮮明で、右は磨滅するが僅かに墨痕みえて「故」と推測した。
８３ ３５４ 教 ５１．１ 部分的に墨痕薄いが、文字全体は鮮明。
８３ ３５５ 敬？ ３３．１ 墨痕薄いが、左に「る」状の線と右に「攵」とみえ「敬」と推測した。
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図 番号 文字 重量g 備 考
８３ ３５６ 敬？ ３５．８ 部分的遺存。右側の大半は磨滅し、左に「�」と「勹」がみえて「敬」と推測した。
８３ ３５７ 敬？ ７３．４ 黒地の石だが、墨痕残り良好。左は「�」「ヨ」状、右は「攵」の「敬」とみたが、断定できない。
８３ ３５８ 敬？ ６２．７ 墨痕薄く、下は磨滅。偏と旁が並び、左上が「�」で下が「句」、右は「ク」状に墨痕残る。
８３ ３５９ 神 ２５ 所々磨滅して墨痕消えるが、文字全体は比較的鮮明に遺存する。
８３ ３６０ 祢 ７７．７ 墨痕比較的鮮明に残る。
８３ ３６１ 求 ６９．５ やや墨痕薄いが、比較的鮮明に遺存する。中太の筆使いで丁寧に書かれる。
８３ ３６２ 求 ８８．９ 凹凸のある石面に書かれて不鮮明だが、文字全体は遺存し、「求」とみえる。
８３ ３６３ 求？ １７２．２ 左上磨滅。左上の点は石の模様か。右上に「ノ」線がみえず。石を横長に用いることから上下は９０°回転して別字か。
８４ ３６４ 石？ １９０．２ 黒地の石で墨痕薄くやや不鮮明。右上磨滅するが「石」と読めるが、「召」の可能性は残る。
８４ ３６５ 痕？（根・恨） ８２．１ 不鮮明。左・上に「�」「�」、右下に「艮」みえる。上の横線から「恨・根」ではなく「痕」としたが、北華経にはない。
８４ ３６６ 罪 ５５．１ 墨痕薄いが、文字全体が遺存し、判読できる。
８４ ３６７ 生 １１０．１ 比較的鮮明。文字全体遺存。
８４ ３６８ 生 ８６ 比較的鮮明に遺存する。
８４ ３６９ 生 ３２．６ 右側墨痕やや磨滅するが、比較的鮮明に遺存する。
８４ ３７０ 生 ６１．２ 黒色の石だが、墨痕鮮明で文字全体遺存する。
８４ ３７１ 種 ４１．７ 墨痕やや薄いが文字全体が遺存する。
８４ ３７２ 発？ ２５．５ 左右両端磨滅するが、上に「癶」、下に「�」状の線がみえ、「発」と推測した。
８４ ３７３ 毘 ４８．３ 右下磨滅するが、上が「田」、左下は「ヒ」とみえ「毘」と推測した。
８４ ３７４ 盈 １０１．２ 中央やや磨滅するが、比較的鮮明に遺存する。
８４ ３７５ 眼 ６３ 鮮明。僅かに左下磨滅するが、左は「目」とみえる。
８４ ３７６ 羅 ６１ 比較的鮮明に遺存する。左下磨滅。
８４ ３７７ 羅 ８８．３ 下部磨滅するが、上部６割ほど文字が遺存し、遺存部から「羅」とした。
８４ ３７８ 至？ ８３ 全体的に磨滅し不鮮明だが、断片的に文字全体はみえる。
８４ ３７９ 至 ４２．８ 僅かに磨滅するが、全体は比較的鮮明に遺存する。
８４ ３８０ 色 ４８．２ 下部磨滅するが、上に「ク」、下は「巴」の上部が僅かに認められ、「色」と推測した。
８４ ３８１ 百？ ５４．５ 全体的に不鮮明で下半磨滅し、墨痕薄いが上半のみみえる。
８４ ３８２ 百 ６８．９ 上部は比較的鮮明だが、下半磨滅する。遺存部は「百」とみえるが、下に続くようにもみえる。
８４ ３８３ 白・百 １０１．９ 薄い墨痕ながら、「日」と上部から延びる斜線はみえる。斜線の上は磨滅し仔細不明。
８４ ３８４ 自？ ６１．２ 墨痕薄く、下・右磨滅。遺存部から「自」とみたが、「�」と右の旁の残片が重なる別字か。
８４ ３８５ 而・百 １０８．１ 墨痕比較的明瞭。上横線の両側に湾曲した縦線、中央に点状短線がみえ、「而」か「百」とみた。
８４ ３８６ 而？ ８３．３ 墨痕所々剥落するが、文字全体は遺存し、判読できる。
８４ ３８７ 而？ ８４．５ �」は確認できるが、墨痕不鮮明で文字詳細不明。「而」か？。
８５ ３８８ 而？（所？） １４．７ 全体的に酸化鉄付着で不鮮明。上の横線は明瞭だが、下部は不鮮明。「所」の可能性あり。
８５ ３８９ 衆 ５４ 墨痕薄く、上部磨滅。下に斜線３本前後、上に横長の「コ」状線がみえ「衆」と推測した。
８５ ３９０ 衆？（家？） ３８．３ 左下磨滅。上に「血・宀」下右に縦線と「く」状線はみえる。「衆」としたが、「家」の可能性あり。
８５ ３９１ 衆 ４５．６ やや墨痕薄いが、比較的鮮明に遺存する。
８５ ３９２ 衆 ４５．４ 右上磨滅し、墨痕消えるが他は鮮明に遺存する。
８５ ３９３ 衆？ ６７．８ 墨痕やや不鮮明。中央に「釆」状とみえるが、上部に薄く短縦線が数本みえ、「衆」と推測した。
８５ ３９４ 衆？ １１１ 上部磨滅し、酸化鉄が付着した下半部のみ鮮明に残る。文字は遺存部分から推測した。
８５ ３９５ 衆？ ３１．４ 石の凹凸で墨痕不明瞭。上部磨滅し、下は縦線と「く」状線とみえ「衆」としたが断定できず。
８５ ３９６ 耨 ８７．７ 墨痕鮮明に遺存。右は「辱」、左は３本横線と縦１本線がみえ、「耨」と解釈した。
８５ ３９７ 精？ ４２．４ 右下と左上・下端磨滅。右は「青」とみえ、左は磨滅するが横線と斜線が僅かにみえる。
８５ ３９８ 精 １４５．３ 右中央磨滅。墨痕薄いが、左「米」、右下断片的に「月」、右上「土」状にみえ、「精」とみた。
８５ ３９９ 等 ２２ 礫上端欠損するが、比較的墨痕鮮明。上「�」下「寺」とみえ、「等」と解釈した。
８５ ４００ 良？ ５０．２ 墨痕薄いが、石中央に「良」と書かれる。位置から他に文字はないと思われる。
８５ ４０１ 良？（朗？） １２５．８ 墨痕薄いが左は「良」とみえ、右は磨滅して不明。「良」か「朗」と思われる。
８５ ４０２ 美？ ２８．１ 上端墨痕の輪郭不鮮明。上は横棒３本と中央縦線１本、下に「丈」「大」とみえ「美」と推測した。
８５ ４０３ 言？ １０９．６ 墨痕は鮮明。「言」か「立」の崩し字か。石中央に文字があり、旁はないと思われる。
８５ ４０４ 言？ ７２．４ 墨痕薄く不鮮明。上に「亠」下に横線が数本みえ、「言」とみたが、偏の可能性あり。
８５ ４０５ 言 ５０．２ 墨痕やや薄いが、狭い石面に「言」とみえ、位置からも他に文字はないとみられる。
８５ ４０６ 訊 ５５．８ 全体的に墨痕薄い。偏は「言」、旁は「大」状にみえ、「訊」と解釈した。
８５ ４０７ 訳？ ５５．９ 左は磨滅し、右は「�」とみえる。左上に点があり、「言」と推測して「譯」と推測した。
８５ ４０８ 訖 １０３．３ 墨痕薄く不鮮明だが、左に「言」、右上に「�」下に「�」が断片的にみえ、「訖」と推測した。
８５ ４０９ 乞？訖？ ５０．４ 細い筆で書かれた「乞」で、左は磨滅するが、位置的に偏がついて「訖」の可能性がある。
８５ ４１０ 讀？ ８３．７ 右下磨滅し、やや不鮮明。左は「言」、右は断片的ながら「賣」とみて「讀」と推測した。
８５ ４１１ 訶 ２５．８ 墨痕鮮明で文字全体遺存する。墨書は細い筆使いで書かれる。
８５ ４１２ 設？ ７９．７ 墨痕薄く不鮮明。左「言」、右は「友」状にみえ「設」と推測したが、仔細不明。
８６ ４１３ 設？ ７０ 文字は鮮明に遺存。ただし、右の旁の文字が不明で、「設」と推測したが断定できず。
８６ ４１４ 設？ ６５．２ やや墨痕薄いが、左「言」で右上「�」下「又」とみえる。
８６ ４１５ 諸 ７２．２ 墨痕比較的鮮明で判読できる。
８６ ４１６ 諸 ８４．４ 比較的鮮明に遺存する。文字全体が残り、判読可能。中太の筆使いで書かれる。
８６ ４１７ 諸 ５０．２ 酸化鉄の付着でややくすむが、比較的鮮明に遺存。太い筆使いで書かれる。
８６ ４１８ 者？諸？ ３５．６「者」は明瞭で左端に横線状の短線が残る。「諸」としたが、横線は石の窪みで途切れた「者」の可能性がある。
８６ ４１９ 諸 ４１．２ 上部酸化鉄沈着し、右上磨滅。墨痕薄く判然としないが、左は「言」、右は「者」とみえる。
８６ ４２０ 諸 １０７．２ やや不鮮明で、右上、左下磨滅。左は「言」、右下は「日」と斜線・横線がみえ、「諸」と推測した。
８６ ４２１ 諸？ ９９．２ 墨痕薄く断片的に墨痕遺存。左は「言」とみえ、右は断片的な墨痕から「諸」と推定。
８６ ４２２ 諸？ ５０ 左一部のみ墨痕遺存。左に横線４本と、右に斜線と縦線が僅かにみえ、左は「言」、右は「者」の右端とみた。
８６ ４２３ 誰 ９５．４ 右下磨滅し、やや不鮮明。左「言」、右上「�」・点・横線が僅かにみえて「誰」と推測した。
８６ ４２４ 解？ ４５．４ 上・右側磨滅。左下に「内」とみえ、「解」と推測した。
８６ ４２５ 辱 ７０．２ 鮮明に墨痕遺存する。文字の位置から他に偏は付かないとみられる。
８６ ４２６ 釋？ ８２ 比較的鮮明に残るが、黒地の石で判然としないところが部分的にある。
８６ ４２７ 観 ３１．３ 上部と右上磨滅。他は細い筆使いの墨痕残る。右は「見」とみて「観」と推測した。
８６ ４２８ 觀 ２１．９ やや不鮮明で左下墨痕薄いが、文字全体は判読できる。
８６ ４２９ 見 ６４ 墨痕比較的鮮明で文字全体が遺存する。
８６ ４３０ 見 ２５．４ 左下磨滅するが、比較的鮮明に文字遺存。
８６ ４３１ 身？（尊？） ３５ 墨痕不鮮明で上部磨滅。上「口」状、下「寸」状線僅かにみえ、「身」か「尊」とした。右下は土中金属の染みか。
８６ ４３２ 長 ７７．８ 文字中央のみ遺存し、左右端磨滅。上は横線数本が付く縦線、下に「く」状の線とみえて「長」と推測した。
８６ ４３３ 間 ９１．４ 下、右側磨滅するが、左と中央下の「日」は比較的鮮明に遺存。
８６ ４３４ 間 １２５．４ やや不鮮明だが、文字全体は遺存し、中央下の「日」も明瞭に判読できる。
８６ ４３５（門） ５８ 下部磨滅するが、上に「日」二つみえて「門」の一部と思われるが、旁は不明。
８６ ４３６ 間？聞？ ６３．６ 墨痕薄く不鮮明。僅かに「門」構とみられ、中央下に不鮮明ながら短い縦・横線があり、「聞」か「間」と思われる。
８７ ４３７ 間？（聞？） ６９．６ 左・右端に墨痕遺存。左は「門」か「�」偏だが、中央下に「日」と右端に縦線が僅かにみえ、「間」か「聞」か。
８７ ４３８ 間？（開？） ３９．６ 左に縦線、上に横線か点状線がみえ、右磨滅。左縦線脇に短縦線がみえ、「間」か「聞」、あるいは「開」か。
８７ ４３９ 聞 ３４ 左端一部磨滅するが、他は鮮明に遺存。
８７ ４４０ 養 ７４．６ 墨痕やや薄いが、文字全体は遺存し判読できる。
８７ ４４１ 養 ６２．７ 右上やや磨滅するが、全体は遺存。中太の筆使いで書かれる。
８７ ４４２ 養？ １５．７ 右上磨滅するが、他は鮮明に遺存。偏中央に左下がりの長い斜線あり、右は不明。
８７ ４４３ ？ ５４．４ 比較的鮮明。左は「金」、右の旁は「巣」とみえる。
８７ ４４４ 香 １１．３ 上部鮮明だが、下部は磨滅する。礫破片ながら文字部は全体が遺存する。

第４節 経 石

201― ―



図 番号 文字 重量g 備 考
８７ ４４５ 香？ ４２．５ 中央～右の墨痕磨滅するが、上は「禾」下は「日」とみえ、「香」と推測した。
８７ ４４６ 香？（者？） ３３．６ 上部磨滅し、下部のみ遺存。下は「日」、上は横線・斜線数本みえ、「者」か「香」と思われる。
８７ ４４７ 香？ ６９．１ 墨痕不鮮明で、細い薄黒線から「香」にみえるが、墨痕か断定できず。
８７ ４４８ 龍？ １０４．５ 墨痕鮮明ながら文字不明。左は「音」にもみえるが不明で、右は「毛」にもみえる。「龍」か。
８７ ４４９ 龍 ２８．５ 左下磨滅するが、左上は「立」、右は横線を伴う「�」とみえ、「龍」と推測した。
８７ ４５０ 龍 ６４．８ 全体的に墨痕薄いが文字の全体は判読できる。
８７ ４５１ 婆？ ６６ 全体的に磨滅し、上部に墨痕遺存。上左「�」上右「皮」？、下部は薄いが「�」状線が「女」で、「婆」と推測した。
８７ ４５２（不明） １８０．９ 墨痕薄く不鮮明。下の横線は「�」の一部ながら、右は土中金属の汚れか。
８７ ４５３（不明） ３６．１ 僅かに線状墨痕のみ残る。大部分文字消滅。
８７ ４５４（不明） ５８．４ 酸化鉄に覆われるなかに黒色の不整形な線状痕があるが、形状は不明僚で墨書とも断定できず。
８７ ４５５（不明） ５３ 黒い線はみえるが、輪郭が不明瞭で土中金属の沈着の疑いもある。
８７ ４５６（不明） ９５．７ 左に墨痕明瞭ながら右は文字消滅して判読できず。
８７ ４５７（不明） １３５．５ 墨痕断片的で文字種・上下不明。平行二本線と直交縦線は明瞭。二本線の脇に点状痕跡があるが仔細不明。
８８ ４５８（不明） ５９．６ 墨痕右下方は磨滅。左は「�」にみえるが旁は不明。
８８ ４５９（不明） ６３．３ 墨痕大部分剥落し、線が断片的にしか残存しない。
８８ ４６０（不明） １０４．９ 墨痕断片的な遺存で文字不明。偏は「宀」とみえるが、左を上にして「別」ともみえる。
８８ ４６１（不明） ５０．８ 墨痕明僚だが、中央から右は剥落して文字不明。左は「�」、上は「�」状で「僅」か「備」か。
８８ ４６２（不明） ８６．１ 薄黒い線が僅かにみえるが、土中金属の汚れの可能性もあり、墨痕か不明。
８８ ４６３ 何？ ４０．６ 黒色の石で、墨痕不鮮明。文字仔細不明。
８８ ４６４（不明） ９９．５ 墨痕全体的に薄い。左偏は「�」だが、旁は不明ながら右端に縦線がみえる。
８８ ４６５（不明） ３０．４ 墨痕左上のみ明僚で、他は剥落して文字不明。上に横線あり、左下は「日」か「目」で「所」か？。
８８ ４６６（不明） ６０．６ 墨痕剥落して断片的な残存。上は「�」とみえる。
８８ ４６７（不明） ３８．１ 黒地の石で墨痕不鮮明。「小」か「尓」か。
８８ ４６８（不明） １００．９ 大部分剥落し、僅か「レ」状に線みえる。文字種不明。
８８ ４６９（不明） １０３ 左上部のみ墨痕僅かに残る。左上は「�」か「廿」状で、「観」「敬」か。
８８ ４７０（不明） ４２．６ 左磨滅し、右は「勹」状とみえる。「句」「拘」「狗」の可能性あり。
８８ ４７１（不明） ３４．２「一」は明瞭だが、右端磨滅。「一」か。
８８ ４７２（不明） ４８．５ 下部磨滅するが、上部は「�」が明瞭に認められる。
８８ ４７３（不明） ７３．３ 墨痕僅かに残存。文字種、上下不明。
８８ ４７４（不明） ３０ 墨痕断片的な遺存。文字種・上下不明。下は「口」か「日」にみえる。
８８ ４７５（不明） ４０ 断片的な墨痕は認められるが、大部分剥落。左は「�」か。
８８ ４７６（不明） ４７．７ 表面凹凸で墨痕薄く不鮮明。「�」と思われるが旁は不明。
８８ ４７７（不明） ３４ 断片的遺存ながら、「方」「古」とみえるが、周囲の墨痕は剥落して不明。
８８ ４７８（不明） ６４．４ 右上のみ墨痕明瞭だが、下方は磨滅、右側石剥落して文字種不明。偏は「言」か。
８８ ４７９（不明） ２３ 中央墨痕鮮明だが、周囲磨滅。文字種や上下も不明。
８８ ４８０（不明） ８６．２ 右側文字磨滅。上は「宀」とみえるが、下は文字不明。「寫（写）」「寶」か？。
８８ ４８１（不明） １１．４ 墨痕比較的明瞭ながら礫下部欠損して文字種不明。
８９ ４８２（不明） ４０．５ 墨痕中央明瞭ながら周囲磨滅。遺存部は「ナ」状の線と上に僅かな横線がみえ、「天」か。
８９ ４８３（不明） ２２．８ 大部分剥落。残存部は「�」状の線と斜線がみえる。下は磨滅して不明。
８９ ４８４（不明） ７９ やや黒味を帯びる薄い線状の模様がみえるが、墨痕と断定できない。
８９ ４８５（不明） ６３．６ 墨痕明瞭ながら礫欠損で文字一部のみ残存。「レ」と横線がみえる。
８９ ４８６（不明） ３２．３ 墨痕は横棒と「ム」状の線が僅かに認められる。上下・文字種不明。
８９ ４８７（不明） ４０．９ 中央以下の墨痕磨滅し、左上に「ノ」、右上「ク」右下に「コ」状の線が残存。「盈」の一部か。
８９ ４８８（不明） ４０．８ 墨痕断片的に遺存。３本横線と僅かな縦線があり、「長」「主」か、上下逆で「可」とみられる。
８９ ４８９（不明） ４０．７ 墨痕比較的明瞭だが、石表面の凹凸で所々途切れて文字種不明。「广」は確認できる。
８９ ４９０（不明） ６９．５ 右側磨滅し、墨痕の輪郭が曖昧。「	」状とみえるが、周囲に線が続くとみられる。文字不明。
８９ ４９１（不明） ８４．５ 黒地で墨痕不明瞭。上に並列横線、中段は「コ」状、最下段右に点がみえ、「悪」「惠」か。恵は法華経にない。
８９ ４９２（不明） ３４ 左上磨滅。上は「�」に続いて「子」とみえる。「享」「午」の崩し字か。２８と同字か。
８９ ４９３（不明） １１３．４ 左上磨滅。「L」状線が左右に並び、左縦線途中に点がみえる。「比」か。
８９ ４９４（不明） ３２．４ 下部墨痕薄く、文字種、上下不明。上は「フ」下は縦線と下端に斜線が僅かにみえる。
８９ ４９５（不明） １４０．７ 右端部のみ断片的に墨痕遺存。「香」か「諸」か。
８９ ４９６（不明） ２９．５ 墨痕断片的な遺存で、文字種・上下不明。斜棒と「フ」状の線が僅かに残る。
８９ ４９７（不明） ７０．４ 左・上部磨滅で文字種不明。「�」ともみえるが、上下逆で「□」の可能性がある。
８９ ４９８（不明） ７６ 墨痕薄く不鮮明だが、下に断片的ながら「�」とみえる。旁は不明。
８９ ４９９（不明） ４３．７ 中央上部のみ遺存し、周囲磨滅。文字不明だが、上は「
」下は「日・口」にみえて「者」「諸」か。
８９ ５００（不明） ２８．８ 上・右磨滅し、縦二本線がみえる。
８９ ５０１（不明） ６４．８ 墨痕薄いが、平行横線が見え、僅かに縦線が入るか。文字上下は９０°回転する可能性あり。
８９ ５０２（不明） ７４．１ 上部墨痕磨滅。平行縦線と上端の横線が僅かに残る。中央の横線は不明瞭。「日」「月」か。
８９ ５０３（不明） ７４．６ 全体的に墨痕薄く、左下磨滅。文字種不明だが「尊」にもみえる。
８９ ５０４（不明） ２２．７ 不整長方形に薄く黒い付着物があるが、土中金属の可能性もある。墨書と断定できず。
８９ ５０５（不明） ４３．７ 断片的な遺存で文字不明。左「�」偏で右の旁は上下に分かれる。「備」にもみえる。
８９ ５０６（不明） ４６．１ 下部磨滅。上は「日」状とみえて「見」か。右上の角が一筆で書かれるので図の上下とした。
９０ ５０７（不明） ４６．４ 下部大半磨滅し、上は「�」か「共」状で、「華」「蓮」か。
９０ ５０８（不明） ３７ 黒地の石で墨痕不明瞭。左・下側磨滅。文字仔細不明。
９０ ５０９（不明） ４３．１ 黒地の石で墨痕不鮮明。払いのある横線から図の上下としたが、文字種は不明。
９０ ５１０（不明） ４４．９ 墨痕部分的ながら「女」はみえ、上に横棒があるようにもみえる。「安」か。
９０ ５１１（不明） ５２．７ 墨痕左下のみ遺存し、右と上は磨滅。「数」か？
９０ ５１２（不明） １２７．７ 右下に「×」状の墨痕があるが、周囲は磨滅。黒地の石で墨痕不明瞭。
９０ ５１３（不明） ５６．１ 僅かに墨痕遺存。文字種、上下不明。
９０ ５１４（不明） １６．４ 大半墨痕磨滅し、右下礫欠損。上は「�」か。旁は磨滅して不明。文字種、上下不明。
９０ ５１５（不明） １２７．５ 左に縦線２本、右に「コ」状の線がみえ、内部は滲んだようになって線不明。「過」にもみえる。
９０ ５１６（不明） ５３．１ 墨痕薄く、横線の残片を僅かに認めるが、文字種、上下不明。
９０ ５１７（不明） ４４．２ 僅かに右端に点状の墨痕遺存する。文字種・上下不明。
９０ ５１８（不明） １４９．８ 右下に墨痕僅かにあるが文字種不明。その右にも僅かに薄い線状の痕跡が認められる。
９０ ５１９（不明） ３９．８ 上下端部磨滅。横線数本みえ、中段に「口」状線みえる。「喜」か。
９０ ５２０（不明） ６８．５ 右側の大部分は磨滅。下は「寸」で「尊」「寺」「等」などの字とみられる。
９０ ５２１（不明） ７１．５「亅」状の線が僅かにみえるが、上部には土中金属の付着があり墨書か不明。
９０ ５２２（不明） １１９．３ 墨痕薄く文字種、上下不明。横に長い棒線と３本前後の縦線がみえる。
９０ ５２３（不明） ３３．６ 墨痕断片的に残存。文字種不明。左に９０°回転して「定」の可能性あり。
９０ ５２４（不明） ４６．５ 墨痕断片的な遺存で文字種、上下不明。残存部は「目」か「日」にもみえる。
９０ ５２５（不明） ８３．２ 墨痕薄く、文字種不明。上は「�」と「囗」の断片、下は「寸」にみえる。「尊」の可能性あり。
９０ ５２６（不明） １０４．９ 墨痕薄く左下磨滅で文字種不明。左「子」の上部、右「尓」か。「孔」の可能性あり。
９０ ５２７（不明） ６７．８ 墨痕大部分磨滅して文字種、上下不明。右を上として「尓」の可能性あり。
９０ ５２８（不明） １５７．９ 大部分墨痕磨滅し、中央部のみ僅かに「一」と「つ」状の線がみえる。下にも墨書続くか。
９０ ５２９（不明） ７３．３ 断片的に横・縦線の墨痕認められるが、文字種、上下不明。
９０ ５３０（不明） ４８．８ 黒地の石で墨痕不鮮明。断片的に墨痕らしき線が認められるが、文字種、上下不明。
９０ ５３１（不明） ２５．６ 大部分磨滅し、「ナ」状に墨痕残る。「大」「天」か。
９１ ５３２（不明） ２５．４ 墨痕断片的で文字種、上下不明。短い横線と左上に点状の墨痕あり。
９１ ５３３（不明） ５９ 墨痕あるが、全体的に磨滅し、文字不明。「其」の一部にもみえる。
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図 番号 文字 重量g 備 考
９１ ５３４（不明） ３７．１ 右下に「子」状の墨書あり。周囲は磨滅して文字種不明。
９１ ５３５（不明） ２７．６ 薄いながらも線状の黒線みえるが、輪郭が曖昧で墨書と断定できず。
９１ ５３６（不明） ２１．２ 縦二本の薄い黒線があり、輪郭は曖昧ながら墨痕の可能性はある。
９１ ５３７（不明） ７３．４ 黄白色の石に薄い黒色線が認められる。墨痕の可能性があるが、断定できず。
９１ ５３８（不明） ４５．６ 墨痕薄く仔細不明。僅かに上に「田」「口」「日」とみえ、下にも線がみえる。「思」「是」か。
９１ ５３９（不明） ４４．４ 墨痕薄く断片的遺存。横線二本と縦線がみえ、「字」か「子」、何か別字の旁と思われる。
９１ ５４０（不明） ６８．３ 墨痕薄く断片的な遺存。「囗」偏の遺存とみられるが仔細不明。
９１ ５４１（不明） 左側磨滅するが、右は墨痕明瞭。上は「日」「口」か、下は「マ」にみえる。「曼」「慢」か。
９１ ５４２（不明） ３０．４ 墨痕薄く断片的に残存。上は「日」か「口」で下は「疋」状にみえる。「是」「足」か。
９１ ５４３（不明） ８４．３ 右は鮮明ながら、左側磨滅。上は「�・口」様で下は「�」様にみえる。「衆」か。
９１ ５４４（不明） ５８．２ 上部磨滅するが、左「�」、右「刀か力」とみえ、「巧・功・切」と思われる。
９１ ５４５（不明） ４２．８ 右中央に「�」とみえ、周囲は磨滅。「刑」か「無」の一部の可能性あり。
９１ ５４６（不明） ４２．２ 墨痕鮮明だが、文字種不明。「云」か。
９１ ５４７（不明） ３３．５ 墨痕は「丿」のみ認められ、周囲磨滅。「可」などの一部か。
９１ ５４８（不明） １０３．１ 大部分墨痕マメツし、右に「冂」「力」の一部と思われる線のみ残存
９１ ５４９（不明） ４３．３ 右側磨滅し、文字不明。左の「�」偏は明瞭。文字種不明。
９１ ５５０（不明） ４６．９ 礫中央にある「�」は墨痕明瞭、右脇の薄い縦線は墨痕か判然としない。文字種不明。
９１ ５５１（不明） ６２．９ 上・左部墨痕磨滅。「流」か「無」の一部と思われる。左に薄く墨痕あるようにみえるが仔細不明。
９１ ５５２（不明） ４８．８ 墨痕薄くやや不鮮明。「慶」と思われるが、「衷」か「覆」あるいは「衆」にもみえる。
９１ ５５３（不明） １１．３ 墨痕断片的に三本の平行横線がみえる。「三」「主」「王」か。
９１ ５５４（不明） １９７．３ 右は不鮮明。左は「丘」様にみえる。
９１ ５５５（不明） ５６．９ 残存部の墨痕鮮明だが、中央下が磨滅。左上は「十」、右「戈」状にみえる。「哉」か。
９１ ５５６（不明） １０１ 左・下部磨滅。上に「土」、下は「┐」とみえ、「吉」か「寺」の一部、「待」「侍」「持」か。
９２ ５５７（不明） １３５．６ 墨痕薄く仔細不明。上「亠」で下に点のつく縦２本線と下端に横線みえるが、文字不明。
９２ ５５８（不明） ９０．１ 上部磨滅するが、下部「く」状線が並び「衆」の一部にみえるが上部が狭く断定できず。
９２ ５５９（不明） ４３．７ 上部墨痕鮮明。上は複数点のつく「宀」で旁は点状の短い縦・横棒線からなる。「愛」「常」か。
９２ ５６０（不明） ４５．８ 下部磨滅。上部の「曲」様の文字は鮮明。「曲」「典」か「豊」「膿」か。
９２ ５６１（不明） ２１．６ 墨痕薄いが、上に点、下が「く」「乙」状にみえる。「之」か。
９２ ５６２（不明） １６７．５ 全体的に墨痕薄いが、上に「日」、下は非常に薄く左に「ノ」右に「�」状線がみえる。「是」か。
９２ ５６３（不明） ４５．６ 右・上の大半剥落。「フ」状に墨痕残り、上にも僅かに墨痕みえる。「大」「天」か。
９２ ５６４（不明） ５３．８ 墨痕薄く不鮮明。文字種、上下不明ながら、上端に離れて墨痕認められる。「�」か。
９２ ５６５（不明） ８７．９ 墨痕薄く不鮮明。左下礫表面剥落し文字欠損。文字種、上下不明。「中」もしくは右を上にして「日」にみえる。
９２ ５６６（不明） １４５．５ 左・上磨滅し、残存墨痕も薄い。右上は「日」、その左に僅かな斜線がみえる。「得」か。
９２ ５６７（不明） １１９．３ 黒地の石で墨痕も薄く不鮮明。仔細不明だが「兀」か「乙」状の墨痕みえる。
９２ ５６８（不明） ７３．９ 墨痕不鮮明だが、「七」とみえる。「七」か「女」偏の一部の可能性あり。
９２ ５６９（不明） ５４．６ 墨痕不鮮明で文字種、上下不明。交差する斜線と右にコ状腺がみえる。左が上か。
９２ ５７０（不明） ９９．５ 黒地の石で墨痕も不鮮明。右は磨滅するが、偏は「�」で上が「�」とみえ、「蓮」の可能性あり。
９２ ５７１（不明） ８６．９ 墨痕鮮明だが、礫欠損で文字が途切れる。斜線と平行二本線はみえる。文字、上下不明。
９２ ５７２（不明） １１９．９ 墨痕中央から右・下方磨滅。「�」と上に「�」はみえる。「迄」か。
９２ ５７３（不明） ５９．３ 墨痕比較的鮮明ながら、文字種・上仔細不明。左は「王」か山、右はコ内に「井」と認められる。
９２ ５７４（不明） ７７．２ 墨痕薄く文字不明。右上の□内に横線がないので門構えではなく「即」とみられる。
９２ ５７５（不明） ８１．６ 文字右上部分のみ墨痕遺存。平行三本線と斜線の上端がみえる。「養」「寿」か。
９２ ５７６（不明） ７８７．１ 左上部と思われる部分のみ遺存。文字種、上下不明ながら「何」にもみえる。
９３ ５７７（不明） ６３．５ 左磨滅。「丁」状に墨痕残るが、上下も不明。
９３ ５７８（不明） １０１．６ 上に「不」状墨痕みえるが、下部はほとんど磨滅。「爾」の上部にもみえるが文字、上下不明。
９３ ５７９（不明） ４７ 全体的に墨痕薄く下部磨滅。上に僅か「西」状に墨痕みえ、「遷」「壊」「懐」の可能性がある。
９３ ５８０（不明） ７８．９ 左側磨滅して右に「ら」様の墨痕だけ残る。文字・上下不明。
９３ ５８１（不明） ２５．２「フ」か「ナ」状の僅かな墨痕のみ遺存。「大」「天」か。
９３ ５８２（不明） １００．１ 右・下部墨痕磨滅。左は「言」とみえるが、左は横線と短斜線で、「諸」「諮」の一部ともみえる。
９３ ５８３（不明） ３６．４ 文字中央のみ遺存。三本横線と上に一部縦線がみえる。「寺」「得」「主」か。
９３ ５８４（不明） ７５ 上・右・下部磨滅。断片的に上が「大」、下は「十」にもみえる。「本」か。
９３ ５８５（不明） １０１．３ 墨痕は認められるが、薄く不鮮明。左・上部に文字続くか。文字種、上下不明。
９３ ５８６（不明） ８０．６ 墨痕薄いが、上部は「宀」で、中の旁は「九」状にみえる。「宣」の一部か。
９３ ５８７（不明） ６８．３ 全体的に墨痕不鮮明で上・右側磨滅。僅かに左は「�」、右下に「口か日」とみえる。「減」か。
９３ ５８８（不明） ３６．５ 墨痕断片的で中央磨滅。上は細長い「コ」状、下左にジグザグ縦線、右下に平行３本線と縦線１本で「羅」か。
９３ ５８９（不明） ３７．１ 平行２本横線は認められるが、周囲磨滅し文字種不明。
９３ ５９０（不明） ４７．３ 右は磨滅し、左に断片的な墨痕が遺存。「フ」状の線下に「口」「日」が認められる。「石」か。
９３ ５９１（不明） ５７．７ 中央磨滅し、両端に墨痕僅かに残る。薄い墨痕から右を上として「主」「王」、あるいは左を上として「�」か。
９３ ５９２（不明） １５．２ 左側磨滅し、右端のみ墨痕遺存。文字種、上下不明。右が上で「何」の可能性あり。
９３ ５９３（不明） ２２．８ 黒地の石で右磨滅し、墨痕仔細不明。遺存部は「フ」とみえるが、木偏の一部か。
９３ ５９４（不明） ４４ 右・上部磨滅し、旁不明。文字仔細不明だが、左は「彳」か「�」と旁の一部と思われる。
９３ ５９５（不明） ２８．３ 下・右半磨滅し、「�」の一部と思われる墨痕残る。文字種、上下不明。左下の黒い斑は土中金属の沈着か。
９３ ５９６（不明） ３３．４ 墨痕薄く、黒地の石で不鮮明。斜線と「�」は認められる。文字種・上下不明。
９３ ５９７（不明） ４３ 右上の僅かな部分のみ墨痕遺存。文字種不明だが、「禾」「木」の一部にみえる。
９３ ５９８（不明） ４４．５ 墨痕断片的に遺存。縦線数本と、それに直交する「フ」状の線がみえる。「曲」「典」か。
９３ ５９９（不明） ５３．８ 墨痕薄く文字種不明。上は「�」とみえるが、旁は「�」状に一部みえる。文字種不明。
９３ ６００（不明） ３５．４ 極僅か「に」状に墨痕遺存。文字種、上下不明。
９３ ６０１（不明） ３５ 墨痕薄く遺存し、下部磨滅。上部に「土」、下に湾曲した横線がみえる。「者」か「吉」か。
９３ ６０２（不明） ５１．４ 上部磨滅し、遺存部下は割れ、遺存部分は文字下端と思われる。「�」か「口・日」の部分か。
９４ ６０３（不明） ４１．３ 墨痕薄く部分的な遺存。墨痕は「ト」と認められるが、文字種、上下不明。
９４ ６０４（不明） ３８．４ 墨痕断片的な遺存で文字、上下不明。縦線数本と上端に横線みえる。左手が上か。
９４ ６０５（不明） ３７．１ 文字中央部のみ遺存。「コ」と中央に縦線がみえ、「中」の可能性がある。
９４ ６０６（不明） ２２．１ 墨痕薄く部分的に遺存。縦線と逆「コ」状の線はみえ「己」にもみえる。文字種、上下不明。
９４ ６０７（不明） １０９．２ 墨痕薄く右磨滅。左に「�」と縦線、右上に「亠」、下は「心」にみえる。文字種不明。
９４ ６０８（不明） ５７ やや墨痕薄く、中央縦方向に文字磨滅。文字不明。左上の太い横線は墨痕と断定できず。
９４ ６０９（不明） ２６．３ 上部磨滅し、下に「小」とみえる。その上に斜線がありそうだが断定できず。文字種不明。
９４ ６１０（不明） ５１．９ 黒地の石で墨痕も薄く、文字不明。上は「田」下は「心」で「思」にもみえるが断定できず。
９４ ６１１（不明） ５２．４ 滲んだように墨痕不明瞭。上は「宀」？、左が長く延びて下は滲んだ黒いシミ状で不明。文字種、上下不明。
９４ ６１２（不明） １１９．２ 墨痕薄いが、上は「亠」か「宀」とみえ、旁は判読できない。周囲は磨滅するか。文字種不明。
９４ ６１３（不明） ８４．６ 黒地石で墨痕断片的。上に横線３本と貫いて下端が開く縦線、下に横線が僅かにあり「養」か。
９４ ６１４（不明） ９８．４ 右・上は磨滅し、墨痕は断片的な遺存で文字不明。左に「�」と縦線、右下に「口」はみえる。
９４ ６１５（不明） ８ 墨書以後に割れて文字も欠損する。文字種、上下不明。墨痕は比較的鮮明。
９４ ６１６（不明） ２７ 墨痕薄く不鮮明で文字種不明。下に長い横線は「�」にみえるが、旁は滲んで判読できず。
９４ ６１７（不明） ２０．４ 墨痕と思われる黒線はみえるが、輪郭曖昧。線は「十」と右下の斜線とみえる。
９４ ６１８（不明 摩ヵ） ６９．１ 墨痕薄く不鮮明で、右磨滅。「亠」とハ字状の線、あるいは「广」の旁に縦線とみられ、下に横線数本がみえる。「摩」か。
９４ ６１９（不明） ４１．３ 墨痕が断片的で文字種不明だが、下は「�」ともみえる。
９４ ６２０（不明） ４６．２ 墨痕薄く文字不明。中央に縦線、下部に「コ」状線がみえ、「中」「佛」の一部か。上下不明。
９４ ６２１（不明） １００．４ 大部分磨滅。縦線と３本の短横線がみえ「戈」ともみえる。上下不明だが、左が上で「�」と旁が重なるか。
９４ ６２２（不明） ３９．９ 黒地の石で墨痕薄い。上が「四・�」下が「寸」にみえる。「尊」か。
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図 番号 文字 重量g 備 考
９４ ６２４（不明） ６６．６ 黒地の石で墨痕も薄く文字種不明。上に二本線、下に「口」状線がみえる。
９４ ６２５（不明） ４９．５ 墨痕僅かな遺存。長い斜線と短横線３本がみえる。左は滲んだようで墨痕と言い切れない。文字種、上下不明。「滅」か。
９４ ６２６（不明） ７６．５ 黒地石に薄く断片的な墨痕。「フ」状線とみえ、左に縦線が僅かにみえる。文字が左寄りなので右に文字続くか。
９４ ６２７（不明） ５８．７ 墨痕断片的な遺存で下半磨滅。上は「土」とみえ、斜線が僅かに認められる。「者」か。
９４ ６２８（不明） １１１．１ 墨痕薄いが、短い平行横線数本と下に「口」状線がみえ、「言」と思われる。字が左に寄るので旁は磨滅するか。
９５ ６２９（不明） ６８．３ 短平行横線数本がみえ「言」と思われる。墨痕は滲んだようで輪郭が曖昧で墨痕との断定に不安がある。
９５ ６３０（不明） ６２．１ 断片的な墨痕遺存で文字不明。横線と短く細い縦線二本みえる。周辺にも墨痕散在的に残る。上下逆か。
９５ ６３１（不明） １９．６ 黒地の石で墨痕も薄く、文字、天地不明。「コ」か「口」構で、「因」にみえるが断定できず。
９５ ６３２（不明） １０６．５ 墨痕薄く断片的。上・下・左磨滅。上に平行横線３本と短縦線、下に「コ」、右下に薄く斜線があり、「億」「喜」か。
９５ ６３３（不明） ７４．８ 右「乙」状線、左は付着物剥落部が白くみえる。「聞」にも似るが、酸化鉄の沈着の疑いあり。
９５ ６３４（不明） ４６．３ 墨痕断片的な遺存で文字種不明。平行横線２～３本と縦線がみえ、「主」か「王」の可能性あり。
９５ ６３５（不明） ６８．３ 左に極僅かな墨痕が遺存。「�」の断片と思われるが、旁は磨滅して不明。
９５ ６３６（不明） ５８．３ 周囲磨滅し、中央に縦線と交差する短横線数本みえる。「来」「未」か。
９５ ６３７（不明） ４１ 墨痕薄いが、左に「�」、右に縦線と斜線数本みえ「作」「衆」とも思われるが断定できず。
９５ ６３８（不明） ４７．８ 墨痕薄く、右・下磨滅。左は「�」状で、「生」の上端にもみえるが断定はできない。
９５ ６３９（不明） ７４．２ 白地の石中央に２本の横線のみ墨痕残る。文字種、上下不明。
９５ ６４０（不明） ３５．８ 左上、右下磨滅し、墨痕断片的に遺存。両端に縦線と短横線数本がみえる。「間」「即」「所」か。
９５ ６４１（不明） ２３７ 左下磨滅し、墨痕薄い。太い線で左に「ナ」、右上に「日」下に「口」か「マ」とみえるが文字不明。
９５ ６４２（不明） １７０．８ 墨痕断片的遺存。「十」にみえるが、上下は９０°回転した文字の一部か。
９５ ６４３（不明） １０６ 墨痕僅かな遺存で下磨滅。横線は明瞭だが、筆の入りから「�」ではない。「而」の一部にもみえる。
９５ ６４４（不明） ６２．８ 文字中央部のみが帯状に遺存し、周囲は剥落。文字種、上下不明。
９５ ６４５（不明） ３９．５ 墨痕断片的な遺存。墨書は間違いないが、文字不明。下横線は長いので「�」か。
９５ ６４６（不明） ６３．６ 上・右磨滅。墨痕薄いが、左に斜線と横線、右下に点みえるが、点は筆先が当たったものか。
９５ ６４７（不明） ５５．５ 周囲磨滅し、遺存部は「目」にみえる。下部は欠損する。
９５ ６４８（不明） ４０ 墨痕薄いが上に横線数本と縦線みえ、下半は磨滅。「長」の上部にもみえる。
９５ ６４９（不明） ３３．２ 墨痕薄く、右・下磨滅。上に短縦線と下に平行横線３本前後がみえる。「言」偏とみられるが、右の旁は不明。
９５ ６５０（不明） ４６．７ 左端に明瞭に墨痕残るが、右の大部分墨痕剥落。文字種不明。
９５ ６５１（不明） ３９．７ 左側礫欠損し、文字も途切れる。墨痕やや薄いが「也」の一部にみえる。
９６ ６５２（不明） ６６．５ 墨痕薄く、周囲磨滅。上下文字種不明だが、左上を上とした「尓」にみえる。
９６ ６５３（不明） ４７．６ 白地の石に「也」とみえる。右に寄り、左には偏があると思われ「施」とも思われる。
９６ ６５４（不明） １３５．１ 墓痕薄く断片的な遺存。文字種不明だが、横線と中間に縦線が僅かにみえる。「菩」か。
９６ ６５５（不明） ３９．５ 墨痕薄く不鮮明。右大部分磨滅か。左の遺存部は「�」と旁の一部が重なるか。
９６ ６５６（不明） ６７．９ 中央～下部磨滅。残存部も墨痕薄く、文字不明。僅かに横線と短い縦線がみえ、「�」にみえる。
９６ ６５７（不明） ２８．５ 左・下部が磨滅し、右側も断片的な遺存。文字、上下不明ながら、「真」「虚」の一部にもみえる。
９６ ６５８（不明） ２０ 上部磨滅し、下部に「木」にもみえる墨痕遺存。天地不明で上下逆の可能性あり。
９６ ６５９（不明） ４９．３ 上部墨痕鮮明だが、下部磨滅。上横線は窪みで筆が割れるが「田」とみえ、「田」「思」「毘」か。
９６ ６６０（不明） ５９ 別取り上げの２石が接合。上は墨痕明瞭で、下部は剥落。左は「�」で右上は「大」状にみえる。文字不明。
９６ ６６１（不明） ２１１．３ 中央部のみ明瞭、上下剥落。左に斜線、右に「丁」状に墨痕あり、左上は薄黒いながら墨痕か不明。
９６ ６６２（不明） １０５．５ 墨痕薄く断片的遺存。左は下が跳ねた縦線、右に逆L字状線と斜線がみえる。文字や上下不明。
９６ ６６３（不明） ２９．３ 上下墨痕剥落し中央が遺存。縦線と横線はみえるが、上端の薄黒い線は墨痕と断定できず。
９６ ６６４（不明） ２４．５ やや薄いが横線１本みえる。「一」か。
９６ ６６５（不明） ６２．４ 中央の一部断片的に遺存。横線と「コ」状線、それを繋ぐ湾曲した縦線がみえるが文字種不明。
９６ ６６６（不明） ４５．２ 左端に横・縦線がみえ、右磨滅。「�」にみえるが文字種不明。
９６ ６６７（不明） ８６．７ 右下磨滅。横線は明瞭だが、その下は滲みで判読不能。「万」か。
９６ ６６８（不明） ５２．９ 左上に「立」のみみえ、他は磨滅。「親」「新」か。
９６ ６６９（不明） ２１３．４ 墨痕断片的で文字、上下不明。中央に逆「コ」字状線や線がみえる。右手を上とするか。
９６ ６７０（不明） ２０９．９ 墨痕薄いが、中央に横線二本、下に「小」状の墨痕がある。文字は上に続きそうだが磨滅して不明。「衆」か。
９６ ６７１（不明） ９６．２ 中央に縦線、それと直交方向に墨痕らしい点がみえる。文字種、上下不明。
９６ ６７２（不明） ７６．１ 上「�」？、中段「コ」？、下「へ」状の線が断片的にみえる。「華」か。
９６ ６７３（不明） ２７．４ 礫破断面に墨書される。下磨滅し、左上に「�」のみみえる。「采」か。
９６ ６７４（不明） ４８．１ 墨痕薄く墨痕も断片的な遺存。上に横線、中段に横長「ヨ」状線、最下段は「水」「小」にみえる。文字不明。
９６ ６７５（不明） ３９．８ 黒地石で墨痕薄く不鮮明。左「�」か横線の端部か。上に横線、下に縦線と「コ」状線がみえる。文字不明。
９６ ６７６（不明） １５．２ 左上部の墨痕のみ遺存し、右磨滅。上に点と横線、その下に「父」「久」状の線がみえる。
９７ ６７７（不明） ２３ 横線と中央から垂下する短い縦線は僅かにみえるが、下部は磨滅。下部の空きから「不」「万」とみられるか。
９７ ６７８（不明） １７ 黒地の石で墨痕断片的で不鮮明。左は「�」か「�」の残片と思われるが不明。
９７ ６７９（不明） ２２．３ 上に横線と垂下縦線が僅かにみえる。下部は磨滅。縦線途中に点がみえるが不明瞭。
９７ ６８０（不明） ４０ 酸化鉄が付着するなかに滲んだ墨痕らしい滲みがあるが、断定できず。
９７ ６８１（不明） ８３．９ 墨痕薄いが、左に「土」か「�」、右は「日」の一部とみられるが、文字不明。。
９７ ６８２（不明） ３４．８ 黒地の石で墨痕薄く、文字不明僚。横線数本と縦線はみえる。「主」「生」「中」か。
９７ ６８３（不明） ２６．５ 墨痕薄く右上磨滅。中央に「	」状線がみえるが、周囲は輪郭も不明瞭で墨書と断じきれない。
９７ ６８４（不明） ２８．７ 右端にわずかに短い３本線の墨痕が認められるが、他は磨滅して文字種、上下不明。
９７ ６８５（不明） ２６．５ 中央に墨痕らしき細い斜線はあるが、輪郭が不明瞭で墨書とも言い切れない。文字、上下不明。
９７ ６８６（不明） ２４．９ 礫欠損で文字の一部のみ遺存。文字種、上下不明。
９７ ６８７（不明） ８３．９ 礫欠損で文字の一部のみ遺存。左は「土」「�」偏で、右は横線と短い縦線がみえる。
９７ ６８８（不明） ２５ 墨痕薄く仔細不明。両脇に縦線が僅かにみえ、偏は「門」「囗」と思われるが、内部の旁は不明。
９７ ６８９（不明） ２６．６ 墨痕薄いが、左は「�」「日」「月」、右は「月」状にみえる。「間」の可能性もある。
９７ ６９０（不明） ７３．１ 左上のみ僅かに墨痕遺存。「�」の左端とみられる。他は磨滅。
９７ ６９１（不明） ２８．７ 下部磨滅。上に横線、下に縦線３～４本みえる。石の凹凸による筆の湾曲や途切れで文字不明。
９７ ６９２（不明） １１２．３ 墨痕は上部に横線、それと直交する短縦線が僅かに認められ「
」と読める。下磨滅。
９７ ６９３（不明） ２７．６ 下部に横線と短い点が数本みえる。上部は磨滅し、文字不明。
９７ ６９４（不明） ４８．４ 礫上部にわずかに墨痕遺存。断片的で文字種、上下不明。
９７ ６９５（不明） ８３．４ 上、左磨滅し、中央上に横線数本と縦線がみえ、最下段の横線は「�」とみえる。文字不明。
９７ ６９６（不明） ３５．８ 墨痕の剥落と思われる白い横線・縦線が僅かにあって「我」にみえるが墨書と断定できず。
９７ ６９７（不明） １４４．５ 凹凸の著しい表面に太く薄い線で「ナ」と横線がみえるが、薄すぎて墨痕と断定できない。
９７ ６９８（不明） ６１．４ 細い墨痕が断片的にみえる。縦線と短い横線が数本認められるが、右磨滅して文字不明。
９７ ６９９（不明） ４６．３ 薄く黒い線状の模様がみえるが、墨痕か不明。
９７ ７００（不明） ３２．２ 黒味のあるやや斜めの縦線がみえるが、土中金属の付着の可能性もあって墨痕と断定できず。
９７ ７０１（不明） ７２．６ 左側磨滅。右上斜線は認められるが、下は酸化鉄付着で墨痕不明。中央は「ロ」にもみえる。
９７ ７０２（不明） ６９ 右・下は磨滅し、左上も墨痕が薄く文字不鮮明だが、「土」状にみえる。
９７ ７０３（不明） ６８．９ 下部磨滅するが、「言」とみえる。旁の有無は不明。
９８ ７０４（不明） ５３．２ 非常に薄い墨痕残る。左上に横線２本と縦線がみえるが文字不明。
９８ ７０５（不明） ２９．８ 黒地の石で墨痕も不鮮明。上に「亠」、下に「久」「寸」状の線みえる。左は不鮮明で文字不明。
９８ ７０６（不明） ２５ 墨痕明瞭だが、礫欠損で文字も途切れる。
９８ ７０７（不明） ５４．２ 墨痕薄く不鮮明だが、「广」はみえ、中は横線と短縦線が並列するが文字不明。下部磨滅か。
９８ ７０８（不明） ４３．２ 墨痕僅かだが、細い筆跡で交差斜線がみえる。横線右側が磨滅した「大」か。
９８ ７０９（不明） ４５．４ 中央のみ遺存し、周囲磨滅か。「中」か「宀」の一部とみえるが仔細不明。
９８ ７１０（不明） １７９．３ 左磨滅するが、中央は太い筆跡で縦線と短い横線４本遺存する。文字不明。左手が上か。
９８ ７１１（不明） １０４．４ 周囲磨滅し、下部のみ墨痕明瞭。上部にわずかに横線と左下に斜線がみえ「有」の可能性ある。
９８ ７１２（不明） １０７ 右と下磨滅し、左上に僅かな墨痕あり。横線は明瞭だが、右は「へ」状に曲がる。その下に横線あるが、仔細不明。
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図 番号 文字 重量g 備 考
９８ ７１３（不明） ５８．４ 中央に４本前後の斜線や横線がみえるが両端磨滅して文字不明。
９８ ７１４（不明） １３６．３ 墨痕薄く、下部磨滅。縦方向に数本横線重なるが、文字不明。下には薄い墨痕ながら横線２本入る可能性ある。
９８ ７１５（不明） ３６．６ 墨痕薄いが、縦線が３本とその上に薄い横線の墨痕みえる。右と上は磨滅。「而」か。
９８ ７１６（不明） ２５．１ 右に縦線と点の墨痕がみえるが、他は磨滅して不明。上下不明。
９８ ７１７（不明） ３１．６ 墨痕全体的に薄く残存するのみ。偏は「囗」か「門」で、「開」ともみえる。左側礫欠損で文字の連続不明。
９８ ７１８（不明） ３８．５ やや太い筆跡で点状の短い線が複数遺存するが、下は磨滅。文字不明。
９８ ７１９（不明） ３９．５ 墨痕は左に「�」、右に「�」状に遺存するが文字不明。右上は磨滅する。
９８ ７２０（不明） ９２．５ 鮮明に横線１本と断片的短横線あり、石の亀裂で文字途切れる。上の横線は左から書かれる。
９８ ７２１（不明） ６４．８ 墨痕薄くやや不鮮明。左上「�」左下「目」か「月」、右は縦線と上部横線二本ほどみえる。
９８ ７２２（不明） １１７．６ 下半磨滅。左に烈点状に墨痕あり、上は「�」状とみえる。「羅」か。
９８ ７２３（不明） ２０．８ 断片的な墨痕の遺存で文字不明。上に二本短線があり、下に「ロ」状の線がみえる。
９８ ７２４（不明） ５４．９ 墨痕薄く上部磨滅。中央付近に横線と「几」状の線がみえる。「完」にもみえるが、文字不明。
９８ ７２５（不明） ３０．６ 墨痕薄く、断片的な遺存。上に横線二本、下に断片的に縦線４本前後みえる。左右端磨滅か。
９８ ７２６（不明） １２４．３ 墨痕薄いが、太い筆跡で横線４本みえる。下磨滅。「言」か。
９８ ７２７（不明） ５５．５ 黒地の石に墨痕薄く文字不明。「己」「乙」とみえるが、上は「フ」で途切れ下とは連続しない。「色」にもみえる。
９９ ７２８（不明） ２８．４ 墨痕薄いが、三本の横線が認められる。「三」「主」「王」「生」か。
９９ ７２９（不明） ２６ 墨痕薄いが、中央左に「八」か「心」左側とみられる線がある。周囲は線不明瞭で仔細不明。
９９ ７３０（不明） ４５．７ 左端に僅かに墨痕の可能性がある黒味の縦線があるが、輪郭曖昧で墨痕か不明。
９９ ７３１（不明） ３２ 墨痕は大部分磨滅し、左端に横線と斜線の端部が残る。「有」か。
９９ ７３２（不明） ７８．６ 左上と右下磨滅。中央のみ墨痕遺存。左は縦線か「�」、右上は「未」下は「┌」日」「口」の一部とみえる。
９９ ７３３（不明） ９７．８ 左磨滅し、墨痕薄いが右に「刀」とみえる。「刀」「力」「功」あるいは「月」の内部磨滅したものか。
９９ ７３４（不明） ９５．５ 下部磨滅し、上部に僅かに薄く墨痕遺存。「皿」にみえるが左磨滅して不明。「衆」「羅」か。
９９ ７３５（不明） １５７．５ 中央部の一部のみ墨痕遺存。周囲墨痕剥落。上「土」下「フ」状にみえるが、上下不明。
９９ ７３６（不明） ２８．５ 黒地石で墨痕不鮮明。右磨滅するが、左は「�」か「�」とみえ、右に縦線が僅かに残る。右は「�」で「北」か。
９９ ７３７（不明） ３９．２ 墨痕は左に「目」とみえ、下・右は磨滅する。「目」の右縦線は上に延びる可能性がある。
９９ ７３８（不明） ２５．３ 墨痕は中央上部のみ薄く遺存。「匸」「口」構とみえ、中に僅かに短横線と縦線がみえる。文字、上下不明。
９９ ７３９（不明） ７７．２ 墨痕薄いが、太筆で中央に横線２本、右下に横線が重なった「日」「口」「田」ともみえる。輪郭曖昧で仔細不明。
９９ ７４０（不明） ４０．３ 石狭面に断片的に墨痕残る。上、左は磨滅。「十」と斜線がみえ、「本」の下部とみえる。
９９ ７４１（不明） ５６．１ 礫欠損で文字も途切れるが、墨痕は比較的明瞭。「ソ」状にみえるが左は「�」の断片か。
９９ ７４２（不明） ４６．９ 墨痕薄く、断片的な遺存だが、上に横線、中央に「囗」、下に「人」で左にわずかに縦線状の墨痕みえる。
９９ ７４３（不明） ４２ 左「�」は鮮明だが、右は磨滅して旁の斜線が僅かにみえる。文字不明。
９９ ７４４（不明） ５９．４ 上と左下磨滅し、残存する墨痕も薄い。左は「月」、右上は「ヒ」とみえ、「能」の可能性あり。
９９ ７４５（不明） ３９．５ 左上に断片的に墨痕残るが右は磨滅して文字不明。左は「糸」右下は「久」にもみえる。
９９ ７４６（不明） １９．２ 黒地石に墨痕断片的で、文字不明。右磨滅し、左に烈点状の線、下に長い線状の墨痕がある。「悉」か。
９９ ７４７（不明） ２２．２ 中央に縦・横方向の薄黒い線はみえるが、断片的で墨痕か、土中金属の剥落痕か判断できず。
９９ ７４８（不明） ３０．５ 左上の墨痕断片的遺存し、右は磨滅。左は「言」の一部とみえ、右の旁は全く不明。
９９ ７４９（不明） ３６．１ 墨痕薄く上・左磨滅。縦に長い斜線、交差する横線数本みえるが、上と下に「口」が重なるようにみえる。
９９ ７５０（不明） ２２．１ 墨痕明瞭に上は「少」、下「广」、内部に「マ」とみえるが、右は磨滅して文字不明。
９９ ７５１（不明） ５９．３ 中央～右・下磨滅。上に３点、下に「口」状線、下段に横線２本・点・縦線がみえる。「尊」か。
９９ ７５２（不明） ９１ 左上に僅かな横線の墨痕が遺存。右、下の大部分は磨滅し墨痕残らず。
９９ ７５３（不明） １３８ 周囲磨滅。中央にL状横線と短横線の薄墨痕あり。L状線は「�」か「囗」の一部か。上下逆で「尓」にもみえる。
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第５章 まとめ

第１節 中世の遺構

これまでに個別平坦地の遺構の様相を記述したが、最後に平坦地ごとの遺構の関係や変遷について整理

し、それらを踏まえて遺跡の歴史的な位置について検討したい。

１．各平坦地の中世遺構の変遷
（１）１２トレンチの平坦地

この平坦地は①区東側上段の小規模な平坦地で、ごく一部のみの調査ながら掘立柱建物跡が存在する可

能性が捉えられた。建物跡の詳細は把握できなかったが、少なくとも中世には居住地として利用している

ことが窺えた。

（２）①・③区平坦地の変遷

①・③区平坦地は造成時期を明らかにしえなかったが、遺構は不明ながら１３世紀頃の陶磁器が出土して

いるため②区平坦地より古い可能性がある。検出遺構の全体図は第１００図のとおりで、主な遺構の重複関

係は第１０１図のようになる。なお、この図で建て替えの関係と捉えた建物跡を□で括った。

①．北部区画の遺構変遷

北部区画は中央区画北辺SD２６以北の範囲で、SD０９以南は近世以後に削られ、残った北部のSX０１内で

ST０１～０３を認定した。いずれも削平地SX０１内にあって、雨水浸入防止用溝跡SD０４～０８を伴うもので、北

部区画自体を囲む溝跡はなかったと思われる。調査区東壁にかかったSX０１埋土の土層観察からSX０１は、

最北端にあるSD０３側から埋め戻されており、SD０３＝ST０１が最終的な建物跡と捉えた。さらにSD０５→０７

→０６の重複関係から、ST０３→ST０２→ST０１へ変遷したと推測した。

この変遷のなかで、ST０３→ST０２の間に棟方向を南北棟から東西棟へ９０°回転したと捉えられる。同様

に建物跡の付属施設とした長方形土坑の長軸方位も９０°回転し、棟方向の変移は雨水浸入防止用溝跡の変

遷からもみてとれる。ここでは遺構配置から南北棟ST０３を①グループ、東西棟ST０１・０２を②グループと

捉え、①→②へ変遷したと捉えた。後述するように南北棟から東西棟へ変化した変遷は①・③区平坦地の

中央・南部区画でも捉えられる。また、建物跡１棟前後に伴う雨水浸入防止用溝跡で囲むあり方は、①区

南部区画や②区平坦地と共通する様相である。ただし、この北部区画は遺構密集度が低く、利用期間が短

い可能性がある。

②．中央区画の遺構変遷

中央区画は北辺をSD２６～３２・５５、東辺をSD５６、南辺をSD１４・１５・５７に取り巻かれ、区画内部の個別建

物跡や削平地に雨水浸入防止用溝跡は伴わない。さらに、遺構重複が著しいため、北部区画のような建物

跡と他遺構の組み合わせは把握できなかった。しかし、区画西側に位置する削平地SX０３・０４との前後関

係や棟方向を南北と東西にとる違いなどから、建物跡は配置の異なる３つのグループに分けて捉えられ

る。それは以下の通りである。
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①グループ：SX０３・０４と併存もしくはそれ以前と思われる南北棟建物跡ST２０～２２、３１～３４。

②グループ：SX０３・０４を切る南北棟建物跡ST１５～１９・２３～２７・４１。

③グループ：SX０３・０４を切る東西棟建物跡ST０４～１４。

①グループは区画東側に位置し、西側にある削平地SX０３・０４と併存して中央区画を東西に二分する配

置関係にあったか、それ以前の建物跡群と捉えられる。削平地SX０３・０４は、伴う建物跡が把握できず、

その性格は明らかにしえなかったが、規模から東側①グループ建物跡に付属する施設と思われる。この①

グループ建物跡では、ST２０とST２１が②グループST２４と２５にそれぞれ切られ、ST３１と２０が③グループST

１４と０７にそれぞれ切られる関係から、中央区画で古い建物跡群と捉えられる。①グループ内の前後関係で

はST２０→２２、ST３２→２０、ST３２→３１、ST３３・３４→３１、ST３４→３２で、建て替えの建物跡と捉えたST２０～

２２、３１・３２、３３・３４がそれぞれ近接時期とすれば、①グループ（ST３３・３４）→（３２→３１）→（２１・２０→

２２）→②グループ（ST２３～２５）の関係となる。

②グループはSX０３・０４を切る南北棟建物跡で、SX０３・０４が埋められて中央区画がひとつの空間にまと

められたなかに配置されたと捉えられる。南北棟ST１５～１９・ST２３～２７は、③グループ東西棟ST０５・０７に

切られ、①グループのST２０・２１が、ST２４・２５に切られる重複状況から、①グループより新しく、③グ

ループより古いと捉えられる。しかし、②グループ内ではST１７→１６→１５、ST１８→１９、ST２７→１８、ST３７

→３０、ST３７→２６しか重複がなく、ST１５～１７、ST１８・１９←２６・２７、ST２３～２５の建て替えの建物群相互の

関係は不明である。また、ST１８・１９、２３、２７はSX０３・０４の半分程に重なって位置し、ST１５～１７・ST２４

～２６はSX０３・０４内東側に一部柱穴跡がかかって重複する。ST２７→１８の位置関係から、②グループ内では

SX０３・０４の東・南側に重複するもののほうが古く、西か北へ順次建て替えられた可能性がある。

③グループの東西棟ST０４～１４では、ST１１・１３、１２、１４、１３、０６が①グループST２１、２２、３１、３３、３４を

それぞれ切り、ST０６、０５、１４、０５が②グループST１５、１６、２５、２７を切る。つまり、①・②グループの南

北棟建物跡を切り、ST０４～１４を切る南北棟建物跡がないことから、中央区画の最終的な建物跡群と捉え

られる。この棟方向の変化は①区北部区画と対応する。③グループ内の東西棟建物跡間ではST０６→０５→

０４、ST０７→１０、ST０７→０４、ST１２→１１、ST１１→０９、ST１４→１３、ST１４→０８で、相対的に南から北へ順次建

て替えられた可能性が推測される。

上記以外のST３５～４０、２８～３０、４２・４３は、SX０３・０４との重複がなく時間的な位置づけが難しい。

ST３５～４０は小型建物跡で、（母屋となる）２×４・５間の建物跡と併存した付属屋と考えられる。ST

３５～４０と位置が重ならず併存しうる建物跡は、③グループST０４～１２と②グループST１５～１９・２３～２５・

２７・４１があり、①グループST２０がST３７～４０、ST２２・３１～３４がST３９・４０と併存が可能である。この母屋

と思われる規模の建物跡との重複関係では、ST３７→１３、ST３７→２６、ST３７→３０と捉えられた。ST３７が②

グループST２６に切られるならば、後出する③グループST０４～１４とST３５～４０の併存は可能性が低く、②グ

ループST２６より後出するST１８・１９との併存も可能性は低い。また、①グループのST３１～３４は、ST３５～

４０の古い建物跡ST３８と位置が重なって併存しえず、ST３５～４０が連続した建て替えならば、部分的にも位

置が重なるST２０～２２との併存の可能性も低いと思われる。このことからST３５～４０は、②グループのST１５

～１７・２３～２５・２７・（４１）と併存する可能性が高いと思われる。

ST２８～３０だが、上記よりST３７が②グループに含まれる可能性があり、そのST３７をST３０が切ると捉え

た関係から上限は②グループと思われ、③グループST０４～１４とは位置が重なって併存しえないことから

②グループの可能性がある。このことはST２８～３０の西桁行や南梁行が、同じ②グループST２６・２７の東桁

行や南梁行と類似位置にあることから、近い時期の建て替えと推測されることからも考えられる。ST

４２・４３は重複関係が把握できず全く位置づけが不明である。また、ST４１はSX０３・０４を切るが、場所が西
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へ寄りすぎ、東側に空間が空いてしまうことになるため認定に不安がある。

以上をまとめると、中央区画は上記から①→②→③グループと変遷している。建物跡の密度が高く、周

囲を溝跡で区画している特徴から、①グループの建物建築時から区画が設定されていた可能性がある。さ

らに、建物跡がほぼ類似規模なので、継続的に類似性格の居住者の屋敷として維持されたとみられる。な

お、方位に建物跡の棟方向を合わせ、南北棟→東西棟方向へと変遷する点は北部や南部区画と共通する。

③．南部区画の遺構変遷

南部区画北辺は中央区画南辺SD１４・１５を境とするが、南西部にSD０１があるのみで、南部区画自体を囲

む溝跡は捉えられなかった。雨水浸入防止用溝跡を伴う建物跡が建て替えられている点も、区画溝跡がな

かった可能性を示唆する。この南部区画では雨水浸入防止用溝跡との位置関係や、建物跡の棟方向、遺構

種類と重複関係から以下の４グループに分けて捉えられる。これらの各グループは共通した遺構配置とな

ることから、近接時期に造り替えられたと思われる。

①グループ：SX０５、大型土坑SK１２１８・８７８・９８２・１１５２（・９７９・１２６８・１２６９・１３０６）。

②グループ：雨水浸入防止用溝跡SD１０～１３・２３の区画から外れて位置する南北棟ST５５～５７。

③グループ：雨水浸入防止用溝跡SD１０～１３・２３に伴う南北棟ST４４～５４。

④グループ：東西棟ST５８～６５。

①グループは竪穴建物跡SX０５とその西側に並ぶ大型・中型土坑からなる。SX０５は③グループST４７・

４９・５２に切られる。西側大型土坑SK１２１８は③グループST４５・４７、②グループST５５～５７、④グループST

５８・５９・６４に切られ、SK１２１７・１２１９は③グループST４６、④グループST６３・６４に切られる。また、SK

９８３・８７８・１１５２、大型土坑SK１２７２も配置や類似形態から同グループの可能性がある。これらの重複関係

から、①グループの遺構群は南部区画で最も古いと思われる。ところで、このSK９８３・８７８・１１５２・

１２１８、１２７２の並びの北端SK９８３から、東へ直交方向に大型土坑SK９７９・１２６８・１２６９・１３０６が線状に並ぶ。

これらの大型土坑群がSX０５をL字状に取り囲むようにみえるが、北側に並ぶSK９７９・１２６８・１２６９・１３０６は

石組を伴っていた可能性があり、類似した構造の大型土坑が区画境界脇に位置する傾向から、これらの土

坑が中央区画境の施設であった可能性もある。そのため①グループに含められるとは断定できない。

②グループはST５５～５７の３棟のみである。SX０５との関係は把握できなかったが、同じ①グループSK

１２１８を切るので、後出するとみられる。南北棟なので③グループに近いが、雨水浸入防止用溝跡SD１０～

１３の範囲から外れて位置し、③グループとは異なる時期の建物跡と考えられる。他に重複関係がないため

③グループとの前後関係は不明である。

③グループは雨水浸入防止用溝跡を伴う建物跡で、建物跡と溝跡の関係はSD１０にST５３・５４、SD１１に

ST５０・５１・５２、SD１２・１３にST４４～４７・４９、SD２３にST４８が伴うと捉えた。このSD１０～１３・２３は平行して

位置し、南端の屈曲場所が一致することから、連続した造り替えか、同じ区画方法によって並存したと思

われる。

④グループは北部・中央区画にも認められた東西棟建物跡で、各区画の東西棟建物跡はほぼ近接した時

期に存在したと想定される。

南部区画では建物跡間や建物跡に伴う溝跡の重複が僅かしかなく、②～④グループの前後関係は直接把

握できなかった。しかし、北部・中央区画では東西棟建物跡が南北棟建物跡より新しい様相から類推し

て、④グループは南部区画の最終段階に位置づき、南北棟の②・③グループはそれ以前と考えられる。

上記から、南部区画では①SX０５と大型土坑SK１２１７～１２１９・８７８・９８２・１１５２・１２７２（・９７９・１２６８・

１２６９・１３０６）のグループ→②ST５５～５７のグループか、③SD１０～１３・２３を伴うST４４～５４のグループ→④東
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第１０１図 ①・③区平坦地の主な遺構変遷
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西棟建物跡ST５８～６５のグループへの４段階の変遷が捉えられる。この変遷では竪穴建物跡と中心とする

①グループと、掘立柱建物跡を中心とする②～④グループ間では大きく利用状況が変化している。また、

③グループの雨水浸入防止用溝跡を伴う南北棟建物跡は、①区北部区画や②区平坦地でも認められ、同じ

背景の元に出現したと思われる。

（３）②区平坦地の変遷

②区平坦地は南北二つの区画が捉えられたが、当初は区画が存在しなかった可能性がある。従って、南

北二つの区画にわけて記述することが適当ではないところもあるが、ここでは段階が不確実なものもある

ため、分布上で南・北部区画にわけて遺構を記述し、月岡遺跡全体の遺構変遷のなかで②区平坦地の変遷

をまとめる。なお、②区平坦地で出土した陶磁器は１５世紀後半以後のものしかないため、この平坦地の利

用は①・③区平坦地よりも遅れる可能性がある。②区の検出遺構は第１００図のようになり、その主な遺構

の変遷は第１０２図の通りとなる。

①．北部区画の遺構変遷

北部区画で検出された掘立柱建物跡は大きく３つのグループに分けられる。まず、遺構方位からN３０°

W前後と、N８°W方向の二種の棟方位のグループが捉えられ、前者はさらに北側にあるST７１～７４と南側

にあるST６６～７０、その中間にあるST７５・７６に分けられる。北側のST７１～７４と南側のST６６～７０は重複せ

ずに並列する位置関係から併存可能と捉えられ、それぞれ②A、②Bグループとした。一方、②A･Bグ

ループの中間で重なる位置にあって併存しえないST７５・７６は別に①グループと捉えられる。最後に、N

８°W方向のST７７・７８も他グループの建物跡と重複する場所にあって併存しえないので③グループとし

た。各グループはそれぞれ棟方向を同じくして柱穴跡が近接することから、近接時期に建て替えられたと

想定する。建物跡間の重複関係は②Aグループ内ではST７４→(７３→）７２で、②Bグループ内ではST７０→６６・

６７、ST６６→SD４８（ST６９に伴う？）である。グループ間の重複では①グループST７５→③グループST７７、

①グループST７６→②AグループST７２（・７３）である。これらの建物跡グループ間の重複関係を整理すると

①→②A、①→③グループと捉えられる。②Aと②Bは重ならないので併存したとすると、①→②A･Bか

③となる。後述するように、北部区画の②A･Bグループ同様に②区南部区画ではST７９と８０・８１が並列

し、SD１６区画以後はST８２～８４が建て替えられる場所に変わったと捉えられた。それと対応させると、②

A･BのST７１～７４とST６６～７０の並列から、③ST７７・７８へ変化した可能性が推測され、①→②A･B→③の変

遷と推測する。

②．南部区画の遺構変遷

南部区画の建物跡は直接重複するものが僅かだが、建物跡に伴うと捉えた溝跡の位置関係から近接時期

に建てられたと思われる建物跡グループを認定した。建物跡に伴う雨水浸入防止用溝跡SD３９～４１（北部

区画に含めたSD４４～４６と組み合う）に伴うのがST７９、SD３３～３７に伴うのがST８０・８１、区画溝跡SD１６・

３８に伴うのがST８２～８４で、合計３グループに分けられる。このなかで、ST７９とST８０・８１は、それぞれ伴

う溝跡SD３９～４１南端とSD３３～３７北端との位置が一致するので、併存していた可能性がある。建物跡が並

列するようすは北部区画②A･Bグループが捉えられており、これと対応する可能性があることから、ST

７９を②C、ST８０・８１を②Dグループとする。また、区画溝跡に伴うST８２～８４を③グループとする。南部

区画では北部区画①グループに対応する建物跡が捉えられなかった。

南部区画の建物跡に伴う溝跡や土坑との重複関係では、②CグループST７９→SK１６７（SD１６脇にある区
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画境に設置された石組土坑の可能性あり）、ST７９→区画溝跡SD４４である。グループ間の重複は②Dグルー

プに伴うSD３３・３４・４０→③グループST８２、②Dグループに伴うSD３５→③グループST８３、②Cグループに

伴うSD４５→③グループに伴うSD３８と捉えられた。これらの重複関係から、雨水浸入防止用溝跡SD３９～４１

とSD３３～３７が並列していた後に、SD１６・３８の区画溝跡が出現したと捉えられ、②C･D→③グループの変

遷と捉えられる。なお、SK１８８・２０５は区画溝跡SD１６と３８脇に位置して長軸方位も同じなので、③グルー

プの建物跡と併存した可能性がある。

２．月岡遺跡全体の中世遺構変遷
（１）平坦地毎の変遷

上記までに各平坦地の区画毎の遺構変遷を整理した。それぞれ遺構の変遷内容が異なるため、並列して

比較することは難しいが、遺跡全体の変遷を推測してみたい。

①・③区平坦地：この平坦地内では中央区画のみが周囲を溝跡で囲む特殊な区画と捉えられた。その境界

は若干変動があったようで、SK１２６８・１２６９・１３０６・９７９が中央区画南辺脇に位置する施設の可能性から、

当初はSD１４・１５よりも南側に中央区画南辺が位置していたと考えられる。しかし、溝跡で囲まれた区画

内に建物跡が収まることから中央区画自体の規模の大きな変化はなく、この区画内での建物跡の重複が著

しいことからも中央区画が長期に維持されたと捉えられる。一方、南部区画では竪穴建物跡を中心とする

特殊な利用空間から掘立柱建物跡が構築される場所へ変化したことが捉えられた。また、北部区画は建物

跡の数が少ないことから区画の利用は中央・南部区画より遅れ、また存続期間が短いとみられる。

このように各区画の変遷のようすが違い、調査でも同時期と対比しうる確実な根拠は得られていない

が、下記のような類似した様相から近接時期と推測されるところがいくつかある。

・中央区画は当初から類似規模で設定された可能性から、南部区画も同時か近接時期に存在したと考えら

れ、各区画の古い遺構グループ中央区画の①と南部区画の①グループが対応する可能性がある。

・各区画では南北棟建物跡→東西棟建物跡への変化が共通して認められ、東西棟建物跡が出現する北部区

画②グループ、中央区画③グループ、南部区画④グループが対応する可能性がある。

第１０２図 ②区平坦地の主な遺構変遷模式図
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・雨水浸入防止用溝跡を付設した南北棟建物跡が建て替えられる様相は、区画の利用状況が同じと考えら

れ、北部区画①グループと南部区画②・③グループが対応する可能性がある。

・南部区画③グループの建物跡に伴うSD１１は中央区画南辺の溝跡SD１４に接続しており、SD１４の区画存在

時にSD１１を伴う南部区画③グループが対応する可能性がある。

・北部区画では中央区画北辺SD２６脇に石組を伴ったとみられる大型土坑SK３４３があるが、中央区画南辺

周辺にも同様の遺構とも考えられるSK９７９・１２６８・１２６９・１３０６がある。これらの大型土坑はいずれも区

画溝跡SD２６、SD１４・１５に切られ、近接した時期の遺構と考えられる。上記の南部区画SD１１がSD１４と

接続することから、大型土坑が構築されたのは南部区画③グループを含む時期以前で、北部区画も同時

に利用されていたことが推測される。

これらの状況から、各区画の変遷は下のように整理できると考えた。

Ⅰ段階 中央区画では①グループの建物跡と削平地SX０３・０４が併存し、南部区画では①グループの竪穴

建物跡を中心とする段階で、異なる利用状況の中央・南部区画が並列していた段階。

Ⅱ段階 中央区画に加えて、雨水浸入防止用溝跡を伴う南北棟建物跡が北部区画、南部区画にも認められ

る段階。中央区画②グループと南部区画の②・③グループ、北部区画の①グループが対応し、こ

の段階で区画境周辺に大型土坑を配して３つの並列的な区画に変化したと思われる。やがて中央

区画は北辺をSD２６、南辺をSD１４・１５で区画し直している。

Ⅲ段階 東西方向に棟方向を変化させた段階。北部区画②グループ、中央区画③グループ、南部区画④グ

ループが対応すると思われる。

以上から、Ⅰ段階では建物跡１棟とSX０３・０４からなる中央区画と、竪穴建物跡を伴う特殊な南部区画

が並列していたが、Ⅱ段階で類似規模の掘立柱建物跡を繰り返し建て替える３つの居住区画になり、その

延長のⅢ段階で南北棟から東西棟へ変化したと推測される。①・③区平坦地では中央区画が当初より中核

的存在としてあったが、居住者の増加と共に、均一な居住空間に変化したと捉えられる。

②区平坦地：先述したとおりに②区では当初から区画が存在したわけではなく、北部区画周辺に①グルー

プの建物跡が出現した後、長さ１０m前後の雨水浸入防止用溝跡を伴う②A～Dグループの４棟前後の建物

跡が並列するように変化し、最後にSD１６と４４・３８によって南北二つの区画に分割され、それぞれ③グ

ループの建物跡が建てられたと推測した。ただし、この変遷は後述するように大きくは①・③区平坦地の

Ⅱ段階に対比しうる様相なので、同じ段階名で呼称しておく。

Ⅱ―１段階 雨水浸入防止用溝跡を伴う建物跡１棟前後が並列して建て替えられた段階。北部区画②、南

部②グループが該当し、北部区画のみ１棟を建て替えた①グループが認められた。

Ⅱ―２段階 SD１６と４４・３８によって②区平坦地内が二つの区画に分割された段階。北部区画③グルー

プ、南部区画③グループにあたる。ここでも区画溝脇に大型土坑SK１６７・１１４５を配置した段階と

SD１６で二分された段階が推測される。

北部区画ではⅡ―２段階以後の建物跡はST７７・７８しか捉えられず、また、北部区画で建物跡が２棟並

列する以前にST７５・７６の１棟のみが建て替えられた変則的な変遷がある。

（２）月岡遺跡全体の変遷

上記に平坦地ごとの変遷をみたが、最後に平坦地間の変遷の対比を試みる。

平坦地間で同時期と捉えられる材料は、区画溝跡と区画溝跡の脇に位置する石組を伴う大型土坑であ

る。同じような区画施設が異なる平坦地に構築されたことは、同じ区画配置計画によって近接時期に造ら

れたことを示唆する。この区画施設は、①・③区平坦地ではⅡ段階、②区平坦地ではⅡ―２段階にあた
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る。

それ以外の段階は平坦地間で様相が異なり、対比には問題が残された。①・③区平坦地のⅡ段階では、

区画溝跡SD１４と雨水浸入防止用溝跡SD１１が接続していた可能性から、区画が設定されたと同時に、雨水

浸入防止用溝跡を伴う南北棟建物跡が分布する。ところが、②区平坦地では区画出現以前に雨水浸入防止

用溝跡を伴う建物跡が並列するⅡ―１段階がある。つまり、①・③区平坦地では３つの区画成立と、各区

画に建物跡が建てられることが同時と思われるが、②区平坦地では集住と区画の成立に時間差があったと

考えられる。したがって、②区平坦地のⅡ―１段階は①・③区平坦地のⅡ段階ではなく、Ⅰ段階に対比し

うる可能性もある。直接対比する材料はないが、ここでは雨水浸入防止用溝跡を伴う建物跡群は共通した

背景の元に生じたと考えて②区平坦地の建物跡群をⅡ段階に含めた。また、①・③区平坦地では南北棟か

ら東西棟へ変化するⅢ段階が認められるが、②区平坦地では同様の変遷は認められず、②区平坦地のⅢ段

階の様相は不明である。

このように各平坦地間の対比は一部しかできず、各平坦地相互に前後の段階が重なりあうこともあると

思われる。しかし、概略の変遷として①・③区平坦地の中央区画と特殊な目的で利用された南部区画が並

列する様相から、Ⅱ段階の遺跡全体の居住地利用へ、そのなかで②区平坦地では建物跡が並列する段階か

ら区画に編成されていく流れがあった。また、区画施設として大型土坑を伴う段階と、比較的幅広い溝跡

で区画される段階があったと思われる。そして、①・③区平坦地のみⅢ段階に南北棟から東西棟へ変化す

る。①区北部区画の東西棟建物跡が僅かしかなく、中央区画や南部区画ほどの建て替えは認められないこ

とから、北部区画は中央・南部区画より早めに廃絶し、東西棟建物跡が認められず区画以後の建物跡数も

少ない②区平坦地も①・③区より早めに廃絶した可能性もある。なお、各平坦地の区画毎の遺構グループ

の対応関係の予測を以下の表に示す。

第１１表 各平坦地の変遷の対比（○は各区画の遺構グループ）

段階 変遷の特徴
①・③区平坦地 ②区平坦地

北部 中央 南部 北部 南部

Ⅰ ①・③区中央・南部区画の限定した利用。 ① ①

Ⅱ１ 雨水浸入防止用溝跡を伴う建物跡が広域に
建てられ、区画が生まれる。②区平坦地で
は区画出現以前に建物跡が並列する段階が
ある。また、区画施設は大型土坑の設置か
ら溝跡の区画へ変化する。

① ↓
②

②・③ ①・②A･B②C･D

Ⅱ２ ③ ③

Ⅲ 南北棟～東西棟への変化。 ② ③ ④ ？ ？

変遷の年代：出土遺物が少ないため年代比定は困難だが、僅かな出土陶磁器を手掛かりに各段階の年代を

推定してみたい。最も古い①区南部区画SX０５から瓦質内耳鍋が出土したが、瓦質内耳鍋の年代は確定し

きれておらず、断定はできないが、１５世紀代前半～中頃と思われる。②区ではこの瓦質内耳鍋は出土して

いないが、酸化炎焼成内耳鍋が出土しているので、１５世紀後半には利用されはじめたと思われる。そし

て、②区SX０２では青花皿が出土した。SX０２はSD１６との前後関係が把握できなかったが、位置的に重なる

SD１６との同時存在は考えにくく、SD１６の区画位置とずれることからするとⅡ―１段階の遺構と思われ、

この段階が１６世紀前半までを含む可能性が想定できる。これ以後は出土遺物がなく不明である。僅かな唐

津皿をあげれば、１７世紀初頭まで存続した可能性もないわけでもないが、当該期に多い石臼、あるいは１６

世紀後半まで含む場合に時期差を示すさまざまな形態の内耳鍋や１６世紀後半の焼物がない点では江戸時代

までの長期の存続は考えにくい。
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非常に僅かな出土遺物を手掛かりとした推測であるが、上記の通りとすると、Ⅰ段階は１５世紀前半～中

ごろ、Ⅱ―１段階が１５世紀中ごろ～１６世紀前半、Ⅱ―２・Ⅲ段階がそれ以後となる。

（３）月岡遺跡の歴史的背景

月岡遺跡では１３・１４世紀の遺構が不明ながら、Ⅰ段階１５世紀前半～中頃から居住遺構が認められ、Ⅱ段

階に集住が著しく進み、やがて一定の屋敷区画に編成される過程が捉えられた。この変遷から、集住が優

先で、屋敷地所有は次点の要件だったとも考えられ、当初から集住が計画されていない事情があったかも

しれない。いずれにしろ、屋敷地区画が集合する景観が１６世紀には現れていたと思われる。

本遺跡の中心的な存続時期と推測される１５世紀中頃～１６世紀に相当する周辺の類似遺跡として飯綱町表

町遺跡（註１）、長野市北之脇遺跡（註２）などが挙げられる。城郭遺跡との関連が推測される遺跡もあって

同列に扱えないところもあるが、いずれも一定範囲に屋敷地が集合する形態である。屋敷地の集合の仕方

は、城下町の短冊型地割ではなく、一定面積をもつ（方形？）屋敷地が緩く集合すると認められる。表町

遺跡では農耕具が出土し、農業に関わる居住者像が考えられるが、建物跡の分布からは狭い畑地はともか

く、耕地と屋敷が散在する風景にはみえない。また、立地自体が水田耕作地からは離れているとみられ、

本遺跡の立地条件と似ている。月岡遺跡は以上のような共通点からも、農業生産に関わる個別居住者の屋

敷が散在する遺跡ではなく、耕作地とやや離れて集住化に向かった社会的動向を反映した遺跡の一つとみ

られよう。そして、出土金属製品に刀装具と鉄鏃などの武器、銅製香炉が含まれる点からは、少なくとも

武装し、仏教に関わる人間が住んでいた居住者像が描けるだろう。

周辺の歴史的環境として信濃の１５世紀は守護内、守護と国人層、あるいは土豪・国人間の戦闘が激化し

ていく時代と知られる。本遺跡でも鉄鏃や刀装具といった武器出土は、居住者が武装していたことを窺わ

せ、不安定な社会背景のなかでの生命・財産の維持に関わって集住化した可能性が考えられる。集住した

場所が月岡の地であることは、月岡に伝承を残す岩井氏や称念寺との関係は考えてみる必要があろう。遺

跡の変遷から集住が本格化するのはⅡ段階だが、Ⅰ段階ですでに居住が認められ、その年代は１５世紀前半

～中頃と推測した。一方、遺構は把握できなかったが、さらに古い時期の珠洲甕やすり鉢、青磁鉢などが

出土しており、１３・１４世紀に遡る居住遺構が周辺に存在した可能性が示唆される。

第２章に記したように、岩井氏は高梨氏配下の武士として戦国時代から名がみえるので、年代的に古く

存在したと思われる称念寺が関係した可能性は高いかもしれない。しかし、湯本軍一氏は中野市域の真宗

寺院の成立時期の寺伝は、いずれも高梨氏支配時代に重なり、惣村が未発達な当地域では高梨氏の庇護が

ないと真宗寺院が成立しにくい可能性を指摘している（註３）。このことから、岩井氏の関わりも否定でき

ない。また、称念寺は伝承で天文年間に飯山へ転出したとされ、岩井氏は武田氏の侵攻で上杉氏を頼って

高梨氏ともども越後へ転出している。一方、現岩井集落は月岡から移転したという伝承もあり、伝承通り

ならば村落は継続していたことになる。遺跡の存続時期からも、１６世紀中ごろですべて途絶えたとは言い

切れず、寺院・武士を中核として集住しながらも、やがて独立して歩む村落の姿も想像できる。

ところで、長野市北部の居館跡を検討した浅野井氏（註４）は真宗系寺院が武士居館同様の形態をとる

可能性を指摘している。本遺跡が称念寺と関わりがあるとすれば、北信地域での真宗寺院と集落の関係を

示す事例となるが、調査では寺本体も岩井氏の居館も確認できておらず、上記のこともあくまでも推測の

域を出ない。詳細は今後の検討にゆだねたい。

註１ 長野県埋蔵文化財センター２００９『西四ツ屋遺跡 表町遺跡』

註２ 長野県埋蔵文化財センター１９９９『小滝遺跡・北之脇遺跡・前山田遺跡』
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註３ 湯本軍一１９８１「第三編 第四章 第二節 宗教と領主層」『中野市誌 歴史編（前編）』中野市誌編さん委員会。中野市内の中

世真宗寺院の年代は寺伝等によれば、笠原本誓寺（１４５７以前）、命徳寺（正長年間（１４２８）、天正年間（１５７３～９３）復興―寺伝）、

専福寺（文明年間（１４６９～８７）―寺伝）、正源寺（大永年間（１５２１～２７）再建―寺伝）とされる。称念寺については触れられてい

ないが、湯本軍一氏は高梨氏支配時代に真宗系寺院が多く出現している点に注目し、惣村が未発達ななかでは直接農民の門戸化

が難しく、領主に依存する形で成立した可能性を指摘している。

註４ 浅野井 担１９７６「長野吉田地区の居館跡（続）」『千曲』第９号 東信史学会

第２節 経塚について

今回の調査で、地元に伝承もなかった経塚が新たに発見された。最後に経塚の所見を整理し、若干の検

討と課題をまとめてみたい。

今回発見された経塚は②区平坦地北西部に張り出した沖積地を臨む尾根上に立地し、平坦地に続く南側

が正面と思われる。経塚は北部区画の掘立柱建物跡群から約３０m離れて位置し、周辺に中世遺構はない。

また、調査前には南東１０mのところに紀年銘は読めなかったが、近世石塔墓１基が存在した。経塚は溝区

画内に角礫を並べ、そのなかに経石を含む河川礫を積み上げた構造で、発見時に河川礫が露呈して盛土さ

れた形跡は確認できなかった。経塚内では骨等は出土せず、埋葬施設ではないと考えられる。

経塚の築造年代は表層出土の内耳鍋片から中世とも考えられるが、破片なので確実に伴うと断定できな

い。また、近世墓が近接することから近世とも考えられるが、経塚は尾根先端側へむけて築造されたよう

にみえ近世墓を意識した位置関係とは言い切れないし、経塚が先行して墓が後に造られた可能性もある。

本遺跡の経塚の構造は溝区画や石槨を伴う特徴があり、松原典明氏の分類に照らせばⅡC、E類に該当

し、これらは中世墳墓に近い古形態（註１）と捉えられる。以上からは、本遺跡の経塚はその造営が増加

する１６世紀前後（註２）か、あるいは墓と近接した近世のいずれかの時期と思われる。

ところで、月岡遺跡も含む高社山山麓には一字一石経塚がいくつか分布する。高社山南東山麓では発掘

された山ノ内町千手寺経塚（註３）、東山麓に猫間経塚、西麓の柳沢に八幡塚経塚（註４）がある。他に山麓

の尾根上に塚も数多く分布する。これらの一字一石経塚は分布上、高社山と関連するようにみえるが、構

造や形態が異なって同列に比較しえない。たとえば、千手寺経塚は周辺に数基経塚が存在した可能性があ

り、発掘された経塚では火葬骨が出土した。報告者は問題提起と断りながら、中世後期の修験道に関連し

た人物の埋葬施設と想定している。本遺跡の経塚は千手寺経塚に近い形態だが、墓ではなく同じ目的で造

られたとはいえない。また、猫間経塚は周辺の開発がはじまる近世初期と推測されている（註３）。一方、

柳沢の八幡塚経塚は、元文元年（１７７６）滝沢家が願主となって平穏無事を願って、伊勢生まれの六十六部

（諸国行脚の僧）の僧「安心」により写経された主旨が石碑に記される。壇原長則氏は造立年前後に千曲

川水害が多発したことが背景にあると指摘している（註４）。このように経塚といってもさまざまである。

経塚は平安末期の末法思想下に造られはじめたが、中世では積善業・功徳業や供養目的で、経供養の１

形態として残り、１６世紀には廻国聖によって奉納を重視するものに変化し、さらに近世は現世利益を目的

とした埋納も増えるとされる（註１）。同じ礫石経塚でも造立目的や年代は多様であり、全国の礫石経塚の

寺院境内例（註５）をみても、特定宗派に限られるものではないようだ。月岡遺跡周辺の例でも関係した

僧は八幡塚経塚では廻国聖、千手寺経塚は修験道関係者が想定されている。しかし、こうした礫石経塚も

願主の発心や法会など特殊な契機で造られた点は共通し、月岡遺跡の場合も葬送以外の何らかの特殊な契

機が背景にあったと想像できる。

月岡遺跡の場合、築造目的を解く鍵は築造場所の意味と年代から、二通り考えられる。中世後半期なら

ば、中世遺構群と併存して、居住地との問題で造立された可能性がある。ただし、１６世紀以後に経塚の造

第５章 まとめ
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営が増加したとの指摘を踏まえれば、経塚は中世遺構群の出現前後ではなく、むしろ居住遺構が減少する

１６世紀後半以後ではないかと思われるが、築造目的は全く不明である。近世ならば、１基のみ存在する墓

と何らかの事情に関わる供養の可能性があると思われる。本遺跡の経塚は、構造からみると中世後半の可

能性があるが、根拠が弱く断定できない。本遺跡の経塚の背景を考えるに際しても、年代比定が大きな鍵

となることは明らかであるが、今回の調査では年代を明らかにすることができなかった。今後、類例の増

加をまって、年代比定と新たな検討が進むことを期待したい。

註１ 松原典明１９９４「礫石経研究序説」『考古学論究』第３号 立正大学考古学会。

註２ 三宅敏之氏（１９８４「経塚の分布」『新版仏教考古学講座 第６巻』雄山閣）によれば、経塚は１４～１５世紀に少ないながら、１６世

紀から増加するのは廻国聖の廻国納経との関係と指摘されている。また、一字一石経の早い例として大分県上尾坂の八角石幢の

暦応二年（１３３９）「浄土三部経一石一字」銘、永和二年（１３７６）岩手県和見経碑「五部大経一石一字」、礫石経では福島県中目経

塚で「天文十三年（１５４４）」の願文が発見されていると紹介されている。

註３ 山ノ内町夜間瀬横倉千手寺経塚緊急発掘調査団１９７５「千手寺経塚」『高井』第三十一号 高井地方史研究会

註４ 壇原長則１９８６「古墳に築造された経塚二例」『高井』第七十四号 高井地方史研究会

註５ １９９４『考古学論究』第３号 立正大学考古学会

第３節 弥生土器について

今回の調査ではⅢ層から弥生土器が比較的多く採集され、丘陵上方には当該期の遺構が存在する可能性

が捉えられた。最後に、出土土器の様相について整理してみたい。

出土弥生土器を器種別にみると、壺は頚部に櫛描直線文と鋸歯文と一部赤彩が認められ、甕は口縁部が

長く屈曲が弱い器形に櫛描波状文や簾状文、あるいは胴部下半に羽状櫛描文が施される。鉢・高坏は赤彩

されるが、屈曲が弱く余り大きく外反しない特徴がある。これらの特徴から本遺跡の出土弥生土器は後期

初頭の吉田式に比定しうるとみられる。中島庄一氏の中野市周辺の弥生土器編年検討（註１）を参照すれ

ば、壷頚部の鋸歯文の出現が６段階以後で、口縁部外面まで波状文を施す甕の出現は７段階とされる。本

遺跡出土土器の様相は７段階に該当し、後期初頭の後半とみられる。本遺跡ではバリエーションが少な

く、時期幅が短い可能性もある。

ところで、今回出土した壺は口縁部が上に屈曲するように折れる形が多い点、注目される。この口縁形

状は千野氏が指摘する栗林式土器の「受口型」からの発展か、あるいは地域的特性として北陸からの外来

的影響が考えられよう。隣接した新潟県の後期初頭の土器様相が不明なので何とも言えないが、吉田高校

グランド遺跡で東北地方の天王山式土器が吉田式土器に混在して出土していることからは、外来的影響を

考えたくはなる。また、笹沢浩氏は後期の箱清水式土器分布圏内に飯山型という小地域型を設定したが、

これも北陸との境界付近で生まれた地域性とみられなくはない。

註１ 中島庄一１９９９「飯山・中野地方における弥生中期後半から後期の編年について」『長野県の弥生土器』長野県考古学会弥生部会

編

第３節 弥生土器について
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第６章 結 語
調査の結果、１３・１４世紀の遺構は把握できなかったが、１５世紀中頃から１６世紀を中心とした集村景観の

居住遺跡であることが確認できた。この集村化は室町時代における地縁的結束の強化が背景にあると思わ

れるが、この集村の中核となる主体が何なのかは課題として残された。伝承にある称念寺や岩井氏が中核

的な役割を果たした可能性は十分考えられ、一方である程度自立した村自体が主体となっていた可能性も

考えられる。今回の発掘調査では称念寺も岩井氏の居館跡も直接確認できていないが、遺跡地に称念寺と

岩井氏の伝承があることは示唆的ではないかと思われる。

岩井氏、称念寺があったと言い伝える年代は遺跡の存続時期に重なり、しかも居住遺構が捉えられた１５

世紀中ごろ頃は、真宗系寺院が中野市に増えてくる時期にもあたる。集住を進めた中核に称念寺、岩井氏

の存在を想定する可能性を否定はできない。しかし、一方で遺跡の変遷のなかで、SX０２の出土遺物の年

代から、集住が進んだのは１６世紀前半までを含み、屋敷地のような区画が遺跡全体に出現するのが遅れる

可能性があることからは、岩井氏、称念寺が転出する年代で遺跡が途絶していないと思われる。さらに①

区北部区画のように、遺構数の少なさから早めに放棄されたと推測される区画もあるので、月岡遺跡全体

が一律同時期に放棄されたとは考えにいくい。すると、月岡遺跡に住んだ人々は寺院や武士と完全に一体

化した関係ではなく、緩やかな繋がりで関係し、中核がなくなっても独立しえた存在で、「村」ではなか

ったかと思われる。その点では現岩井集落が月岡から移転したという伝承は興味深い。

今回の調査結果は、上記のような歴史的事象との関連を証明する材料が不足していることは否めない

が、ここでは月岡遺跡が村であったと考えておきたい。月岡遺跡と同時期の屋敷地が集合した遺跡がいく

つか知られるので、今後そうした類似遺跡と比較するなかで本遺跡の事例も検討されることを期待した

い。

次に経塚であるが、今回の調査で調査事例の少ない一字一石経塚について新たな知見を加えることがで

きた。年代は１６世紀前後か近世と推測したものの結論がだせず、その年代的位置づけは今後の課題として

残された。造営目的も葬送以外としかわからず、なぜ、②区平坦地のはずれに造られたのかも不明であ

る。全くの憶測だが、一字一石経塚自体の数が少ないことは、やはり特殊な契機に造られるもので、造ら

れる場所もどこでも良かったわけではないと思われる。きちんとした施設を伴うことは後代に破壊される

ことなく永続的に残ることを願った記念碑的な意味合いもあり、そもそも石に経を書く行為からして永続

的な呪術力を願ったものと思われる。経塚を築造する場所は目的の呪力が機能することが期待された場所

でもあるが、一旦造ってしまえば聖なる場所として不可侵となることから、その場所は厳選されていたと

思われる。そう考えると、②区平坦地の北西端に経塚が営まれたことは、その場所に関わる何か意味があ

ったことは考えられよう。

弥生時代については、遺構が検出されなかったものの、比較的多くの土器が採取され、丘陵上方に居住

遺跡が存在する可能性が想定できた。出土土器は後期初頭のいわゆる吉田式と認められ、周辺では当該期

の遺跡が少ない上に、耕作地と想定される沖積地から離れて丘陵上に居住する特殊な立地にも思える。し

かし、吉田式期の遺跡は丘陵上にあるものばかりでないので、こうした立地が普遍的とはいえず、社会背

景というよりは千曲川の流路位置や洪水の影響などの当地域特有の事情によるかもしれない。

残された課題は多いが、今回の調査を通して月岡遺跡の一端を垣間見ることができたと思われる。特に

室町～戦国時代にかけての遺構群は、現在の岩井地区のムラの歴史を考える上でも重要な資料と考える。

また、それは北信地域、あるいは信濃の歴史を考える上でも貴重な資料になると思われる。今後、本報告

がこうした歴史を紐解く時の資料として活用されることを切に願う。
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調査地遠景 ＰＬ１
左：調査地遠景

（南西）より

右：調査地遠景

（西より）

調査地遠景

（北より）

調査地全景

（南より）



ＰＬ２ ④区、１２トレンチ、①・②・③区中世遺構全景
左：④区全景

（東より）

右：④区土層

（南より）

左：１２トレンチ

全景（北より）

右：１２トレンチ

土層（西より）

①・②区

中世遺構全景

左：③区全景

（北より）

右：③区北壁土層

（南より）



①・②区調査前風景、確認調査３・４トレンチ ＰＬ３
左：①区調査前

風景（南より）

右：②区調査前

風景（南より）

左：確認調査

３トレンチ

（南西より）

右：３トレンチ

土層

（南東より）

左：３トレンチ

土層（南より）

右：同上

（南より）

左：３トレンチ

遺構検出状況

（西より）

右：４トレンチ

土層

（南西より）

左：４トレンチ

青磁碗出土状況

（北より）

右：②区基本

土層

（東より）



ＰＬ４ ①区中世遺構１
①区全景

（南より）

①区全景

（北より）



①区中世遺構２ ＰＬ５
左：SX０１

（北西より）

右：同上

（北より）

左：SX０３・０４

（南より）

右：同上

（北より）

左：SX０５新

（西より）

右：SX０５

新炉跡

（西より）

左：SX０５旧

（西より）

右：SX０５

旧炉跡

（西より）

左：SX０６

（北より）

右：SD２４・２５

（北より）



ＰＬ６ ①区中世遺構３
左：SK３０１

（北より）

右：SK３０３

（北より）

左：SK３０３

埋土中

SF１０～１２

（西より）

右：SK３０４

（北より）

左：SK３４３

（西より）

右：SK１１５２

（東より）

左：SK９１０

（北より）

右：SK９７９

（西より）

左：SK９８３

（北より）

右：SK１１０３

（北より）



左：SK１２５３

（北より）

右：SK１２６８

（西より）

左：SK１２７５

（北より）

右：SK１２６８、

１２６９、１３０６

（西より）

左：SK１３０６

（西より）

右：SK１０８５、

１３００、１３４５

（北より）

①区中世遺構４ ＰＬ７
左：SK８７８

（東より）

右：SK１２１３

（南より）

左：SK１２１７

（北より）

右：SK１２１８

（東より）



ＰＬ８ ①区中世遺構５、②区中世遺構１
左：①区中央区画

東部

中世遺構完掘状

況（北より）

右：同上

（南より）

左：①区南部区画、

中世遺構完掘状

況（北東より）

右：同上

（南西より）

②区中世遺構全景

（南より）

左：②区北部

ST６６～７８

（北東より）

右：②区南部

SD３３～３８、

ST８０～８４

（南より）



②区中世遺構２ ＰＬ９
左：SK４８

（北より）

右：SK９６

（北より）

左：SK１６７

（南より）

右：SK１６７

石組

（南より）

左：SK２００

（西より）

右：SK１１４５

（西より）

左：SK１１４５

土層

（西より）

右：SK１１４５、

１６７、SD１６

（東より）

左：SK１１４５、

SD１６

香炉出土状況

（北より）

右：同接写

（北より）



ＰＬ１０ ①―②区斜面の石垣・集石遺構、経塚１
左：SH０１、０２

検出状況

（北西より）

右：SH０１

検出状況

（北より）

左：SH０１

（南西より）

右：SH０１

（北西より）

左：SH０１土層

（北より）

右：SH０２

（西より）

経塚 SM０１

検出状況

（南より）



経塚２ ＰＬ１１
左：経塚 SM０１

検出状況

（東より）

右：同上

（西より）

左：経塚 SM０１

土層

（南より）

右：同上

（東より）

左：経塚 SM０１

土層接写

（南より）

右：経石出土

状況接写

（南東より）

左：経塚 SM０１

石組検出状況

（南より）

右：同上

（西より）

左：経塚 SM０１

完掘状況

（南より）

右：同上

（東より）
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ＰＬ１２ ①区中世以前の土器包含層
中世以前の土器包含層完掘

（北より）

中世以前の土器包含層完掘

（北西より）

左：土器包含層の

土層（南より）

右：同上 接写

（南西より）
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書名 北陸新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査報告書８
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シリーズ名番号 長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書９５
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発行年月日 ２０１０（平成２２年）３月２４日

ふ り が な

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード 北緯 東経

調 査 期 間
調査

面積
調査原因

市町村
遺跡番

号
世界測地系 世界測地系

つきおか い せき

月岡遺跡

なが の けん

長野県
なか の し

中野市
いわ い

岩井

２０２１１ １８９ ３６度

４９分

５０秒

１３８度

２２分

１８秒

２００２年１１月２５日

～１２月６日

２００３年５月１５日

～１０月１１日

９，８００

㎡

北陸新幹

線建設に

伴う事前

調査

立地 種別 主な時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

沖積地を

望む丘陵

上に立地

包含層 弥生時代 弥生土器 周辺での集落遺跡の存在を

示唆する

集落遺跡 中世（一部近

世の可能性が

あるものを含

む）

削平地５ヶ所

掘立柱建物跡８４棟

竪穴建物跡１軒

溝跡４８条

土坑７８基

焼土跡１２か所
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中世陶磁器、
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刀装具
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砥石

階段状に連なる平坦地地形

を数区画にわけた屋敷地が

集合する室町時代を中心と

する集村景観の遺跡

経塚 中世～近世 経塚１基 経石 一字一石経塚

遺跡の場所は、かつて真宗の称念寺、在地武士の岩井氏居館跡、あるいは現岩井集落があった

との伝承がある。発掘調査の結果、階段状の地形を利用して屋敷地を集合させた集村形態の遺

跡であることが明らかになった。調査地は丘陵の縁部にあたるため、遺跡の中心地の様相は不

明だが、伝承との関係は注目される。
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